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དࡰᎌૢ၍ଞസႩሇ ༌ ԃ のᄇにց֢֥֞ 

དࡰᎌૢ၍ଞസ സྙ นኾ ၴ 

 2023 年度に実施された「地域連携共同研究所ࢪࣟࣉェクト」の成果をまとめた「地域連携共同

研究所年報 第㸷号」が成いたしました。ᮏ年報には、継続ࢪࣟࣉェクト 9 ௳に加࠼て、新つ

ェクトࢪࣟࣉ 5 ௳、合ィ 1� ௳（ 130  。の実践報告がᥖ㍕されております（ࢪー࣌

 ᮏ学のඛ生方のシーࢬを生かした多ᙬなࢪࣟࣉェクトは、以下の � つのศ野にศけることがで

きます。 

①㣗品開発、ᗣづくりのためのメニュー開発、フードࣟス対⟇のヨࡳなどの㣗品⣔の活動 

 ②こどもや多世௦のための居場所づくり、コミュニティᵓ⠏に関する活動 

 ③小学生のための教育活動や教ᮦ開発に関する活動 

④地域の⮬↛⎔ቃ保に関する活動 

 これらすての活動に共㏻しているのが「ありのままの⣲ᮦを生かす」ということです。㣗ᮦ

はもとより、子どもたちも地域の⮬↛⎔ቃも「ありのままのጼ」でཷけධれられる場を、教ဨや

学生が地域の方たちと共に創造しようとዧ㜚しているጼが見࠼ました。⚾⮬㌟も、かつてኪの野

ⅆṆ用Ỉで↥めきながら⩚ばたいていた࣍タࣝのጼを㏣いồめ、5 年㉺しでそのጼを現するこ

とに成ຌしたときのいをᛀれることはできません。 

 もう 10 年ど๓になりますが、㟼ᒸ┴❧大学のඛ生や学生さんとのὶをとおして、居場所づ

くりをしようというヨࡳをしたことがあります。㟼ᒸ┴❧大学の学生さんたちは「ありのまま」

（㏻⛠「あり」）というサークࣝをつくっていました。「だれでもありのままでཷけධれられる」

という場を作ることを目ⓗとしたで、ᮏ学の学生たちと一⥴に、༑文Ꮠで「お⸆ワークシࣙッ

ンディを⮬作の「お⸆⿄」にධれて、ᝎんでいるேにฎ方してあげるのࣕ࢟。をやりました「ࣉ

です。「やり場のないᛣりにຠきます」「一ேࡰっちでᐢしいときに㸯㘄のんでࡡ」という感ࡌで

⿄に⸆のຠ能を᭩いてΏすだけです。学生たちがとてもᴦしそうに、ࡳんな➗㢦でゆったりとし

た気ᣢちで取り⤌んでいて、「このᛮ㆟な㨱ἲはなんだろう㸽」とᛮったことが、なࡐかᛴにᛮ

い出されました。 

 現௦は、いろいろなものがᛴ⃭に変わっていく㹔㹓㹁㸿の௦とゝわれています。このような

௦にこそ、⚾たちはேとしてఱが大切なのか、このᮏ㉁ⓗな課題と向き合っていくことを課せ

られていると感ࡌます。 

 ࠗ地域連携共同研究所年報࠘は第 9 号をもって⤊หとなります。今ᚋは報発ಙリーフࣞット

ࠗちいら㏻ಙ࠘において、いきいきとした学生たちの活動のᵝ子を発ಙして行く予定です。 

᭱ᚋになりましたが、⇕心に活動に取り⤌まれ、大きな成果をめてくださったඛ生方、学生の

ⓙᵝ、地域のⓙᵝに心より感ㅰ⏦し上げます。 

令和 7 年 2 月 
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དࡰとのᎌૢ֖֞ྫྷבདႺౌᆾのዛ効活ዿ 
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1）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学・㣗品開発学⛉ 2）新ᗙᕷシティࣔࣟࣉーシࣙン課 3）ᑿᓮフー࣒ 

�）ओグリーンフー࣒らࡥん 5）ओࣘーフー6 ࣒�⏣୰製Ⲕᅬ 

ͤ��� 5�は 7 月より、6�は 2 月より研究過程で加࠼た。 

㸸地場㎰⏘物 6ࢻ࣮࣮࣡࢟ ḟ⏘ᴗ 地域連携 ၟ品開発 

せ᪨㸸地場㎰⏘物の᭷ຠ活用として、地場野菜をったドࣞッシングの開発に取り⤌んできた୰、

㏆年では、6 ḟ⏘ᴗを目指す㎰ᴗᴗ者がᢪ࠼るၟ品開発に関する課題をゎ決する活動に展開し

てきている。㣗品開発学⛉の学生たちは㎰ᴗ者と関わりながら、その課題ゎ決のために大学でಟ得

した▱㆑を発し、ၟ品開発に取り⤌んできた。令和 5 年度はओグリーンフー࣒らࡥんのつ᱁እ

トマトを用いて、その加価್の創出にດめ、さらにトマトを活用したカࣞーの開発を行った。ま

た、ओࣘーフー࣒で᱂ᇵされたᇸ⋢┴࢜リࢪナࣝ品✀いちご「あまりん」のつ᱁እ品を活用して

⊃山Ⲕと合わせた、あまりん⣚Ⲕの開発を行った。開発୰の製品は、ᇸ⋢┴㎰ၟᕤ連携フェにて

展♧し、学生たちが⮬らၟ品に向けて製造ᴗを᥈した。その⤖果、トマトカࣞーは㣗ᇽでの提

供が決定し、あまりん⣚Ⲕは地域の製Ⲕᅬにてၟ品と㐍めることができた。また、これまで取

り⤌んできたドࣞッシングの㈍㊰については、地㐨に㈍㊰開ᣅを㐍めた⤖果、ཷ注発注での製造が

ྍ能となり、ᅾᗜ⟶⌮のၥ題がゎ決した。地域との連携ᴗには、㈶同する௰間作りが᭱も㔜要で

あり、ᮏ活動での成果は௰間の支援により得られたものとい࠼る。 

㸯 ࡌࡣめ 

ᮏ研究の⫼景には、学生が大学での学びを発し、地域㎰ᴗの活性に㈉献することにある。地

域㎰ᴗの活性の一⎔として 6 ḟ⏘ᴗがᣲげられるが、6 ḟ⏘ᴗで㔜要なことは、新しく生ࡌ

た価್が生⏘者や⏘地にࣉラスのຠ果を࠼、㎰ᴗのᣢ続ྍ能性を高めることにある（2022 大す

ら）。㣗品開発学⛉の学生は、「㣗の 6 ḟ⏘ᴗࣟࣉデューサー」の㈨᱁を取得することができ、そ

のため、「㣗㎰య㦂」、「㣗品加ᕤ学」、「フードマーࢣティングㄽ」などを学んでいる。地域との連携

活動を㏻した地場野菜の᭷ຠ活用は、これらの学びを実践ⓗに発するよい機となっている。活

動ᙜึは大学㉳で地域の≉⏘品となる加ᕤ㣗品を地場野菜で作ることを目指し、㉗⟅品や、地域

のᅵ⏘物としてᢅ࠼るようドࣞッシングの開発を㐍めた。これまでに、にんࡌん、ごࡰう、ࣟࣈッ

コリー、いちごと � ✀㢮のドࣞッシングを製造し㈍を行ってきたが、取り⤌ࡳを㐍める୰で、6

ḟ⏘ᴗを目指す㎰ᴗᴗ者が㎰⏘物の加ᕤ製造や、㎰⏘物⮬యの加価್の創出を課題としてい

ることを▱り、㏆年は、その課題ゎ決に学生たちが㎰ᴗ者と関わりながら、༠同でၟ品開発を行っ

ていく活動に展開してきている。6 ḟ⏘ᴗの取り⤌ࡳにおいて、᭱ึのࣁードࣝがၟ品開発であ

ることが指摘されており（ͤ1）、その課題ゎ決に㣗品開発学⛉での学びは㈉献できると考࠼ている。

ᮏ✏では、これまでの研究成果を㎰ᴗ者に㑏ඖし、ᫎされた一と、学生と㎰ᴗ者༠同での 6 ḟ
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⏘ᴗを見ᤣ࠼た取り⤌ࡳ、ならびに、これまでに多くの労力を㈝やした大学㉳で開発した

ၟ品の㈍について、取り⤌ࡳの継続により▱見が得られたので報告する。 

㸰 ᆅᇦ㎰ᴗࡢ◊✲ᡂᯝࡢ㑏ඖ㸦ᆅሙ㎰⏘≀ࡢຍ౯್ࡢฟ㸧 

 新ᗙᕷは、にんࡌんの指定⏘地にㄆ定されている。にんࡌんの指定⏘地はⲈᇛ┴や༓ⴥ┴に

もあり、関ᮾ㏆㞄に多い。にんࡌんはᰤ㣴価の高い野菜として▱られているが、㏆年は⏑いにんࡌ

んを好ࡴᾘ㈝者がቑ࠼、果物と同ᵝに⢾度が品㉁評価の対象になっている。にんࡌんの⢾は品✀や

᱂ᇵ᮲௳、⎔ቃなどにᙳ㡪をཷけるため、᱂ᇵ地の㐪いによってྵ᭷㔞や⤌成が␗なるとい࠼る。

そこで、新ᗙᕷで᱂ᇵされているにんࡌんの⢾ྵ᭷㔞やその⤌成を明らかにし、他の⏘地とのᕪู

をᅗることをヨࡳた。大学で行ったศᯒ⤖果を㎰ᐙにఏ࠼ることで、これまでᥖ♧していなかっ

た品✀の≉ᚩがၟ品にᫎされることとなった（┿ んはそのኳ↛のࡌが≉ᚩとなるにんࡳ⏑。（1

⢾を活かした調⌮や、加ᕤを行うことができ、加価್として⾲♧するព⩏がある。このように、

⏘地や品✀による野菜の≉ᚩを明♧することは、野菜の価್としてࣈランドを創出でき、単価の

向上に⧅がると考࠼る。さらには㎰ᴗ者の➇த力や向上心を高めることに⧅がることを期ᚅしたい。

㸱 ᇸ⋢┴㎰ၟᕤ㐃ᦠࡢ࢙ࣇฟᒎ 

令和 � 年度に続き、令和 5 年度もᇸ⋢┴がദした「㎰ၟᕤ連携フェ」に出展をした。ᇸ⋢┴

内の㎰ᴗᚑ者が出展しており、ᮏ学の学生はドࣞッシングをはࡌめ、開発୰のၟ品を展♧、さら

にヨ㣧やヨ㣗も提供して来場者のドࣂイスを聞いた。来場者の⋡┤なព見と、応援する声に学生

たちのࣔ࣋ࢳーシࣙンの向上に⧅がった良い機になった。また、ᇸ⋢┴▱がᮏ学のࣈースにて、

展♧したカࣞーとあまりん⣚Ⲕをヨ㣧、ヨ㣗してくださり、学生にとって㈗㔜な⤒㦂になった。 

㸱-㸯 ドࣞッシングの㈍㊰開ᣅ 

令和 � 年度は地場野菜ドࣞッシングの㈍㊰開ᣅを目ⓗに出展し、小ࣟットでの製造がྍ能な上ᐩ

㣗品をᇸ⋢りそな㖟行から⤂いただき、令和 6 年度のドࣞッシング製造がཷ注発注で行うことが

できた。㈍㊰の課題に関しては、多くの方の༠力をཷけながら、8 年目にしてようやく方向性が確

❧したとい࠼る。 

㸱-㸰 6 ḟ⏘ᴗにおける大学のᙺ割 

「大学のカデミックな要⣲を取りධれたい」、「学生ならではのイデがḧしい」というᇸ⋢

┴内の㎰ᴗ者からの声がᣲがり、令和 5 年度はओグリーンフー࣒らࡥん、ཬびओࣘーフー࣒と

༠同で、ၟ品の開発に取り⤌んだ。これまで、㎰ᴗは⮬Ⴀがとんどであったが、㏆年ἲே㎰ᴗが

ቑ加しており、✚ᴟⓗに⮬♫で生⏘した㎰⏘物をᕪูする動きがある。令和 5 年度の㎰ၟᕤ連携

フェでは、㣗品開発学⛉で行っているᤵᴗ内容がἲே㎰ᴗにおいてニーࢬがあることを実感し、

学生にとって実践ⓗな場となることを確ㄆできたዎ機とい࠼た。 

┿ 1 にんࡌんの㈍⾲♧ 

大学での⛉学ⓗ᰿ᣐをもとに「⏑い」と 

⾲グし、加価್を創出した。 
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ओグリーンフー࣒らࡥん（らࡥん）との༠同開発 

 ᇸ⋢┴ᕝ⏫に所ᅾするらࡥんは、᱂ᇵ㠃✚�1��39 P2と大つᶍにトマト᱂ᇵをしており、$6,$*$3

を取得している㎰ᴗ生⏘ἲேである。㏻年࢘ࣁス᱂ᇵを行っているが、つ᱁እや摘果したトマトな

どが大㔞にあり、すてをᗫᲠしてしまうという課題があった。この課題に対し、学生たちは、生

㣗には向かないつ᱁እ品をピューࣞにし、トマトのᰤ㣴⣲として注目されるリコピンのྵ᭷㔞に╔

目をして、その価್の創出を目指した。さらに、リコピンྵ᭷㔞の多いピューࣞを用いて、「 めな

くてもおいしく㣗ることができるカࣞー」の開発に╔ᡭした。このカࣞーは、㏆年の⅏ᐖの多さ

を༴した学生のイデで、⅏ᐖにᖖ で⡆単かつ、おいしく㣗てもら࠼るᬑ段の生活に㥆

ᰁࡳ深い㣗品として提された。また、⅏ᐖだけでなく、ⅆをわないことから子供やお年ᐤり

が一ேでも⡆単に㣗ることができるなど、そのターࢤットᒙは多ᒱにΏっている。令和 5 年度の

ᇸ⋢┴㎰ၟᕤ連携フェでは、学生たち⮬㌟で開発したカࣞーを展♧し、ၟ品に向けての༠力を

௮いだ。その⤖果、177 グࣝーࣉテࣝ࢘ェࣝᮾ日ᮏओから㣗ᇽでの提供の౫㢗があり、現ᅾ、提供

日に向けて調整をしている。 

┿㸰 つ᱁እトマトの 

リコピン㔞の 定のᵝ子 

┿㸱 ओグリーンフ࣒らࡥん

ゼၥ 

┿４ つ᱁እトマトを活用した

カࣞーの開発 

┿㸳 㹐㸳ᇸ⋢┴㎰ၟᕤ連携フェでのᵝ子 

（らࡥんと同ࣈースで参加） ┿㸴 カࣞーのパッࢣーࢪデザイン 
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⏘ᴗを見ᤣ࠼た取り⤌ࡳ、ならびに、これまでに多くの労力を㈝やした大学㉳で開発した

ၟ品の㈍について、取り⤌ࡳの継続により▱見が得られたので報告する。 

㸰 ᆅᇦ㎰ᴗࡢ◊✲ᡂᯝࡢ㑏ඖ㸦ᆅሙ㎰⏘≀ࡢຍ౯್ࡢฟ㸧 

 新ᗙᕷは、にんࡌんの指定⏘地にㄆ定されている。にんࡌんの指定⏘地はⲈᇛ┴や༓ⴥ┴に

もあり、関ᮾ㏆㞄に多い。にんࡌんはᰤ㣴価の高い野菜として▱られているが、㏆年は⏑いにんࡌ

んを好ࡴᾘ㈝者がቑ࠼、果物と同ᵝに⢾度が品㉁評価の対象になっている。にんࡌんの⢾は品✀や

᱂ᇵ᮲௳、⎔ቃなどにᙳ㡪をཷけるため、᱂ᇵ地の㐪いによってྵ᭷㔞や⤌成が␗なるとい࠼る。

そこで、新ᗙᕷで᱂ᇵされているにんࡌんの⢾ྵ᭷㔞やその⤌成を明らかにし、他の⏘地とのᕪู

をᅗることをヨࡳた。大学で行ったศᯒ⤖果を㎰ᐙにఏ࠼ることで、これまでᥖ♧していなかっ

た品✀の≉ᚩがၟ品にᫎされることとなった（┿ んはそのኳ↛のࡌが≉ᚩとなるにんࡳ⏑。（1

⢾を活かした調⌮や、加ᕤを行うことができ、加価್として⾲♧するព⩏がある。このように、

⏘地や品✀による野菜の≉ᚩを明♧することは、野菜の価್としてࣈランドを創出でき、単価の

向上に⧅がると考࠼る。さらには㎰ᴗ者の➇த力や向上心を高めることに⧅がることを期ᚅしたい。

㸱 ᇸ⋢┴㎰ၟᕤ㐃ᦠࡢ࢙ࣇฟᒎ 

令和 � 年度に続き、令和 5 年度もᇸ⋢┴がദした「㎰ၟᕤ連携フェ」に出展をした。ᇸ⋢┴

内の㎰ᴗᚑ者が出展しており、ᮏ学の学生はドࣞッシングをはࡌめ、開発୰のၟ品を展♧、さら

にヨ㣧やヨ㣗も提供して来場者のドࣂイスを聞いた。来場者の⋡┤なព見と、応援する声に学生

たちのࣔ࣋ࢳーシࣙンの向上に⧅がった良い機になった。また、ᇸ⋢┴▱がᮏ学のࣈースにて、

展♧したカࣞーとあまりん⣚Ⲕをヨ㣧、ヨ㣗してくださり、学生にとって㈗㔜な⤒㦂になった。 

㸱-㸯 ドࣞッシングの㈍㊰開ᣅ 

令和 � 年度は地場野菜ドࣞッシングの㈍㊰開ᣅを目ⓗに出展し、小ࣟットでの製造がྍ能な上ᐩ

㣗品をᇸ⋢りそな㖟行から⤂いただき、令和 6 年度のドࣞッシング製造がཷ注発注で行うことが

できた。㈍㊰の課題に関しては、多くの方の༠力をཷけながら、8 年目にしてようやく方向性が確

❧したとい࠼る。 

㸱-㸰 6 ḟ⏘ᴗにおける大学のᙺ割 

「大学のカデミックな要⣲を取りධれたい」、「学生ならではのイデがḧしい」というᇸ⋢

┴内の㎰ᴗ者からの声がᣲがり、令和 5 年度はओグリーンフー࣒らࡥん、ཬびओࣘーフー࣒と

༠同で、ၟ品の開発に取り⤌んだ。これまで、㎰ᴗは⮬Ⴀがとんどであったが、㏆年ἲே㎰ᴗが

ቑ加しており、✚ᴟⓗに⮬♫で生⏘した㎰⏘物をᕪูする動きがある。令和 5 年度の㎰ၟᕤ連携

フェでは、㣗品開発学⛉で行っているᤵᴗ内容がἲே㎰ᴗにおいてニーࢬがあることを実感し、

学生にとって実践ⓗな場となることを確ㄆできたዎ機とい࠼た。 

┿ 1 にんࡌんの㈍⾲♧ 

大学での⛉学ⓗ᰿ᣐをもとに「⏑い」と 

⾲グし、加価್を創出した。 
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ओࣘーフー࣒との༠同開発 

 ࣘーフー࣒はᮏᗉᕷに所ᅾし、ᇸ⋢┴࢜リࢪナࣝ品✀である「あまりん」（いちご）を᱂ᇵして

いる㎰ᴗ生⏘ἲேである。ࣘーフー࣒のあまりんは、第 2 回国いちご㑅ᡭᶒにおいて 2 を⋓

得するど、品㉁にこだわって᱂ᇵされたいちごである。そのため、㑅定基‽がཝしくつ᱁እ品も

多く出るという課題があった。学生たちは、この課題をཷけ、ᇸ⋢┴の㖭Ⲕである⊃山Ⲕと合わせ、

あまりんの⣚Ⲕを開発することにした。あまりんの旬の期はからであり、ኟの期にはᕷ場

に出回らないため、➃ቃ期にもあまりんをᛀれてḧしくないというᛮいがࣘーフー࣒にあった。

その声から「あまりんと⊃山Ⲕのイスティー」をコンࣉࢭトにし、開発に╔ᡭした。開発ᙜึは

ᇸ⋢┴Ⲕᴗ研究所༠力の下、和⣚Ⲕ「くめい」と⤌ࡳ合わせて配合割合を検ウᚋ、令和 5 年度㎰

ၟᕤ連携フェにて展♧し、ၟ品に向けて༠力してもら࠼るᴗを᥈した。その⤖果、ධ間ᕷに

ある⏣୰製Ⲕᅬとの共同開発がྍ能となり、現ᅾでは、⏣୰製Ⲕᅬで作られている㎰⸆、学⫧ᩱ

用の⊃山⣚Ⲕを用いてあまりんとの配合割合を検ウしている。この⊃山⣚Ⲕは、やࡪきたとい

う品✀から作られ、「グࣞイトテイストワード ック㒊㛛にてワࣂンドティー・ティーࣞࣈ「2023

ンスター金㈹をཷ㈹したものである。品㉁の良い࢜ーࣝᇸ⋢のၟ品を目指して⏘学連携の取り⤌

 。を㐍めているࡳ

 また、ၟ品と୪㉮して、⊃山Ⲕとあまりんの⤌ࡳ合わせを検ウし「Ⲕいちごラテ」を考

した。これは、ᇸ⋢┴⏘㎰⏘物の࿘▱を目ⓗに、学生が取り⤌んだもので、ዪ子大生のど点から見

た目にも⨾しく、㣗感や⏑㓟っࡥさにこだわって作製を行った。この「Ⲕいちごラテ」は、令和

5 年に開ദされた「⊃山Ⲕドリンクࣞシピコンテスト」にて᭱優⚽㈹を⋓得した（┿ 13）。 

  

┿㸵 㹐㸳ᇸ⋢┴㎰ၟᕤ連携フェでのᵝ子 

（ओࣘーフー࣒と同ࣈースで参加） 

┿㸶 フェにてᇸ⋢┴▱が 

あまりん⣚Ⲕをごヨ㣧 

┿㸷 フェで展♧した 

活動のㄝ明 

┿ 10 ⏣୰製Ⲕᅬゼၥ ┿ 11 あまりんの加ᕤのᵝ子

（⏣୰製Ⲕᅬにて） 

┿ 12 製Ⲕの方ἲを学んでいるᵝ子

（⏣୰製Ⲕᅬにて） 
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㸲 Ꮫ㉳࡛ၟရ㛤Ⓨࡇ࠺⾜ࢆとࡢ㈍ㄢ㢟࡚࠸ࡘ 

  

令和 � 年度よりドࣞッシングの㈍㊰課題ゎᾘのため、እ㒊支援としてओ୕ⓒのᮃ月Ặに㈍㊰に関

する見ゎを得ている。㈍㊰については㈍ᙜึからの課題であり、ドࣞッシングの活動において᭱

も労力を割いたところとい࠼る（2019�2020 小ᯘら）。ᮃ月Ặはᴗがᢞ㈨しているႠᴗのேᮦ

や㈨金が大学という㠀Ⴀ⤌⧊にはなく、大きな課題となったことが要ᅉと考ᐹしている。しかし

ながら、この取り⤌ࡳを継続し㈍㊰開ᣅに地㐨にトライしたひとつがᇸ⋢┴㎰ၟᕤ連携フェの

参加であり、その⤖果、「♫共感性」を㍈とし、大学を୰心として࢜ーࣝᇸ⋢のၟ品開発を一つの

ᙧにしたと見ゎしている（ᅗ 2�3）。๓報（2022 ᭮矢）で㏙た㏻り、ᴗのᣑではなく、小つ

ᶍでも共感してくれる௰間づくりに㔜点をおいて㐍めていった⤖果、令和 5 年度はཷ注発注という

成果を得ることができ、ᅾᗜ⟶⌮の課題がゎᾘした。 

一方で㣗品開発学⛉の学びとしては、⛉学ⓗな᰿ᣐを♧した㨩力ⓗな製品作りをし、㈍するま

でがၟ品開発であると考࠼ている。しかしながら、これまで、大学ഃに㈍の▱見がなく、㈍に

関する学びを実践でヨすことができていなかった。今ᚋは、᭷㆑者による助ゝや支援をཷけながら

㈍ಁ㐍まで学びを深められるようにステッࣉッࣉしていきたい。さらには、㈍までを㏻して

行う学生యの活動に、大学⤌⧊がධしてくれることをᮃんでいる。 

  

┿ 13 ⊃山Ⲕࣞシピコンテストにて

᭱優⚽㈹をཷ㈹ 

┿ 1� ⊃山Ⲕࣞシピコンテストに応ເ

した「Ⲕいちごラテ」 

ᅗ 1 大学㉳のၟ品開発から㈍までのὶれ  

 。イࣖーど点でのႠᴗᡓ␎（㉥ᯟ）がないことが課題となったࣂ

ͤ2 を参考に᭮矢作成 
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ओࣘーフー࣒との༠同開発 

 ࣘーフー࣒はᮏᗉᕷに所ᅾし、ᇸ⋢┴࢜リࢪナࣝ品✀である「あまりん」（いちご）を᱂ᇵして

いる㎰ᴗ生⏘ἲேである。ࣘーフー࣒のあまりんは、第 2 回国いちご㑅ᡭᶒにおいて 2 を⋓

得するど、品㉁にこだわって᱂ᇵされたいちごである。そのため、㑅定基‽がཝしくつ᱁እ品も

多く出るという課題があった。学生たちは、この課題をཷけ、ᇸ⋢┴の㖭Ⲕである⊃山Ⲕと合わせ、

あまりんの⣚Ⲕを開発することにした。あまりんの旬の期はからであり、ኟの期にはᕷ場

に出回らないため、➃ቃ期にもあまりんをᛀれてḧしくないというᛮいがࣘーフー࣒にあった。

その声から「あまりんと⊃山Ⲕのイスティー」をコンࣉࢭトにし、開発に╔ᡭした。開発ᙜึは

ᇸ⋢┴Ⲕᴗ研究所༠力の下、和⣚Ⲕ「くめい」と⤌ࡳ合わせて配合割合を検ウᚋ、令和 5 年度㎰

ၟᕤ連携フェにて展♧し、ၟ品に向けて༠力してもら࠼るᴗを᥈した。その⤖果、ධ間ᕷに

ある⏣୰製Ⲕᅬとの共同開発がྍ能となり、現ᅾでは、⏣୰製Ⲕᅬで作られている㎰⸆、学⫧ᩱ

用の⊃山⣚Ⲕを用いてあまりんとの配合割合を検ウしている。この⊃山⣚Ⲕは、やࡪきたとい

う品✀から作られ、「グࣞイトテイストワード ック㒊㛛にてワࣂンドティー・ティーࣞࣈ「2023

ンスター金㈹をཷ㈹したものである。品㉁の良い࢜ーࣝᇸ⋢のၟ品を目指して⏘学連携の取り⤌

 。を㐍めているࡳ

 また、ၟ品と୪㉮して、⊃山Ⲕとあまりんの⤌ࡳ合わせを検ウし「Ⲕいちごラテ」を考

した。これは、ᇸ⋢┴⏘㎰⏘物の࿘▱を目ⓗに、学生が取り⤌んだもので、ዪ子大生のど点から見

た目にも⨾しく、㣗感や⏑㓟っࡥさにこだわって作製を行った。この「Ⲕいちごラテ」は、令和

5 年に開ദされた「⊃山Ⲕドリンクࣞシピコンテスト」にて᭱優⚽㈹を⋓得した（┿ 13）。 

  

┿㸵 㹐㸳ᇸ⋢┴㎰ၟᕤ連携フェでのᵝ子 

（ओࣘーフー࣒と同ࣈースで参加） 

┿㸶 フェにてᇸ⋢┴▱が 

あまりん⣚Ⲕをごヨ㣧 

┿㸷 フェで展♧した 

活動のㄝ明 

┿ 10 ⏣୰製Ⲕᅬゼၥ ┿ 11 あまりんの加ᕤのᵝ子

（⏣୰製Ⲕᅬにて） 

┿ 12 製Ⲕの方ἲを学んでいるᵝ子

（⏣୰製Ⲕᅬにて） 

6 地域連携共同研究所年報　第 9号 地域連携共同研究所年報　第 9号 7



地域連携共同研究所年報 第 9号 6 

  

ᅗ 2 これまでの取り⤌ࡳと課題のまとめ （ᮃ月Ặ作成） 

ᅗ 3 㹐㸳年度の取り⤌ࡳと成果のまとめ （ᮃ月Ặ作成） 
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 ࡾࢃ࠾ �

 ドࣞッシングの取り⤌ࡳは、令和 5 年度で╔ᡭから 8 年が⤒った。᭮矢ら（2021）が報告したよ

うに、地域における活動には、ᴗに㈶同する「௰間」が᭱も大であったことは間㐪いなく、多

くの௰間の支援により継続できた活動であった。地㐨に地域における課題ゎ決に取り⤌んだ⤖果、

大学がධした 6 ḟ⏘ᴗが定╔してきていることを実感している。㎰⏘物における課題はまだま

だἑ山あり、大学の⛉学ⓗ᰿ᣐが必要とされている。ྍ能な㝈りその間ཱྀを開き、学生がಟ得した

▱㆑を発できるよう、ዎ機の創出に┈ࠎດめていきたいと考࠼ている。 

ㅰ㎡ 

 地域連携᥎㐍課のⓙᵝをはࡌめ、多くの方のお力ῧ࠼をいただきました。ここに心よりᚚ♩⏦し

上げます。 

グ 

 ᮏㄅ発行（2025 年 2 月）までに、ᮏ研究については以下のような成果が得られた。 

＜ओグリーンフー࣒らࡥんとの༠同開発＞ 

202� 年 7 月 8 日に、177 グࣝーࣉテࣝ࢘ェࣝᮾ日ᮏओ㣗ᇽにてトマトカࣞーのヨ㦂㈍を実施し

た。そのᚋ、開発したカࣞーはၟ品ྡ「やんごとなきトマト 7KH FXUU\」として 2025 年 3 月に製造

に⮳り、文㒊⛉学省「令和 5 年度⏘学ᐁ連携活動のな実用」として⤂された。 

＜ओࣘーフー࣒との༠同開発＞ 

202� 年 11 月 3 日に、ၟ品ྡ「あまりん⣚Ⲕ」としてところࡊわサクラタ࢘ンにてඛ行㈍に⮳っ

た。現ᅾ、⏣୰製Ⲕᅬにて࢜ンライン㈍を行っている。 

ᮏ活動は、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学地域連携共同研究所の研究㈝により実施した。 
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ॺภの଼ตב活֊֖֞དࡰᎌૢ活動}֥ࡱ支援י؎ントのౄइ֥֖ྫྷב}

&oPPunity &ollaEoration Activities 8tili]inJ Students Individuality  
throuJh Participation in &hildcare Support (vents 

星野 ♸子 1�    Ώ㑔 Ꮥᯞ 2�    ྡ達 ⱥペ 2�    安達 一ᑑ 3�

<uko HOSHINO   7akae :A7ANA%(   Hideaki NA'A&HI   .a]uhisa A'A&HI 

1�༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学・文ⱁ文学⛉ 2）同・幼児教育学⛉ 3）同・♫報デザイン学⛉ 

 ラクターࣕ࢟ 㸸地域連携 ᐁ学連携 子育て支援 コンピテンシーࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸「ࣉラスちࡷんくらࡪ」と幼児教育学⛉の学生᭷ᚿが、ᇸ⋢┴でึめての開ദとなった

「SAITAMA 子育て応援フェスタ」に参加した。イ࣋ントでᚑしたことは、学ᅬࣕ࢟ラクター「ࣉ

ラスちࡷん」の出動をྵࣕ࢟ࡴラクターイ࣋ントの㐠Ⴀ༠力、ࣝ࣋ࣀティのྎ⣬デザイン、ᮏ学の

PR 。ート等、多ᒱにわたった࣏ースのサࣈースの㐠Ⴀ、ᇸ⋢┴㐠Ⴀࣈ

イ࣋ント参加ᚋの学生たちのࡩり㏉りには、⮬ศたちの学びや≉ᢏを✚ᴟⓗに活かそうとするጼ

ໃ、場㠃や来場者のニーࢬに応ࡌて㐺切な対応を㑅ᢥするᰂ㌾性、今回得られた省をḟ回に活か

そうとする向上心、などをㄞࡳ取ることができた。こうした学生たちのጼは、ᇸ⋢┴ᗇのᢸᙜ⫋ဨ

の方にも評価された。今ᚋも、ᇸ⋢┴の保育・教育をᢸうேᮦを㍮出する大学として、ᮏ学らしい

地域連携活動にບんでいきたい。

㸯 ࡌࡣめ

コࣟナ⚝以๓とࡰ変わりなくイ࣋ントが開ദされた 2023 年度。学ᅬマスコットࣕ࢟ラクター

ントにつไがないイ࣋を活用した活動も、๓年度以上に活性した。参加するイ「んࡷラスちࣉ」

ントというのは、2020࣋ 年度以㝆にධ学したすてのᅾ学生にとってึめての⤒㦂となった。

2023 年度は、新たなご⦕を得て、さいたまスーパーリーナで開ദされた「SAITAMA 子育て応

援フェスタ」に参加することができた。2 日間開ദで 17,000 ேを㉸࠼る来場者があり、ᮏ学からは

ᘏ⣙ 50 ྡの学生がスタッフとして参加した。同イ࣋ントは、ᇸ⋢┴と（ᰴ）ACCEL LINK1との

共ദで開ദされ、ᇸ⋢┴において、同つᶍのイ࣋ントは 2023 年度がึ回となった。

ᮏ✏では、2023 年度ึめての参加となった同イ࣋ントでの活動をり㏉るとともに、参加を㏻し

て得られた学生の気づきや成㛗をグ㏙する。

㸰 ࠕSAITAMA Ꮚ⫱࡚ᛂࠖࢱࢫ࢙ࣇとࡣ

 「SAITAMA 子育て応援フェスタ」は、ᇸ⋢┴の子育て支援の実をピーࣝするとともに、ᐁ

民連携で子育てを応援することをメッࢭーࢪとして開ദされた。場では、子育てにᙺ❧つ᭱新の

サービスやၟ品、さらには、ྛ⮬యの㨩力ⓗな子育て支援が⤂された。

㸰．㸯 Ꮚ⫱࡚ࢺࣥ࣋㛤ദࡢ⫼ᬒ

 厚生労働省が発⾲した 2023 年の「ேཱྀ動ែ⤫ィ（ᴫᩘ）」によると、2023 年のᇸ⋢┴の合ィ≉

Ṧ出生⋡は 1.14 で、๓年の 1.17 より 0.03 イント低下している。日ᮏయとなると࣏ 2023 年は

1.20 であり、๓年の 1.26 より イント低下している。ᑡ子の⫼景には、⤖፧に対するព㆑࣏ 0.06

の変、⤒῭ⓗ安定さ、と子育ての୧❧のᅔ㞴さなど、ᵝࠎな要ᅉがᣲげられる。

1 日ᮏ᭱大⣭つᶍの子育てイ࣋ント「マタニティ㸤࣋ビーフェスタ」のイ࣋ント㐠Ⴀをᡭける。

これまでᶓ・大㜰での開ദ実⦼がある。 
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 こうした状況を⫼景に、ᇸ⋢┴は、第 4 期「ᇸ⋢┴子育て応援行動ィ⏬」（2020 年～2024 年度）

を⟇定した。その⌮ᛕは、࠙「すての子供の᭱善の┈」を目指し、「子育ち」「親育ち」の支援や

地域యでの子育て支援を㏻ࡌて、子供を生ࡳ育てることにᕼᮃをᣢてる♫づくりࠚというもの

である。なお、同ィ⏬⟇定において、2024 年に目指すき合ィ≉Ṧ出生⋡は、1.59 であった。

しかし、2023 年の「ேཱྀ動ែ⤫ィ（ᴫᩘ）」によると、ᇸ⋢┴の合ィ≉Ṧ出生⋡は 1.14 であり 3 年

連続の低下となった。2024 年においても同程度の್となることはീに㞴くない。

ḟに、「令和㸰年度ᑡ子♫に関する国㝿ព㆑調査報告᭩࠙య∧ から、⌮とする子ども「ࠚ

のᩘについての調査⤖果を参↷する。2020 年調査における⌮の子どもᩘは、ᖹᆒ 2.1 であった。

また、「2 ே」と回⟅したேᩘの割合は 52.1㸣と回⟅者の༙ᩘを㉸࠼ている。⤒年変をࡳてࡳる

と、2005 年 2.4、2010 年 2.3、2015 年 2.2、2020 年 2.1 で、「2 ே」と回⟅したேᩘの割合は、2005
年 50.4㸣、2010 年 51.8㸣、2015 年 54.8㸣、2020 年 52.1㸣となっている。つまり、現状、⌮と

する子どものᩘと現実の間には、大きな㞳があることがうかが࠼る。もっとも、ᮏ調査は、国

調査であるため、ᇸ⋢┴の調査に㝈ったものではないが、子育てに関する⌮と現実には㞳があ

ることはᇸ⋢┴もእではない。

さらに、同調査より、「（日ᮏは）子供を生ࡳ育てやすい国だとᛮうか」といった子育て⎔ቃに関

するンࢣートの⤖果を引用する。「どちらかとい࠼ばそうᛮわない」（47.2㸣）、「くそうᛮわな

い」（13.9㸣）と⟅࠼たேの割合は 6 割を㉸࠼た（ᅗ 1 の㉥ᯟ㒊ศ）。⤒年変は以下の㏻りである。

ᅗ㸯 Ꮚ౪࠸ࡍࡸ࡚⫱ࡳ⏕ࢆᅜࡔとᛮ࠺㸦᪥ᮏ㸧 

 ここまでの調査報告を⥲合ⓗにᤊ࠼ると、子どもを」ᩘே育てたいと㢪うேの割合は、それど

変はないものの、子育て⎔ቃの安はᣔࡎ࠼にᑡ子に⮳っている、ということが定できる。

以上のような状況を៧៖したことが、ᮏイ࣋ント開ദに⮳ったきっかけの一つであろう。

㸰．㸰 ࠕSAITAMA Ꮚ⫱࡚ᛂࡢࠖࢱࢫ࢙ࣇᐇᴫせ

SAITAMA 子育て応援フェスタົᒁ（（ᰴ）ACCEL LINK 内）による開ദ⤖果報告᭩から、ᮏ

イ࣋ントについての実施ᴫ要をグ㍕する。

⾲ � ᐇᴫせ 

日程 2023 年 11 月 18 日（ᅵ）・19 日（日）

場 さいたまスーパーリーナ（コミュニティリーナ）

ദ SAITAMA 子育て応援フェスタ実行ጤဨ

⏬㐠Ⴀ SAITAMA 子育て応援フェスタົᒁ（（ᰴ）ACCEL LINK 内）

出展ᅋయᩘ・ࣈースᩘ 55 ᅋయ・92 ースࣈ

来場ᒓ性 ⏘๓⏘ᚋフミリーおよび࢟ッࢬフミリー

来場者ᩘ 11 月 18 日 9,552 ྡ 㸭 11 月 19 日 7,776 ྡ  合ィ 17,328 ྡ
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開ദ⤖果報告によると、8 割を㉸࠼る来場者がᇸ⋢┴ᅾఫで、場にクࢭスしやすい୰ኸ地域（さ

いたまᕷ、ᕝཱྀᕷ、ᡞ⏣ᕷなど）ᅾఫの参加者がయの 6 割ᙉを占めていた。

 出展ᅋయである 55 ᅋయは、┴、ᕷ⏫ᮧ、一⯡ᴗなどᵝࠎであり、⮬యの参加ᅋయは、ᇸ⋢

┴、㉺生⏫、加㡲ᕷ、ᕝ㉺ᕷ、ᕝᓥ⏫、㛗™⏫などであった。ᮏ学は、Ⴀを目ⓗとしない教育機

関であることから、⮬యに‽ࡎるᅋయとして参加した。教育機関では၏一の参加であった。

㸱．ࢺࣥ࣋ཧຍࡅࡗࡁࡢとࡢ࡛ࢺࣥ࣋ᙺ࣭ᢸᙜ

 ここでは、イ࣋ントに参加するようになった⤒⦋と、イ࣋ントᢸᙜ課であったᇸ⋢┴⚟♴㒊ᑡ子

ᨻ⟇課2と┦ㄯのう࠼༠力することになった⏬について㏙る。

㸱．㸯 ࠕSAITAMA Ꮚ⫱࡚ᛂࢫ࣮ࣈࠖࢱࢫ࢙ࣇฟᒎࡅࡗࡁࡢ

 ᮏ学が「SAITAMA 子育て応援フェスタ」に参加するようになったきっかけは、「ࣉラスちࡷん」

が所ᒓする「ゆる⋢応援ᅋ」にᒆいたメーࣝであった。

 「ゆる⋢応援ᅋ」とは、ᇸ⋢┴の㨩力を PR するごᙜ地ࣕ࢟ラクターが加┕するᅋయである。ᅋ

㛗はᇸ⋢┴のマスコット「コࣂトン」、ᅋ㛗補బは「さいたまっち」で、現ᅾは 128 యのࣕ࢟ラク

ターがⓏ㘓されている。そんな「ゆる⋢応援ᅋ」ᐄてに、2023 年 5 月「SAITAMA 子育て応援フェ

スタ」の参加要ㄳがᒆいた。౫㢗内容は、イ࣋ント期間୰に場を⦎りṌきグリーティングをする、

というものであった。「ࣉラスちࡷん」をきっかけに、ᇸ⋢┴の保育・教育を支࠼るேᮦを㍮出して

いるᮏ学を▱ってもらいたいɆそんな㢪いからまࡎはᮏイ࣋ントの参加を決めた。

 参加࢚ントリーᚋ、「ࣉラスちࡷん」の㐠Ⴀに携わるࢪࣟࣉェクトメンࣂーに報告をしたところ、

ᮏ学の PR をවࡡてࣈースの出展ができないか、ということがᕼᮃとしてᣲがった。そこで、ᇸ⋢

┴のᢸᙜ課である⚟♴㒊ᑡ子ᨻ⟇課に連⤡をし、ᮏ学のࣈース出展をᡴデした。実行ጤဨで検ウ

していただいた⤖果、⮬యࣈースと同ᵝのᢅいで出展させていただけることになった。

㸱．㸰 ࢫ࣮ࣈฟᒎ௨እࡢ㛵ࡾࢃ

 もともとは、ࣕ࢟ラクターの出₇に加࠼、ᮏ学のࣈースを出展したい、ということでᑡ子ᨻ⟇課

と連⤡を取ることになったが、やりとりを⤒るなかで、ࣕ࢟ラクターイ࣋ントを連携して行うこと

になった。その⌮⏤として、ᮏイ࣋ントのᢸᙜ課であるᑡ子ᨻ⟇課よりも、「ࣉラスちࡷんくらࡪ」

の方が、ࣕ࢟ラクターイ࣋ントの参加⤒㦂が㇏ᐩである点がᣲげられる3。

 また、ࣕ࢟ラクターイ࣋ントの⏬༠力に加࠼て、ᇸ⋢┴ࣈースの㐠Ⴀにおいても、学生が一㒊

関わった。学生が関わった活動には以下のものがある。

ࠚࢺ࣮ࣥ࣋ࢱࢡࣛࣕ࢟࠙

ントの⏬༠力࣋ラクターイࣕ࢟・のྎ⣬デザイン࣒ࢦティとして配布するᾘしࣝ࣋ࣀ・

・ᇸ⋢┴⟶㎄╔ぐるࡳのスーࢶクター

࠙ᇸ⋢┴㐠Ⴀࠚࢺ࣮࣏ࢧࡢࢫ࣮ࣈ

・クイࢬのゎ⟅ࢳェックと景品配布（ᑡ子ᨻ⟇課）・㍯ᢞげコーナーのサ࣏ート（⚟♴ᨻ⟇課）

・ᮌ育おもちࡷコーナーのサ࣏ート（国᳜ᶞ⚍᥎㐍課）

㸲．ࡢࢺࣥ࣋グ㘓

 イ࣋ントをり㏉るにあたって、「SAITAMA 子育て支援応援フェスタ」HP にᥖ㍕されたᴗ・

⮬యの出展࣌ーࢪの報、ᮏ学㐠Ⴀࣈース・ࣕ࢟ラクターイ࣋ントのᵝ子をグ㍕する。

2 現⚟♴㒊こどもᨻ⟇課（2024 年度～）
3 ᇸ⋢┴のࣕ࢟ラクター「コࣂトン」「さいたまっち」のᗈ報は、┴民ᗈ⫈課（㨩力発ಙᢸᙜ）が

ົめ、「ゆる⋢応援ᅋ」の㐠Ⴀは、⏘ᴗ労働㒊ほග課（DMO 支援・ほග⯆ᢸᙜ）がົめる。
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 こうした状況を⫼景に、ᇸ⋢┴は、第 4 期「ᇸ⋢┴子育て応援行動ィ⏬」（2020 年～2024 年度）

を⟇定した。その⌮ᛕは、࠙「すての子供の᭱善の┈」を目指し、「子育ち」「親育ち」の支援や

地域యでの子育て支援を㏻ࡌて、子供を生ࡳ育てることにᕼᮃをᣢてる♫づくりࠚというもの

である。なお、同ィ⏬⟇定において、2024 年に目指すき合ィ≉Ṧ出生⋡は、1.59 であった。

しかし、2023 年の「ேཱྀ動ែ⤫ィ（ᴫᩘ）」によると、ᇸ⋢┴の合ィ≉Ṧ出生⋡は 1.14 であり 3 年

連続の低下となった。2024 年においても同程度の್となることはീに㞴くない。

ḟに、「令和㸰年度ᑡ子♫に関する国㝿ព㆑調査報告᭩࠙య∧ から、⌮とする子ども「ࠚ

のᩘについての調査⤖果を参↷する。2020 年調査における⌮の子どもᩘは、ᖹᆒ 2.1 であった。

また、「2 ே」と回⟅したேᩘの割合は 52.1㸣と回⟅者の༙ᩘを㉸࠼ている。⤒年変をࡳてࡳる

と、2005 年 2.4、2010 年 2.3、2015 年 2.2、2020 年 2.1 で、「2 ே」と回⟅したேᩘの割合は、2005
年 50.4㸣、2010 年 51.8㸣、2015 年 54.8㸣、2020 年 52.1㸣となっている。つまり、現状、⌮と

する子どものᩘと現実の間には、大きな㞳があることがうかが࠼る。もっとも、ᮏ調査は、国

調査であるため、ᇸ⋢┴の調査に㝈ったものではないが、子育てに関する⌮と現実には㞳があ

ることはᇸ⋢┴もእではない。

さらに、同調査より、「（日ᮏは）子供を生ࡳ育てやすい国だとᛮうか」といった子育て⎔ቃに関

するンࢣートの⤖果を引用する。「どちらかとい࠼ばそうᛮわない」（47.2㸣）、「くそうᛮわな

い」（13.9㸣）と⟅࠼たேの割合は 6 割を㉸࠼た（ᅗ 1 の㉥ᯟ㒊ศ）。⤒年変は以下の㏻りである。

ᅗ㸯 Ꮚ౪࠸ࡍࡸ࡚⫱ࡳ⏕ࢆᅜࡔとᛮ࠺㸦᪥ᮏ㸧 

 ここまでの調査報告を⥲合ⓗにᤊ࠼ると、子どもを」ᩘே育てたいと㢪うேの割合は、それど

変はないものの、子育て⎔ቃの安はᣔࡎ࠼にᑡ子に⮳っている、ということが定できる。

以上のような状況を៧៖したことが、ᮏイ࣋ント開ദに⮳ったきっかけの一つであろう。

㸰．㸰 ࠕSAITAMA Ꮚ⫱࡚ᛂࡢࠖࢱࢫ࢙ࣇᐇᴫせ

SAITAMA 子育て応援フェスタົᒁ（（ᰴ）ACCEL LINK 内）による開ദ⤖果報告᭩から、ᮏ

イ࣋ントについての実施ᴫ要をグ㍕する。

⾲ � ᐇᴫせ 

日程 2023 年 11 月 18 日（ᅵ）・19 日（日）

場 さいたまスーパーリーナ（コミュニティリーナ）

ദ SAITAMA 子育て応援フェスタ実行ጤဨ

⏬㐠Ⴀ SAITAMA 子育て応援フェスタົᒁ（（ᰴ）ACCEL LINK 内）

出展ᅋయᩘ・ࣈースᩘ 55 ᅋయ・92 ースࣈ

来場ᒓ性 ⏘๓⏘ᚋフミリーおよび࢟ッࢬフミリー

来場者ᩘ 11 月 18 日 9,552 ྡ 㸭 11 月 19 日 7,776 ྡ  合ィ 17,328 ྡ
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㸲．㸯 ᮏᏛࡢ㹎㹐ࢪ࣮࣌

 ᮏ学のࣕ࢟ッࢳコピーを「子育てにࣉラス㸟～ࣉラスと

なる子育て 応援します～」とした。そして、ᮏイ࣋ント

ではࡌめてᮏ学を▱るேもいることを定し、地域に᰿ࡊ

した大学であること、地ඖᇸ⋢┴を支࠼る保育者・教ဨを

多く㍮出している大学であることを PR した。

 ᅗ 2 がᮏ学の PR ⏬ീであり、子どもたちが大学にゼれ

ス࣏ーࢶ教ᐊに参加していたり、学内で遊んだりしている

場㠃をイメーࢪ⏬として用いた。

㸲．㸰 ᮏᏛࢫ࣮ࣈ

 ᮏ学㐠Ⴀࣈースは、幼児教育学⛉教ဨのΏ㑔とྡ達がᢸᙜし、幼児教育学⛉学生᭷ᚿと共に‽ഛ

を㐍めた。子育て支援に関するᮏ学の取り⤌ࡳを PR するとともに、ࣈースにゼれた子どもたちが、

参加学生とὶをしつつ、ఱかしらయ㦂できるような場にしたいɆそのような㢪いを㎸めてࣈー

スを⏬した。

  

  

ᅗ � ᮏᏛࢫ࣮ࣈࡢとࡢ࡞ࢇࡳ ࠺ࢁࡃࡘ࡚ࡗࡣࠕᮌࠖࡢసᡂࡢᵝᏊ 

 来場者参加ᆺ⏬である「はってつくろう ࡳんなのᮌ」では、ࣈースにゼれた来場者が、ቨと

ᗋに㈞られたⓑいࣕ࢟ンࣂスに、ᯤれⴥやⰍ⣬などを⮬⏤に㈞りけたり、クࣞパスでⰍをつけて

いったりした。作品を創っていく過程で、ᯤれⴥやⰍ⣬をちࡂったりᥱったり㔜ࡡたりしながら、

その感ゐをᴦしんでいるᵝ子が見ཷけられた。こうして、2 日間のイ࣋ントで、ᙬり㇏かな❧ὴな

大ᮌが成することになった。また、子どもたちが活動に参加している間、大ேの参加者に向けて

は、ᮏ学の地域活動や子育て支援のᵝ子を⤂した。報の࿘▱は、QR コードでのㄞࡳ取りをメ

インとし、ࣈース内では子どもたちの活動や、学生とのὶを୰心とした。

ᙜ日は、J:COM の取ᮦをཷけ、ࣈースのᵝ子はᇸ⋢┴内の J:COM サービス࢚リでᨺ㏦୰の

ティ␒⤌ࠗᇸ⋢の㏫く࠘で取り上げられた。現ᅾは、YouTube࢚ラࣂ の「LOVE ᇸ⋢ࣕࢳンネࣝ」

でもほることができる4。

� ᇸ⋢の J:COM බᘧࣕࢳンネࣝ「LOVE ᇸ⋢ࣕࢳンネࣝ」にて配ಙ。配ಙタイトࣝ「࠙ 子育て応

援フェࠚさいたママ・パパの子育ておᝎࡳ┦ㄯ࠙ᇸ⋢の㏫く 2023）「ࠚ 年 12 月 8 日にබ開）

ᅗ � ᮏᏛࡢ㹎㹐ࢪ࣮ 
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㸲．㸱 ࢺ࣮ࣥ࣋ࢱࢡࣛࣕ࢟

「ゆるࣕ࢟ラパࣞード～ᇸ⋢┴のㅦをゎけ～」と題したㅦゎき⏬をࣟࣉデュースした。

 用ពしたㅦは 4 ✀㢮で、間ẖに出題されるㅦが␗なる。場を⦎りṌくࣕ࢟ラクターがᣢって

いるࣄントパネࣝのメッࢭーࢪを⤌ࡳ合わせると⟅࠼をᑟくことができる。ㅦゎきのࣔࢳーフは

「ゆるࣕ࢟ラパࣞード」に参加するࣕ࢟ラクターとᇸ⋢┴にまつわることとした。

ᅗ 4 はㅦゎきのフࣟーで、ᅗ 5 は、クイࢬシートの一㒊とࣕ࢟ラクターが実㝿に場を⦎りṌい

た㝿に用いたパネࣝである。

  

  
ᅗ  ࣝࢿࣃㄝ᫂ࡢࠖࡅゎࢆㅦࡢ┴⋣ᇸࠕ �

   

     

ᅗ  ㅦ㸦୍㒊㸧ࡓࡋฟ㢟࡛ࠖࡅゎࢆㅦࡢ┴⋣ᇸࠕ �

 ᅗ 5 で取り上げたㅦは「ᇸ⋢┴民の日」がゎ⟅となる。①「㸯」、②「４」、③カࣞンࢲーのパネ

ࣝ、④イラストの「月」と「ኴ㝧（日）」、を⤌ࡳ合わせて、「11 月 14 日」の「ᇸ⋢┴民の日」をᑟ

く。ㅦゎきに慣れているேࠎにとっては㞴しくないࣞࣝ࣋のㅦだが、今回は、フミリー向けのイ

。を配置した「おጜさんࢬクイ」ントを出すࣄントということで、場にはᖖに࣋

 ᅗ 6 は、ࣄントパネࣝを子どもたちに見せている場㠃と「クイࢬおጜさん」のᵝ子である。

   

ᅗ ࢇࡷࡕࢫࣛࣉᏛ⏕とࡿࡍᚑ㐠Ⴀࢺࣥ࣋ࡢࠖࡅゎࢆㅦࡢ┴⋣ᇸࠕ �
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㸲．㸯 ᮏᏛࡢ㹎㹐ࢪ࣮࣌

 ᮏ学のࣕ࢟ッࢳコピーを「子育てにࣉラス㸟～ࣉラスと

なる子育て 応援します～」とした。そして、ᮏイ࣋ント

ではࡌめてᮏ学を▱るேもいることを定し、地域に᰿ࡊ

した大学であること、地ඖᇸ⋢┴を支࠼る保育者・教ဨを

多く㍮出している大学であることを PR した。

 ᅗ 2 がᮏ学の PR ⏬ീであり、子どもたちが大学にゼれ

ス࣏ーࢶ教ᐊに参加していたり、学内で遊んだりしている

場㠃をイメーࢪ⏬として用いた。

㸲．㸰 ᮏᏛࢫ࣮ࣈ

 ᮏ学㐠Ⴀࣈースは、幼児教育学⛉教ဨのΏ㑔とྡ達がᢸᙜし、幼児教育学⛉学生᭷ᚿと共に‽ഛ

を㐍めた。子育て支援に関するᮏ学の取り⤌ࡳを PR するとともに、ࣈースにゼれた子どもたちが、

参加学生とὶをしつつ、ఱかしらయ㦂できるような場にしたいɆそのような㢪いを㎸めてࣈー
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ᗋに㈞られたⓑいࣕ࢟ンࣂスに、ᯤれⴥやⰍ⣬などを⮬⏤に㈞りけたり、クࣞパスでⰍをつけて

いったりした。作品を創っていく過程で、ᯤれⴥやⰍ⣬をちࡂったりᥱったり㔜ࡡたりしながら、

その感ゐをᴦしんでいるᵝ子が見ཷけられた。こうして、2 日間のイ࣋ントで、ᙬり㇏かな❧ὴな

大ᮌが成することになった。また、子どもたちが活動に参加している間、大ேの参加者に向けて

は、ᮏ学の地域活動や子育て支援のᵝ子を⤂した。報の࿘▱は、QR コードでのㄞࡳ取りをメ

インとし、ࣈース内では子どもたちの活動や、学生とのὶを୰心とした。

ᙜ日は、J:COM の取ᮦをཷけ、ࣈースのᵝ子はᇸ⋢┴内の J:COM サービス࢚リでᨺ㏦୰の

ティ␒⤌ࠗᇸ⋢の㏫く࠘で取り上げられた。現ᅾは、YouTube࢚ラࣂ の「LOVE ᇸ⋢ࣕࢳンネࣝ」

でもほることができる4。

� ᇸ⋢の J:COM බᘧࣕࢳンネࣝ「LOVE ᇸ⋢ࣕࢳンネࣝ」にて配ಙ。配ಙタイトࣝ「࠙ 子育て応

援フェࠚさいたママ・パパの子育ておᝎࡳ┦ㄯ࠙ᇸ⋢の㏫く 2023）「ࠚ 年 12 月 8 日にබ開）

ᅗ � ᮏᏛࡢ㹎㹐ࢪ࣮ 
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また、「ᇸ⋢┴のㅦをゎけ」のࣝ࣋ࣀティは、ᇸ⋢┴が用ពした「コࣂトン」や「さいたまっち」

の❧యᾘし࣒ࢦで、そのྎ⣬に┦ᙜする用⣬を「ࣉラスちࡷんくらࡪ」の学生がデザインした。デ

ザインにあたっては、ᇸ⋢┴から支⤥いただいた「SAITAMA 子育て応援フェスタ」のࣟࢦと「コ

合わせて、⏬の㊃᪨にἢうようにデザインした。なࡳ⤌トン」・「さいたまっち」のイラストをࣂ

お、ᢸᙜした学生は、高校௦はデザイン⛉にᅾ⡠し、その成果を活かすことができたとい࠼る。

ᅗ ⣬ྎࡢࢸࣝ࣋ࣀ �

㸲．㸲 ࡢࡑ

 ┴ᗇの方のご厚ពで、学生たちはᇸ⋢┴ࣈースの㐠Ⴀもᢸᙜさせていただいた。ㅦゎきイ࣋ント

参加者のࣝ࣋ࣀティの配布、わなげయ㦂、ᮌ育おもちࡷのサ࣏ートなど、来場者の⮫機応変な

対応やおもてなしがồめられる場で、実践ⓗな⤒㦂を✚ࡴことができた。

  
ᅗ � ᇸ⋢┴ࡢࢫ࣮ࣈ㐠Ⴀࢺ࣮࣏ࢧ

 以上が「SAITAMA 子育て応援フェスタ」において、ᮏ学学生が携わった内容である。

５ Ꮫ⏕ࡢࡾ㏉ࡽࡾ

 イ࣋ント⤊ᚋ「SAITAMA 子育て応援フェスタ」に参加した学生に向け、ᮏイ࣋ントについて

のり㏉りを実施した。以下より、学生の所感を取り上げる。

５．㸯 ᮏᏛ࡚࠸ࡘࢫ࣮ࣈ

ースの⏬・㐠Ⴀは、幼児教育学⛉の教ဨであるΏ㑔、ྡ達と幼児教育学⛉の学生が୰心となࣈ 

った。学生のグ㏙より、‽ഛからᙜ日に⮳るまで、学⛉の学びを活かした活動となっていたことが

うかが࠼る。

・‽ഛにおいて、子どもの「⮬⏤さ」「ീ力」を引き出したり支࠼たりするためのᮦᩱを考࠼たり、

どのような⎔ቃがᮃましいかを考࠼たりした。一方、安性について考៖する間がᑡなかった。

 ᮏ学の幼児教育学⛉では「子どもから学ࡪ 子どもと共に学ࡪ」ことを大切にしている。このグ

㏙からは、子どもの良さを引き出す保育者として、子どもの⮬⏤な発をಁすことをព㆑している

ጼをㄞࡳ取ることができる。また、㝈られたࣈースス࣌ースにおいてどのような⎔ቃを用ពしたら

16 地域連携共同研究所年報　第 9号
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よいか考࠼をᕠらせている。対して、安性について考៖する間がなかったとり㏉っている。

では、同ࡌ学生はࣈース㐠Ⴀを⤒て、どのようなことを感ࡌただろうか。

・子どもがᮦᩱと関わる㝿、どのようなゝⴥけで⮬性のある活動になるのかを、子ども一ேひとり

に接しながら考࠼ることができた。また、子どもの活動に合わせて⎔ቃを変させることで、子ども

の安をᏲり、かの子どもの活動の場を保㞀することを考࠼ることができた。保ㆤ者には、子ども

の⣲ᩛなところをたくさんఏ࠼るようにした。

 上グのグ㏙から、‽ഛ段階でព㆑していたことは、ᙜ日もおおࡡࡴព㆑できていたことがうかが

ースを㐠Ⴀしながら対応するこࣈ、る。また、‽ഛ段階においてᠱᛕしていた安性についても࠼

とができていた。実㝿、子どもたちの動きやࣈースにᅾする子どもたちのேᩘに合わせて、ࣈー

スの展♧はᰂ㌾に変᭦されていた。㇏ᐩな実⩦⤒㦂が活きた対応だとい࠼よう。そして、保ㆤ者対

応においても、子どもの良い点をఏ࠼るということがព㆑され、保ㆤ者にಙ㢗される保育者として、

高いព㆑をഛ࠼ていることがわかる。

 また、ࣈース㐠Ⴀには、「ࣉラスちࡷんくらࡪ」の学生も一㒊関わることができた。以下のコメン

トをᐤせた 2 ྡは、幼児教育学⛉の学生ではないものの、過ཤの参加⤒㦂を活かしたり、子どもの

発に学び、それを今ᚋのイ࣋ント㐠Ⴀに活かそうとしたりするጼໃがࡳられた。

・ᮏ学のࣈースに参加した、子どもたちの創造力・発力に㦫かされた。この場にあるものをって

⮬⏤にᮌを創るという活動が㨩力ⓗだった。用ពするᮦᩱをᕤኵする大切さを学んだ。

・子どもと┤接おヰをするは、目⥺を合わせるようにし、᭱ᚋまでヰを聞くことを心がけた。また、

目⥺の向いている方向や⯆のあることをヰの୰で᥈り、ヰをᴦしんでもら࠼るようព㆑した。

５．㸰 ࡚࠸ࡘࢺ࣮ࣥ࣋ࢱࢡࣛࣕ࢟

ラクターグリーティングをࣕ࢟ントで࣋の学生は、これまでも多くのイ「ࡪんくらࡷラスちࣉ」 

⤒㦂している。では、今回は、どのようなことを気づきとして得たのだろうか。

テンドをᢸᙜした、࿘りの㡢に㈇けないように・ 声をᙇることと高くすることをព㆑した。㏻㊰ 

が⊃く㞀ᐖ物も多かったため、⣽かく方向の指♧をした。

ラクターの大きさをᢕᥱしきれていなかったのでおᐈさんとの㊥㞳が必ࣕ࢟、テンドをᢸᙜした・

要以上に㏆くなってしまったことがあった。テンドとしてはࣕ࢟ラクターが安におᐈさんと関わ

ることを大切にするので、空間をᢕᥱしながら声けすることが必要になるとᛮった。

。クターの㈇ᢸを確ㄆしつつ、おᐈさんとὶできるように対応した、テンドをᢸᙜしたには・

。ラクターのかわいさがおᐈさんにఏわるように関わることをព㆑したࣕ࢟、テンドをᢸᙜした・

┿ᙳを㢗まれた㝿は、᭱高の➗㢦でᙳできるようなゝⴥけや合ᅗを出した。

 上㏙のグ㏙から、テンドをᢸᙜした学生は、ࣕ࢟ラクターと参加者の安を確保しながら、࢟

ࣕラクターの良さを引き出し、来場者に好༳象をᣢってもら࠼るようព㆑しながら、╔ぐるࡳをㄏ

ᑟしたことがわかる。だからこそ、来場者との┿ᙳにおいても、ゝⴥがけや合ᅗにᕤኵを施し

たり、来場者とࣕ࢟ラクターがὶできるよう配៖したりしていた。

 また、今回は」ᩘのࣕ࢟ラクターをᢸᙜしたり、」ᩘのࣈース㐠Ⴀに携わったりしたため、㏻ᖖ

のࣕ࢟ラクターイ࣋ントよりも、テンドにてられるேᩘに㝈りがあった。そのため、テン

ドに⩦⇍している 4 年生の参加者はḟのような気づきをᐤせた。

ラクター1ࣕ࢟・ ேに対してテンド 1 ேだと、来場者の方の対応が間に合わないと感ࡌる場㠃 
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また、「ᇸ⋢┴のㅦをゎけ」のࣝ࣋ࣀティは、ᇸ⋢┴が用ពした「コࣂトン」や「さいたまっち」

の❧యᾘし࣒ࢦで、そのྎ⣬に┦ᙜする用⣬を「ࣉラスちࡷんくらࡪ」の学生がデザインした。デ

ザインにあたっては、ᇸ⋢┴から支⤥いただいた「SAITAMA 子育て応援フェスタ」のࣟࢦと「コ

合わせて、⏬の㊃᪨にἢうようにデザインした。なࡳ⤌トン」・「さいたまっち」のイラストをࣂ

お、ᢸᙜした学生は、高校௦はデザイン⛉にᅾ⡠し、その成果を活かすことができたとい࠼る。

ᅗ ⣬ྎࡢࢸࣝ࣋ࣀ �

㸲．㸲 ࡢࡑ

 ┴ᗇの方のご厚ពで、学生たちはᇸ⋢┴ࣈースの㐠Ⴀもᢸᙜさせていただいた。ㅦゎきイ࣋ント

参加者のࣝ࣋ࣀティの配布、わなげయ㦂、ᮌ育おもちࡷのサ࣏ートなど、来場者の⮫機応変な

対応やおもてなしがồめられる場で、実践ⓗな⤒㦂を✚ࡴことができた。

  
ᅗ � ᇸ⋢┴ࡢࢫ࣮ࣈ㐠Ⴀࢺ࣮࣏ࢧ

 以上が「SAITAMA 子育て応援フェスタ」において、ᮏ学学生が携わった内容である。

５ Ꮫ⏕ࡢࡾ㏉ࡽࡾ

 イ࣋ント⤊ᚋ「SAITAMA 子育て応援フェスタ」に参加した学生に向け、ᮏイ࣋ントについて

のり㏉りを実施した。以下より、学生の所感を取り上げる。

５．㸯 ᮏᏛ࡚࠸ࡘࢫ࣮ࣈ

ースの⏬・㐠Ⴀは、幼児教育学⛉の教ဨであるΏ㑔、ྡ達と幼児教育学⛉の学生が୰心となࣈ 

った。学生のグ㏙より、‽ഛからᙜ日に⮳るまで、学⛉の学びを活かした活動となっていたことが

うかが࠼る。

・‽ഛにおいて、子どもの「⮬⏤さ」「ീ力」を引き出したり支࠼たりするためのᮦᩱを考࠼たり、

どのような⎔ቃがᮃましいかを考࠼たりした。一方、安性について考៖する間がᑡなかった。

 ᮏ学の幼児教育学⛉では「子どもから学ࡪ 子どもと共に学ࡪ」ことを大切にしている。このグ

㏙からは、子どもの良さを引き出す保育者として、子どもの⮬⏤な発をಁすことをព㆑している

ጼをㄞࡳ取ることができる。また、㝈られたࣈースス࣌ースにおいてどのような⎔ቃを用ពしたら
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があった。今ᚋ⚾が参加できるイ࣋ントはᩘ࠼られるどだとはᛮうが、その୰でᚋ㍮たちがどうや

ったら活㌍しやすいのかを考࠼、サ࣏ートしていきたい。

 状況を෭㟼にᤊ࠼↓⌮はしない。≉に╔ぐるࡳのテンドは、╔ぐるࡳを安にㄏᑟし、参加者

の安をᏲることがồめられる。活動においてఱを優ඛすきか、4 年生のメンࣂーの気づきとᚋ

㍮の活㌍を㢪うᛮいに、よりよい⤌⧊をᚿ向する学生の成㛗をうかがうことができる。

 続いて、ㅦゎきイ࣋ントについては、≉にࣄントを࠼るというᙺ割をᢸった㝿の気づきや感

が多くᐤせられた。

・ධཱྀ㏆くでクイࢬシートを配布した㝿、なるくわかりやすいことばでクイࢬに⯆をᣢってもら࠼

るよう心けた。また、ࣄントや場所の内などには✚ᴟⓗに応࠼るようព㆑した。

・クイࢬにᅔっていそうな参加者に⮬ら声をかけ、ࣄントを提♧することができた。

・「クイࢬおጜさん」ᢸᙜのは、こちらがᛮっている以上に声をけられた。そこで、おᐈさんとのコ

ミュニࢣーシࣙンを大にして、ṇゎをおᐈさんがཱྀにしたときは一⥴に喜ࡪことを心がけた。

 「クイࢬおጜさん」として、イ࣋ントを┒り上げるにはどのようにしたらよいか、⮬らできるこ

とに✚ᴟⓗに取り⤌んでいたことがうかが࠼る。

 ᭱ᚋに、ࣝ࣋ࣀティとして配布するᾘし࣒ࢦのྎ⣬をデザインした学生の気づきを⤂する。

・⮬ศの⤒㦂や▱㆑、好きなことが、地域連携などにつながっていくのだと感ࡌた。また、このような

ことをもっとやっていきたいとᛮった。

。のࣔットーとして、「できるときに できることを」というものがある「ࡪんくらࡷラスちࣉ」 

学生たちは、地域活動の参加を⤒て、⮬ศの≉ᢏを活かすことにពḧをࡳせる。ここで、安達・

星野（2018）より、ᮏ学のࣕ࢟リ⛉目である「⮬♫活動」5の参加者を対象に、コンピテンシ

ーのఙ㛗をศᯒしたศᯒを引用する。以下は活動ᚋのンࢣートのศᯒ⤖果である。

  コンピテンシーでは、対ே㡿域の「他者をᛮう力」と「༠働する力」、対⮬ᕫ㡿域の「⮬ᕫを   

⌮ゎする力」と「⮬ಙをᣢつ力」のఙ㛗が高い。（␎）学እのᵝࠎなேとの関わりやὶによ  

って、よりຠ果ⓗにコンピテンシーの育成は行࠼るྍ能性があることを♧၀する（p.211）。

 今回の活動は、2 日間の活動が୰心となり、35 間以上の活動にᚑする「⮬♫活動」の

間ᩘにはཬばないが、参加した学生は、イ࣋ントにゼれる来場者をᛮいやり、来場者のニーࢬに合

わせた対応をព㆑した。また、ദ者である┴ᗇの方や学生同ኈで༠働しながらイ࣋ントを┒り上

げ、その過程で⮬ศのᙉࡳに気づき、⮬ಙをᣢつに⮳った。つまり、安達・星野（2018）で指摘し

たコンピテンシーのఙ㛗を、ᮏイ࣋ント参加の学生にも見て取ることができる。

５．㸱 ᇸ⋢┴ࡢࢫ࣮ࣈ㐠Ⴀ࡚࠸࠾ࢺ࣮࣏ࢧ

 ィ⏬調整課のコーナーでは、SDGs に関するࢳラシ配布をᢸᙜした。ᢸᙜした学生は、「どうした

らおᐈさんに⯆をもってもら࠼るのか考࠼られるいい機になった」とᮏコーナーでの活動を

り㏉る。来場者にᡭに取ってもらうには、どのような声かけをすればよいか、⤒㦂を㔜ࡡることで

対応のコࢶをつかんでいったのだろう。

5 「⮬♫活動」（ࣕ࢟リ教育⛉目、༙期 1 単）とは、学生が⮬らのពᚿでࢪࣟࣉェクトや

♫ⓗ活動に参加し、大学のᤵᴗでは⤒㦂できないことを⮬ศの学びとすることを目ⓗとする。

↓ൾで 35 間以上の活動を行い、活動報告を⤒て、⥲合ⓗな評価のもとに単ㄆ定がなされる。
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 ⚟♴ᨻ⟇課のコーナーにおいては、㍯ᢞげ遊びをᢸᙜした。ᢸᙜした学生は、「子どもにᴦしんで

もらいたいとᛮって✚ᴟⓗにࣈースㄏう声けをし、㍯ᢞげをᴦし᭱ࡴ୰もよりᴦしめるようព

㆑した」との感をᐤせた。

 国᳜ᶞ⚍᥎㐍課ᢸᙜのࣈースでは「ᮌ育おもちࡷ」のయ㦂をサ࣏ートした。ある学生は「子ど

もだけでなく大ேの方にもᴦしんでもら࠼る声けを㡹ᙇった」と、保ㆤ者の対応にᕤኵしたこ

とを㏙た。「࠼ば、ᮌをつまࡴことで年㱋がわかるおもちࡷは、大ேの方に⯆をᣢってもら࠼

ることが多かった。ࠗ ពእとつまࡴことが㞴しいので、実㝿にやってࡳてください な࠘ど✚ᴟⓗに声

をかけることができた」とそのయ㦂をり㏉る。声けの対象に合わせて、⮬㌟の発ヰ内容をᕤኵ

していたことがうかが࠼る。また、ᮌ育おもちࡷのࣈースサ࣏ートにあたっては、「親子連れのᅾ

ྍ能間を考࠼ながら声けすることをព㆑した」とのり㏉りがあった。親子連れに間があり

そうなときは、おもちࡷのయ㦂を່め、間がなさそうなときは、クイࢬやメニティのࢮࣞࣉン

トを່めるなど、来場者の状況を៖りながらの対応を心がけたとのことである。

㸴．ᇸ⋢┴ࡢᢸᙜࡢ᪉ࡽ

 ┴ᗇの方から、学生の関わりについてコメントをいただいた。コメントをᢤ⢋して♧す。

ᇸ⋢┴ࡢࢫ࣮ࣈ㐠Ⴀࢺ࣮࣏ࢧ

 来場のおᐈᵝだけではなく、ࣈース内の┴⫋ဨにも明るく➗㢦で対応してくださったおかげで、

。ースをかつ㞺ᅖ気よく㐠Ⴀすることができましたࣈ┴

 わからないことがあった場合は、そのままにせࡎ、すぐに聞いてくれて、㉁ၥしたことをすぐに

⌮ゎし対応してくださいました。また、シフトでูの方に᭰わる㝿には、学生同ኈで引き継ࡂを行

い、┴⫋ဨഃのㄝ明等のᡭ間をῶらすことができました。そのような気㐵いにも大変助かりました。

大学生のⱝ者ならではの活気と明るさで、場も大いに┒り上がったとᛮいます。

┴⟶㎄ࡢࡳࡿࡄ╔ࡢฟື

 ┴⫋ဨだけでは対応が㞴しかった╔ぐるࡳの対応もᛌく引きཷけていただき、大変助かりまし

た。ึ日の࢜ーࣉニングࣔࣞࢭニーや、⤮⏬コンクーࣝなどでのステーࢪⓏቭについてもᰂ㌾に対

応してくださり、大きなၥ題なく、ス࣒ーࢬに㐍めることができました。

ࣥࢨࢹࡢ⣬ྎࠊ⏬ࡢࢺ࣮ࣥ࣋ࢱࢡࣛࣕ࢟

 ┴⫋ဨでは考࠼られないᰂ㌾な発で、大変⣲ᬕらしい⏬になったとᛮいます。

 ᙜ日を㏄࠼るにあたり、まࡎは景品となるᾘし࣒ࢦのྎ⣬デザインの作成をしていただきました。

クイࢬをゎいていく⏬に┦応しいデザインを考࠼てくださり、ྍឡらしい⣲ᩛなものができあが

りました。また、子どもも大ேも一⥴になってᴦしめる、ᇸ⋢┴にちなんだクイࢬを考࠼てくださ

り、ᇸ⋢┴ならではのイ࣋ントにすることができました。

 ᙜ日のὶれや㐠Ⴀ方ἲについても、に㐍ࡴことができるようᕤኵしてくれました。また、᥍

ᐊでは、他ࣕ࢟ラクターᢸᙜの方のㄝ明・対応をお任せすることができ、安心してࣕ࢟ラクター

イ࣋ントを㐠Ⴀすることができました。

とࡇࡿࡍᚋᮇᚅࠊࡁẼࡢࡢࡑ

 ᙜ日の㐠Ⴀ等のᛁしさで、子どもたちがᴦしんでくれているのか、つい気が回らなくなってしま

うことがありましたが、学生さんが景品を子どもたちにΏすときに、ただ機ᲔⓗにΏすのではなく、

子どもが喜ࡪような声けをしてくれていました。そのጼを見て、感㖭をཷけました。

 子ども目⥺で向き合うጼໃをᛀれない大切さに気かせてもらいました。ⓙさんはᖖにこどもた

ちにᴦしんでもらいたいという㍈からࡪれることなく、⇕心に取り⤌んでいました。
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 ィ⏬調整課のコーナーでは、SDGs に関するࢳラシ配布をᢸᙜした。ᢸᙜした学生は、「どうした

らおᐈさんに⯆をもってもら࠼るのか考࠼られるいい機になった」とᮏコーナーでの活動を

り㏉る。来場者にᡭに取ってもらうには、どのような声かけをすればよいか、⤒㦂を㔜ࡡることで

対応のコࢶをつかんでいったのだろう。

5 「⮬♫活動」（ࣕ࢟リ教育⛉目、༙期 1 単）とは、学生が⮬らのពᚿでࢪࣟࣉェクトや
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↓ൾで 35 間以上の活動を行い、活動報告を⤒て、⥲合ⓗな評価のもとに単ㄆ定がなされる。
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 ᮏフェスタは、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学のⓙさんに、‽ഛから㐠Ⴀまでご༠力いただいたことによっ

て、↓にイ࣋ントᙜ日を㏄࠼ることができ、フェスタを┒り上げることができました。

 学生さんと関わることができ、学生さんのᣢつᵝࠎなᡯ能、パワーを感ࡌました。これからたく

さんྍ能性があるⓙさんかとᛮいます。どんなことでも↓㥏なことはないとᛮいますので、ᵝࠎな

⤒㦂を㔜ࡡ、ご⮬㌟のもつᡯ能をさらにఙばしていってしいとᛮいます。

 以上、いただいたコメントの一㒊をᢤ⢋した。ここで、≉に注目したい点は下⥺㒊である。日㡭

から子どもたちと接する機の多い幼児教育学⛉の学生や「ࣉラスちࡷんくらࡪ」の学生が、ព㆑

ⓗにせよ↓ព㆑ⓗにせよ、「子ども」にᛮいをᐤせてイ࣋ントの㐠Ⴀにບんでいたという点である。

以下より、「子ども୰心」という点に関して、幼児教育学⛉の学生の気づきを取り上げる。

・子どもが遊る場がᑡないという声を保ㆤ者の方からよく聞いた。育児に関わるものがもら࠼たり、

子どもの┿をったりできるという点では「ᴦしい」とゝっていたが、やはり子どもがᴦしんでい

るጼを見ることが、保ㆤ者にとっては一␒喜ばしいことなのではないかと感ࡌた。ḟ回は子どもが⮬

⏤にࣟࣈックやお⤮ᥥきなどができるス࣌ースがあると、気㍍に㛗くいやすいのではないか。

来場者がイ࣋ントにồめるものはᵝࠎであろうが、子どもがᴦしんでいることが保ㆤ者の喜び、

というཎ点をព㆑することを、イ࣋ント㐠Ⴀに関わる❧場の者として、ᛀれないようにしたい。上

グの気づきはそのことを改めて考࠼させるものとなった。

㸵．ᚋ࡚ࡅྥ

17,000 ேを㉸࠼る来場者があった大つᶍな子育てイ࣋ントに、2023 年度は 50 ྡを㉸࠼る学生

が参加することができた。活動を⤒るなかで、学生たちは学⛉の学びや⤒㦂を活かすことができ、

達成感や⮬ᕫ᭷用感をもつことができた。

 今ᚋも、子育てイ࣋ントに㝈らࡎ、学生が♫と接点をᣢつ機を大切にし、学生の学びの場を

ᗈげていくことにດめたい。

グ

ᮏ活動は、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学地域連携共同研究所の研究㈝により実施した。学生に活動の場を提

供してくださったࡳなさま、学生の成㛗を支援してくださったての方に感ㅰ⏦し上げる。≉に、

ᇸ⋢┴⚟♴㒊ᑡ子ᨻ⟇課の⫋ဨの方には、๓のᡴち合わせに加࠼て、来学いただき、学生の活動

を▱っていただいた。改めて深ㅰ⏦し上げる。また、ᮏイ࣋ント参加においては、大学のᗈ報をව

て⥲ົ㒊ᗈ報課（2023ࡡ 年度）にも༠力をいただいたことをグする。

㸺ཧ⪃㈨ᩱ࣭ཧ⪃ᩥ⊩㸼

安達一ᑑ・星野♸子（2018）「⮬♫活動における評価方ἲの検ウと学生のコンピテンシーఙ㛗 

のศᯒ」ࠗ ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学⣖要࠘48 ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 pp.203-212 
厚生労働省「令和 5 年（2023）ேཱྀ動ែ⤫ィ月報年ィ（ᴫᩘ）のᴫ況 ⤖果のᴫ要」

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai23/dl/kekka.pdf（2024 年 6 月 5
日参↷）

ᇸ⋢┴「ᇸ⋢┴子育て応援行動ィ⏬（令和 2～6 年度）」

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/15702/kosodateouen_koudoukeikaku_r2-6.pdf 
（2024 年 6 月 10 日参↷）

内㛶ᗓ「令和 2 年度ᑡ子♫に関する国㝿ព㆑調査報告᭩࠙య∧ PDF）ࠚ ᙧᘧ）」

https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/13024511/www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/re
search/r02/kokusai/pdf_index.html（2024 年 6 月 10 日参↷）
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地域連携共同研究所年報 第 9号 1 

དࡰトؤーפによるኾऔዿ෯ৄ੩ᇱ活動のถ果とड༎ 

5esults and proElePs of environPental conservation activities for 
 NoEidoPe�<osui 5iver Ey the local netZork 

星野 敦子 1）  

Atsuko HOSHINO     

1）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学教育ே文学㒊・児童教育学⛉  

 㸸地域ネットワーク、野ⅆṆ用Ỉ、⎔ቃ保活動、地域ேᮦ育成ࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸野ⅆṆ用Ỉにおける「㹆㹓㹅ネット」のᶞᮌ保に関わる活動について、᳜生調査やᶞᮌマ

ッࣉの作成、ᶞᮌࣞࣉートの設置について検証を行った。活動の成果としては以下の４点が明らか

となった。①᳜生調査を行い、ᶞᮌマッࣉを作成したことで、新ᗙᕷの野ⅆṆ用Ỉἢい（野ⅆṆබ

ᅬからᮏ多⥳㐨まで）のᶞᮌ⎔ቃの現状が明らかとなった。ᶞᮌの୰には、࢟ࣖࢣやシラカシのよ

うなᒇᩜᯘ⏤来のᶞᮌ、コナラやクࢠࢾのような㞧ᮌᯘ⏤来のᶞᮌのか、ニ࢟࢞のような⌋しい

ᶞᮌもあることがわかった。②2015 年にᶞᮌࣞࣉートを設置し、そのᚋ補ሸ、⟶⌮等を継続するこ

とで、⤖果ⓗに用Ỉἢいのᶞᮌの状況を継続ⓗにほᐹし、その⤖果を保活動に生かすことができ

た。③ᶞᮌࣞࣉートの設置により、地域ఫ民の方に野ⅆṆ用Ỉἢいのᶞᮌに親しんでいただき、⎔

ቃ保に対するព㆑の向上につなげることができた。④継続ⓗな᳜生調査により⨾活動の必要性

や࣍タࣝ生のための⎔ቃづくりに対する࢚ビデンスを得ることができた。 

㸯．ࡌࡣめ 

 2015 年 3 月に設❧された「ࡩるさとの⥳と野ⅆṆ用Ỉを育ࡴ」（㏻⛠㸸㹆㹓㹅ネット）は、新

ᗙᕷ内において⮬↛⎔ቃ保ㆤやまちづくりに関わる活動を行っている地域ᅋయ、⏫内、大学、な

らびにこれらを支援する新ᗙᕷの関係課によりᵓ成されている。「㹆㹓㹅ネット」においては、ྛ ᅋ

యの活動を支援するとともに、活動開ጞ 2 年目（2016 年より、」ᩘのࢪࣟࣉェクトをᵓ⠏し、と

しての࢜リࢪナࣝ活動を㛗年展開している。ࢪࣟࣉェクト方ᘧを᥇用したࡡらいは以下の４点であ

る（星野他、2020）。 

 ①ẖ年継続ⓗに実施する活動の成果を向上させる。 

 。ーの活動に対するయ性を高めるࣂーやᢸᙜとなることで、メンࢲェクトリーࢪࣟࣉ② 

 ③リーࢲーやサࣈリーࢲーが㈐任をもってே㑅を行い、活動に୰心ⓗにかかわるメンࣂーをቑや

すことで、⤌⧊や活動に対する㈐任感を高める。 

 ④㹆㹓㹅ネットの活動をࢪࣟࣉェクトで⾲すことにより、活動内容や⤌⧊の≉ᚩに関する報発

ಙを活性させる。 

 202� 年 6 月現ᅾ、以下の 5 つのࢪࣟࣉェクトが活動している。 

$�⮬↛⎔ቃ保ࢪࣟࣉェクト㸸野ⅆṆ用Ỉや㞧ᮌᯘの⮬↛⎔ቃ保活動、ᶞᮌ定、ࣞࣉート 

⟶⌮、クリーン活動他 

%�子どもの⮬↛య㦂ࢪࣟࣉェクト㸸㞧ᮌᯘや児童ࢭンターにおけるᕤ作、遊び、地域の野菜等を

生かしたᩱ⌮等の⮬↛య㦂活動 

&�研ಟࢪࣟࣉェクト㸸ᕝや㞧ᮌᯘ等、⎔ቃ保活動地域の見学、野ⅆṆ用Ỉに関わる研ಟなど 

:25. 10 

 ᮏフェスタは、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学のⓙさんに、‽ഛから㐠Ⴀまでご༠力いただいたことによっ

て、↓にイ࣋ントᙜ日を㏄࠼ることができ、フェスタを┒り上げることができました。

 学生さんと関わることができ、学生さんのᣢつᵝࠎなᡯ能、パワーを感ࡌました。これからたく

さんྍ能性があるⓙさんかとᛮいます。どんなことでも↓㥏なことはないとᛮいますので、ᵝࠎな

⤒㦂を㔜ࡡ、ご⮬㌟のもつᡯ能をさらにఙばしていってしいとᛮいます。

 以上、いただいたコメントの一㒊をᢤ⢋した。ここで、≉に注目したい点は下⥺㒊である。日㡭

から子どもたちと接する機の多い幼児教育学⛉の学生や「ࣉラスちࡷんくらࡪ」の学生が、ព㆑

ⓗにせよ↓ព㆑ⓗにせよ、「子ども」にᛮいをᐤせてイ࣋ントの㐠Ⴀにບんでいたという点である。

以下より、「子ども୰心」という点に関して、幼児教育学⛉の学生の気づきを取り上げる。

・子どもが遊る場がᑡないという声を保ㆤ者の方からよく聞いた。育児に関わるものがもら࠼たり、

子どもの┿をったりできるという点では「ᴦしい」とゝっていたが、やはり子どもがᴦしんでい

るጼを見ることが、保ㆤ者にとっては一␒喜ばしいことなのではないかと感ࡌた。ḟ回は子どもが⮬

⏤にࣟࣈックやお⤮ᥥきなどができるス࣌ースがあると、気㍍に㛗くいやすいのではないか。

来場者がイ࣋ントにồめるものはᵝࠎであろうが、子どもがᴦしんでいることが保ㆤ者の喜び、

というཎ点をព㆑することを、イ࣋ント㐠Ⴀに関わる❧場の者として、ᛀれないようにしたい。上

グの気づきはそのことを改めて考࠼させるものとなった。

㸵．ᚋ࡚ࡅྥ

17,000 ேを㉸࠼る来場者があった大つᶍな子育てイ࣋ントに、2023 年度は 50 ྡを㉸࠼る学生

が参加することができた。活動を⤒るなかで、学生たちは学⛉の学びや⤒㦂を活かすことができ、

達成感や⮬ᕫ᭷用感をもつことができた。

 今ᚋも、子育てイ࣋ントに㝈らࡎ、学生が♫と接点をᣢつ機を大切にし、学生の学びの場を

ᗈげていくことにດめたい。

グ

ᮏ活動は、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学地域連携共同研究所の研究㈝により実施した。学生に活動の場を提

供してくださったࡳなさま、学生の成㛗を支援してくださったての方に感ㅰ⏦し上げる。≉に、

ᇸ⋢┴⚟♴㒊ᑡ子ᨻ⟇課の⫋ဨの方には、๓のᡴち合わせに加࠼て、来学いただき、学生の活動

を▱っていただいた。改めて深ㅰ⏦し上げる。また、ᮏイ࣋ント参加においては、大学のᗈ報をව

て⥲ົ㒊ᗈ報課（2023ࡡ 年度）にも༠力をいただいたことをグする。

㸺ཧ⪃㈨ᩱ࣭ཧ⪃ᩥ⊩㸼

安達一ᑑ・星野♸子（2018）「⮬♫活動における評価方ἲの検ウと学生のコンピテンシーఙ㛗 

のศᯒ」ࠗ ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学⣖要࠘48 ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 pp.203-212 
厚生労働省「令和 5 年（2023）ேཱྀ動ែ⤫ィ月報年ィ（ᴫᩘ）のᴫ況 ⤖果のᴫ要」

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai23/dl/kekka.pdf（2024 年 6 月 5
日参↷）

ᇸ⋢┴「ᇸ⋢┴子育て応援行動ィ⏬（令和 2～6 年度）」

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/15702/kosodateouen_koudoukeikaku_r2-6.pdf 
（2024 年 6 月 10 日参↷）

内㛶ᗓ「令和 2 年度ᑡ子♫に関する国㝿ព㆑調査報告᭩࠙య∧ PDF）ࠚ ᙧᘧ）」

https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/13024511/www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/re
search/r02/kokusai/pdf_index.html（2024 年 6 月 10 日参↷）
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'�タࣝの幼の育成・ᨺὶと⎔ቃ保を㏻して、野ⅆṆ用Ỉにおけ࣍ェクト㸸ࢪࣟࣉタࣝ生࣍

る࣍タࣝの生指す 

(�㯮目ᕝయ㦂ࢪࣟࣉェクト㸸こどものための㯮目ᕝにおけるᕝ᥈検、㨶とり、Ỉ㉁検査、Ỉ性生

物のほᐹなど 

 このうち、「'�ェクト」においてはࢪࣟࣉタࣝ生࣍ 2018 年から野ⅆṆ用Ỉにおける幼ᨺὶ

ᴗを開ጞし、2023 年にはすศ地༊における⮬生がࡰ確実な状況とされ（星野他、2023）、202� 年

にはよりᗈい⠊ᅖにおいて⮬生が確ㄆされた。5 月には࣍タࣝ㚷㈹をᴦしࡴたくさんのᕷ民のጼが

見られた。 

 ᮏㄽ文は「㹆㹓㹅ネット」の᰿ᖿともい࠼る 10 年間にわたる野ⅆṆ用Ỉ⎔ቃ保活動、≉にᶞᮌ

保に関わる活動の成果と課題を明らかにすることを目ⓗとしている。 

㸰．㔝ⅆṆ⏝Ỉ⎔ቃಖάືࡢ⤒⦋ 

 ⾲ 1 は「ࡩるさとの⥳との野ⅆṆ用Ỉを育ࡴ」（+8* ネット）のࢪࣉェクトと所ᒓᅋయ（202� 年

6 月 30 日現ᅾ）を♧している 

ฟ㸸ⴭ⪅సᡂ 
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1 ೬ࢆ ⍢ ⍢ ⍢

2 ೮̈́ڡയࠟஆ̱カश ⍢

3 ϴҙడࢪҔඋʯのͥ ⍢

4
リーンږئ߱
サ⑨ーター

⍢ ⍢

5 ٪木のͥ ⍢

6 ೮̈́ڡ⑦タルのൠْ␣ͥ ⍢

7 ଲঘ⑦タルɞ֫ͥ ⍢

8 チーム⌎キャロット ⍢ ⍢

9 Ё֟ボランアガイドҔͥږئ߱ ⍢ ⍢

10 サンアール⎜⎛ ⍢ ⍢

11 ௰াમͥࡖ ⍢

12 ߱౻ʤবাમͥ ⍢ ⍢

13 ʨ೧ͥئ߱ ⍢

14
એ৺˚ൖκృࠇ
ハナプロジェクト

⍢

15
೮̈́ڡඌઇϴҙడࢪボランア
⏚⏣␅⏫⏧␡␎

⍢

⾲  とᡤᒓᅋయࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ ࠖࡴ⫱ࢆ㔝ⅆṆ⏝Ỉࡢと⥳ࡢとࡉࡿࡩࠕ �
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 「$�⮬↛⎔ቃ保ࢪࣟࣉェクト」に┤接関わっているᅋయは 9 ᅋయである。「ᕝ√」と「野ⅆṆ用

Ỉ⨾・ピカ㝲」は定期ⓗに野ⅆṆ用ỈのΎᤲ・⨾活動等を実施している。᳃ᯘインストラクタ

ーの㈨᱁をᣢつ、ࢪࣟࣉェクトリーࢲーのᓥ⏣㛗は「㞧ᮌの」所ᒓで、᳜生調査やクリーン

活動における方㔪を決定し、活動を指している。「㹆㹓㹅ネットクリーンデー」では、ࡰす

てのᅋయが参加している。 

  

⾲  ձ⦌⤒ࡢ㔝ⅆṆ⏝Ỉ⎔ቃಖάືࡿࡼࠖࢺࢵࢿ㹆㹓㹅ࠕ�

ฟ㸸ⴭ⪅సᡂ 

年 月 ಊτʖϜ ಼༲
11 ϨʖϓϪρφࡠ ʰ̟̬̞ϋρφʱϨʖϓϪρφࡠ

11 धϕϪʖφઅ
Ւࢯ༽ਭԌ͏৪ਫ਼ࠬͶخͰ͏ͱ22झྪɼ計
32ທधϕϪʖφΝઅ

2 ࡠྋࣁڧ
ʲਁͫل࢝ΓΕʳʤʰࡸճʱࣧජɼरʥ
Νࢢͳ͢ͱΉͳΌ಼ࢤ࠴ঘָߏͶ配布

8 ಊฯસڧ ΠζγႫఈ

10 धϜρϕࡠ
৪ਫ਼ࠬ݃ՎΝΉͳΌɼʲՒࢯ༽ਭधϜρ
ϕʳϨʖϓϪρφΝࡠ

11 धϕϪʖφઅ
Ւࢯ༽ਭԌ͏৪ਫ਼ࠬͶخͰ͏ͱ28ທϕ
ϪʖφΝ௧ՅʤจࣨͪΌึల2ທʥ

2 Ւࢯ༽ਭΪχ

ʲՒࢯ༽ਭधϜρϕʳͶخͰ͏ͱɼॉชָ࣊
Ԅঃࢢָɻԥਤծɻָ܈ௗʤ࣎ʥͶՒࢯ༽
ਭΝҌ಼ɻ˲ɻ࿗ಣࢽʲՒࢯ༽ਭਭͳྚͳʳ
ʤࢼࡠɻԥਤծɻ܈ʥ͗ஂਫ਼

8 ಊฯસڧ ΠζγͨଠྚधႫఈ

11 धϕϪʖφઅ
Ւࢯ༽ਭԌ͏৪ਫ਼ࠬͶخͰ͏ͱ10ທϕ
ϪʖφΝ௧Յ

8 ಊฯસڧ ΠζγͨଠྚधႫఈ

10 धϜρϕʤրఙ൝ʥࡠ
ਭध༼ࢯͰ͘ɼʲՒخয়৪ਫ਼ࠬ݃ՎͶݳ
Ϝρϕʤրఙ൝ʥʳϨʖϓϪρφΝࡠ

12 Ւࢯ༽ਭέϨʖϱυʖ
౨ښͳ࿊ܠͶخͰ͘ɼ಼࣑̔ࣙର
ಊͳ࿊ಊ͢ͱࣰࢬ

2019 8 ಊฯસڧ ΠζγͨଠྚधႫఈ
8 ಊฯસڧ ΠζγͨଠྚधႫఈ

11 Ւࢯ༽ਭࡱࢻᶅ
ੜੋӼ͖ΔۆઔਭӼΉͲɼՒࢯ༽ਭɼঘઔ༽
ਭࣰସͶͯ͏ͱࡱࢻɼࡨࢆ

11 Ւࢯ༽ਭࡱࢻᶆ
ઔӼ͖ΔɼӍଞखਭΉͲɼՒࢯ༽ਭ
ࡨࢆɼࡱࢻઔਭࣰସͶͯ͏ͱۆͲ͍Ζླྀݱ

2015

2016

2020

2018

2017
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'�タࣝの幼の育成・ᨺὶと⎔ቃ保を㏻して、野ⅆṆ用Ỉにおけ࣍ェクト㸸ࢪࣟࣉタࣝ生࣍

る࣍タࣝの生指す 

(�㯮目ᕝయ㦂ࢪࣟࣉェクト㸸こどものための㯮目ᕝにおけるᕝ᥈検、㨶とり、Ỉ㉁検査、Ỉ性生

物のほᐹなど 

 このうち、「'�ェクト」においてはࢪࣟࣉタࣝ生࣍ 2018 年から野ⅆṆ用Ỉにおける幼ᨺὶ

ᴗを開ጞし、2023 年にはすศ地༊における⮬生がࡰ確実な状況とされ（星野他、2023）、202� 年

にはよりᗈい⠊ᅖにおいて⮬生が確ㄆされた。5 月には࣍タࣝ㚷㈹をᴦしࡴたくさんのᕷ民のጼが

見られた。 

 ᮏㄽ文は「㹆㹓㹅ネット」の᰿ᖿともい࠼る 10 年間にわたる野ⅆṆ用Ỉ⎔ቃ保活動、≉にᶞᮌ

保に関わる活動の成果と課題を明らかにすることを目ⓗとしている。 

㸰．㔝ⅆṆ⏝Ỉ⎔ቃಖάືࡢ⤒⦋ 

 ⾲ 1 は「ࡩるさとの⥳との野ⅆṆ用Ỉを育ࡴ」（+8* ネット）のࢪࣉェクトと所ᒓᅋయ（202� 年

6 月 30 日現ᅾ）を♧している 
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地域連携共同研究所年報 第 9号 � 

⾲㸰および⾲㸱は 2015 年から 2023 年までの「㹆㹓㹅ネット」による野ⅆṆ用Ỉ⎔ቃ保活動の

⤒⦋を♧している。「㹆㹓㹅ネット」を設❧した 2015 年の᭱大の成果が野ⅆṆ用Ỉἢいのᶞᮌの᳜

生調査、ならびにᶞᮌࣞࣉートの設置であった。ᶞᮌࣞࣉートを設置するために、野ⅆṆබᅬから

ᮏ多⥳㐨まで、⥥ᐦな᳜生調整を実施して、ࣞࣉートを設置するᶞᮌを決定した。 

そのᚋ᳜生調査の⤖果をᶞᮌマッࣉとしてグ㘓し、ᗈく▱っていただくとともに、野ⅆṆ用Ỉの

⎔ቃ保に一ேでも多くの方に⯆をᣢっていただきたいといういから、2016 年にはᶞᮌマッࣉ

を作成した。用Ỉἢいのᶞᮌはᵝࠎなにより変していることから、2018 年にはᶞᮌマッࣉ

（改ゞ∧）を作成した。 

 ᶞᮌࣞࣉートについては、2015 年度から 2017 年度にかけて設置、補ሸ等を行っていたが、新ᆺ

コࣟナ࢘ィࣝスのᙳ㡪で活動がṆして以来、2023 年度に 6 年ࡪりに改めて᳜生調整に基づいてࣉ

ࣞートの補ሸ等を行った。 

㸱．᳜⏕ㄪᰝとᶞᮌࡢࣉࢵ࣐సᡂ 

 ⾲㸰で♧したように、2015 年から 2017 年の 3 年間に、野ⅆṆ用Ỉἢいのᶞᮌの᳜生調査を継続

ⓗに行い、ィ 70 ᯛのᶞᮌࣞࣉートを設置した。このうち、カナメࣔࢳ、サワラ、࢟ࣖࢣ、シラカシ

ྛ 1 ᯛについては、⣮ኻやᶞᮌのఆ᥇などにより、「野ⅆṆ用Ỉᶞᮌマッࣉ（第㸰∧）」（2018）作成

๓の᭱⤊ⓗな᳜生調査の⤖果にはྵまれていない。マッࣉには、��1 ᮏ 53 ✀のᶞᮌがᥖ㍕されてお

り、ࣞࣉートを設置した 66 ᮏのᶞᮌについても明グしている。 

年 月 ಊτʖϜ ಼༲
8 ಊฯસڧ ґಀాڰʛڰྚಕڧඍ

10 +8*ϋρφέϨʖϱυʖ
Ւࢯ༽ਭੜૡͳΠζγʀΠΨΫɼεϧΩε
ྚध༰Ⴋఈɼݟۆϕϧ͟ΊκϫΤΡʖέ
Νಋ࣎࠷

10 +8*ϋρφέϨʖϱυʖ
Ւࢯ༽ਭੜૡͳΠζγʀྚधႫఈɼݟۆ
ϕϧ͟ΊκϫΤΡʖέΝಋ࣎࠷

11 Ւࢯ༽ਭϕϧ͟Ίյफۂࡠ
ϕϧ͟ΊκϫΤΡʖέҲͳ͢ͱઔ佈कݟۆ
ରͲࢃԾ௪Ε͖ڰΔۜࡆΉͲੜૡ

10 ඔԿʀϒΩୄέϨʖϱυʖ
౨ښ಼Ւࢯ༽ਭ6ڠࢤಋέϨʖϱυʖࢂՅ
ΉͲඔԿʀϒΩୄͶΓΖੜૡڰΔґಀా͖ڰԾࢃ
ಊ

5
Ւࢯ༽ਭ৪ਫ਼ࠬᶅ
ʤϕϪʖφࠬʥ

ՒޮࢯԄ͖ΔຌଡྚಕΉͲधϜρϕͳࣰସ
ҩ͏Νࠬ

9
Ւࢯ༽ਭ৪ਫ਼ࠬᶆ
ʤϕϪʖφࠬʥ

ՒޮࢯԄ͖ΔຌଡྚಕΉͲधϜρϕͳࣰସ
ҩ͏ΝࠬɻϕϪʖφึల計ժ

10 +8*ϋρφέϨʖϱυʖ
Ւࢯ༽ਭੜૡͳΠζγʀྚधႫఈɼݟۆ
ϕϧ͟ΊκϫΤΡʖέΝಋ࣎࠷

2023

2022

2021

⾲  ղ⦌⤒ࡢ㔝ⅆṆ⏝Ỉ⎔ቃಖάືࡿࡼࠖࢺࢵࢿ㹆㹓㹅ࠕ �

ฟ㸸ⴭ⪅సᡂ 
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地域連携共同研究所年報 第 9号 5 

 ⾲ � は、2015 年の᳜生調査に基づいて作成したᶞᮌࣞࣉートの✀㢮とᯛᩘを♧している。ࣞࣉー

トにᥖ㍕するㄝ明文については、18 ✀㢮をᴗ者が提供しているᶆ‽文を用い、6 ✀㢮については「㹆

㹓㹅ネット」による࢜リࢪナࣝを用いた。࢜リࢪナࣝㄝ明文は以下の㏻りである。 

ＮＯ． プ⑷ート名 ೀࡺ 枚数

1 コナラ リジナル 2

2 シラカシ ஞݞ 3

3 エゴノキ ஞݞ 3

4 クヌギ リジナル 3

5 ミズキ ஞݞ 2

6 ニワトコ ஞݞ 1

7 イロハモミジ リジナル 1

8 ムクノキ ஞݞ 1

9 ニガキ ஞݞ 1

10 キンモク⑆イ ஞݞ 1

11 トウネズキモチ ஞݞ 1

12 ⑦ノキ ஞݞ 1

13 ケヤキ ஞݞ 1

14 クサギ ஞݞ 1

15 ヤマザクラ ஞݞ 1

16 トウジ⑰ロ ஞݞ 1

17 クワ ஞݞ 1

18 マ⑱ミ ஞݞ 1

19 イヌシデ ஞݞ 1

20 コブシ リジナル 1

21 ソメイヨシノ ஞݞ 1

22 ハンノキ リジナル 1

23 ナツミ リジナル 1

24 ムラサキシキブ ஞݞ 1

枚数 計 32

ஞݞ 18

リジナル 6

ගೀࡺ
（計24）

⾲ � 㔝ⅆṆ⏝Ỉἢ᳜ࡢ࠸⏕ㄪᰝᇶ࡙ࡃᶞᮌࢺࢫࣜࢺ࣮ࣞࣉ㸦����㸧 

ฟ㸸ࠕ㹆㹓㹅ࢺࢵࢿ  ⴭ⪅సᡂࡁᇶ࡙ㄪᰝࡢࠖ
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を作成した。用Ỉἢいのᶞᮌはᵝࠎなにより変していることから、2018 年にはᶞᮌマッࣉ

（改ゞ∧）を作成した。 

 ᶞᮌࣞࣉートについては、2015 年度から 2017 年度にかけて設置、補ሸ等を行っていたが、新ᆺ
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౨ښ಼Ւࢯ༽ਭ6ڠࢤಋέϨʖϱυʖࢂՅ
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5
Ւࢯ༽ਭ৪ਫ਼ࠬᶅ
ʤϕϪʖφࠬʥ

ՒޮࢯԄ͖ΔຌଡྚಕΉͲधϜρϕͳࣰସ
ҩ͏Νࠬ
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Ւࢯ༽ਭ৪ਫ਼ࠬᶆ
ʤϕϪʖφࠬʥ

ՒޮࢯԄ͖ΔຌଡྚಕΉͲधϜρϕͳࣰସ
ҩ͏ΝࠬɻϕϪʖφึల計ժ

10 +8*ϋρφέϨʖϱυʖ
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2022

2021

⾲  ղ⦌⤒ࡢ㔝ⅆṆ⏝Ỉ⎔ቃಖάືࡿࡼࠖࢺࢵࢿ㹆㹓㹅ࠕ �

ฟ㸸ⴭ⪅సᡂ 
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地域連携共同研究所年報 第 9号 6 

 ࠙コナラࠚ小ᴍ。ࣈナ⛉。㛗⣽いドングリをけ、クࢠࢾと共に㞧ᮌᯘの௦⾲ⓗなⴠⴥ高ᮌ。

シイタࢣ᱂ᇵのだᮌに用されます。 

ナ⛉。⌫ᙧの大きなドングリをつけ、コナラと共に㞧ᮌᯘの௦⾲ⓗなࣈ（᳦・᷼）ᶶࠚ࢟ࣖࢣ࠙

ⴠⴥ高ᮌ。ᶞᾮに᪻が㞟まります。シイタࢣ᱂ᇵのだᮌに用されます。 

࠙イࣟࣔࣁミࠚࢪ以࿅Ἴ⣚ⴥ。カ࢚デ⛉。⣚ⴥするᮌの௦⾲✀。ྡはⴥのิ∦をいろは・・とᩘ

デとは⺶のᡭにఝるから。果実に⩼があり㢼に㣕びます。新ᗙᕷ࢚たことから。カ࠼

のᮌ。 

࠙コࣈシࠚ㎞ዀ。ࣔクࣞン⛉。にⓑいⰼが小ⴥ 1 ᯛつけてဏきます。ྡ๓は⛅に㉥くなる㞟合

果の実をᣙ（こࡪし）に見❧てたものです。新ᗙᕷのⰼ。 

のⰼ多き年に作࢟ࣀンࣁ」るⴠⴥ高ᮌ。✄作と関わりが深く࠼ᴵのᮌ。‵地にはࠚ࢟ࣀンࣁ࠙ 

なし」とゝわれました。ᇸ⋢┴の「┴⼖ミドリシࢪミ」の㣗ⲡです。  

࠙ナࢶグミࠚኟⲏⴝ。野山に⮬生するⴠⴥ低ᮌ。ときにはこのᵝな高ᮌになります。ึኟに㉥い

実をたくさんつけ㣗られます。「グミ」のྡはⱼのᲲのពである「グイ」と「実」の

␎。 

 ⾲ 5 は、2016 年ならびに 2017 年の᳜生調査に基づいて作成したᶞᮌࣞࣉートの✀㢮とᯛᩘを♧

している。2016 年には 28 ᯛ、2017 年には 10 ᯛのࣞࣉートを作成、設置している。 

ᶞᮌࢆࢺ࣮ࣞࣉタ⨨ࡿࡍ㔝ⅆṆᑠᏛ

����ඣ❺㸦ࡢᰯ ᖺ �� ᭶㸧 

タ⨨ࡓࡋᶞᮌࠖࢳ࣑ࣔࢬࢿ࢘ࢺࠕࢺ࣮ࣞࣉ

㹏㹐ࠊࡾ࠾࡚࠸ࡘࡀࢻ࣮ࢥㄞࡳ㎸ࡴとヲ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀとࡇࡿࡳࢆゎㄝ࠸ࡋ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᮅ᪥᪂⪺ᮅห 
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地域連携共同研究所年報 第 9号 7 

 ᅗ㸯はࠗ ᶞᮌマッࣉ（第 2 ∧）࠘（ᢤ⢋）を♧している。ᮏマッࣉには野ⅆṆ用Ỉἢいのᶞᮌ 53 ✀、

⣙ �00 ᮏのྡ⛠、置がグ㍕されている。ᅗ 1 はすศᶫ㏆からఀ㇋Ẋᶫまでの༊間であり、㯤Ⰽ

で♧されているのがᶞᮌࣞࣉートを設置したᶞᮌである。野ⅆṆබᅬからᮏ多⥳㐨までの༊間に

おいて 66 ᯛのࣞࣉートを設置した。 

 ᶞᮌマッࣉにおいて、㹂地点の「࢟ンࣔクࢭイ」は、㌴㐨とᕪする地点にあり、≉に㏆㞄ఫ民

には親しまれているᮌであったが、ྎ㢼のᙳ㡪で 2018 年に新ᗙᕷによりఆ᥇されてしまった。そ

のᚋ、ṧされた切りᰴから「ひこば࠼」が生࠼ていることがわかり「㹆㹓㹅ネット」として保ㆤ育

成を続けている。2022 年には、ⴌⱆした 9 ᮏのᯞのうち、必要な 3 ᮏをṧし 6 ᮏを定した。 

 また、ఀ㇋Ẋᶫ㏆（㹃地点）の「࢟ࣖࢣ」は ᮁㄞリࠗ野ⅆṆ用ỈのỈと⥳と （࠘作モ ᶓ㡲㈡ 

⸅）にうたわれており、≉に「㹆㹓㹅ネット」メンࣂーにとっては大切なᶞᮌであったが、㐨㊰の

༊⏬整ഛのために 2020 年 11 月にఆ᥇されてしまった。 

⾲ � 㔝ⅆṆ⏝Ỉἢ᳜ࡢ࠸⏕ㄪᰝᇶ࡙ࡃᶞᮌࢺࢫࣜࢺ࣮ࣞࣉ㸦���������㸧 

2016年（計　28枚）

ＮＯ． 樹木名 枚数 ＮＯ． 樹木名 枚数

1 アカシデ 1 13 サルスベリ 1

2 アカメガシワ 1 14 シラカシ 1

3 イヌザクラ 1 15 ソメイヨシノ 1

4 ウメモドキ 1 16 チャノキ 1

5 ウワミズザクラ 1 17 ニワトコ 2

6 エゴノキ 1 18 ヌルデ 1

7 エノキ 2 19 ハンノキ 1

8 カナメモチ 1 20 ボタンクサギ 1

9 クスノキ 1 21 ムラサキシキブ 1

10 ケヤキ※ 3 22 ヤツデ 1

11 コナラ 1 23 ヤブツバキ 1

12 コブシ 1 24 ヤマザクラ 1

13 サルスベリ 1 計 13

2017年（計　10枚）

ＮＯ． 樹木名 枚数 ＮＯ． 樹木名 枚数

1 コナラ 1 6 ハンノキ 1

2 クヌギ 1 7 ヤマザクラ 1

3 クサギ 1 8 シラカシ 1

4 ムクノキ 1 9 イヌシデ 1

5 サワラ 1 10 ミズキ 1

※ケヤキ1枚については紛失のため再設置

ฟ㸸ࠕ㹆㹓㹅ࢺࢵࢿ  ⴭ⪅సᡂࡁᇶ࡙ㄪᰝࡢࠖ
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࠙イࣟࣔࣁミࠚࢪ以࿅Ἴ⣚ⴥ。カ࢚デ⛉。⣚ⴥするᮌの௦⾲✀。ྡはⴥのิ∦をいろは・・とᩘ
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࠙コࣈシࠚ㎞ዀ。ࣔクࣞン⛉。にⓑいⰼが小ⴥ 1 ᯛつけてဏきます。ྡ๓は⛅に㉥くなる㞟合

果の実をᣙ（こࡪし）に見❧てたものです。新ᗙᕷのⰼ。 

のⰼ多き年に作࢟ࣀンࣁ」るⴠⴥ高ᮌ。✄作と関わりが深く࠼ᴵのᮌ。‵地にはࠚ࢟ࣀンࣁ࠙ 

なし」とゝわれました。ᇸ⋢┴の「┴⼖ミドリシࢪミ」の㣗ⲡです。  

࠙ナࢶグミࠚኟⲏⴝ。野山に⮬生するⴠⴥ低ᮌ。ときにはこのᵝな高ᮌになります。ึኟに㉥い

実をたくさんつけ㣗られます。「グミ」のྡはⱼのᲲのពである「グイ」と「実」の

␎。 

 ⾲ 5 は、2016 年ならびに 2017 年の᳜生調査に基づいて作成したᶞᮌࣞࣉートの✀㢮とᯛᩘを♧

している。2016 年には 28 ᯛ、2017 年には 10 ᯛのࣞࣉートを作成、設置している。 

ᶞᮌࢆࢺ࣮ࣞࣉタ⨨ࡿࡍ㔝ⅆṆᑠᏛ

����ඣ❺㸦ࡢᰯ ᖺ �� ᭶㸧 

タ⨨ࡓࡋᶞᮌࠖࢳ࣑ࣔࢬࢿ࢘ࢺࠕࢺ࣮ࣞࣉ
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 ࠋࡿࡁ࡛ࡀとࡇࡿࡳࢆゎㄝ࠸ࡋ

���� ᖺ � ᭶ �� ᪥ ᮅ᪥᪂⪺ᮅห 
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ＨＵＧネットプロジェクトＡチーム ＨＵＧネットプロジェクトＡチーム

2016年（計　28枚）

ＮＯ． 樹木名 枚数 ＮＯ． 樹木名 枚数

1 アカシデ 1 13 サルスベリ 1

2 アカメガシワ 1 14 シラカシ 1

3 イヌザクラ 1 15 ソメイヨシノ 1

4 ウメモドキ 1 16 チャノキ 1

5 ウワミズザクラ 1 17 ニワトコ 2

6 エゴノキ 1 18 ヌルデ 1

7 エノキ 2 19 ハンノキ 1

8 カナメモチ 1 20 ボタンクサギ 1

9 クスノキ 1 21 ムラサキシキブ 1

10 ケヤキ※ 3 22 ヤツデ 1

11 コナラ 1 23 ヤブツバキ 1

12 コブシ 1 24 ヤマザクラ 1

2017年（計　10枚）

ＮＯ． 樹木名 枚数 ＮＯ． 樹木名 枚数

1 コナラ 1 6 ハンノキ 1

2 クヌギ 1 7 ヤマザクラ 1

3 クサギ 1 8 シラカシ 1

4 ムクノキ 1 9 イヌシデ 1

5 サワラ 1 10 ミズキ 1

※ケヤキ1枚については紛失のため再設置
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㸲．���� ᖺᗘ᳜ࡢ⏕ㄪᰝとᶞᮌࢺ࣮ࣞࣉ⿵ሸᴗ 

 2023 年度には、6 年ࡪりにᶞᮌࣞࣉートの補ሸを行うこと

になり、2023 年 5 月にࣞࣉートを設置したᶞᮌを୰心に᳜

生調査を行い、10 月の調査を⤒て、202� 年 3 月にࣞࣉー

トの補ሸを行った。⾲㸴は、᳜生調査の⤖果を♧している。

野ⅆṆබᅬからᮏ多⥳㐨まで、ð ᮌマッࣉに合わせて 3 ༊間

に༊切って調査を行い、地ᅗ上のࣞࣉートのᶞᮌの状況につ

いて確ㄆした⤖果、新たに発注が必要はࣞࣉートが 7 点（う

ち 2 点は新設）となった。2020 年にఆ᥇されたఀ㇋Ẋᶫのࢣ

を「2࢟ࣖࢣについては、㏆くにあった࢟ࣖ ௦目」と置づ

け、新たにࣞࣉートを設置することにした。 

ᅗ � 㔝ⅆṆ⏝Ỉᶞᮌࣉࢵ࣐㸦すศᶫ㏆ఀࡽ㇋Ẋᶫ༊㛫㸧

ฟ㸸ࡉࡿࡩとࡢ⥳と㔝ⅆṆ⏝Ỉࡴ⫱ࢆ㸦����㸧 

 ᵝᏊࡢ࠼ࡤࡇࡦࡢࢭࢡࣔࣥ࢟

㸦���� ᖺ �� ᭶㸧 

㸰௦┠ఀࠕ㇋Ẋᶫࠖࣛࢡࢨࢾࠕࢆࠖࣛࢡࢨ࣐ࣖࠕ ࠖ࢟ࣖࢣࡢಟṇ 
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５．まとめ 

 「㹆㹓㹅ネット」は 10 年間にわたり、野ⅆṆ用Ỉ⎔ቃ保を目ⓗとして、⎔ቃ⨾活動や࣍タࣝ

の生など、ᖜᗈい活動を展開してきた。᳜生調査やᶞᮌマッࣉの作成、また、ᶞᮌࣞࣉートの設

置などを㏻して得られた成果は以下の４点にまとめることができる。 

ҡ༙Ε 1 য়ϕϪʖφݳ ௧ՅϕϪʖφ

1 ωϭφα ࡀൈה ϕϪʖφໃ͢ ˕

ϢϜδέϧ અ ฯ؇ϕϪʖφཤ༽

1 ϊϩυ Ңಊ ҢಊࡃΊ Ңಊࡃ

2 ΤϟϠχΫ ࢰޅ ϕϪʖφฯ؇

3 ϞέόΫ ୦ཚ ϕϪʖφฯ؇ खΕ͜

4 Τϭϝθδέϧൈࡀ ϕϪʖφໃ͢ ˕

5 ϝθΫ ൈࡀ ϕϪʖφໃ͢

6 Ϣςυ ൈࡀ Ңಊ͗Ն Ңಊ

7 οϡόΫ ୦ཚ ϕϪʖφໃ͢ ˕

8 ΫϱϠέι ൈޛࡀͶ๘լ ϕϪʖφໃ͢ ˕

ίϢΫ અ ˕

1 ωΪΫ ୦ཚ ϕϪʖφฯ؇ खΕ͜

2 Ϛνϱέγά ൈࡀ ϕϪʖφฯ؇ ঈࡡ

3 ϢϜδέϧ ൈࡀ ϕϪʖφໃ͢ ঈࡡ

4 ϢϜδέϧ ϊδέϧͶรߍ ϕϪʖφި ˕

5 ΦβόΫ Ηޅཱི ҢಊՆ Ңಊ

6 ίϢΫ ൈࡀ ϕϪʖφฯ؇

ίϢΫ અ ˕

1 ϝθΫ ঈൈ ϕϪʖφໃ͢

2 ψςήϝ ౙঈڊ ϕϪʖφໃ͢

3 ϜϤϝ ୦ཚ ϕϪʖφฯ؇ खΕ͜

4 ύϱόΫ ঈൈ ϕϪʖφໃ͢

5 αψϧ ঈൈ ϕϪʖφໃ͢

ஏਦϕϪʖφ数ʤ22ʥҡ͵͢ʤ17ʥҡ͍Εʤ5ʥ

ࢃ
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Ւ
ࢯ
ޮ
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～
ࢃ
Ծ
ڰ

ஏਦϕϪʖφ数ʤ11ʥҡ͵͢ʤ10ʥҡ͍Εʤ1ʥ

ஏਦϕϪʖφ数ʤ22ʥҡ͵͢ʤ14ʥҡ͍Εʤ8ʥ

ஏਦϕϪʖφ数ʤ11ʥҡ͵͢ʤ5ʥҡ͍Εʤ6ʥ

⾲ � ᶞᮌࣉࢵ࣐とࡢẚ㍑ࡿࡼ㔝ⅆṆ⏝Ỉἢ᳜ࡢ࠸⏕ㄪᰝ⤖ᯝ㸦����㸧

ฟ㸸ࠕ㹆㹓㹅ࢺࢵࢿ  ⴭ⪅సᡂࡁᇶ࡙ㄪᰝࡢࠖ
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①᳜生調査を行い、ᶞᮌマッࣉを作成したことで、新ᗙᕷの野ⅆṆ用Ỉἢい（野ⅆṆබᅬからᮏ  

多⥳㐨まで）のᶞᮌ⎔ቃの現状が明らかとなった。ᶞᮌの୰には、࢟ࣖࢣやシラカシのような

ᒇᩜᯘ⏤来のᶞᮌ、コナラやクࢠࢾのような㞧ᮌᯘ⏤来のᶞᮌのか、ニ࢟࢞のような⌋しい

ᶞᮌもあることがわかった。 

②2015 年にᶞᮌࣞࣉートを設置し、そのᚋ補ሸ、⟶⌮等を継続することで、⤖果ⓗに用Ỉἢいの

ᶞᮌの状況を継続ⓗにほᐹし、その⤖果を保活動に生かすことができた。࠼ば「࢟ンࣔク

 。の育成につなげることができた࠼イ」のఆ᥇に対しても、そのᚋのひこばࢭ

③ᶞᮌࣞࣉートの設置により、地域ఫ民の方に野ⅆṆ用Ỉἢいのᶞᮌに親しんでいただき、⎔ቃ

保に対するព㆑の向上につなげることができた。 

④継続ⓗな᳜生調査により⨾活動の必要性や࣍タࣝ生のための⎔ቃづくりに対する࢚ビデ

ンスを得ることができた。࠼ば࣍タࣝの上㝣にはⲡࡴらが必要となるが、行ᨻによるⲡสり

の期をࡎらしてもらうなど、野ⅆṆ用Ỉの状況をほᐹしながらさまࡊまな働きかけにつなが

っている。 

 ㏆年、野ⅆṆ用Ỉἢいの⎔ቃは、良好とはい࠼ない状況が続いている。ᶞᮌやⲡᮌのᡭධれが㏣

いつかࡎ、用Ỉをそってしまい、日ගが༑ศにධらないことから、Ỉ生生物もῶᑡഴ向にあり、そ

れらを㣵としている野㫽のῶᑡしている。「㹆㹓㹅ネット」だけの力では対応しきれない状況の୰、

地域ఫ民や行ᨻを動かす方⟇がồめられている。 
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ฌैのᇌँに౽ኾבஃ֑る実践֩ॺ活動 

 {ࡱੱחリؘעートզኁᎭとࣿॼ֦ฌैፅபէの৫बฑఢとתンר{

Practical /earninJ Activities to %roaden onebs Perspective on :orld &ultures 
)roP PlanninJ and Production of &oncert n:orld 7ravel Zith )olktales and 0usic| 

to &areer (ducation 

ஂ保⏣ ⴥ子㸯）   ⊁野 ᾈ㸯）   Ჴ㇂ ♸一㸰）     ᕝℨ 基ᐶ㸰）

<oko .8%O7A      .oMi .A5INO     <uichi 7ANA<A     0otohiro .A:AS( 

⣽㇂ ᛅྖ㸯）    ▼ᕝ ᩗྐ㸱）   ஂ保 ⿱子４） 

7adashi HOSO<A        7akashi ISHI.A:A      <uko .8%O 

1� ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学・児童教育学⛉ 2� 同・♫報デザイン学⛉ 3� 同・文ⱁ文学⛉ 

�� 同・学生支援課 

㸸世⏺の民ヰ 㡢ᴦ教育 教⛉ᶓ᩿ᆺ学⩦ ,&7ࢻ࣮࣮࣡࢟ の活用 ࣕ࢟リ教育 

せ᪨㸸ᮏ研究では、教⫋を目指す大学生が世⏺ 7 カ国の民ヰと㡢ᴦをබ共ᅗ᭩㤋・බ共࣍ーࣝにお

いてコンサートᙧᘧで発⾲した。この取り⤌ࡳを㏻して学生は、ྛ国のゝㄒや文にど野をᗈげ、

ᑗ来、教ဨになった㝿に学⣭⤒Ⴀやྛ教⛉の指ᑟに応用できる、報を㞟してศᯒする力・⾲現

力・༠働して⏬をᵓする力を㌟につけた。」ᩘの学⛉の学生がᑓ㛛ศ野の▱㆑を生かして参加

したබ₇・動⏬作品・展♧・ࢳラシのไ作過程と成果は、実践ⓗな学⩦活動がࣕ࢟リ教育として

も᭷ຠであることを♧している。児童教育学⛉の学生は⏬ไ作と発⾲を㏻して地域連携による教

育方ἲ、,&7 の活用、多ᵝな児童との関係の⠏き方についてලయⓗな考࠼をᣢつようになった。文

ⱁ文学⛉の学生はᅗ᭩㤋における展♧⏬を㏻して㑅᭩の方やఏ࠼るᢏ⾡を、♫報学⛉の

学生はࢳラシไ作を㏻して⏬ពᅗをఏ࠼るデザインについて学ࡪことができた。教⛉やᑓ㛛のᯟ

を㉺࠼た地域連携によるࢪࣟࣉェクトᆺ学⩦は、学生のᑓ㛛性を高めるためにも᭷ຠである。 

㸯 ࡌࡣめ 

ᮏ学とබ┈㈈ᅋἲே和ගᕷ文⯆බ♫は、ᖹ成 28 年に⥾⤖した┦༠力༠定に基づき、地域

連携による教育ࣟࣉグラ࣒を展開している。研究テーマは、児童教育学⛉の学生がᑗ来教ဨになっ

た㝿にᤵᴗ等に応用でき、㡢ᴦを㏻してయⓗに⮬らの考࠼を⾲現できるように㑅ᢥされている。

これまでに、「༶⯆」（令和 2 年度）、「ᡭづくりᴦჾによるンサンࣝࣈ」（令和 3 年度）、「㡢ᴦ⛉の

,&7 教ᮦไ作と活用」（令和 2 年度）に取り⤌ࡳ、地域の小学校やබ共࣍ーࣝで児童とὶしながら

学生が⏬ไ作の▱㆑を㌟につけ、⾲現活動の実㝿について学んできた。令和 5 年度には「民ヰと

㡢ᴦ」をテーマに、世⏺ 7 カ国の文について調、小学校におけるㄞࡳ聞かせと、බ共ᅗ᭩㤋ཬ

びබ共࣍ーࣝにおけるコンサートのᙧで発⾲した。教⛉ᶓ᩿ⓗに世⏺の文に親しࡳ、その㨩力を

ఏ࠼るにあたり、実ᢏ指ᑟや場の≉㛗に合った㐍行をྍ能にするための助ゝ等、学内እの多くの

ேから༠力を得た。ᮏ⏬では児童教育学⛉の学生が⏬ไ作・ᮁㄞ・₇ዌを、♫報学⛉の学

生がබ₇ࢳラシのデザインを、文ⱁ文学⛉の学生が関連ᅗ᭩の展♧を、児童教育学⛉ཬび心⌮学

⛉の学生がスタッフとしてබ₇ᙜ日のཷ・ㄏᑟを⤒㦂した。ྛᑓ㛛ศ野のࣕ࢟リ教育のഃ㠃に

も注目し、᥈究ⓗな学⩦を㏻して世⏺の文にど野をᗈげる教育活動と、地域連携のᅾり方につい

て㏙る。 

㸰 ◊✲┠ⓗと᪉ἲ 

小学校をはࡌめ教育現場では一ே一ྎ➃ᮎをᣢち、,&7 を活用した学⩦ができる⎔ቃが整いつつ
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っている。 

 ㏆年、野ⅆṆ用Ỉἢいの⎔ቃは、良好とはい࠼ない状況が続いている。ᶞᮌやⲡᮌのᡭධれが㏣

いつかࡎ、用Ỉをそってしまい、日ගが༑ศにධらないことから、Ỉ生生物もῶᑡഴ向にあり、そ
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ある。報を㞟し、㞳れた場所のேとὶすることは㞴しいことではなくなった。一方で、ᮏを

ㄞまない児童生ᚐのቑ加が報ࡌられている㸯）。ᮏࢪࣟࣉェクトに参加した教⫋を目指す学生は、小

学生の㡭よりᅗ᭩㤋に㏻い、ᮏをㄞࡴことを好ࡳ、ㄞ᭩を㏻して▱ⓗ好ወ心を高めてきた。ᙼዪた

ちはḟ世௦にㄒり継ࡂたい民ヰ・物ㄒについて深く学び、その㨩力をఏ࠼られる教ᖌになりたいと

いうᕼᮃをᣢっていた。さらに、学生が教⫋に就いた㝿には、እ国⡠の児童やそのᐙ᪘と共に学ࡪ

ことが考࠼られる。得ពなことや関心のあることをᡭかりに学生がさまࡊまな国の文に⥲合ⓗ

にゐれれば、┦⌮ゎを深めるᤵᴗのイディを得られると考࠼られる。 

ᮏ研究では、「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ࡳんなでᴦしࡴⰍの文～」と題して、7 か国（ࣈラ

の民ヰと㡢ᴦを（リ࢞ࣝࣈ、ーࢠࣝ࣋、ࣝ࢞ト࣏ࣝ、クライナ࢘、ࢶン、ドイࢳンࢮࣝ、ࣝࢪ

㑅び、小学校、බ共ᅗ᭩㤋、බ共࣍ーࣝにおける成果発⾲と⏬ไ作の実践を㏻して、教⛉ᶓ᩿ᆺ

の学⩦・教育方ἲの᭷ຠ性を検証することを目ⓗとする。民ヰは、矢ᓮ※㑻⦅ࠗ子どもに聞かせ

る世⏺の民ヰ （࠘実ᴗஅ日ᮏ♫、196� 年）を基に発⾲し、ᮁㄞや動⏬බ開にあたりⴭ作ᶒ用チㅙ

を得て活動した。動⏬をྵࡴ研究成果のබ開にあたり、ಶே報取りᢅいについて参加学生よりチ

ྍを得ている。 

聞かせ、和ගᕷᅗ᭩㤋におけるコࡳるさと新ᗙ㤋における㘓と動⏬⦅㞟、小学校におけるㄞࡩ

ンサートと関連ᅗ᭩の展♧、和ගᕷ民文ࢭンターサンࢮリ小࣍ーࣝにおけるコンサート開ദ

を実現するために、以下のスࢪࢣューࣝで༠働ദ者とのᡴち合わせや、実ᢏの≉ูㅮᗙ等を実施

した。 

 ࠔューࣝࢪࢣなスࠓ

2023 年 � 月 文献調査・ᴦ㆕㞟開ጞ、民ヰ・᭤目の検ウ、⏬᭩作成・⦎⩦開ጞ 

2023 年 5 月 新ᗙᕷ❧野ⅆṆ小学校にてㄞࡳ聞かせの見学・参加応ເ 

和ගᕷᅗ᭩㤋にてㄞࡳ聞かせのイ࣋ントを見学 

新ᗙᕷ教育ጤဨ、和ගᕷᅗ᭩㤋とのᡴち合わせ 

▼ᕝᩗྐ教ᤵによる≉ูㅮᗙ「බ❧ᅗ᭩㤋と連携した教育活動について」 

2023 年 6 月 බ┈㈈ᅋἲே和ගᕷ文⯆බ♫とのᡴち合わせ 

Ჴ㇂♸一教ᤵによる≉ูㅮᗙ「ᑡேᩘンサンࣝࣈにおけるᴦჾの㑅ᢥについて」

ஂ保⿱子Ặによる≉ูᤵᴗ「イメーࢪ㇏かにㄞࡳ聞かせをするために」 

 እ国ㄒの発㡢確ㄆ、用するᴦ㆕の㑅ᢥ、ࢪンࣞのࣝࣈンサン

2023 年 7 月 ࡩるさと新ᗙ㤋⯙ྎᢏᖌとのᡴち合わせ 

2023 年 7 月～12 月 学内にて民ヰの㘓 

2023 年 9 月 ྜྷᒸ⌮菜Ặによるスネ≉ูㅮᗙ（ᡴᴦჾの調ᚊྵࡴ） 

⃝幸Ặによるࣦ࢛イストࣞーニング≉ูㅮᗙ 

合ၐをྵࡴ作品のリࣁーサࣝ（動⏬作品に出₇した༠力者と共に） 

2023 年 10 月 6 日ཬび 10 月 7 日 ࡩるさと新ᗙ㤋࣍ーࣝにて㡢ᴦの㘓 

2023 年 10 月 ᕝℨ基ᐶ教ᤵによる 3UHPLHUH 3UR ึ期設定と⦅㞟指ᑟ 

動⏬のサ࣒ネイࣝ作成、⦅㞟開ጞ 

2023 年 11 月 10 日ཬび 12 月 8 日 新ᗙᕷ❧野ⅆṆ小学校にてㄞࡳ聞かせ 

2023 年 11 月 和ගᕷᅗ᭩㤋場下見、㡢₃れ状況の確ㄆ、ᡴち合わせ 

和ගᕷᅗ᭩㤋⏬のࢳラシ・デザイン（ஂ保⏣ࢮミ）と༳ๅ、ᐉఏ開ጞ 

▼ᕝࢮミ・ஂ保⏣ࢮミの学生による⏬イメーࢪの共᭷とᡴち合わせ 

2023 年 12 月 民ヰと㡢ᴦの動⏬ 7 ᮏをබ開 

和ගᕷ民文ࢭンターබ₇のࢳラシ・デザイン（ᕝℨࢮミ）と༳ๅ 

බ₇パンフࣞットのデザイン（児童教育学⛉ 3 年生） 

202� 年 1 月  コンサートのᐉఏ開ጞ、ྛ国のᩱ⌮について調査、බ₇の㐍行ཬび 0& の検ウ 

202� 年 2 月 � 日 和ගᕷᅗ᭩㤋にて「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ᅗ᭩㤋からᗈがる▱のෑ㝤～」 

32 地域連携共同研究所年報　第 9号



地域連携共同研究所年報 第 9号 3 

開ദ。බ₇๓ᚋ 1 か月間、文ⱁ文学⛉▼ᕝࢮミの学生による関連ᅗ᭩の展♧ 

202� 年 2 月～3 月 小ᇛṇ㔜Ặによるᮁㄞ指ᑟ（ィ 2 回） 

202� 年 3 月 ྜྷᒸ⌮菜Ặによるスネ指ᑟ「ンサンࣝࣈに⁐け㎸ࡴスネのዌἲについて」 

和ගᕷ民文ࢭンター⯙ྎᢏᖌとのᡴち合わせ 

202� 年 3 月 27 日 和ගᕷ民文ࢭンター サンࢮリ小࣍ーࣝにて「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ 

 Ⰽの文～」開ദࡴんなでᴦしࡳ

 ࠔ࣒グラࣟࣉコンサートのࠓ

 ニング「$UVHQDO」ࣉー࢜

民ヰ「カメのこうらはひびだらけ」、㡢ᴦ「$WLUHL R 3DX QR *DWR（⊧にᲬをᢞげた）」（ࣈラࣝࢪ） 

民ヰ「はちࡳつの好きなࢶ࢟ネ」、㡢ᴦ「ⰼはどこ行った」（࢘クライナ） 

民ヰ「グࣞーテࣝとイン࢞」、㡢ᴦ「,FK ELQ HLQ 0XVLNDQWH（⚾は㡢ᴦᐙ）」（ドイࢶ） 

民ヰ「⋤子さまの⪥は、ࣟࣂの⪥」、㡢ᴦ「ࢯナタ イ㛗調（&ࢭ�イシࣕス作᭤）」（࣏ࣝトࣝ࢞） 

民ヰ「ᅄேの子ども」、㡢ᴦ「(O +XPDKXDTXH³R（ⰼ⚍り）」（ࢮࣝンࢳン） 

民ヰ「㨱ἲの➜」、㡢ᴦ「のḷ」（࢞ࣝࣈリ） 

民ヰ「ࣈラッࣝࢭの㡢ᴦ㝲」、㡢ᴦ「3DQLV $QJHOLFXV（ኳの⣊）」（ࢠࣝ࣋ー）              

民ヰは、児童に⤂することを๓提としていたため、学生の提によりṧ㓞な内容は㑊け、7 つ

の民ヰに変がつくように㑅ᢥされた。ᮁㄞを発⾲するにあたり、来場者も声を出して参加できる

ようᕤኵし（「⋤子さまの⪥は、ࣟࣂの⪥」）、動物の声をᴦჾで⾲現する（「ࣈラッࣝࢭの㡢ᴦ㝲」）

など、参加者が物ㄒをイメーࢪできるよう₇出もᕤኵした。ᮁㄞについてはஂ保Ặ、小ᇛẶより指

ᑟをཷけた。学生は⦎⩦を㔜ࡡる度に上達し、Ⓩ場ே物の置かれた状況や心の変をീしなが

らㄞࡳศけることができるようになっていった。 

㡢ᴦは、民ヰのࣝーࢶと同ࡌ国の作品を㑅んだ。子どものかけあいḷ（「$WLUHL R 3DX QR *DWR

（⊧にᲬをᢞげた）」）、እ国ㄒのࣀ࢜マト࣌をᴦしࡴ民ㅴ（「,FK ELQ HLQ 0XVLNDQWH（⚾は㡢ᴦᐙ）」）、

ピࣀ⊂ዌ、ჾᴦンサンࣝࣈと、⦅成もࣕࢪンࣝも多ᙬな内容となった。学生のᕼᮃにより、ཎ

ㄒでḷうことでእ国ㄒの㡪きにも親しめるようにした。㑅᭤にあたり࣏ࣝトࣝ࢞の民ㅴフドやࣈ

まな発声ἲや㡪きにゐれたり、㡢※㈨ᩱがῧされた㎡を用いࡊの合ၐをど⫈してさまリ࢞ࣝ

てᴦჾについて調たりする୰で、一つの国の୰でも࢚リによって民ㅴの≉ᚩに㐪いがあること

を学んだ。ンサンࣝࣈについてはࢪࣟࣉェクトయの指ᑟ者であるஂ保⏣（ピࣀకዌ、ḷ）、Ჴ

和ගᕷ民文ࢭンター サンࢮリ 

イ࣋ント内 202� 年 1・2・3 月号 

202� 年 3 月 27 に開ദされたコンサートの 

ライࣈᫎീ（大学࣍ー࣒࣌ーࢪより） 

学生がไ作したコンサートのパンフࣞットᤄ⤮。  

民ヰにⓏ場する動物や、ྛ国の民᪘⾰を╔た 

ே物がⰍᙬ㇏かにᥥかれている。 
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を得て活動した。動⏬をྵࡴ研究成果のබ開にあたり、ಶே報取りᢅいについて参加学生よりチ
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Ჴ㇂♸一教ᤵによる≉ูㅮᗙ「ᑡேᩘンサンࣝࣈにおけるᴦჾの㑅ᢥについて」

ஂ保⿱子Ặによる≉ูᤵᴗ「イメーࢪ㇏かにㄞࡳ聞かせをするために」 
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和ගᕷ民文ࢭンターබ₇のࢳラシ・デザイン（ᕝℨࢮミ）と༳ๅ 
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 ࠔ࣒グラࣟࣉコンサートのࠓ

 ニング「$UVHQDO」ࣉー࢜

民ヰ「カメのこうらはひびだらけ」、㡢ᴦ「$WLUHL R 3DX QR *DWR（⊧にᲬをᢞげた）」（ࣈラࣝࢪ） 

民ヰ「はちࡳつの好きなࢶ࢟ネ」、㡢ᴦ「ⰼはどこ行った」（࢘クライナ） 

民ヰ「グࣞーテࣝとイン࢞」、㡢ᴦ「,FK ELQ HLQ 0XVLNDQWH（⚾は㡢ᴦᐙ）」（ドイࢶ） 

民ヰ「⋤子さまの⪥は、ࣟࣂの⪥」、㡢ᴦ「ࢯナタ イ㛗調（&ࢭ�イシࣕス作᭤）」（࣏ࣝトࣝ࢞） 

民ヰ「ᅄேの子ども」、㡢ᴦ「(O +XPDKXDTXH³R（ⰼ⚍り）」（ࢮࣝンࢳン） 

民ヰ「㨱ἲの➜」、㡢ᴦ「のḷ」（࢞ࣝࣈリ） 

民ヰ「ࣈラッࣝࢭの㡢ᴦ㝲」、㡢ᴦ「3DQLV $QJHOLFXV（ኳの⣊）」（ࢠࣝ࣋ー）              

民ヰは、児童に⤂することを๓提としていたため、学生の提によりṧ㓞な内容は㑊け、7 つ

の民ヰに変がつくように㑅ᢥされた。ᮁㄞを発⾲するにあたり、来場者も声を出して参加できる

ようᕤኵし（「⋤子さまの⪥は、ࣟࣂの⪥」）、動物の声をᴦჾで⾲現する（「ࣈラッࣝࢭの㡢ᴦ㝲」）

など、参加者が物ㄒをイメーࢪできるよう₇出もᕤኵした。ᮁㄞについてはஂ保Ặ、小ᇛẶより指

ᑟをཷけた。学生は⦎⩦を㔜ࡡる度に上達し、Ⓩ場ே物の置かれた状況や心の変をീしなが

らㄞࡳศけることができるようになっていった。 

㡢ᴦは、民ヰのࣝーࢶと同ࡌ国の作品を㑅んだ。子どものかけあいḷ（「$WLUHL R 3DX QR *DWR

（⊧にᲬをᢞげた）」）、እ国ㄒのࣀ࢜マト࣌をᴦしࡴ民ㅴ（「,FK ELQ HLQ 0XVLNDQWH（⚾は㡢ᴦᐙ）」）、

ピࣀ⊂ዌ、ჾᴦンサンࣝࣈと、⦅成もࣕࢪンࣝも多ᙬな内容となった。学生のᕼᮃにより、ཎ

ㄒでḷうことでእ国ㄒの㡪きにも親しめるようにした。㑅᭤にあたり࣏ࣝトࣝ࢞の民ㅴフドやࣈ

まな発声ἲや㡪きにゐれたり、㡢※㈨ᩱがῧされた㎡を用いࡊの合ၐをど⫈してさまリ࢞ࣝ

てᴦჾについて調たりする୰で、一つの国の୰でも࢚リによって民ㅴの≉ᚩに㐪いがあること

を学んだ。ンサンࣝࣈについてはࢪࣟࣉェクトయの指ᑟ者であるஂ保⏣（ピࣀకዌ、ḷ）、Ჴ

和ගᕷ民文ࢭンター サンࢮリ 

イ࣋ント内 202� 年 1・2・3 月号 

202� 年 3 月 27 に開ദされたコンサートの 

ライࣈᫎീ（大学࣍ー࣒࣌ーࢪより） 

学生がไ作したコンサートのパンフࣞットᤄ⤮。  

民ヰにⓏ場する動物や、ྛ国の民᪘⾰を╔た 

ே物がⰍᙬ㇏かにᥥかれている。 
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㇂教ᤵ（ࣂスドラ࢘、࣒クࣞࣞ）と⣽㇂教ᤵ（ࢣーナ）が加わることで㔜ᒙⓗな㡪きにすることが

できた（㸴❶参↷）。今回のコンサートを機に学生がึめてᣮᡓしたスネドラ࣒は、ࣟࣉのዌ者で

あるྜྷᒸẶより 2 回の指ᑟをཷけた。ᴦჾのᢅい方、㌟యコントࣟーࣝ、リ࣒ࢬの基礎⦎⩦、᪕ᚊ

ᴦჾとの一య感を生ࡴ㡢の⫈き方等、スネについての▱㆑を得るだけでなく、リトミックを用い

たࣝࢯフェーࢪュ力のᙉがなされ、㡢ᴦの指ᑟἲのほ点からも教⫋を目指す学生にとって参考に

なる内容であった。 

民ヰ・ゝㄒ・㡢ᴦからጞまったᮏ⏬だが、ḟ第に地⌮・気ೃ・㣗文・Ṕྐ・㢼⩦と参加者

のど野がᗈがっていった。᭩⡠や動⏬から得た報を共᭷しながらศᢸして調学⩦をしたり現地

をヲしく▱るேにインタビューをしたりと、学生のᣢち๓のຮさもあり᥈究ⓗな学⩦がᖖに展開

された。 

 動⏬⦅㞟においては、ᕝℨ教ᤵより⦅㞟ࢯフト࢘ェの᧯作を学んだᚋすぐに実践に⛣り、必要

に応ࡌてᢏ⾡ⓗな課題をゎ決しながら動⏬を成させた。動⏬作品が成する๓の段階においても、

,&7 を活用することによりᤵᴗእ学⩦が活性し、⮬ศたちの取り⤌ࡳをᐈほⓗにり㏉る⣲ᮦと

なる㡢※やᫎീは㡢㡪ࣂランス等の検ウにもᙺ❧った。 

ḟに、和ගᕷᅗ᭩㤋にてコンサートの内容に関連するᅗ᭩の㑅᭩・展♧を指ᑟした文ⱁ文学⛉

の▼ᕝ教ᤵが、බ❧ᅗ᭩㤋と連携した大学生の学びについて㏙る。（以上、ஂ保⏣ⴥ子） 

㸱 ࡦࠕとࢥࣁᅗ᭩㤋ࠖࡢ⏬ 

和ගᕷᅗ᭩㤋で開ദされる「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行」のᗈ報に␃まらࡎ㸪同イ࣋ントで取り上げ

られる「民ヰ」や「㡢ᴦ」㸪さらにはྛ国の文に対する気づきや学びにつながる㈨ᩱ内㸪ᅗ᭩㤋

所ⶶ㈨ᩱのさらなる加価್を₇出することを目ⓗに㸪文ⱁ文学⛉▼ᕝࢮミでは和ගᕷᅗ᭩㤋

の༠力をいただきながら㸪「ひとࣁコᅗ᭩㤋」を⏬した。 

 ᅗ᭩㤋ࠖࢥࣁとࡦࠕ ���

「ひとࣁコᅗ᭩㤋」とは㸪「小さなᮌᯟ 1 ಶ（一⟽）」を一つの「ᅗ᭩㤋」とし㸪一⟽ẖにᢸᙜ者

（㤋㛗）を割りᙜて㸪テーマにἢったᅗ᭩を㑅᭩・展♧し㸪用者とᅗ᭩㤋㈨ᩱを⤖びつける活動」
㸰）である。和ගᕷᅗ᭩㤋では「ࡳんなのひとࣁコᅗ᭩㤋」としてḟのように⤂され㸱）㸪2020 年 3

月から開ጞし㸪202� 年 � 月現ᅾにおいて第 16 回をࡴか࠼ている。

小さな⟽を小さなᅗ᭩㤋に見❧てて、ᕷ内で活㌍するேやグࣝーࣉが「㤋㛗」になって、おすす

めのᮏや、活動報を⤂する展♧ス࣌ースです。「ひと（ே）」と「ࣁコ（ᅗ᭩㤋）」をつなぐ場、

また、「一⟽（ひとはこ）」で展♧することから、「ひとࣁコᅗ᭩㤋」とྡ๓をつけました。この「ひ

とࣁコᅗ᭩㤋」の㤋㛗には、だれでもなることができます。㤋㛗になって、⮬ศのおすすめのᮏを

⤂し、ࡳんなでᮏのࣂトンをつないでいきましࡻう。 

ᮏ学ྖ᭩課程においても㑅ᢥ⛉目「᭩⡠空間ㄽ」において同ᵝの実践を✚ࡳ㔜ࡡてきた。㏆年は

同ᵝの取り⤌ࡳであるシェᮏᲴを⏬するᮏᒇがᗈがっている。 

��� タႠま࡛ࡢ㐨ࡾࡢ 

文ⱁ文学⛉▼ᕝࢮミでは㸪第 1� 回（展♧期間㸸202� 年 1 月 11 日～2 月 11 日まで）の「ࡳん

なのひとࣁコᅗ᭩㤋」として㸪和ගᕷᅗ᭩㤋のᮏ㤋に展♧させていただいた。▼ᕝࢮミでは 3 年生

が୰心となり 2 月上旬開ദのイ࣋ントをᑕ程にධれ㸪以下の予定で「ひとࣁコᅗ᭩㤋」の⏬・展

♧の‽ഛを㐍めた。 

①11 月 22 日 ஂ保⏣ࢮミと合同ࢮミ。イ࣋ントの目ⓗや内容の共᭷。 

②12 月 6 日 テーマに関して 23$& による検⣴㸪㑅᭩㸪㈨ᩱ調査 

③12 月 13 日 和ගᕷᅗ᭩㤋ᮏ㤋にて㑅᭩㸪ᅗ᭩の㈚出㸪展♧置の確ㄆ 

④ 1 月 10 日 「ひとࣁコᅗ᭩㤋」の設Ⴀ（3 ⟽）・展♧ 
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①実㝿にイ࣋ントでᮁㄞされるࢮࣝンࢳン「ᅄேの子ども」㸪࢞ࣝࣈリ「㨱ἲの➜」㸪ࢠࣝ࣋ー

の作品と㸪₇ዌするྛ国の㡢ᴦについて学生間で共᭷し㸪㑅᭩や展♧に関「の㡢ᴦ㝲ࣝࢭラッࣈ」

わる方向性やイメーࢪを確ㄆすることができた。 

②ᖜᗈい題の㈨ᩱを調査することをど野にධれ㸪検⣴࢟ーワードの検ウや上ᴫᛕを対象とする

㈨ᩱのࣟࣉーࢳを行うとともに㸪ᅗ᭩のࡳならࡎ㸪⤮ᮏやᅗ㚷㸪ど⫈ぬ㈨ᩱなどの㑅᭩に␃ព

した。㈨ᩱ調査の過程で㸪「ひとࣁコᅗ᭩㤋」に展♧するⶶ᭩⩌・配ิについてもど野にධれて検ウ

した。 

③23$& による㈨ᩱ調査に␃まらࡎ㸪実㝿に㤋内の᭩ᯫをࣈラࢪ࢘ングすることによって㸪ྛ国㈨ᩱ

や࿘㎶㡿域の㈨ᩱの発見に⤖びつけることができた。加࠼て㸪目ḟや⣴引からᥖ㍕࣌ーࢪの確ㄆを

行うなど㸪きめ⣽かい㑅᭩を心けることができた。 

㸪࠼というテーマカラーを㋃まࢪンࣞ࢜ー㸸ࢠࣝ࣋㸸⃰い㟷㸪リ࢞ࣝࣈン㸸⃰い㉥㸪ࢳンࢮࣝ④

๓にไ作した 323 や国㸪内などを設Ⴀした。「一⟽」にまるᑡない㈨ᩱであるが㸪その配

ิ㸪展♧置㸪用者の目⥺などに␃ពした。 

 ࡧᏛࡢࡾࡃᅗ᭩㤋࡙ࠖࢥࣁとࡦࠕ ���

▼ᕝࢮミでの展♧について㸪和ගᕷᅗ᭩㤋のⓙᵝにはᩘࠎのご支援をいただいた。展♧の置や

さまࡊまなᅗ᭩の⤂㸪ᅋయ㈚出のᡭ続き方ἲなどである。1 月 10 日に「ひとࣁコᅗ᭩㤋」を設Ⴀ

していると㸪来㤋したᕷ民の方ࠎからお声がけいただいたり㸪展♧ᅗ᭩を═めたり͐͐そのᚋ㸪「ひ

とࣁコᅗ᭩㤋」から多くの㈚出があったとご報告があった。 

「ひとࣁコᅗ᭩㤋」とは㸪⏬・設Ⴀする者（㤋㛗）のᛮいや 

ពᚿが㈨ᩱを፹に⾲現されていく場であると同に㸪学生との 

‽ഛや設Ⴀの過程で「ひとࣁコᅗ᭩㤋」を取り巻くさまࡊまなேࠎ 

とのヰ㸪コミュニࢣーシࣙン㸪つながりのᙧ成にᐤしていくこ 

とに改めて確ㄆすることができた。「ひとࣁコᅗ᭩㤋」づくりを 

㏻して㸪いの学びのྍ能性を⛎めているとい࠼よう。（▼ᕝᩗྐ） 

┿）ᕥより、ࢮࣝンࢳン、࢞ࣝࣈリࢠࣝ࣋、ーの関連ᅗ᭩の展♧ 

㸲 බ₇ࡢ⏬ไసཬࡧฟ₇ࡓࡋࢆඣ❺ᩍ⫱Ꮫ⛉ࡢᏛ⏕ࡢࡾ㏉ࡽࡾ  

 ࠔたこと࠼ーࣝでの発⾲を㏻して考࣍、小学校、ᅗ᭩㤋ࠓ

・小学校のㄞࡳ聞かせは、ே๓でᮁㄞを行うึめての機だったので、聞きᡭにఏ࠼るようにᮁㄞ 

 をすることを心がけました。児童に感を聞いた㝿に、⚾には↓かった考࠼が出てきて、物ㄒを 

 さらに深めることができました。 

・小学校におけるㄞࡳ聞かせでは、ᮁㄞと⠊ㄞの㐪いについて改めて考࠼ました。ᮁㄞはⓏ場ே物 

の感を児童が⪥で聞いて感ࡌ取れるど、感を㎸めたㄞࡳ方をする一方で、⠊ㄞはⓏ場ே物  

の感をあらわにしつつも児童が㏣どできるよう、感と⌮性をවࡡഛ࠼たㄞࡳ方をするのだと 

学びました。 

・和ගᕷᅗ᭩㤋でのコンサートでは、なるく㢦を上げ、ほᐈဨと目を合わせることの大切さを 

学ࡪことができ、今ᚋ小学校の教ᖌになったにも生かせる報を得ることができました。もっ 

とほᐈがᴦしめるように、⚾⮬㌟がᴦしࡳ、ひとつひとつのᮁㄞ、₇ዌのᴦしい㒊ศを見つけて 

 。ピーࣝしていくことが大切だと学びました

・和ගᕷᅗ᭩㤋⏬「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ᅗ᭩㤋からᗈがる▱のෑ㝤～」では、これまでに 

行っていた児童のㄞࡳ聞かせとは㐪い、୰学生以上の方も参加していて民ヰに対するពの⌮ 

ゎの方や㡢ᴦに対する応の㉳こり方がくのู物のように感ࡌました。また、世⏺地ᅗをᚋ 

ろに配置することでどのあたりの国なのか安᫆にീしやすいため、改めてどぬⓗな報と⫈ぬ 

ⓗな報が⧊りࡐられた教ᮦ等はかなりຠ果ⓗなように考࠼ました。 
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㇂教ᤵ（ࣂスドラ࢘、࣒クࣞࣞ）と⣽㇂教ᤵ（ࢣーナ）が加わることで㔜ᒙⓗな㡪きにすることが

できた（㸴❶参↷）。今回のコンサートを機に学生がึめてᣮᡓしたスネドラ࣒は、ࣟࣉのዌ者で

あるྜྷᒸẶより 2 回の指ᑟをཷけた。ᴦჾのᢅい方、㌟యコントࣟーࣝ、リ࣒ࢬの基礎⦎⩦、᪕ᚊ

ᴦჾとの一య感を生ࡴ㡢の⫈き方等、スネについての▱㆑を得るだけでなく、リトミックを用い

たࣝࢯフェーࢪュ力のᙉがなされ、㡢ᴦの指ᑟἲのほ点からも教⫋を目指す学生にとって参考に

なる内容であった。 

民ヰ・ゝㄒ・㡢ᴦからጞまったᮏ⏬だが、ḟ第に地⌮・気ೃ・㣗文・Ṕྐ・㢼⩦と参加者

のど野がᗈがっていった。᭩⡠や動⏬から得た報を共᭷しながらศᢸして調学⩦をしたり現地

をヲしく▱るேにインタビューをしたりと、学生のᣢち๓のຮさもあり᥈究ⓗな学⩦がᖖに展開

された。 

 動⏬⦅㞟においては、ᕝℨ教ᤵより⦅㞟ࢯフト࢘ェの᧯作を学んだᚋすぐに実践に⛣り、必要

に応ࡌてᢏ⾡ⓗな課題をゎ決しながら動⏬を成させた。動⏬作品が成する๓の段階においても、

,&7 を活用することによりᤵᴗእ学⩦が活性し、⮬ศたちの取り⤌ࡳをᐈほⓗにり㏉る⣲ᮦと

なる㡢※やᫎീは㡢㡪ࣂランス等の検ウにもᙺ❧った。 

ḟに、和ගᕷᅗ᭩㤋にてコンサートの内容に関連するᅗ᭩の㑅᭩・展♧を指ᑟした文ⱁ文学⛉

の▼ᕝ教ᤵが、බ❧ᅗ᭩㤋と連携した大学生の学びについて㏙る。（以上、ஂ保⏣ⴥ子） 

㸱 ࡦࠕとࢥࣁᅗ᭩㤋ࠖࡢ⏬ 

和ගᕷᅗ᭩㤋で開ദされる「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行」のᗈ報に␃まらࡎ㸪同イ࣋ントで取り上げ

られる「民ヰ」や「㡢ᴦ」㸪さらにはྛ国の文に対する気づきや学びにつながる㈨ᩱ内㸪ᅗ᭩㤋

所ⶶ㈨ᩱのさらなる加価್を₇出することを目ⓗに㸪文ⱁ文学⛉▼ᕝࢮミでは和ගᕷᅗ᭩㤋

の༠力をいただきながら㸪「ひとࣁコᅗ᭩㤋」を⏬した。 

 ᅗ᭩㤋ࠖࢥࣁとࡦࠕ ���

「ひとࣁコᅗ᭩㤋」とは㸪「小さなᮌᯟ 1 ಶ（一⟽）」を一つの「ᅗ᭩㤋」とし㸪一⟽ẖにᢸᙜ者

（㤋㛗）を割りᙜて㸪テーマにἢったᅗ᭩を㑅᭩・展♧し㸪用者とᅗ᭩㤋㈨ᩱを⤖びつける活動」
㸰）である。和ගᕷᅗ᭩㤋では「ࡳんなのひとࣁコᅗ᭩㤋」としてḟのように⤂され㸱）㸪2020 年 3

月から開ጞし㸪202� 年 � 月現ᅾにおいて第 16 回をࡴか࠼ている。

小さな⟽を小さなᅗ᭩㤋に見❧てて、ᕷ内で活㌍するேやグࣝーࣉが「㤋㛗」になって、おすす

めのᮏや、活動報を⤂する展♧ス࣌ースです。「ひと（ே）」と「ࣁコ（ᅗ᭩㤋）」をつなぐ場、

また、「一⟽（ひとはこ）」で展♧することから、「ひとࣁコᅗ᭩㤋」とྡ๓をつけました。この「ひ

とࣁコᅗ᭩㤋」の㤋㛗には、だれでもなることができます。㤋㛗になって、⮬ศのおすすめのᮏを

⤂し、ࡳんなでᮏのࣂトンをつないでいきましࡻう。 

ᮏ学ྖ᭩課程においても㑅ᢥ⛉目「᭩⡠空間ㄽ」において同ᵝの実践を✚ࡳ㔜ࡡてきた。㏆年は

同ᵝの取り⤌ࡳであるシェᮏᲴを⏬するᮏᒇがᗈがっている。 

��� タႠま࡛ࡢ㐨ࡾࡢ 

文ⱁ文学⛉▼ᕝࢮミでは㸪第 1� 回（展♧期間㸸202� 年 1 月 11 日～2 月 11 日まで）の「ࡳん

なのひとࣁコᅗ᭩㤋」として㸪和ගᕷᅗ᭩㤋のᮏ㤋に展♧させていただいた。▼ᕝࢮミでは 3 年生

が୰心となり 2 月上旬開ദのイ࣋ントをᑕ程にධれ㸪以下の予定で「ひとࣁコᅗ᭩㤋」の⏬・展

♧の‽ഛを㐍めた。 

①11 月 22 日 ஂ保⏣ࢮミと合同ࢮミ。イ࣋ントの目ⓗや内容の共᭷。 

②12 月 6 日 テーマに関して 23$& による検⣴㸪㑅᭩㸪㈨ᩱ調査 

③12 月 13 日 和ගᕷᅗ᭩㤋ᮏ㤋にて㑅᭩㸪ᅗ᭩の㈚出㸪展♧置の確ㄆ 

④ 1 月 10 日 「ひとࣁコᅗ᭩㤋」の設Ⴀ（3 ⟽）・展♧ 
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・和ගᕷᕷ民文ࢭンターサンࢮリでのබ₇では、リࣁーサࣝをきちんと行うことによってᮏ 

␒でいい₇ዌができるのだと改めて実感しました。このことは、小学校の教ᖌになってからも生 

かすことができるとᛮうので、いい⤒㦂になりました。ほᐈがとても かく、参加ᆺのところも 

 㒊参加して下さり、ᮏᙜに感ㅰでいっࡥいです。≉に、「⋤子ᵝの⪥はࣟࣂの⪥」で、一⥴にⴺ 

➜のᙺを₇ࡌた㝿に、⦎⩦のとは㐪う㏕力やዟ行きを感ࡌ、たくさんのேが加わるとより良い 

作品になるのだと感動しました。また、᭱ึの方は小さかった声が回ᩘを㔜ࡡていくうちに大き 

くなり、場のⓙさんと一య感を感ࡌることができました。 

・和ගᕷ民文ࢭンターサンࢮリබ₇「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ࡳんなでᴦしࡴⰍの文 

～」では、これまで⤒㦂してきた小学校におけるㄞࡳ聞かせや和ගᕷᅗ᭩㤋⏬とは␗なり、マ 

イクを㏻しての発⾲であったことから小学校の校㞟等の声を出すときの定にもなり、発声 

の方ἲや声㔞等を考࠼ることにつながりました。また、࣍ーࣝでのබ₇だったため、㡢のࣂラン 

スや㡢㡪など㡢ᴦⓗ要⣲についても学ࡪことができました。 

 ࠔ地域連携についてࠓ

・コンサートはたくさんの方ࠎのお力ῧ࠼があり、成ຌできました。それࡒれの得ពศ野のேに助 

けをồめより良いものを作ることのᴦしさを学ࡪことができました。そのためには、日ࠎのດ力 

を見てもらい、助けてあげたい、力になってあげたい、一⥴にやってࡳたいという気ᣢちをᣢっ 

てもらうことが大切であり、そのேの助ゝに⪥を⣲┤にഴけられることも良い関係を⠏くために 

必要なことであると学びました。 

・今回は、新ᗙᕷと和ගᕷに༠力していただき、動⏬ᙳやコンサートを行うことができました。

その間はとてもᴦしく、㈗㔜な⤒㦂でした。⚾たちだけではศからなかったこともドࣂイス 

していただけてຮᙉになりました。また、地域の࣍ーࣝはわないともったいないと改めてᛮい 

ました。⚾の地ඖにも大きな࣍ーࣝがあるのですが、そこではコンサートはもちろん、お➗いラ 

イࣈなど、✚ᴟⓗに活用し、⾤యを┒り上げています。このような、地域にあるものを✚ᴟⓗ 

にっていくことも児童にとっては良い⤒㦂になるのではないかとᛮいました。 

・実ᢏの≉ูㅮᗙでは、教ᖌの力で児童の成㛗のఙびが変わってくることがᮏᙜに実感できました。

 の力のධれ方、声の㣕ばし方、ཱྀのᙧ、ጼ⏣イストࣞーニングでは、యの力のᢤき方や࢛ࣦ

ໃなどḷうの基ᮏⓗな▱㆑を教࠼ていただきました。≉にጼໃは、ᑡし⬚をᙇるだけで声の出 

しやすさが変わってᮏ␒もあまり力ࡴことなくḷうことができました。スネ指ᑟでは、᭱ึは 

できなかったࣟーࣝもᑡしࡎつできるようになり、྇き方も㡢ᴦⓗになりました。いちばん学ん 

だことは、スネの྇き方で、場所や㊥㞳によって㡢Ⰽや㡢㔞が変わり、⾲現することがᴦしく 

なりました。ᮏ␒でもᙉᙅをつけたり、リࢬミカࣝに྇いたりᕤኵしました。 

 ࠔ㌟の気づき・変について⮬ࠓ

・コンサートを行うは、᭱ึとても⥭ᙇしていましたが、㏵୰からどんどんᴦしくなり、実力以 

上の力を発することができました。小学校のඛ生は๓に出るなので、この⤒㦂を生かし、

ே๓でヰすことがᴦしいとᛮ࠼たらいいとᛮいます。また、⚾は、いつも࿘りのேに㐲៖してし 

まい、⮬ศがやりたいことをゝい出せࡎ、⮬ศから行動することがあまりできませんでした。そ 

のような⮬ศを変࠼たくて、ࢮミの活動では、⋡ඛして⮬ศのព見をゝうように心がけました。

᭱ึは安な気ᣢちもありましたが、ࢮミの௰間が⚾のព見も優しくཷけṆめ、さらに良いま 

で出してくれてどんどん良い物になっていきました。このは、とてもᎰしかったです。今ᚋも 

⮬ศのព見を✚ᴟⓗにఏ࠼、ᵝࠎなேと良いもの、⤒㦂を作っていけたらいいとᛮいます。 

・⮬学⩦・調学⩦では、つの国を調ていくうちに国同ኈの共㏻点や┦㐪点などがたくさん 

あり、とてもᴦしくᚎࠎにయⓗに取り⤌めたと感ࡌました。共㏻点や┦㐪点を見つけることは、

児童や学⣭の良い点や改善すき点、指ᑟの㝿の評価にもつながる㒊ศが多くあると考࠼ました。
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・一年間を㏻して「民ヰと㡢ᴦ」の取り⤌ࡳをしたことで、今までは✚ᴟⓗに๓に出ることやព 

見を発することがくできなかった⮬ศの性᱁がᑡしࡎつ変したように感ࡌました。ᑡしࡎつ 

๓に出たり、ព見を発したりすることで、今までやりたくてもできなかったことや今まで好きで 

はなかったࣕࢪンࣝにᡭを出し、好ពをᣢっていくという⮬ศのྍ能性がᗈがるものにつながり 

ました。⮬ศのྍ能性がᗈがったことから、考࠼方がんのᑡしࢪ࣏ティࣈに変わり、⮬ศのᝏ 

いところだけでなく良いところも᥈ồをしていきました。 

・一年間を㏻して「民ヰと㡢ᴦ」の取り⤌ࡳをしたことで、今までព㆑してこなかった国㝿ⓗな 

ၥ題や国による教育の㐪いなどに╔目し、᥈究をしました。教育の㐪いでは、1 年生のᤵᴗであ 

った学校ไ度ㄽの୰で学んだイࢠリスやフランス、フィンランドなどに加࠼、今回行った㸵つの 

国の教育に╔目して᥈究していきました。 

⏬・出₇を⤒㦂した学生は、児童やコンサートの来場者に物ㄒの景をീしながら民ヰを⫈

いてもら࠼るようᕤኵし、⮬ศ⮬㌟が心を開いて他者にព見をఏ࠼たり助ゝをồめたりすることに

よってより良い⾲現が生まれることを⤒㦂し、そこに喜びを感ࡌていた。また、,&7 をຠ果ⓗに活

用して⦎⩦をຠ⋡よく㐍める一方、対㠃でᴦჾのዌἲや発声ἲ、ᮁㄞの指ᑟをཷけることにより、

యの⬺力をព㆑して声を出しやすくし、ᴦჾの㡢Ⰽの変を感ࡌ取るなど、ᑗ来、児童の指ᑟに

生かせる学びを得ていた。さらに、බ₇‽ഛの過程でព見を㏙る機を多くᣢち、⯙ྎで発⾲す

ることを㏻して✚ᴟⓗな⮬ศの一㠃を発見し、今までヲしく▱らなかった文との出いを⤒㦂し

ていた。地域のさまࡊまなᑓ㛛ศ野のேと連携した学びの成果であろう。（ஂ保⏣ⴥ子） 

５ බ₇ཧຍࡓࡋᩍဨࡢ❧ሙࡽ 

大学でᤵᴗをしていると、ẖ日がんばっている学生たちと出う。それࡒれのክの実現に向けて

取り⤌んでいる学生とのかかわりはとてもᴦしいものである。しかし、ᤵᴗでの出いは㐌に一度

であり、ᤵᴗ内容はḟࠎと௦わっていくので、一つの活動に継続してかかわっていくことは㞴しい。

さて、今回のබ₇であるが、のᡴち合わせから考࠼ると、一年㏆く一つの活動に参加させてもら

ったことになる。ึめのころはㄞࡳ聞かせも₇ዌも₍↛とした感ࡌだったが、ᑡしࡎつලయⓗな目

ᶆや内容が決まり、リࣁーサࣝを㏻してලయⓗなイメーࢪができてきたようである。 

ᅗ᭩㤋で行ったㄞࡳ聞かせと₇ዌはまだ⥭ᙇがᙉく、ド࢟ド࢟した感ࡌがこちらにもఏわって来

た。しかし、3 月のබ₇に向けたリࣁーサࣝを⧞り㏉すうちに、ᑡしࡎつ⮬ಙがついてきたようで、

ヰし方も₇ዌもᇽࠎとしてきた。⮬ศたちでやるんだというぬᝅのようなものを感ࡌた。ᮏ␒の࢜

ーࣉニングのㄞࡳ聞かせはこちらが感動して聞きධってしまった。 

教育はともすれば▷間の成果に目がዣわれがちであるが、一つのことに向き合い間をかけて

変していくことも大切なのだと感ࡌる。1 年間の学生の成㛗に感動した 1 日であった。きっとᡃࠎ

がീする以上に⃰ᐦな間を過ごしてきたんだろう。ດ力した日ࠎのことはきっと一生のᐆもの

になるはࡎである。 

それにしても、学生の成㛗とẚ㍑して、⮬ศの₇ዌはఱと成㛗のないことだろう。しばし省の

日ࠎである。（⣽㇂ᛅྖ） 

㸴 Ꮫ⏕と̿ࣝࣈࣥࢧࣥࡿࡃࡘKHDG DUUDQJHPHQW  ࡚࠸ࡘ

➹者は児童教育学⛉ஂ保⏣ࢮミがദするコンサート「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行」に₇ዌ者・ン

サンࣝࣈ指ᑟにおける助ゝ者として参加した。今回は KHDG DUUDQJHPHQW というᡭἲを用いてࡳた

ので、そのことについて㏙たい。 

���  (O +XPDKXDTXH³R ࡿࡅ࠾ KHDG DUUDQJHPHQW  ࡳヨࡢ

 ᮏコンサートのリࣁーサࣝ段階において、「ⰼはどこ行った」（࢘クライナ）では、年㏻りピ

、の⦅᭤においては（ンࢳンࢮࣝ）కዌの⦅᭤を行った一方、「(O +XPDKXDTXH³R（ⰼ⚍り）」ࣀ

ᴦ㆕による⦅᭤よりもいわゆる KHDG DUUDQJHPHQW（以下、࣊ッドࣞンࢪ）の方が活き活きとした
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␒でいい₇ዌができるのだと改めて実感しました。このことは、小学校の教ᖌになってからも生 

かすことができるとᛮうので、いい⤒㦂になりました。ほᐈがとても かく、参加ᆺのところも 

 㒊参加して下さり、ᮏᙜに感ㅰでいっࡥいです。≉に、「⋤子ᵝの⪥はࣟࣂの⪥」で、一⥴にⴺ 

➜のᙺを₇ࡌた㝿に、⦎⩦のとは㐪う㏕力やዟ行きを感ࡌ、たくさんのேが加わるとより良い 

作品になるのだと感動しました。また、᭱ึの方は小さかった声が回ᩘを㔜ࡡていくうちに大き 

くなり、場のⓙさんと一య感を感ࡌることができました。 

・和ගᕷ民文ࢭンターサンࢮリබ₇「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ࡳんなでᴦしࡴⰍの文 

～」では、これまで⤒㦂してきた小学校におけるㄞࡳ聞かせや和ගᕷᅗ᭩㤋⏬とは␗なり、マ 

イクを㏻しての発⾲であったことから小学校の校㞟等の声を出すときの定にもなり、発声 

の方ἲや声㔞等を考࠼ることにつながりました。また、࣍ーࣝでのබ₇だったため、㡢のࣂラン 

スや㡢㡪など㡢ᴦⓗ要⣲についても学ࡪことができました。 

 ࠔ地域連携についてࠓ

・コンサートはたくさんの方ࠎのお力ῧ࠼があり、成ຌできました。それࡒれの得ពศ野のேに助 

けをồめより良いものを作ることのᴦしさを学ࡪことができました。そのためには、日ࠎのດ力 

を見てもらい、助けてあげたい、力になってあげたい、一⥴にやってࡳたいという気ᣢちをᣢっ 

てもらうことが大切であり、そのேの助ゝに⪥を⣲┤にഴけられることも良い関係を⠏くために 

必要なことであると学びました。 

・今回は、新ᗙᕷと和ගᕷに༠力していただき、動⏬ᙳやコンサートを行うことができました。

その間はとてもᴦしく、㈗㔜な⤒㦂でした。⚾たちだけではศからなかったこともドࣂイス 

していただけてຮᙉになりました。また、地域の࣍ーࣝはわないともったいないと改めてᛮい 

ました。⚾の地ඖにも大きな࣍ーࣝがあるのですが、そこではコンサートはもちろん、お➗いラ 

イࣈなど、✚ᴟⓗに活用し、⾤యを┒り上げています。このような、地域にあるものを✚ᴟⓗ 

にっていくことも児童にとっては良い⤒㦂になるのではないかとᛮいました。 

・実ᢏの≉ูㅮᗙでは、教ᖌの力で児童の成㛗のఙびが変わってくることがᮏᙜに実感できました。

 の力のධれ方、声の㣕ばし方、ཱྀのᙧ、ጼ⏣イストࣞーニングでは、యの力のᢤき方や࢛ࣦ

ໃなどḷうの基ᮏⓗな▱㆑を教࠼ていただきました。≉にጼໃは、ᑡし⬚をᙇるだけで声の出 

しやすさが変わってᮏ␒もあまり力ࡴことなくḷうことができました。スネ指ᑟでは、᭱ึは 

できなかったࣟーࣝもᑡしࡎつできるようになり、྇き方も㡢ᴦⓗになりました。いちばん学ん 

だことは、スネの྇き方で、場所や㊥㞳によって㡢Ⰽや㡢㔞が変わり、⾲現することがᴦしく 

なりました。ᮏ␒でもᙉᙅをつけたり、リࢬミカࣝに྇いたりᕤኵしました。 

 ࠔ㌟の気づき・変について⮬ࠓ

・コンサートを行うは、᭱ึとても⥭ᙇしていましたが、㏵୰からどんどんᴦしくなり、実力以 

上の力を発することができました。小学校のඛ生は๓に出るなので、この⤒㦂を生かし、

ே๓でヰすことがᴦしいとᛮ࠼たらいいとᛮいます。また、⚾は、いつも࿘りのேに㐲៖してし 

まい、⮬ศがやりたいことをゝい出せࡎ、⮬ศから行動することがあまりできませんでした。そ 

のような⮬ศを変࠼たくて、ࢮミの活動では、⋡ඛして⮬ศのព見をゝうように心がけました。

᭱ึは安な気ᣢちもありましたが、ࢮミの௰間が⚾のព見も優しくཷけṆめ、さらに良いま 

で出してくれてどんどん良い物になっていきました。このは、とてもᎰしかったです。今ᚋも 

⮬ศのព見を✚ᴟⓗにఏ࠼、ᵝࠎなேと良いもの、⤒㦂を作っていけたらいいとᛮいます。 

・⮬学⩦・調学⩦では、つの国を調ていくうちに国同ኈの共㏻点や┦㐪点などがたくさん 

あり、とてもᴦしくᚎࠎにయⓗに取り⤌めたと感ࡌました。共㏻点や┦㐪点を見つけることは、

児童や学⣭の良い点や改善すき点、指ᑟの㝿の評価にもつながる㒊ศが多くあると考࠼ました。
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⤖果を得ることができるのではないかと┤感し、この取り⤌ࡳにおいてはึめてのཱྀ㢌による⦅᭤

をヨしてࡳることとなった。 

そもそも「࣊ッドࣞンࢪ」とはなにか。㏻ᖖ、⦅᭤者が₇ዌ者に対し、㡢ᴦⓗイディをఏ

達するためには「ᴦ㆕」というᡭ段が一⯡ⓗである。ᴦ㆕の᭷ຠ性は一⯡に⦅成が大きくなるど

に高まるとされる。࠼ば࢜ーࢣストラのᴦჾに対し、ྛ⮬がどのような㡢を出し、いかに₇ዌ

すきかをཱྀ㢌で指♧することが、あらゆるゅ度から見て現実ⓗでないということは容᫆にご⌮ゎ

いただけるとᛮう。一方で（Ṕྐⓗ⤒⦋は省␎するが）、ࢬࣕࢪやࣟックといった࣏ピュラー㡢ᴦの

フィーࣝドでは、ミューࢪシࣕン間の㡢ᴦⓗコミュニࢣーシࣙンにおいて、ᴦ㆕がᅾしないࢣー

スがࡴしろ一⯡ⓗだった。その⌮⏤としては、①これらの㡢ᴦはཱྀᢎⓗな性᱁がᙉかったこと②₇

ዌにおいて༶⯆性が㔜要どされたこと。つまりᴦ㆕による㡢ᴦⓗイディの「定╔」と㥆ᰁま

ない③₇ዌ者の⮬発性がồめられたこと④しばしばṇつの㡢ᴦ教育をཷけていない₇ዌ者がᏑᅾ

したこと、などがあると➹者は考࠼る。 

さて、(O +XPDKXDTXH³R に࣊ッドࣞンࢪが㐺していると感ࡌた⌮⏤はཎ᭤がもつ⣲ᮔなᵓ造と

今回の⦅成にあった。ཎ᭤はယឋを帯びた力ᙉいメࣟディと単⣧なࣁーࣔニーᵓ造をもっており、

今回の⦅成は➹者が₇ዌする࢘クࣞࣞ（ࢮࣝンࢳンの民᪘ᴦჾ「ࣕࢳランࢦ」の௦用として）、⣽

㇂教ᤵのࢣーナ、そしてஂ保⏣教ᤵと学生 2 ྡによるḷとኴ㰘（フࣟタ࣒）というものだった。

➹者は༶⯆ⓗに࢘クࣞࣞでコードకዌをしつつ、ኴ㰘のリ࣒ࢬのイメーࢪをఏ࠼、さらにḷのே

にはḷいながら足㋃ࡳとᡭᢿ子を要ồした。᭤の࢚ンディングは➹者が⡆単なコード㐍行を提♧し

たのち、ࢣーナに༶⯆ⓗに加わってもらうことを要ồした。 

��� ᡂᯝ 

⣬㠃の㒔合上、⡆単な報告となるが、⤖果ⓗに࣊ッドࣞンࢪのヨࡳは大成ຌといってもいい、

⮬発ⓗで㠀ᖖに活気のある₇ዌとなった。今ᚋも指ᑟの機があればこのᡭἲを活かしていきたい。

（Ჴ㇂♸一） 

㸵 ࢆࢺࣉࢭࣥࢥ㉳࡛ࡢࣥࢨࢹࢩࣛࢳࡢࢺ࣮ࢧࣥࢥࡿࡁᣦᑟ 

コンサートのࢳラシデザインについては、グラフィックデザインをに学んでいる♫報デザ

イン学⛉の 3 年生に౫㢗した。年度 �）と同ᵝにコン࣌ᙧᘧとして㸯作品㑅び᥇用することとし

た。⤖果ⓗには㸴作品でのコン࣌となった。 

イ࣋ント告▱の࣏スターやࢳラシのデザインには報の取ᤞ㑅ᢥが㔜要であるが、今回はさらに

「㸵つの国」「世⏺᪑行」というゝⴥがタイトࣝにあり、ྛ 国の㡢ᴦでその国᪑行した気ศや文

にゐれた気ศになる、というコンࣉࢭトがあった。そのため、提供される報（タイトࣝ・場所・

日・出₇者・᭤目、බ共施設用に関するࣝーࣝの明グ）だけをデザインの㍈にするとコンࣉࢭ

トが見࠼づらくなる。そこで、報に対しࣉライ࢜リティを決めることに加࠼、いかに「㸵つの国」

と「世⏺᪑行」をイメーࢪするかを指ᑟした。 

今回も $� サイࢬ・⦪ᆺのࢳラシᙧែであり、⾲との㸰㠃のフࣝカラー༳ๅという設定である

ため、「⾲㠃㸸⾲題と࢟ービࢪュࣝをメイン」「㠃㸸ྛ✀報」をཎ๎としてデザイン作ᴗを㐍

めた。まࡎは「㸵つの国」と「世⏺᪑行」のコンࣉࢭトイメーࢪを定╔させるため、サࣈタイトࣝ

の「ࡳんなでᴦしࡴ㸵Ⰽの文」に╔目させ、「㸵Ⰽ㸻㸵つの国」とゎ㔘してビࢪュࣝにⴠとし㎸

カラーࢪよりも「㸵Ⰽ㸻㸵つの国」のイメーࣝュࢪービ࢟、作ᴗからスタートさせた。つまりࡴ

を優ඛした。なお、「世⏺᪑行」のコンࣉࢭトに対し、学生のゎ㔘はᵝࠎなため、この㒊ศは⮬⏤に

デザイン作ᴗをさせた。その⤖果、「世⏺᪑行㸻᪑」という文Ꮠ㏻りのゎ㔘から「気⌫」�ᅗ 1�や「㣕

行機」�ᅗ 2�という᪑のᡭ段を࢟ービࢪュࣝに㑅ᢥした学生もいれば、タイトࣝ帯をᖜいっࡥい

までい�ᅗ 3�「ᗈがり㸻世⏺」とゎ㔘した学生もいた。 
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�ᅗ 1�              �ᅗ 2�              �ᅗ 3� 

なお、㠃は出₇者・᭤目、マッࣉなどの報の⨶ิにならないように、࢚リ・ライメント

（㡿域配ิ）をデザインの基ᮏとした。⤖果ⓗにコン࣌で᥇用された作品は「㸵つの国」のイメー

。いまでった作品となったࡥしたものであり、かつタイトࣝ帯をᖜいっࣝュࢪをⓗ確にビࢪ

⤖果ⓗにはᕥྑのవⓑが大きくなり、ᗈがりを感ࡌるデザインとなった。このことからも、「ᙧ状

（ビࢪュࡴྵࣝ）」よりも「Ⰽᙬ」がよりはっきりとしている作品が㑅ᢥされるഴ向がఛ࠼た。同

ᵝなも多く、今ᚋの作品ไ作指ᑟにᫎさせていきたい。 

   

᥇用作品（⾲㠃）          ᥇用作品（㠃） 

なお、デザイン作ᴗに関しては $GREH ♫の ,OOXVWUDWRU で作成した。用⏬ീ⣲ᮦは同ࡌく $GREH

♫の 3KRWRVKRp で加ᕤ・⦅㞟し用した。3& は $ppOH ♫の 0DF%RRN を用している。༳ๅに関して

は 3') 変でのཎ✏でのධ✏となるが、༳ๅ所から 3')�;1-D�2001 ᙧᘧを指定された。このᙧ

ᘧは⦅㞟方ἲにより⏬ീศ割⥺がධることがあり、᭱⤊調整のことからもデザイン指ᑟしているᕝ

℩がᢸᙜした。 

᥇用されたデザインは、コンࣉࢭトを㉳させるデザイン⾲現としてཬ第点の作品になった。ไ

作者である㸱年生は、この⤖果からもデザイン⌮ㄽをᴫࡡ⩦得が㐍んでいると感ࡌた。（ᕝℨ基ᐶ） 

㸶 ᆅᇦ㐃ᦠࡿࡼᩍ⫱άືࡢព⩏ 

 児童教育学⛉の学生は、日㡭から連携ᕷの小学校でインターンシッࣉの機を得て活動している。

大学ではྛ教⛉の教ᮦや指ᑟἲの研究を㔜ࡡており、 㑏ⓗな学びにより目ⓗព㆑をᣢって研㛑を

✚んでいる。ᮏ研究に出₇者として参加した学生たちもまた、児童一ே一ேの良さや得ពなことに

気づき、それをఙばし、児童と共に成㛗できる教ᖌを目指している。今回、小学校で児童にᮁㄞを

聞いてもらう୰で┦ᡭが物ㄒの世⏺をീするための間が必要であることに気づいたり、㟼かにᮏ

をㄞࡳたいேが来㤋するᅗ᭩㤋とコンサート࣍ーࣝではࣟࣉグラ࣒内容を変࠼ることの必要性に

気づいたりした 5）。また、༠働ദ者のⓙᵝに⮬ศの考࠼をఏ࠼、助ゝを得ることができた。学生
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⤖果を得ることができるのではないかと┤感し、この取り⤌ࡳにおいてはึめてのཱྀ㢌による⦅᭤

をヨしてࡳることとなった。 

そもそも「࣊ッドࣞンࢪ」とはなにか。㏻ᖖ、⦅᭤者が₇ዌ者に対し、㡢ᴦⓗイディをఏ

達するためには「ᴦ㆕」というᡭ段が一⯡ⓗである。ᴦ㆕の᭷ຠ性は一⯡に⦅成が大きくなるど

に高まるとされる。࠼ば࢜ーࢣストラのᴦჾに対し、ྛ⮬がどのような㡢を出し、いかに₇ዌ

すきかをཱྀ㢌で指♧することが、あらゆるゅ度から見て現実ⓗでないということは容᫆にご⌮ゎ

いただけるとᛮう。一方で（Ṕྐⓗ⤒⦋は省␎するが）、ࢬࣕࢪやࣟックといった࣏ピュラー㡢ᴦの

フィーࣝドでは、ミューࢪシࣕン間の㡢ᴦⓗコミュニࢣーシࣙンにおいて、ᴦ㆕がᅾしないࢣー

スがࡴしろ一⯡ⓗだった。その⌮⏤としては、①これらの㡢ᴦはཱྀᢎⓗな性᱁がᙉかったこと②₇

ዌにおいて༶⯆性が㔜要どされたこと。つまりᴦ㆕による㡢ᴦⓗイディの「定╔」と㥆ᰁま

ない③₇ዌ者の⮬発性がồめられたこと④しばしばṇつの㡢ᴦ教育をཷけていない₇ዌ者がᏑᅾ

したこと、などがあると➹者は考࠼る。 

さて、(O +XPDKXDTXH³R に࣊ッドࣞンࢪが㐺していると感ࡌた⌮⏤はཎ᭤がもつ⣲ᮔなᵓ造と

今回の⦅成にあった。ཎ᭤はယឋを帯びた力ᙉいメࣟディと単⣧なࣁーࣔニーᵓ造をもっており、

今回の⦅成は➹者が₇ዌする࢘クࣞࣞ（ࢮࣝンࢳンの民᪘ᴦჾ「ࣕࢳランࢦ」の௦用として）、⣽

㇂教ᤵのࢣーナ、そしてஂ保⏣教ᤵと学生 2 ྡによるḷとኴ㰘（フࣟタ࣒）というものだった。

➹者は༶⯆ⓗに࢘クࣞࣞでコードకዌをしつつ、ኴ㰘のリ࣒ࢬのイメーࢪをఏ࠼、さらにḷのே

にはḷいながら足㋃ࡳとᡭᢿ子を要ồした。᭤の࢚ンディングは➹者が⡆単なコード㐍行を提♧し

たのち、ࢣーナに༶⯆ⓗに加わってもらうことを要ồした。 

��� ᡂᯝ 

⣬㠃の㒔合上、⡆単な報告となるが、⤖果ⓗに࣊ッドࣞンࢪのヨࡳは大成ຌといってもいい、

⮬発ⓗで㠀ᖖに活気のある₇ዌとなった。今ᚋも指ᑟの機があればこのᡭἲを活かしていきたい。

（Ჴ㇂♸一） 

㸵 ࢆࢺࣉࢭࣥࢥ㉳࡛ࡢࣥࢨࢹࢩࣛࢳࡢࢺ࣮ࢧࣥࢥࡿࡁᣦᑟ 

コンサートのࢳラシデザインについては、グラフィックデザインをに学んでいる♫報デザ

イン学⛉の 3 年生に౫㢗した。年度 �）と同ᵝにコン࣌ᙧᘧとして㸯作品㑅び᥇用することとし

た。⤖果ⓗには㸴作品でのコン࣌となった。 

イ࣋ント告▱の࣏スターやࢳラシのデザインには報の取ᤞ㑅ᢥが㔜要であるが、今回はさらに

「㸵つの国」「世⏺᪑行」というゝⴥがタイトࣝにあり、ྛ 国の㡢ᴦでその国᪑行した気ศや文

にゐれた気ศになる、というコンࣉࢭトがあった。そのため、提供される報（タイトࣝ・場所・

日・出₇者・᭤目、බ共施設用に関するࣝーࣝの明グ）だけをデザインの㍈にするとコンࣉࢭ

トが見࠼づらくなる。そこで、報に対しࣉライ࢜リティを決めることに加࠼、いかに「㸵つの国」

と「世⏺᪑行」をイメーࢪするかを指ᑟした。 

今回も $� サイࢬ・⦪ᆺのࢳラシᙧែであり、⾲との㸰㠃のフࣝカラー༳ๅという設定である

ため、「⾲㠃㸸⾲題と࢟ービࢪュࣝをメイン」「㠃㸸ྛ✀報」をཎ๎としてデザイン作ᴗを㐍

めた。まࡎは「㸵つの国」と「世⏺᪑行」のコンࣉࢭトイメーࢪを定╔させるため、サࣈタイトࣝ

の「ࡳんなでᴦしࡴ㸵Ⰽの文」に╔目させ、「㸵Ⰽ㸻㸵つの国」とゎ㔘してビࢪュࣝにⴠとし㎸

カラーࢪよりも「㸵Ⰽ㸻㸵つの国」のイメーࣝュࢪービ࢟、作ᴗからスタートさせた。つまりࡴ

を優ඛした。なお、「世⏺᪑行」のコンࣉࢭトに対し、学生のゎ㔘はᵝࠎなため、この㒊ศは⮬⏤に

デザイン作ᴗをさせた。その⤖果、「世⏺᪑行㸻᪑」という文Ꮠ㏻りのゎ㔘から「気⌫」�ᅗ 1�や「㣕

行機」�ᅗ 2�という᪑のᡭ段を࢟ービࢪュࣝに㑅ᢥした学生もいれば、タイトࣝ帯をᖜいっࡥい

までい�ᅗ 3�「ᗈがり㸻世⏺」とゎ㔘した学生もいた。 
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が一年間たゆまࡎ研究を続け、⾲現力だけでなく⥲合ⓗな⏬力を㌟につけることができたのは、

さまࡊまなᑓ㛛ศ野の方による༠力と発⾲の場を得たことがཎ動力になっている。 

「(O +XPDKXDTXH³R（ⰼ⚍り）」にス࣌インㄒでᣮᡓした     ᮁㄞの声が⾲㇏かにᐈᖍにᒆいた 

来場者と一⥴にかけあいḷをᴦしࡴᵝ子    スタッフとして参加した学生たちもពḧⓗに取り⤌んだ 

学生が研究テーマを⮬ら㑅ᢥして教⛉ᶓ᩿ⓗに᥈究し、さまࡊまな❧場のேとព見しながら

⏬を⦎り上げ、⮬ศの成㛗を実感できる学びがᮏ学にはある。学生が教⫋に就いた㝿にも、多⫋

✀連携により、ṇゎが一つではない学びに果ᩒにᣮᡓしてくれることを㢪っている。（ஂ保⏣ⴥ子） 

㸷 ࡾࢃ࠾ 

世⏺の民ヰと㡢ᴦに関心をᣢち、文献やインタビューなどさまࡊまな方ἲを用いてその㨩力に㏕

り、学内にとどまらࡎ地域の子どもたちやබ共ᅗ᭩㤋、බ共࣍ーࣝの関係者とも連携して一年間に

わたり༠働ⓗな学びと⾲現活動を⧞りᗈげた児童教育学⛉の学生の᥈ồ心を⛠࠼たい。♫報デ

ザイン学⛉の学生によるබ₇ࢳラシは、コンサートのコンࣉࢭトを明確に⾲現し、出₇者をຬ気づ

けた。出₇者は文ⱁ文学⛉の学生による㑅᭩からも♧၀を得て、世⏺の文をより㌟㏆に感ࡌる

ことができた。学⛉を㉺࠼たὶが学生のど野をᗈげ、⮬ศのព見をᣢつことにもつながった。 

「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ࡳんなでᴦしࡴⰍの文～」の動⏬ไ作と、コンサートの開ദに

あたり、新ᗙᕷ教育ጤဨ、ࡩるさと新ᗙ㤋࣍ーࣝ、新ᗙᕷ❧野ⅆṆ小学校、බ┈㈈ᅋἲே和ගᕷ

文⯆බ♫、和ගᕷ民文ࢭンサーサンࢮリをはࡌめ༠働ദ者のⓙᵝ、ーティスト・ᢏ

⾡者・教育者のⓙᵝより多大な༠力を得た。心よりᚚ♩を⏦し上げます。 
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ዥֲ֖֞ྫྷבどもՔདࡰの੍സ支援 

ӷզ֖ց੍֚സトؤーפէの活動と्ӷ

Play�Eased &hild and &oPPunity Support�  
Activities and 'evelopPent of the � ShiaZase IEasho NetZork� 

矢野 景子 1）    

.eiko <ANO   

㸯）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学・ே間⚟♴学⛉ 

 㸸子どもの遊び、地域、居場所、子どものᶒ保㞀ࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸ᮏ地域連携ࢪࣟࣉェクトは、サービスラーニングによる学⩦活動を子どものᶒ᮲⣙ᛮཬ

び 6'*㹱3�0 ཬび 6'*㹱��0 と関連づけ、地域における子どものᶒ保㞀としての場づくりを目指す

ことを目ⓗとした活動である。地域の子どもの居場所支援活動の学生࣎ランティとしての参加

ཬびᙜヱ活動に関する継続ⓗな学⩦活動を㏻して、学生࣎ランティ活動⤒㦂を対象とするサービ

スラーニングのࣟࣉグラ࣒を開発することを目指している。� 期にあたる 2023 年度は 2022 年度の

活動を継続し、新ᗙᰤ � 目「たまりば」におけるフードパントリーと親子支援の場づくり、༑文

Ꮠの᳃ࣞࣉーパークの支援に加࠼、新たに遊びの࢘トリーࢳ活動を実施し、野ⅆṆ � 目㞟所

の「あそびば」活動を展開させ、㸱つをᰕとして活動を行った。活動の実践の検ウより、学

生間の⤌⧊・㐠Ⴀの課題として、年度㏵୰の⦆やかな⛣行యไのᕤኵにより、㐠Ⴀの引継ࡂが

となった一方、接続・ఏᢎの㞴しさはあるものの、ಶࠎの⤒㦂の⌮ゎと⤒㦂の変を⤒㦂していな

い学生ఏ達し、新しい⤒㦂の⌮ゎと変を生ࡳ出していくことにより、ಶの⤒㦂にとどまらない

㞟ᅋとしての省ᐹ、ලయⓗ⤒㦂の㞟ᅋⓗពづけの価್を見出すためには、参加学生の⤒㦂▱を㞟

ᅋに共᭷する⤌ࡳをさらに検ウする課題も♧၀された。また、新しく活動を発展させた「あそびば」

からは、地域における遊びの࢘トリーࢳの㟂要があることがわかっただけでなく、大ேが遊びの

ཎయ㦂をび㉳こし、子どもにᡠる⤒㦂を㏻してリラックスして過ごすᵝ子からも、「遊び」が子育

てに向かう親を࢚ンパワメントすることにもつながり、それࡒれが遊び㎸ࡴことで、「子どもと親の

ᶓ୪びの関係性」が生まれるྍ能性が見いだされた。� 期の実践の検ウより、新しいメンࣂー

を㏄࠼ながらも 1 期の学生が設❧にᥖげた「ࣁ（KDpp\�幸せ）、ピ（pODFH㸸居場所）、ネ（QHWZRUN㸸

つながり）、ス（୕単現の 6㸸ࡳんなで創る）」の⌮ᛕがᜥづき、� 期は「安定・定╔の期」となった

ことが明らかとなった。 

Ϩࡌࡣめ 

��άືཬࡢ✲◊ࡧ┠ⓗと � ᮇま࡛ࡢ⤒⦋ 

ᮏ地域連携ࢪࣟࣉェクトは、サービスラーニングによる学⩦活動を子どものᶒ᮲⣙ᛮཬび

6'*㹱3�0 ཬび 6'*㹱��0 と関連づけ、地域における子どものᶒ保㞀としての場づくりを目指すこ

とを目ⓗとし、地域の子どもの居場所支援活動の学生࣎ランティとしての参加ཬびᙜヱ活動に

関する継続ⓗな学⩦活動を㏻して、学生࣎ランティ活動⤒㦂を対象とするサービスラーニングの

を開発することを目指している。2030࣒グラࣟࣉ であるࢲェンࢪ 6'*㹱3�0 ཬび 6'*㹱��0 の⼥合

として、子どものᶒのほ点からங幼児期の⚟♴と教育の学⩦活動をデザインすることは、「地域で

学ࡪ」「地域を学ࡪ」といった地域ᚿ向ᆺの教育カリ࢟ュラ࣒開発の一㒊に㈨するだけでなく、地域

のἼཬຠ果に期ᚅできることを実践研究から明らかにしてきた。令和♴⚟の子どもᐙᗞ 5 年度

（2023 年）は、� 期目にあたる。 
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が一年間たゆまࡎ研究を続け、⾲現力だけでなく⥲合ⓗな⏬力を㌟につけることができたのは、

さまࡊまなᑓ㛛ศ野の方による༠力と発⾲の場を得たことがཎ動力になっている。 

「(O +XPDKXDTXH³R（ⰼ⚍り）」にス࣌インㄒでᣮᡓした     ᮁㄞの声が⾲㇏かにᐈᖍにᒆいた 

来場者と一⥴にかけあいḷをᴦしࡴᵝ子    スタッフとして参加した学生たちもពḧⓗに取り⤌んだ 

学生が研究テーマを⮬ら㑅ᢥして教⛉ᶓ᩿ⓗに᥈究し、さまࡊまな❧場のேとព見しながら

⏬を⦎り上げ、⮬ศの成㛗を実感できる学びがᮏ学にはある。学生が教⫋に就いた㝿にも、多⫋

✀連携により、ṇゎが一つではない学びに果ᩒにᣮᡓしてくれることを㢪っている。（ஂ保⏣ⴥ子） 

㸷 ࡾࢃ࠾ 

世⏺の民ヰと㡢ᴦに関心をᣢち、文献やインタビューなどさまࡊまな方ἲを用いてその㨩力に㏕

り、学内にとどまらࡎ地域の子どもたちやබ共ᅗ᭩㤋、බ共࣍ーࣝの関係者とも連携して一年間に

わたり༠働ⓗな学びと⾲現活動を⧞りᗈげた児童教育学⛉の学生の᥈ồ心を⛠࠼たい。♫報デ

ザイン学⛉の学生によるබ₇ࢳラシは、コンサートのコンࣉࢭトを明確に⾲現し、出₇者をຬ気づ

けた。出₇者は文ⱁ文学⛉の学生による㑅᭩からも♧၀を得て、世⏺の文をより㌟㏆に感ࡌる

ことができた。学⛉を㉺࠼たὶが学生のど野をᗈげ、⮬ศのព見をᣢつことにもつながった。 

「民ヰと㡢ᴦで世⏺᪑行㸟～ࡳんなでᴦしࡴⰍの文～」の動⏬ไ作と、コンサートの開ദに

あたり、新ᗙᕷ教育ጤဨ、ࡩるさと新ᗙ㤋࣍ーࣝ、新ᗙᕷ❧野ⅆṆ小学校、බ┈㈈ᅋἲே和ගᕷ

文⯆බ♫、和ගᕷ民文ࢭンサーサンࢮリをはࡌめ༠働ദ者のⓙᵝ、ーティスト・ᢏ

⾡者・教育者のⓙᵝより多大な༠力を得た。心よりᚚ♩を⏦し上げます。 
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ᮏࢪࣟࣉェクトの⤒⦋は、学生のサービスラーニングデザインの機を㏻して、༞ᚋに⚟♴と教

育に携わる㣴成段階の学生の学びの深を明らかにすることを目ⓗとしたことにጞまり、2019 年度

のᮏ学ඖ気ࢪࣟࣉェクトの᥇ᢥ研究を発展させ、2020 年度に設❧した「しあわせ居場所ネットワー

ク」の活動と展開の発展ⓗ研究（2 期）を⤒て、3 期目は継続ⓗな活動における⤌⧊の⥔ᣢと学年⛣

行と接続の課題をもちつつも、⏬・㐠Ⴀを学生が行うことができる⤌⧊としてのព⩏を᥈ồする

ことを目ⓗとして活動を実施した。地域の子どもの居場所支援活動の学生࣎ランティとしての

参加ཬびᙜヱ活動に関する継続ⓗな学⩦活動を㏻して、学生࣎ランティ活動⤒㦂を対象とするサ

ービスラーニングのࣟࣉグラ࣒の開発、実施、評価をヨࡳている。 

3 期の活動の成果として、「（1）コࣟナ⚝における地域活動として継続性の୰で学生をྵࡴ地域の

ὶの場をつくることができたこと（2）学生యによる㐠Ⴀと⏬により、౫㢗に応࠼る活動では

なく、目ⓗに応ࡌて学生が考࠼、その場に応ࡌてಟṇする機としての⤒㦂学⩦の場となっている

こと（3）遊びを㏻した多世௦ὶの場の機の提供と学生の世௦に遊びがఏᢎされることのព⩏が

見いだされたこと（�）継続ⓗな活動にࡳる地域との関係性の変（学生のಙ㢗と⌮ゎによって、

学生に任せる機1「（�を見出した。さらに、「学⩦の場としてのサービスラーニングのព⩏にと

どまらࡎ、地域における場において、コࣞクティࣈ・インパクト のᵓ造を見出し、学生がステーク

ーとしてのᙺ割をもつことを明らかにした。さらに、しあわせ居場所ネットワークの㐠Ⴀとࢲࣝ࣍

ಶࠎのయⓗな参加が、その㔜要な要⣲の一つであること」2�から、� 期は活動の展開として、新た

に遊びの࢘トリーࢳとして、学生たちが⛣動し、あそびばをつくる活動「あそびば」発展した。 

�యไとάື㸦⧊⤌ࡢࠖࢫࢿࣆࣁࠕࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᒃሙᡤࡏࢃ࠶ࡋ�� ᮇ㸧 

ே間⚟♴学⛉の学生によるᮏ活動యとして 2020 年に「しあわせ居場所ネットワーク」を設❧

した。2021 年度より学生のᗈ報活動がጞまり、「ࣁピネス」の㏻⛠をつけた。「ࣁピネス」とは「ࣁ

（KDpp\�幸せ）、ピ（pODFH㸸居場所）、ネ（QHWZRUN㸸つながり）、ス（୕単現の 6㸸ࡳんなで創る）」

のពであり、活動の⌮ᛕを⾲している。（ᮏ✏では、「ࣁピネス」と⾲グする） 

ᮏ⤌⧊の≉ᚩとして、㐠Ⴀጤဨによるᵓ成⤌⧊がある。世ヰே、ィ、活動リーࢲー、ᗈ報、

ဨᢸᙜのᙺ割ศᢸをᢸい、教ဨとメンࣂーの学生の連⤡調整機能をはかるよう⤌⧊యไを確❧した。

ᗈ報は、学生がయⓗに動⏬作成および 616 による発ಙを行い、学内እの活動発ಙを行っている。

年間を㏻した⤌⧊㐠Ⴀについてはᅗ㸯に♧す。 
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3 期までに課題となっていた⤌⧊継続の⬤さについては、実⩦の期や年間を㏻した活動の期を

㚷ࡳて 2022 年度に⛣行期の変᭦をヨ行した。ලయⓗには、年度切り᭰࠼の 3 月、� 月ではなく、

年度㏵୰の 11 月～3 月に⦆やかに新㐠Ⴀጤဨయไ引き継ぐようにヨࡳた。さらに、2023 年度

も実施したところ、安定ⓗに㐠Ⴀができるようになったため、年度の㏵୰に㐠Ⴀయไを新యไと

⛣行することとした。⛣行のタイミングをᬺではなく、活動の࿘期と⤌⧊の安定の期にしたこと

により、⤌⧊が安定ⓗかつ活発である期にメンࣂーがయⓗに⛣行を考࠼ることができるように

なった。ලయⓗには、11 月には༑文Ꮠの᳃ࣞࣉーパーク第 1 回が実施され、2 回目以㝆から新㐠Ⴀ

యไ（2 年生が㍈で㐠Ⴀをする⤌⧊）にて⏬・㐠Ⴀを行うようにᪧ㐠Ⴀጤဨの学生がサ࣏ー

トしながら㐍めるようにಟṇしたことが � 期の大きな変である。� 期にあたる 2023 年度はメンࣂ

ーྡ⡙Ⓩ㘓者 35 ྡであり、2022 年度の活動を継続し、新ᗙᰤ � 目ၟᗑ⾤フリース࣌ース「たま

りば」におけるフードパントリーと親子支援の場づくり、༑文Ꮠの᳃ࣞࣉーパークの支援に加࠼、

新たに遊びの࢘トリーࢳ活動を実施し、野ⅆṆ � 目㞟所の「あそびば」活動を展開させ、

㸱つのᰕを㍈に活動を行った（ᅗ 2）。なお、年間ィ⏬では、࢘トリーࢳとして、ࣂディ࢛࢘ー

クᮾி IRU DOO における⚟♴ࣈースの⏬㐠Ⴀを 3 月予定していたが、ദ者ഃの日程変᭦によ

り、202� 年 � 月 27 日（日）に開ദされることとなったため、202� 年度活動報告にて報告する。 

また、ᮏ活動の≉ᚩとして、学生たちのయⓗな学びを㔜どするほ点から、ຮᙉも年間ィ⏬に

取りධれてきたが、2023 年度は地域のニーࢬと支援者を⌮ゎすることを目ⓗに、「こども未来フ࢛

ーラ7）「࣒ 月 16 日）に参加した。 

    
┿ 1㸸ຮᙉに参加するᵝ子 
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ᮏࢪࣟࣉェクトの⤒⦋は、学生のサービスラーニングデザインの機を㏻して、༞ᚋに⚟♴と教

育に携わる㣴成段階の学生の学びの深を明らかにすることを目ⓗとしたことにጞまり、2019 年度

のᮏ学ඖ気ࢪࣟࣉェクトの᥇ᢥ研究を発展させ、2020 年度に設❧した「しあわせ居場所ネットワー

ク」の活動と展開の発展ⓗ研究（2 期）を⤒て、3 期目は継続ⓗな活動における⤌⧊の⥔ᣢと学年⛣

行と接続の課題をもちつつも、⏬・㐠Ⴀを学生が行うことができる⤌⧊としてのព⩏を᥈ồする

ことを目ⓗとして活動を実施した。地域の子どもの居場所支援活動の学生࣎ランティとしての

参加ཬびᙜヱ活動に関する継続ⓗな学⩦活動を㏻して、学生࣎ランティ活動⤒㦂を対象とするサ

ービスラーニングのࣟࣉグラ࣒の開発、実施、評価をヨࡳている。 

3 期の活動の成果として、「（1）コࣟナ⚝における地域活動として継続性の୰で学生をྵࡴ地域の

ὶの場をつくることができたこと（2）学生యによる㐠Ⴀと⏬により、౫㢗に応࠼る活動では

なく、目ⓗに応ࡌて学生が考࠼、その場に応ࡌてಟṇする機としての⤒㦂学⩦の場となっている

こと（3）遊びを㏻した多世௦ὶの場の機の提供と学生の世௦に遊びがఏᢎされることのព⩏が

見いだされたこと（�）継続ⓗな活動にࡳる地域との関係性の変（学生のಙ㢗と⌮ゎによって、

学生に任せる機1「（�を見出した。さらに、「学⩦の場としてのサービスラーニングのព⩏にと

どまらࡎ、地域における場において、コࣞクティࣈ・インパクト のᵓ造を見出し、学生がステーク

ーとしてのᙺ割をもつことを明らかにした。さらに、しあわせ居場所ネットワークの㐠Ⴀとࢲࣝ࣍

ಶࠎのయⓗな参加が、その㔜要な要⣲の一つであること」2�から、� 期は活動の展開として、新た

に遊びの࢘トリーࢳとして、学生たちが⛣動し、あそびばをつくる活動「あそびば」発展した。 

�యไとάື㸦⧊⤌ࡢࠖࢫࢿࣆࣁࠕࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᒃሙᡤࡏࢃ࠶ࡋ�� ᮇ㸧 

ே間⚟♴学⛉の学生によるᮏ活動యとして 2020 年に「しあわせ居場所ネットワーク」を設❧

した。2021 年度より学生のᗈ報活動がጞまり、「ࣁピネス」の㏻⛠をつけた。「ࣁピネス」とは「ࣁ

（KDpp\�幸せ）、ピ（pODFH㸸居場所）、ネ（QHWZRUN㸸つながり）、ス（୕単現の 6㸸ࡳんなで創る）」

のពであり、活動の⌮ᛕを⾲している。（ᮏ✏では、「ࣁピネス」と⾲グする） 

ᮏ⤌⧊の≉ᚩとして、㐠Ⴀጤဨによるᵓ成⤌⧊がある。世ヰே、ィ、活動リーࢲー、ᗈ報、

ဨᢸᙜのᙺ割ศᢸをᢸい、教ဨとメンࣂーの学生の連⤡調整機能をはかるよう⤌⧊యไを確❧した。

ᗈ報は、学生がయⓗに動⏬作成および 616 による発ಙを行い、学内እの活動発ಙを行っている。

年間を㏻した⤌⧊㐠Ⴀについてはᅗ㸯に♧す。 
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 子どもに携わる支援者とのグࣝーࣉディスカッシࣙンや、学生による活動内容の発⾲を㏻して、

の活動をり㏉る機となっただけでなく、9「ピネスࣁ」 月に予定していた野ⅆṆ㞟所 � 目

の࢘トリーࢳの⏬のཎ動力となった。 

ϩ�άືࡢᐇ㝿と⪃ᐹ 

��ᐇ㊶ሗ࿌㸯࣮ࣜࢺࣥࣃࢻ࣮ࣇࠕとぶᏊࡢᒃሙᡤ࡙ࠖࡾࡃ 

新ᗙᰤ � 目ၟᗑ⾤フリース࣌ース「たまりば」でのフードパントリーと親子の居場所づくりも

┿�の継続ⓗ活動の一つである「ピネスࣁ」 2�3�。星野敦子教ᤵのࢮミや子ども㣗ᇽの支援者な

どと༠働で行われるこの取り⤌ࡳの成果としては、2022 年度の報告᭩ 3）に整⌮したが、� 期は参加

⤒㦂のない学生が参加する㝿に㤿場（2021）��の♧す⤒㦂学⩦ࣔデࣝの⤒㦂の変と⤒㦂の⌮ゎが

課題となった。⾲㸯に♧すとおり、参加学生がᑡなく、ಶの⤒㦂をどのように㞟ᅋに共᭷するのか、

の検ウが必要となった。 

⾲㸯㸸活動日と参加学生ᩘ 

2023 年 � 月 16 日 参加学生 

2 ྡ 

2023 年 6 月 11 日 参加学生 

2 ྡ 

2023 年 9 月 17 日 参加学生 

2 ྡ 

2023 年 11 月 12 日 参加学生 

� ྡ 

                          ᅗ 3㸸⤒㦂学⩦ࣔデࣝ 

�㤿場�2021�p�90 を基に➹者作ᅗ � 

ヨとして、616（/,1(）の࣒ࣂࣝ機能を活用し、過ཤの活動のグ㘓をṧすようにしていたこと

を活用することとした。年度ごとに新しくグࣝーࣉ /,1( を作成するのではなく、継続ⓗに同ࡌ /,1(

を用することで、新つメンࣂーや活動に参加しなかった学生も活動のᵝ子を┿グ㘓で共᭷でき

るようにした。また、しあわせ居場所ネットワーク設❧からの過ཤの活動も確ㄆできるようにし、

ලయⓗ⤒㦂の๓にどぬⓗ⌮ゎによって、「ఏᢎ・ఏ達」を補うようにした。 

➹者らが 3 期までの活動で♧したとおり、「接続・ఏᢎの㞴しさはあるものの、ಶࠎの⤒㦂の⌮ゎ

と⤒㦂の変を⤒㦂していない学生ఏ達し、新しい⤒㦂の⌮ゎと変を生ࡳ出していくことによ

り、ಶの⤒㦂にとどまらない㞟ᅋとしての省ᐹ、ලయⓗ⤒㦂の㞟ᅋⓗពづけの価್を見出すこ

とができる」5）ためには、参加学生の⤒㦂▱を㞟ᅋに共᭷する⤌ࡳをさらに検ウする必要があること

がわかった。

┿ 3㸸パクパクおⳫ子つかࡳ ┿ 2㸸さかなつり 
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��ᐇ㊶ሗ࿌  άືࠖࡢࢡ࣮ࣃ࣮ࣞࣉ᳃ࡢ༑ᩥᏐࠕ�

 ༑文Ꮠの᳃ࣞࣉーパークの活動は 3 期目となった。「ࣁピネス」は᳃のᕤ作を継続して⏬し、⤒

㦂のある学生からึめて⤒㦂する学生と内容の継ᢎが行われながら、どのようなᕤ作をするのか、

ᮦᩱを用ពするかなどのᡴち合わせが行われ、2023 年度は①᳃のマラカスづくり②᳃のクリスマス

リーづくりを行うことになった。3ࢶ 回目は参加者が 2 ྡであり、ᕤ作コーナーの㐠Ⴀが㞴しいと

のุ᩿から、➉あそび（矢野ࢮミ学生㐠Ⴀコーナー）に合ὶして参加した。 

⾲ 2㸸活動日と参加学生ᩘ 

2023 年 11 月 3 日 ᳃のᕤ作コーナー㸸 

᳃のマラカスづくり 
参加学生 7 ྡ 
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いため、矢野ࢮミと合同➉ᕤ作を㐠Ⴀ 
参加学生 2 ྡ 

（1）᳃のᕤ作  

᳃のマラカスづくりでは、子どもたちはᛮいᛮいにカッࣉにⰍけや⤮をᥥいたᚋ、カッࣉを∦

ᡭに᳃の୰でⴥやᮌの実を᥈しながらධれ、カッࣉのをして成である。2 期までに᳃のビンࢦ

を⤒㦂した学生を୰心に、⮬↛遊びとᕤ作を⼥合したᙧでィ⏬し、子どもたちがᛮいᛮいにᕤ作で
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に新メンࣂーが参加することになるため、⤒㦂のある学生がᙜ日の⎔ቃᵓ成を考࠼、‽ഛをしな

がらఏᢎをしていくᵝ子がࡳられた（┿ �）。2 期までに子どもの遊ࡪᶒや子どものᶒ᮲⣙に

ついてのຮᙉを⤒㦂した学生が � 年となりࣞࣉーパークの参加がなくなったものの、子どもた

ちの⮬⏤な発とീ性を㔜どした関わりと‽ഛは㐠Ⴀのᢸᙜとなる 3 年生に継ᢎされていた。

また、開ദの期のᏘ⠇やその期のࣞࣉーパークのⴠちⴥの㔞やᮌの実の㔞をᢕᥱしてきた⤒㦂

を活かし、11 月ではどんぐり等のᮌの実を用してできるᕤ作、12 月は、ⴠちⴥはቑ࠼る一方、ど

んぐりはᑡなくなるためクリスマスࢶリーづくりと‽ഛ物を変࠼ていることも≉ᚩⓗであった

（┿ 5�6�7）。⤒㦂▱としての「⎔ቃの見㏻し」が、⏬㐠Ⴀに活かされ、新メンࣂーを㏄࠼て

の活動でもその考࠼方がఏᢎされていくことがࡳられた。 

┿ �㸸‽ഛをしながらఏᢎするᵝ子 ┿ 5㸸᳃のマラカスづくり 
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（2）᳃の子どものᶒ᮲⣙イラストパネࣝ展 

 2021 年度より子どものᶒ᮲⣙のᬑཬၨ発を目ⓗに᳃のイラストパネࣝ展として、学生たちと 

られていࡳーパーク内に展♧を行ってきた。これまでも親子でイラストパネࣝを═めるᵝ子がࣞࣉ

たが、2023 年度はࡌっくりと子どもが❧ちṆまって᮲文をㄞࡳながら一つひとつࡳているᵝ子もࡳ

られた。ࣞࣉーパークの一ゅに展♧されたパネࣝ展であるが、令和 5 年 � 月に施行された「こども

基ᮏἲ」は日ᮏ国᠇ἲおよび児童のᶒに関する᮲⣙の⢭⚄にのっとり、てのこどもが、ᑗ来に

わたって幸⚟な生活を㏦ることができる♫の実現を目指し、こどもᨻ⟇を⥲合ⓗに᥎㐍すること

を目ⓗとされている。子ども⮬㌟が⮬㌟のᶒを⌮ゎする機になるよう、今ᚋも展♧を続けてい

きたい。 

（3）༑文Ꮠの᳃の⮬↛と子どもの⤒㦂 

の᳃のᕤ作は、༑文Ꮠの᳃の⮬↛物を遊びに取りධれながら、子どもの⮬⏤な発や「ピネスࣁ」 

ീ力にጤࡡ、ᛮいᛮいのᕤ作をᴦしめることを大切して⏬‽ഛを㐍めている。༑文Ꮠの᳃の⮬

↛物は 11 月～1 月の開ദの 3 か月で景ⰍもⰍも⣲ᮦも変がࡳられるが、その⮬↛⎔ቃを㈨※とし

て、遊びにとりいれていく子どもの遊びのጼをイメーࢪしながら⏬していくጼからは、これまで

課程教育にて学んだことを基┙としながらもサービスラーニングにおいて、応用・展開する 㑏性

をᤊ࠼ることができる。 

 一方、学生たちの予する子どもの遊びのጼを㉸࠼たጼもࡳられるのが͆ ーパークࣞࣉ で͇あり、

⮬⏤に遊ࡪ子どもたちのീ力は、学生たちの๓の‽ഛや心ᵓ࠼を㉸࠼ることもある。࠼ば、

第 3 回の᳃のᕤ作は、「ࣁピネス」からは参加ேᩘはᑡなく、2 ྡとも矢野ࢮミにᅾ⡠していたこと

もあり、矢野ࢮミ⏬の͆➉ᕤ作（➉㕲◙づくり）͇ に合ὶして㐠Ⴀを行った。矢野ࢮミ生の⏬で

は、➉㕲◙をつくって遊ࡪことであったが、「➉を切りたい」子どもたちが多く、ิができるどで

┿ 6㸸᳃のマラカス ┿ 7㸸᳃のクリスマスࢶリーづくり 

┿ 8㸸子どものᶒ᮲⣙  

イラストパネࣝを═める児童 
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あった。多くが➉にゐれるのも、のこࡂりをうのもึめての子どもたちであり、学生が➉を支࠼

たり、親がサ࣏ートしたりする୰、ክ୰で➉を切っているᵝ子がࡳられた（┿ 9�10）。子どもの

生活య㦂の୰で、⮬↛物との出いと㐨ලの用は、㝈られた⤒㦂となっている。༑文Ꮠの᳃の㇏

かな⮬↛は、子どもたちの遊びの感ぬをび㉳こし、「いたい」「やってࡳたい」ពḧをἛき❧た

せ、遊びの保㞀としての場、⎔ቃ、間と大ேのᅾり方が成❧する。子どもの遊びのཎయ㦂として

のࣞࣉーパークのព⩏は大きいとい࠼るだろう。 

  

（�）遊びのఏᢎ者について 

ーࣞࣉりは、年度のࡂーパークでは、㐨ලの㑅定や用ពも㔜要なᢏ㔞であるが、➉用のこࣞࣉ

パーク୰にࣞࣉーワーカーが➉を切るのにっていたことから、➹者が➉用のこࡂりの助ゝをཷけ、

新たに㉎ධしたものである。遊びの指ᑟ者としてのᢏ⾡と▱㆑をもつࣞࣉーワーカーからスーパー

 。をཷけられることも༠働ⓗな関係性の点であるࢬイࣂ

さらに、➉をつかった遊びについては、年度もࣞࣉーパークに来ていただいていた山㈡Ặや

ேの方が、第 1 回に学生が➉をつかって活動しているᵝ子をࡳて、㐨ලのい方を┤接学生に指

ᑟしてくださった。また、᫇は➉をつかってⰍࠎなものを作り遊んだ⤒㦂から、第 2 回、第㸱回で

は➉を๐り、➉とんࡰを⮬ら製作してくださった。 

 య㦂のᕼⷧは生活⎔ቃの変によるものであり、ఏᢎに必要な見て学ࡪ「࿘㎶参加」6� の機

がᕼⷧしていることのᙳ㡪はྰめないが、遊びのఏᢎは、世௦から世௦⤒㦂のఏᢎとして引き継

ぐことができる。➉のからわかるように、ࣞࣉーパークに多世௦が㞟まることよる「コミュニ

ティのᵓ成」は、遊びのఏᢎの場として機能している。また、親世௦も➉から➉とんࡰを作って

遊んだ世௦ではなくなり、山㈡Ặのように遊ࡪものは⮬ศたちで作り、作りながら㐨ලのい方を

⌮ゎしていった世௦と␗なり、ᕤලや㐨ලのい方も学校教育の୰で学んだ世௦である。子どもと

ともに作り方や㐨ලのい方を見て学ࡪ親子の「࿘㎶参加」の場㠃がࡳられ、ࣞࣉーパークにおけ

るコミュニティのᵓ成は、親世௦のఏᢎにも一⩼をᢸっていた。 

┿ 9㸸➉を切るこどもと支࠼る親  

┿ 11㸸➉から➉とんࡰを製作してい

る山㈡Ặ（ᮏ学㏻安指ᑟဨ） 
┿ 12㸸➉から➉とんࡰを製作してい

るᵝ子 

┿ 10㸸ࣁートのᙧに喜ࡪ 
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て、遊びにとりいれていく子どもの遊びのጼをイメーࢪしながら⏬していくጼからは、これまで

課程教育にて学んだことを基┙としながらもサービスラーニングにおいて、応用・展開する 㑏性
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┿ 6㸸᳃のマラカス ┿ 7㸸᳃のクリスマスࢶリーづくり 

┿ 8㸸子どものᶒ᮲⣙  

イラストパネࣝを═める児童 
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��ᐇ㊶ሗ࿌ 㔝ⅆṆࠕ� � ┠㞟ᡤࠖࡤࡧࡑ࠶ 

� 期にあたる活動として、新しいヨࡳとなるのが「あそびば」である。遊びの࢘トリーࢳを目

ⓗに、大学の⏫内である野ⅆṆ � 目㞟所で実施した。⏫内での実施については、学生の参加の

しやすさとともに、野ⅆṆ࢚リの課題として高㱋者のᏙ❧と子育てのὶの場があることがす㒊

ᅪ域༠㆟యでもあがっていたことから、野ⅆṆ � 目㞟所を用することとした。 

⾲ 3㸸活動日と参加学生ᩘ 

2023 年 9 月 23 日 野ⅆṆ４目㞟所 あそびば開ദ  参加学生10

ྡ 

202� 年 1 月 20 日 野ⅆṆ４目㞟所 あそびば開ദ  参加学生 

5 ྡ 

ᐊ内での活動として、β 、な⣲ᮦや㐨ල、製作のᮦᩱを用ពし、「子どもの㑅び」を㔜どしながらࠎ

๓‽ഛを行うᵝ子がࡳられた。๓の‽ഛとして、スライ࣒では学生が㞟まり、実㝿につくるこ

とを㏻して、ᙜ日のᡭ㡰や援助の方ἲを考࠼、ᙜ日を㏄࠼た。 

 ᘵや同ࡌ間に遊びにきた子ども同ኈでコマにⰍをつけコマ回しの対決をしたり（┿ 13）、

好きなⰍを㑅んで、ᡭを動かしながら、⮬ศでࣝࣂーンを作ったり（┿ 1�）とそれࡒれが⮬⏤に

遊ࡪᵝ子がࡳられた。ࣝࢯトマラカスでは、ங幼児も保ㆤ者と一⥴にビーࢬを㑅び、ることでⰍ

がついていくᵝ子や㬆る㡢を喜ࡪᵝ子がࡳられ（┿ 15）、学生は月㱋に合わせて、子どもや親子

を援助するᵝ子がࡳられた。≉ᚩⓗであったことは、大ே⮬㌟も遊びにክ୰になっていたことであ

る。「ᘵの⩦いをᚅっている間に来ました」や「㐌ᮎは㏆所で遊ࡪ場所がなくて」と∗親が「あ

┿ 13㸸コマまわし対決  

┿ 15㸸ࣝࢯトマラカスづくり  ┿ 16㸸スライ࣒づくりにክ୰になる

∗親たち  

┿ 1�㸸⮬ศでࣝࣂーンをつくる子ど

もと㞄でᢡり⣬をᢡる大ே 
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そびば」に連れてくることあり、⏫内の子育てもᇉ間見ることができた。子どもが遊びにክ୰
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りⰍをΰࡐたりと、童心にか࠼って大ேも遊び、そのᵝ子を学生や子どもたちがᚤ➗ましくࡳてい
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Ϫ�⥲ྜ⪃ᐹ 
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という学生「を౫㢗されて行くのではなく、⮬ศたちで活動を⏬して㐠Ⴀしたいランティ࣎」
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㸺ཧ⪃ᩥ⊩㸼 

�1）マーク 5�クラマー�マーク :�フィッࢶー（2017）「コࣞクティࣈ・インパクト」を実現する㸳

つの要⣲ࢲ�イࣔンド♫ p�226

�2）矢野景子（2023）「保育者㣴成における子どものᶒ᮲⣙―子どものᶒព㆑の㔊成を㉸࠼たඛ

p�67「発達「 1R�17� いま、0 ṓからの子どものᶒを考࠼る」ミネࣦࣝ᭩ᡣ 

�3）令和 5 年度厚生労働省ⓑ᭩ ]HQWDL�pGI �PKOZ�JR�Mp�（検⣴日 20230830） 

ㅰ㎡ 

ᮏ活動ཬび研究にご༠力いただいた、新ᗙᰤ � 目ၟᗑ⾤関係者の方ࣞࣉ、ࠎーパーク関係者の

ⓙᵝ、野ⅆṆ � 目㞟所⟶⌮㐠Ⴀ⏫内㛗高▼ᵝ、活動の⏬㐠Ⴀに関わった学生のⓙさん、そ

して多大なるご指ᑟとご支援をいただきましたᮏ学星野敦子教ᤵに、心より感ㅰ⏦し上げます。 

50 地域連携共同研究所年報　第 9号



地域連携共同研究所年報 第 9号 1 

ଌஅໃුに୶פלآ،ג֮֓؞،֞ト֊のདַࡰのගሇᄇමՔ୪මՔව 

དࡰഉኁとのවに୶֞ຎ־のถ果 

InforPation� coPPunication� and resonance to a positive Peal proMect for health proPotion to 
the coPPunity 

   5esults of efforts to resonate Zith local residents  

ᮌᮧ 㟹子 1）  ྡ ⚽子 1）  ᮧ⏣ ᾈ子 1）  బࠎᮌ菜✑ 1） 

<asuko .I085A  Hideko NA*85A   Hiroko 085A7A   Naho SASAS.I 

ⳢཎἋᜨ子 1）  ᯘ 子 1）   ఀ⸨ ⨾✑ 1）  星野 ♸子 2） 

Saeko S8*A:A5A  Noriko HA<ASHI      0iho I7OH       <uko HOSHINO 
                       

1）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学・ᗣᰤ㣴学⛉ 2）同・文ⱁ文学⛉ 

 ᗣ教ᐊ 地域ఫ民との共㸸ᗣቑ㐍 学生㣗ᇽ シニࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸ᮏࢪࣟࣉェクトは、ᗣづくりのために㣗に↔点をᙜて、ᮏ学学生㣗ᇽ（以下、学㣗）の

メニューコンテストによる学㣗メニューづくりをとおして、地域の㣗の報発ಙの⤌ࡳづくり

を学生యで⏬・㐠Ⴀしていくとともに、学生および教⫋ဨ等の学㣗用者⮬㌟のᗣቑ㐍にᐤ

することが目ⓗである。2020 年度よりࢪࣟࣉェクト活動を開ጞしたが、新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁ

ᣑ大のᙳ㡪をཷけ、3 年間は学内の学生、教⫋ဨに対する活動が୰心になり、㏆㞄地域など学እ

等の報提供にとどまっていた。2023ࢪー࣒࣌ー࣍の報発ಙは、大学 年度は、3 年間の学内等

での活動の成果をもとに、ᮏ学幸づくり༠働研究所ദの「シニᗣ教ᐊ」に参加する㏆㞄地

域の高㱋者と学生が学㣗メニューをとおして、┤接関わり合う活動に取⤌ࡳ、地域の✚ᴟⓗな

報発ಙ、ಙ、共に向けた活動を学生がయとなって⏬、㐠Ⴀできる㸯つの⤌ࡳづくりが展

開できた 

㸯 ࡌࡣめ 

国民のᗣづくりをめࡊす「ᗣ日ᮏ 21（第ḟ）」をཷけて、ᇸ⋢┴、新ᗙᕷでは、ᗣቑ㐍

の⤌ࡳやయไづくりのලయⓗな内容と目ᶆ、達成年を♧している。「ᰤ㣴・㣗生活」については、

㣗品やᩱ⌮における㣗ሷྵ᭷㔞の低ῶや⤥㣗施設等でのᰤ㣴・㣗⟶⌮により、ࣂランスのよい㣗

をᦤるேや生活に生きがいややりがいをᣢつேのቑ加を令和 6 年達成として目ᶆをᥖげている。

ᮏࢪࣟࣉェクトは、この目ᶆの達成にᐤするために、ᗣቑ㐍に関するศ野をᑓᨷする学生と

その他のᑓ㛛ศ野の学生により、大学内እ（地域）「ᗣ課題」のゎ決を発ಙし、地域とのಙ

により、学生と地域の共を生ࡳ出す取り⤌ࡳとして、2020 年度より開ጞされた。2022 年度までの

3 年間は、コࣟナ࢘ィࣝス感ᰁᣑ大にకう㣗提供や共㣗の活動ไ㝈のᙳ㡪をཷけ、≉に学እ

の働きかけはⓙ↓であった。メニュー提をテーマとして実施ྍ能なᮏ学学生㣗ᇽ（以下学㣗とす

る）におけるメニューコンテストをな活動として取り⤌2022、ࡳ 年度までに ㏻⟬ 5 回のコンテ

ストを⏬し、応ເメニューᩘも定㣗、めん㢮、単品ᩱ⌮などあわせて 100 を㉸࠼た。ᮏࢪࣟࣉェ

クトの内容が⌮ゎされ、教⫋ဨの㣗をとおしてのᗣቑ㐍のព㆑づけのຠ果が❚࠼た。また、

応ເした学生が⤥㣗用者にピーࣝするメニューのコメントやᩱ⌮┿のᙳᢏ⾡などは回を

㔜ࡡるごとに上達し、⤥㣗㈍におけるࣔࣟࣉーシࣙン活動について実践を㏻して⩦得することが

でき、学生の教育ⓗ成果も得られた。また、3 年間のメニューコンテストにおいて良㉁なᩱ⌮献

❧が㞟✚されたため、㣗関連学⛉学生の⏬、ᵓ成により、ᩱ⌮ࣞシピ㞟（子）「おいしく㣗よ

う ᗣメニュー」を作成した。ᩱ⌮ࣞシピ㞟（子）は、㏆㞄地域の高㱋者等の配も定して
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⣬፹యでの報提供としたが、動⏬の 45 コードをࣞシピ㞟に㍕せ、メニューを作った学生がᩱ⌮

の作り方を動⏬で⤂する新たなヨࡳも実施した。今ᚋ、ᩱ⌮ࣞシピ㞟は⣬፹యとともに、デࢪタ

ックᙧᘧのもの、さらには学生の動⏬によるᩱ⌮の作り方の⤂など㟁子፹యを活用した発ಙࣈࣝ

を✚ᴟⓗに取りධれる。 

㸰 ࡓࡢ⥆⥅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉめࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

2023 年度は、3 年間の学内等でのᮏࢪࣟࣉェクトのな活動であるメニューコンテストをとおし

て㞟✚した報を、学እ（地域）に向けた㣗・ᰤ㣴の報発ಙを⣬および㟁子፹యなど多ゅⓗに実

施し、学生と地域ఫ民とつながりを✚ᴟⓗに創出することを目ᶆとした。このような取り⤌ࡳにあ

たり、新ᗙᕷなど地域⮬యとつながりをᣢつ教ဨを㏄࠼、新たに 7 ேのࢪࣟࣉェクトメンࣂーに

ᵓ成した。 

なお、ᮏࢪࣟࣉェクト活動の継続ができるのは、学㣗のコントラクトフードサービスのᰴ）グリ

ーン࢘ࣁスᵝおよびそのᗑ㛗の多大なるご⌮ゎと༠力によるものである。 

㸱 ���� ᖺᗘࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືሗ࿌ 

 ᮏ年度は、これまでのᮏࢪࣟࣉェクト活動の成果をもとに、地域ఫ民と学生が㣗生活とᗣに関

する報のಙおよび共をはかることで、地域ఫ民のᗣቑ㐍にᐤできる⤌ࡳづくりをᵓ⠏

するための活動を展開することとした。学生が㏆㞄地域のఫ民と関わることは、日㡭の大学でのᑓ

㛛ⓗ学びのពを確ㄆすること、ᑗ来♫に㈉献するう࠼でのコミュニࢣーシࣙン力などを㌟に

つけられる㈗㔜な機になることが期ᚅされる。 

まࡎは、ᮏ学幸づくり༠働研究所ദの「シニᗣ教ᐊ」に参加する新ᗙᕷཬび㏆㞄ᕷにᅾ

ఫするシニᒙの取り⤌ࡳをィ⏬、実施した。「シニᗣ教ᐊ」は、ே生 100 年௦、ᗣで

㛗く活㌍できる♫を実現するため、㏆㞄地域のシニᒙの㣗と㐠動のព㆑を変࠼、㐠動を⩦慣

することにより、㏆㞄地域のᗣᑑのᘏఙにᐤする活動である。 

ᮏ年度のシニᗣ教ᐊは、2023（令和 5）年 11 月～3 月の月 1 回ᅵ᭙日の 10 ～12 、ᮏ学

メインリーナにて開ദされた。新ᗙᕷや所ἑᕷ、Ύ℩ᕷなど㏆㞄地域の 60～80 ᡯ௦のシニᒙ

がẖ回 30～�0 ྡ参加した。ẖ回のࣟࣉグラ࣒は、ᙜ日の参加者のᗣࢳェックからጞまり、㣗やᰤ

㣴、㐠動等をᑓ㛛とする教ဨにより、ᗣ⥔ᣢቑ㐍のためにᙺ❧つ報を提供するミニㅮ⩏を 30 ศ

程度実施し、そのᚋストࣞッࢳ、ࢳェ࢚クササイࢲ、ࢬンス࣒ーࣈメントなどをとおして、日ᖖ

生活での継続ྍ能な㐠動を実践するものである。ミニㅮ⩏と㐠動を⤌ࡳ合わせたࣟࣉグラ࣒におい

て、学生スタッフが活動をサ࣏ートし、参加者は学生との出いをᴦしࡳにし、学生も活動を㏻し

てシニの方ࠎとかかわることで、大学での学びを確ㄆする場となっている。 

第 1 回の教ᐊは、11 月 11 日に実施され、ミニㅮ⩏において、ᮏࢪࣟࣉェクト教ဨがᗣቑ㐍の

ための㣗（㣗生活）についてㅮヰを行った。๓年度にᗣቑ㐍に関するศ野をᑓᨷする学生の

⏬、ᵓ成により作成したᩱ⌮ࣞシピ㞟（子）「おいしく㣗よう ᗣメニュー」（ᅗ 1）を参加者

に配し、国民のᗣづくりをめࡊす「ᗣ日ᮏ 21（第ḟ）」の「ᰤ㣴・㣗生活」に関する報

発ಙを行った。「ᰤ㣴・㣗生活」の㡯目では、㣗・菜・菜を⤌ࡳ合わせた㣗が㸯日㸰回以上

の日がࡰẖ日の者の割合のቑ加、㣗ሷᦤ取㔞のῶᑡ、野菜や果物のᦤ取㔞のቑ加の目ᶆがᥖげら

れている。メニュー㞟にᥖ㍕した定㣗メニューをもとに、㣗、菜、菜をそろ࠼ることで野菜

や果物のᦤ取㔞をቑやし、ῶሷを心がける㣗についてㄝ明した。そして、その㣗を実践するヨ

として、12㸪1㸪2ࡳ 月それࡒれのシニᗣ教ᐊ⤊ᚋに、ᩱ⌮ࣞシピ㞟にᥖ㍕されている定㣗メ

ニューを㣗のとして学㣗で᭷ᩱ（�50 ）にて提供し、参加者にᗣቑ㐍のための㣗をయ㦂

してもらう⏬をఏ࠼、ႚ㣗ᕼᮃを調査した。 

52 地域連携共同研究所年報　第 9号



地域連携共同研究所年報 第 9号 3 

ᅗ 1 2022 年度作成のᩱ⌮ࣞシピ㞟「おいしく㣗ようᗣメニュー」

提供される定㣗メニューは、┿ 1 に♧すとおり、12 月 9 日Ἔ᾿㭜၈ᥭげ定㣗、1 月 27 日ビビ

ンࣂ定㣗、2 月 17 日ちらしᑑྖ㸤㭜のჯ↝き定㣗であった。Ἔ᾿㭜定㣗はࣉラスごはんࢪࣟࣉ

ェクトメニューコンテスト第 3 ᙎ、ビビンࣂ定㣗は第 5 ᙎ、ちらしᑑྖ定㣗は第 � ᙎにていࡎれ

も上に㑅ばれ、学㣗にて提供されたே気メニューである。 

 ⾲ 1 に、それࡒれの定㣗 1 㣗ศのᰤ㣴㔞を♧した。シニのかたの 1 㣗のᰤ㣴㔞としては多くな

っているが、学㣗メニューとしての提供であり、学生といっしࡻに㣗することから、シニのか

たのᰤ㣴㔞の変᭦は加࠼なかった。そのため、㣗ᚋの感の୰に、㔞がᑡし多かった、日㡭㣗

 。なので㣗しました、などのព見があったࡻたが、ⓙさんといっしࡌている㔞よりも多く感

┿ 1 㣗に提供された定㣗メニュー 

⾲㸯 提供メニュー㸯㣗ศのᰤ㣴㔞 

12 月 9 日 Ἔ⍅㭜၈ᥭげ定㣗 1 月 27 日  ビビンࣂ定㣗 2 月 17 日  ちらしᑑྖ㸤

㭜のჯ↝き定㣗 

実施日 献立名
エネルギー 

(kcal)

たんぱく質

(g)

脂質 

(g) 

炭水化物 

(g) 

食塩 

相当量 

(g)

2023/12/09 

(土)
油淋鶏唐揚げ定食 753 30.0 34.0 82.3 4.5

2024/01/27 

(土)
ビビンバ丼定食 607 24.0 17.7 90.5 4.3 

2024/02/17 

(土)

ちらし寿司＆鶏の 

味噌焼き定食
644 26.5 16.7 99.3 6.8
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⣬፹యでの報提供としたが、動⏬の 45 コードをࣞシピ㞟に㍕せ、メニューを作った学生がᩱ⌮

の作り方を動⏬で⤂する新たなヨࡳも実施した。今ᚋ、ᩱ⌮ࣞシピ㞟は⣬፹యとともに、デࢪタ

ックᙧᘧのもの、さらには学生の動⏬によるᩱ⌮の作り方の⤂など㟁子፹యを活用した発ಙࣈࣝ

を✚ᴟⓗに取りධれる。 

㸰 ࡓࡢ⥆⥅ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉめࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

2023 年度は、3 年間の学内等でのᮏࢪࣟࣉェクトのな活動であるメニューコンテストをとおし

て㞟✚した報を、学እ（地域）に向けた㣗・ᰤ㣴の報発ಙを⣬および㟁子፹యなど多ゅⓗに実

施し、学生と地域ఫ民とつながりを✚ᴟⓗに創出することを目ᶆとした。このような取り⤌ࡳにあ

たり、新ᗙᕷなど地域⮬యとつながりをᣢつ教ဨを㏄࠼、新たに 7 ேのࢪࣟࣉェクトメンࣂーに

ᵓ成した。 

なお、ᮏࢪࣟࣉェクト活動の継続ができるのは、学㣗のコントラクトフードサービスのᰴ）グリ

ーン࢘ࣁスᵝおよびそのᗑ㛗の多大なるご⌮ゎと༠力によるものである。 

㸱 ���� ᖺᗘࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάືሗ࿌ 

 ᮏ年度は、これまでのᮏࢪࣟࣉェクト活動の成果をもとに、地域ఫ民と学生が㣗生活とᗣに関

する報のಙおよび共をはかることで、地域ఫ民のᗣቑ㐍にᐤできる⤌ࡳづくりをᵓ⠏

するための活動を展開することとした。学生が㏆㞄地域のఫ民と関わることは、日㡭の大学でのᑓ

㛛ⓗ学びのពを確ㄆすること、ᑗ来♫に㈉献するう࠼でのコミュニࢣーシࣙン力などを㌟に

つけられる㈗㔜な機になることが期ᚅされる。 

まࡎは、ᮏ学幸づくり༠働研究所ദの「シニᗣ教ᐊ」に参加する新ᗙᕷཬび㏆㞄ᕷにᅾ

ఫするシニᒙの取り⤌ࡳをィ⏬、実施した。「シニᗣ教ᐊ」は、ே生 100 年௦、ᗣで

㛗く活㌍できる♫を実現するため、㏆㞄地域のシニᒙの㣗と㐠動のព㆑を変࠼、㐠動を⩦慣

することにより、㏆㞄地域のᗣᑑのᘏఙにᐤする活動である。 

ᮏ年度のシニᗣ教ᐊは、2023（令和 5）年 11 月～3 月の月 1 回ᅵ᭙日の 10 ～12 、ᮏ学

メインリーナにて開ദされた。新ᗙᕷや所ἑᕷ、Ύ℩ᕷなど㏆㞄地域の 60～80 ᡯ௦のシニᒙ

がẖ回 30～�0 ྡ参加した。ẖ回のࣟࣉグラ࣒は、ᙜ日の参加者のᗣࢳェックからጞまり、㣗やᰤ

㣴、㐠動等をᑓ㛛とする教ဨにより、ᗣ⥔ᣢቑ㐍のためにᙺ❧つ報を提供するミニㅮ⩏を 30 ศ

程度実施し、そのᚋストࣞッࢳ、ࢳェ࢚クササイࢲ、ࢬンス࣒ーࣈメントなどをとおして、日ᖖ

生活での継続ྍ能な㐠動を実践するものである。ミニㅮ⩏と㐠動を⤌ࡳ合わせたࣟࣉグラ࣒におい

て、学生スタッフが活動をサ࣏ートし、参加者は学生との出いをᴦしࡳにし、学生も活動を㏻し

てシニの方ࠎとかかわることで、大学での学びを確ㄆする場となっている。 

第 1 回の教ᐊは、11 月 11 日に実施され、ミニㅮ⩏において、ᮏࢪࣟࣉェクト教ဨがᗣቑ㐍の

ための㣗（㣗生活）についてㅮヰを行った。๓年度にᗣቑ㐍に関するศ野をᑓᨷする学生の

⏬、ᵓ成により作成したᩱ⌮ࣞシピ㞟（子）「おいしく㣗よう ᗣメニュー」（ᅗ 1）を参加者

に配し、国民のᗣづくりをめࡊす「ᗣ日ᮏ 21（第ḟ）」の「ᰤ㣴・㣗生活」に関する報

発ಙを行った。「ᰤ㣴・㣗生活」の㡯目では、㣗・菜・菜を⤌ࡳ合わせた㣗が㸯日㸰回以上

の日がࡰẖ日の者の割合のቑ加、㣗ሷᦤ取㔞のῶᑡ、野菜や果物のᦤ取㔞のቑ加の目ᶆがᥖげら

れている。メニュー㞟にᥖ㍕した定㣗メニューをもとに、㣗、菜、菜をそろ࠼ることで野菜

や果物のᦤ取㔞をቑやし、ῶሷを心がける㣗についてㄝ明した。そして、その㣗を実践するヨ

として、12㸪1㸪2ࡳ 月それࡒれのシニᗣ教ᐊ⤊ᚋに、ᩱ⌮ࣞシピ㞟にᥖ㍕されている定㣗メ

ニューを㣗のとして学㣗で᭷ᩱ（�50 ）にて提供し、参加者にᗣቑ㐍のための㣗をయ㦂

してもらう⏬をఏ࠼、ႚ㣗ᕼᮃを調査した。 
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12 月 9 日　油琳鶏唐揚げ定食 1月 27 日  ビビンバ丼定食 2月 17 日  ちらし寿司＆

鶏の味噌焼き定食

十文字学園女子大学 プラスごはんプロジェクト

おいしく食べよう

健康メニュー

8

ちらし寿司

Ὁ 鶏もも肉と大葉の味噌焼き  Ὁ ほうれん草とにんじんの梅和え

Ὁ 麩と三つ葉のฌ汁

ちらし寿司はҗ૨܇ڡ܌大ܖのỿラỿラとしたỶἳーἊを表ྵするために

彩りᝅかễ材をဇいました。

㣗

⳯

⳯

Ồ≀

9

A 酢     16g

砂糖    10g

塩      2g

B しょうゆ   20g

酒     12g

砂糖   8g

戻し汁  １００g

C 酒      3g

砂糖   0.4g

    

材料(2 人分)

米     75g

にんじん    30g

れんこん 20g

干しいたけ   5g(2 枚)

鶏卵    25g

みょうが      5g

桜でんぶ  1g

材料(2 人分)

鶏もも肉  80g×2 枚    大葉    4 枚

味噌   10g   油    4g

酒     6g

砂糖       6g

【作り方】

① 炊いたご飯に A の調味料を加え、しゃもじで切るように混ぜ

る。

② にんじんはせん切り、れんこんは薄いいちょう切り、干ししいた

けは戻して薄切り、みょうがはせん切りにする。

③ 鍋にしいたけの戻し汁+水と B の調味料を入れ火にかけ、煮

立ったらにんじん、れんこん、干ししいたけを入れ煮ふくめる。

④ 錦糸卵をつくる。

⑤ 器に酢飯を盛りつけ、彩りよく具をのせる。

【作り方】

① 鶏もも肉の皮をフォークで刺し半分に切る。

② 鶏肉と調味料を合わせ、ラップをして 15 分

～20 分ほど漬け込む。

③ 鶏肉の表面の味噌を軽く拭き取り、青じそ

を巻いて油で焼く。

材料(2 人分)

ほうれん草  80g   練り梅   6g

にんじん    10g   しょうゆ 2g

                    砂糖   4g

【作り方】

① ほうれん草はゆでて、4cm の長さに切る。

② にんじんは 4cm の細切りし、ゆでる。

③ よく水気をきり、練り梅、しょうゆ、砂糖で味を整える。

材料(2 人分)

てまり麩 0.5g  だし汁 300g

  三つ葉   3g 薄口しょうゆ 2g

           塩    0.5g

【作り方】

① 麩はぬるま湯で戻す。三つ葉は 2cm 幅に切る。

② だし汁は薄口しょうゆと塩で味を整える。

③ 器に麩と三つ葉を入れて、汁を注ぐ。

～ちらし寿司～

～鶏もも肉と大葉の味噌焼き～ ～ほうれん草とにんじんの梅和え～

～麩と三つ葉のすまし汁～

㣗

⳯ ⳯

Ồ≀

実施日 献立名
エネルギー 

(kcal)

たんぱく質

(g)

脂質 

(g) 

炭水化物 

(g) 

食塩 

相当量 

(g)

2023/12/09 油淋鶏唐揚げ定食 753 30.0 34.0 82.3 4.5

2024/01/27 ビビンバ丼定食 607 24.0 17.7 90.5 4.3 

2024/02/17 
ちらし寿司＆鶏の 

味噌焼き定食
644 26.5 16.7 99.3 6.8
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ᕼᮃ調査において、いࡎれの月も参加者の 8 割を㉸࠼るႚ㣗ᕼᮃがあり、シニᗣ教ᐊの参加

者はᗣቑ㐍のための㣗の関心が高いことが♧された。 

ྛ月のシニᗣ教ᐊにおいて、ᗣቑ㐍に関するศ野をᑓᨷする学生 5～10 ྡが、㐠動のサ࣏

ートを行い、ᗣ教ᐊ⤊ᚋ、サ࣏ート学生のうち 3～5 ྡの学生が、参加者とともに学㣗に⛣動し

た。参加者がいくつかのグࣝーࣉにศかれて㣗をとっているところに、学生が 1 ேධり、メニュ

ーの感などを⫈くことをきっかけに、日ᖖの㣗やᰤ㣴で気をつけていること、気になっている

こと、㐠動の⩦慣などᗣに関する報を行った。┿ 2 は、学生と参加者のὶのᵝ子を♧

したものである。 

┿ 2 学生と参加者とのὶのᵝ子 

ẖ回、㣗が⤊わった㝿に、参加者にはព見や感を用⣬にグ㍕してもらった。以下のようなព

見や感が出された。 

・とてもおいしかった。 

・ᰤ㣴のࣂランスがとれた献❧だとᛮった。 

54 地域連携共同研究所年報　第 9号



地域連携共同研究所年報 第 9号 5 

・学生さんが考した献❧を㣗るのはึめてですが、とてもおいしかった。 

・つけが⏨性にはちࡻうど良かったが、ዪ性には⃰く感ࡌるேがいた。でも、おいしかった。 

・Ἔ᾿㭜ࢯースはあまり㣗たことのないでおいしかった。 

・ビビンࣂは、እ㣗で㣗てࡳようとᛮったがなかなかᡭが出せなかった。今日㣗てとても 

おいしかったので、እ㣗でもࡐひᣮᡓしてࡳる。 

・やはり和㣗がཷけධれやすく、今日のちらしᑑྖがいちばん⨾しかった。  

・1 㣗ศは、いつも㣗る㔞よりも多かったが、ࡳんなと一⥴に㣗をすることで㣗できた。 

・ミニㅮᗙでたんࡥく㉁のㅮ⩏を⫈きましたが、動物性、᳜物性たんࡥく㉁ともにᦤ取することを

心がけたい。 

・ミニㅮ⩏で⩦ったᰤ㣴のことを学生さんと㣗をすることでより⌮ゎが深まり、⮬ศの㣗生活に

いかしていきたいとᛮった。 

・㣗を学㣗で㣗られると、ᐙにᖐってからゆっくりఇ㣴がとれるので、㐠動ᚋのయ力回には

助かる。 

・学生さんとヰしをすると㣗ḧがቑす。 

・㣗があるとᛮうと、ẖ月のシニᗣ教ᐊが一ᒙᴦしࡳになる。 

・学㣗に来て、いつもこのような㣗をとることができるとうれしい。 

・このような学㣗での⏬をもっとቑやしてḧしい。 

・学㣗がいつも開ᨺされていることをᕷのᗈ報にᐉఏしてḧしい、බ開ㅮᗙなどの参加の㝿に 

用したい。 

・ᩱ⌮メニュー㞟に⤂されているᩱ⌮など学生さんと調⌮実⩦などもやってࡳたい。 

また、参加者とὶした学生には、㣗をとりながらのヰ題について報告してもらった。報告の

一㒊を以下に♧す。 

①参加者からの㣗のメニューの感、要ᮃ（今ᚋも続けてしいか、など） 

学生 $㸸㣗メニューについては、参加者のかたから、学生が発したᩱ⌮と▱りとても⯆が

く、≉にイ࣋ント㣗の㣗は見た目も⥡㯇でᴦしくなるとヰされました。この⏬の継続をᕼᮃ

するព見が多かった。 

学生 %㸸㣗の㔞に関して、「ᬑ段はこの༙ศ程度の㔞しか㣗ない」など、㔞が多いと感ࡌてい

る方がఱேかいました。⚾⮬㌟もᬑ段の⮬ศの㣗よりも多い㔞に感ࡌました。シニのࡳなさん

を๓にしてṧすわけにはいけないとᛮい、㡹ᙇって㣗しましたが、シニのⓙさんも同ࡌように

感ࡌたのか、㣗しようとしている方が多くࡳられました。また、「ちらしᑑྖ」については、㓑が

ຠいている㣗物が好きとヰされていました。 

学生 &�  

・ᐙでは作らないようなᡭ間のかかるメニューがᡭ㍍に㣗られてᎰしい。 

・㐠動したᚋにご㣤を作る気力がないがあるので、すぐに㣗られて助かる。 

・学生さんと一⥴に㣗られてᎰしい、ዪ性にはᑡし㔞が多いことがある、などのព見が出ました。 

学生 '�  

・とてもᴦしかったです、㐠動ᚋにおいしいご㣤を㣗られるのはよいイ࣋ントである。 

・今ᚋも実施するのであればまた参加したい。 

・Ⰽࠎな✀㢮のᩱ⌮が㣗られてよかった。 

・ちらしᑑྖがとてもおいしかった。 

・್段も高すࡎࡂ、ちࡻうどよかった、というព見が多かった。 

②メニュー以እの参加者とのヰ題について 
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ᕼᮃ調査において、いࡎれの月も参加者の 8 割を㉸࠼るႚ㣗ᕼᮃがあり、シニᗣ教ᐊの参加

者はᗣቑ㐍のための㣗の関心が高いことが♧された。 

ྛ月のシニᗣ教ᐊにおいて、ᗣቑ㐍に関するศ野をᑓᨷする学生 5～10 ྡが、㐠動のサ࣏

ートを行い、ᗣ教ᐊ⤊ᚋ、サ࣏ート学生のうち 3～5 ྡの学生が、参加者とともに学㣗に⛣動し

た。参加者がいくつかのグࣝーࣉにศかれて㣗をとっているところに、学生が 1 ேධり、メニュ

ーの感などを⫈くことをきっかけに、日ᖖの㣗やᰤ㣴で気をつけていること、気になっている

こと、㐠動の⩦慣などᗣに関する報を行った。┿ 2 は、学生と参加者のὶのᵝ子を♧

したものである。 

┿ 2 学生と参加者とのὶのᵝ子 

ẖ回、㣗が⤊わった㝿に、参加者にはព見や感を用⣬にグ㍕してもらった。以下のようなព

見や感が出された。 

・とてもおいしかった。 

・ᰤ㣴のࣂランスがとれた献❧だとᛮった。 
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学生 $㸸参加者のかたとのヰ題については、いつからシニᗣ教ᐊを継続してくださっている

のか、なࡐ▱ったのか、その日のࣟࣉグラ࣒でఱを学たか、今ᚋシニᗣ教ᐊでどのようなこ

とをやりたいかやシニᗣ教ᐊ以እでの日ࠎの生活のヰしをしました。 

学生 %㸸6 ே๓ᚋのグࣝーࣉのかたと一⥴に㣗をとりましたが、どんなコミュニティかᑜࡡた

ところ、おひとりがయ᧯のඛ生で、そのඛ生が生ᚐさんたちをㄏい㞟まったとヰされていました。

にされており、「ḟ回はないの㸽」などࡳェクトについてもᴦしࢪࣟࣉラスごはんにࣉ 3 回で⤊わ

ることがṧᛕそうでした。 

学生 &㸸⚾は、シニᗣ教ᐊにて、㐠動ࣟࣉグラ࣒を考࠼、㐠動を実施させていただいていた

ので、そのことについての感やご要ᮃなどを聞きました。「今日の㐠動は、足の➽⫗をよくって

⑂れた㸟」との感や、ᖐᏯᚋのయのࢣについてもヰしをしました。 

学生 '㸸ⱝいときにやっていたス࣏ーࢶについて聞いたり、シニᗣ教ᐊをどこで▱り、ㄡと

達なのかなどを聞きました。⚾がやっていたス࣏ーࢶ（㐨）をおᏞさんがやっていたので、と

てもヰしが┒り上がりました。大学で⩦っていること、ᰤ㣴ኈのຮᙉ内容やどういったおに

、ࡳࡎるかなどについても聞かれました。達同ኈで参加していたようで、ⓙさんヰもとてもは࠼

ᴦしࡳながら㣗をされていました。 

 以上のとおり、シニᗣ教ᐊ参加者と学生の間で、✚ᴟⓗな報がなされ、ミニㅮ⩏で学

んだ▱㆑を提供メニューと関連づけ、学生とヰすことで⌮ゎを深めることができた、㐠動ᚋࡳんな

と㣗することでいつもより㣗㔞がቑ࠼た、学生とヰすと㣗ḧがቑす、ඖ気になる、学生が作成

したメニュー㞟のᩱ⌮を学生と調⌮してࡳたい、などのᗣቑ㐍に向けて๓向きなព見が♧された。

㸲．ᖺᗘࡢάືࡢᡂᯝ 

ェクトは、2020～2022ࢪࣟࣉラスごはんࣉ 年度の 3 年間は、学㣗における㣗のメニューコンテ

ストの実施をとおして、学内において学生、教⫋ဨのᗣቑ㐍にᐤする㣗生活の⤌ࡳづくりを

ᾐ㏱させることができた。2023 年度は、その࢘ࣁ࢘ࣀと成果をいかして、ᮏ学幸づくり༠働研究

所ദの「シニᗣ教ᐊ」に参加する㏆㞄地域のシニᒙと学生が学㣗メニューをとおして、┤

接関わり合う活動に取⤌ࡴことができた。シニᗣ教ᐊの参加者と、ᗣቑ㐍ศ野をᑓᨷする学

生とともに学㣗で㣗をとりながらὶすることで、ᗣ、ᰤ㣴や㣗、㐠動に関する報発ಙཬび

ಙ、共の機となることが参加者や学生のព見から明らかとなり、ᮏࢪࣟࣉェクト活動は、㏆

㞄地域のシニᒙのᗣቑ㐍のព㆑づけにᴟめて᭷ຠであることが♧၀された。今ᚋ、シニ

ᗣ教ᐊ以እのᮏ学の地域連携活動に✚ᴟⓗに関わり、地域の✚ᴟⓗな報発ಙ、ಙ、共に向

けた活動を学生がయとなって⏬、㐠Ⴀできる⤌ࡳづくりを展開することで、地域ఫ民のᗣ

の⥔ᣢቑ㐍にᐤできると考࠼る。 

また、学生は学内のᤵᴗ等ではయ㦂できないᑓ㛛性の学び、また♫性を㌟につける場としてࣉ

ており、3ࡌを感࠼ェクト参加のᡭ応ࢪࣟ 年間のコࣟナ⚝のᙳ㡪にて学内のࡳの活動では⩦得する

ことができない学生の教育ⓗなຠ果を見出すことができた。 

学生に参加者とのὶをとおして、学んだことや感ࡌたことを報告してもらった。以下にその一

㒊を♧す。 

①⚾たち学生スタッフと➗㢦でいつもヰしていただき、今日すごく良かったよとゝⴥを㡬けると

ころにすごく力をもらいました。また、⚾の▱らないヰ題もたくさん聞くことができたので、たく

さんの関係をᣢつことができ、⮬ศ⮬㌟の成㛗にも⧅がりました。 

のかたのなさんのᬑ段の㣗や㐠動⩦慣について㉁ၥをしながら㣗ができたので、シニࡳ②

生活⩦慣等の実ែを▱ることができ、学びがとても多くありました。ࣂランスのとれた㣗を提供
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することで、⤥㣗と同ᵝにシニのかたには生きた教ᮦとなり、一㣗の㔞の目安等を▱っていただ

く機になっていると感ࡌました。ⱝいேと㣗るとᴦしいとゝって㡬き、⚾たちにとっては学び

になり、参加者のかたにもとてもᴦしࡴことのできる場となっているのに喜びを感ࡌました。なお、

㣗をとる㝿に、⚾は➃のᖍにᗙりましたが、参加者のかたの間にᗙることで、満㐢なくコミュニ

 。ーシࣙンを取ることができたのではないかと省しました、ḟ回に生かしていきたいですࢣ

③㣗をともにすることで、ᬑ段の学校で学んでいることや、ᑗ来のことなど、㐠動୰にはでき

なかったおヰしを聞くことができました。⚾たちよりࡎっと㛗くே生⤒㦂のあるⓙさんから、就⫋

のことなど㈗㔜なヰしを聞く機もあり、とてもຮᙉになりました。 

④シニᗣ教ᐊでは動いていることが多いので、ゆっくりヰしを聞くことができませんでした

が、㣗を一⥴にすることで シニᗣ教ᐊに対するᛮいや要ᮃ、どういった㐠動を好まれてい

るのかなどを┤接お聞きすることができて良かったです。⚾がご一⥴させていただいたグࣝーࣉは

とてもヰしが┒り上がり、⚾⮬㌟の▱らないことなどⰍࠎなヰしをすることができ、᭷ព⩏な間

を過ごすことができました。 

また、今回参加した学生に、今ᚋこの⏬をもっとᗈめていくためのイディなどを㉁ၥした

ところ、以下のような回⟅が得られた。いࡎれもᮏࢪࣟࣉェクト活動をとおして、地域のかたと✚

ᴟⓗに関わりたいというព㆑を感ࡌることができ、大学のᑓ㛛ⓗ学びや⤒㦂に基づいた提がされ

ていることから、今ᚋ、さらに学生యの⏬・㐠Ⴀにて、地域ఫ民とつながる活動を展開できる

ことが♧၀された。 

①学㣗で提供する㝿、学生が作ったメニューであること、どこがピーࣝできるメニューか㸟な

ど、メニューをもっとᐉఏする࣏ッࣉを大きい文Ꮠで作り、㣗ᇽにᥖ♧するとよい。また、提供す

る献❧について、⤥㣗だよりのような献❧の㨩力をピーࣝする㈨ᩱを学生が作り、配布すること

を提します。ᰤ㣴指ᑟㄽ実⩦で学んだ፹య作りなどを࢘トࣉットでき、大学で学んだことをシ

ニのかたにఏ࠼る機になると考࠼ます。学生の⤒㦂や⮬ಙにつながることに加࠼、シニのか

たに㣗の大切さやᰤ㣴について⌮ゎを深めていただくことができると考࠼ます。 

②シニᗣ教ᐊは月 1回のイ࣋ントなので、ẖ回㣗を㣗る機を作ってもいいとᛮいます。

参加者のかたからのリク࢚ストにも応࠼る回があるとよりᴦしࡳになり、参加者もቑ࠼るとᛮいま

す。おやつや㍍㣗とおⲔなど㍍めに㣗られるものもཷけධれやすく、間もあまり取らないので、

用者がቑ࠼るとᛮいます。 

③今回のࣉラスごはんࢪࣟࣉェクトに参加したかたは、ḟ回以㝆もきっと参加してくださるとᛮ

いますので、シニᗣ教ᐊがጞまる๓にࣉラスごはんࢪࣟࣉェクトのᐉఏちらしを㏦すること

で、参加者もቑ࠼るとᛮいます。ྍ能ならば、๓に㣗てࡳたいメニューを調査するのもいいと

ᛮいます。⮬ศ⮬㌟では作るのが㠃ಽなメニューでも、シニᗣ教ᐊに行けばおいしく㣗られ

るということになれば参加ពḧも上がります。 

④参加者のかたは、新ᗙのᗈ報ㄅを見てシニᗣ教ᐊを▱ったというかたもいました。ᗈ報ㄅ

にシニᗣ教ᐊのことを㍕せるときに、ࣉラスごはんࢪࣟࣉェクトの⏬もあることを㍕せると

参加者もቑ࠼るのではないかとᛮいます。 

５．まとめとᚋࡢㄢ㢟 

ェクトにおける活動はࢪࣟࣉラスごはんࣉ � 年目を㏄࠼、地域の✚ᴟⓗな報発ಙ、ಙ、共

に向けた活動を学生がయとなって⏬、㐠Ⴀする㸯つの⤌ࡳづくりが展開できた。㏆㞄地域

ఫ民と学生の報をとおして、地域ఫ民の学㣗をྵめた大学施設等の用のニーࢬが高いこと

も♧された。今ᚋは、学㣗はもとより大学の㣗、㣧㣗を提供する施設とも༠力してᗣቑ㐍のた
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学生 $㸸参加者のかたとのヰ題については、いつからシニᗣ教ᐊを継続してくださっている

のか、なࡐ▱ったのか、その日のࣟࣉグラ࣒でఱを学たか、今ᚋシニᗣ教ᐊでどのようなこ

とをやりたいかやシニᗣ教ᐊ以እでの日ࠎの生活のヰしをしました。 

学生 %㸸6 ே๓ᚋのグࣝーࣉのかたと一⥴に㣗をとりましたが、どんなコミュニティかᑜࡡた

ところ、おひとりがయ᧯のඛ生で、そのඛ生が生ᚐさんたちをㄏい㞟まったとヰされていました。

にされており、「ḟ回はないの㸽」などࡳェクトについてもᴦしࢪࣟࣉラスごはんにࣉ 3 回で⤊わ

ることがṧᛕそうでした。 

学生 &㸸⚾は、シニᗣ教ᐊにて、㐠動ࣟࣉグラ࣒を考࠼、㐠動を実施させていただいていた

ので、そのことについての感やご要ᮃなどを聞きました。「今日の㐠動は、足の➽⫗をよくって

⑂れた㸟」との感や、ᖐᏯᚋのయのࢣについてもヰしをしました。 

学生 '㸸ⱝいときにやっていたス࣏ーࢶについて聞いたり、シニᗣ教ᐊをどこで▱り、ㄡと

達なのかなどを聞きました。⚾がやっていたス࣏ーࢶ（㐨）をおᏞさんがやっていたので、と

てもヰしが┒り上がりました。大学で⩦っていること、ᰤ㣴ኈのຮᙉ内容やどういったおに

、ࡳࡎるかなどについても聞かれました。達同ኈで参加していたようで、ⓙさんヰもとてもは࠼

ᴦしࡳながら㣗をされていました。 

 以上のとおり、シニᗣ教ᐊ参加者と学生の間で、✚ᴟⓗな報がなされ、ミニㅮ⩏で学

んだ▱㆑を提供メニューと関連づけ、学生とヰすことで⌮ゎを深めることができた、㐠動ᚋࡳんな

と㣗することでいつもより㣗㔞がቑ࠼た、学生とヰすと㣗ḧがቑす、ඖ気になる、学生が作成

したメニュー㞟のᩱ⌮を学生と調⌮してࡳたい、などのᗣቑ㐍に向けて๓向きなព見が♧された。

㸲．ᖺᗘࡢάືࡢᡂᯝ 

ェクトは、2020～2022ࢪࣟࣉラスごはんࣉ 年度の 3 年間は、学㣗における㣗のメニューコンテ

ストの実施をとおして、学内において学生、教⫋ဨのᗣቑ㐍にᐤする㣗生活の⤌ࡳづくりを

ᾐ㏱させることができた。2023 年度は、その࢘ࣁ࢘ࣀと成果をいかして、ᮏ学幸づくり༠働研究

所ദの「シニᗣ教ᐊ」に参加する㏆㞄地域のシニᒙと学生が学㣗メニューをとおして、┤

接関わり合う活動に取⤌ࡴことができた。シニᗣ教ᐊの参加者と、ᗣቑ㐍ศ野をᑓᨷする学

生とともに学㣗で㣗をとりながらὶすることで、ᗣ、ᰤ㣴や㣗、㐠動に関する報発ಙཬび

ಙ、共の機となることが参加者や学生のព見から明らかとなり、ᮏࢪࣟࣉェクト活動は、㏆

㞄地域のシニᒙのᗣቑ㐍のព㆑づけにᴟめて᭷ຠであることが♧၀された。今ᚋ、シニ

ᗣ教ᐊ以እのᮏ学の地域連携活動に✚ᴟⓗに関わり、地域の✚ᴟⓗな報発ಙ、ಙ、共に向

けた活動を学生がయとなって⏬、㐠Ⴀできる⤌ࡳづくりを展開することで、地域ఫ民のᗣ

の⥔ᣢቑ㐍にᐤできると考࠼る。 

また、学生は学内のᤵᴗ等ではయ㦂できないᑓ㛛性の学び、また♫性を㌟につける場としてࣉ

ており、3ࡌを感࠼ェクト参加のᡭ応ࢪࣟ 年間のコࣟナ⚝のᙳ㡪にて学内のࡳの活動では⩦得する

ことができない学生の教育ⓗなຠ果を見出すことができた。 

学生に参加者とのὶをとおして、学んだことや感ࡌたことを報告してもらった。以下にその一

㒊を♧す。 

①⚾たち学生スタッフと➗㢦でいつもヰしていただき、今日すごく良かったよとゝⴥを㡬けると

ころにすごく力をもらいました。また、⚾の▱らないヰ題もたくさん聞くことができたので、たく

さんの関係をᣢつことができ、⮬ศ⮬㌟の成㛗にも⧅がりました。 

のかたのなさんのᬑ段の㣗や㐠動⩦慣について㉁ၥをしながら㣗ができたので、シニࡳ②

生活⩦慣等の実ែを▱ることができ、学びがとても多くありました。ࣂランスのとれた㣗を提供
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めのメニュー等の提および提供を行い、大学 +3 や 616 の発ಙ、地域のᗈ報⣬のᥖ㍕などᗈ報活

動を活発にすることで、地域ఫ民の用者をቑやし、地域ఫ民のᗣづくりにᐤする⤌ࡳづく

りを学生の⏬、㐠Ⴀのもと検ウする。また、ᩱ⌮ࣞシピ㞟でᥖ㍕したメニュー等を学生が地域ᅾ

ఫ者とともに学内の実⩦施設でできるᩱ⌮教ᐊの開ദなどを学生యで⏬・実施する。それをき

っかけに、学生と地域ᅾఫ者とのὶを深め、地域ᅾఫ者が実践しているᩱ⌮の࢘ࣁ࢘ࣀを学生に

ఏ࠼る場を設けることで、さらに地域とのಙ、共をはかっていく。 

᭱ᚋに、ᮏ活動は、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学地域連携共同研究所の研究㈝により実施した。「ࣉラス

ごはんࢪࣟࣉェクト」に関係する学生に活動の場を提供いただき、その成㛗を支援してくださった

⤥㣗♫ᵝをはࡌめ、すての方ࠎに感ㅰ⏦し上げる。 

 今ᚋとも、学内እの地域イ࣋ント活動に「ᰤ㣴・㣗生活」をテーマとして✚ᴟⓗに参⏬し、大学

の地域連携活動に㈉献していきたい。 
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ಙ・共 㸫学㣗メニューコンテスト実施による成果㸫、地域連携共同研究所年報 第㸶報、�9-

59 

㸰）ᮌᮧ㟹子、ྡ⚽子、ᮧ⏣ᾈ子、బࠎᮌ菜✑、ⳢཎἋᜨ子、ᒸᮏ⠇子、୰ᒸ加ዉ⤮、星野♸子、

2021、ᗣቑ㐍に向けたࣉラスごはんࢪࣟࣉェクトからの地域の報発ಙ・ಙ・共 㸫第 2 報

コࣟナ⚝での学生㣗ᇽのメニューコンテストの取⤌ࡳ㸫、地域連携共同研究所年報 第 7 報、87-

96 
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ཐඏ॔ၟᇠ支援ॺ໘ภのภक़ॺと֖֥のןー،ンءנ 

           Open colleJe of lifelonJ learninJ for Special support school Jraduates

⣽㇂ ᛅྖ 1）     ୰す 㑳㸰）       ᒸᮏ 明博㸱）     

        7adashi HOSO<A      .aoru NA.ANISHI    Akihiro O.A0O7O

㸯）2）3）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学教育ே文学㒊・児童教育学⛉

 వᬤ ࢪンカࣞッࣉー࢜ ⩦㸸≉ู支援学校 生ᾭ学ࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸≉ู支援学校を༞ᴗした生ᚐが༞ᴗᚋ実したవᬤを過ごせるようᇸ⋢┴で就労している 9

ྡの≉ู支援学校༞ᴗ生を対象にライフカࣞッࢪを実施した。就労やవᬤなどの実ែについてン

 。ート調査を行い、実ែと課題をᢕᥱしたࢣ

๓回のライフカࣞッࢪのンࢣートをもとに内容をಟṇした⤖果、このような学びの機に㠀ᖖ

に高い満足度を♧し、今ᚋとも学ࡪ機をḧするというព見が多かった。 

㸯 ࡌࡣめ 

▱ⓗ㞀ᐖのேにとってのవᬤとは、就労と同ᵝに♫参加の一つであり、⮬❧の基礎となり得る

ものである。生活の㉁（42/）を考࠼るとき、のようにある一定の決められた間以እの生活の

వᬤ間の過ごし方についても実していることが大切である。しかし、そのようなవᬤの過ごし

方について、一ேで᥈すことや一ேで実行することが㞴しかったり、వᬤの内容に೫りがあり過ࡂ

たりすることも、ᢡ見ཷけられる。 

これまで育ってきた⎔ቃが大きくవᬤの⯆や活動にᙳ㡪してくることもわかってきた。学校、

⫋場やデイࢣなど、他のேと一⥴に過ごしている▱ⓗ㞀ᐖのあるேは、多ᑡ、ேとのくい㐪いが

あったとしても、࿘りの⌮ゎのもとでవᬤを見つけられるとの報告もある。 

しかし、見つけられたとしても、実行に⛣すには࿘りの支援が必要な場合が多い。▱ⓗ㞀ᐖのあ

るேにとって、వᬤ活動を定期ⓗな生活の一㒊にしていこうとしても、⯆・関心だけではなかな

か⤖びつかないことが多い。 

㸰 ᐇࡿ⮳⤒⦋  

（1）対象 

 ┴内の▱ⓗ㞀ᐖ≉ู支援学校 $ 校・% 校の༞ᴗ生に࢜ーࣉンカࣞッࢪの内文を配布し、᮲௳を

満たしᕼᮃする者を参加者とした。9 ྡのᕼᮃ者があり、ဨ⏨性であった。参加者のᖹᆒ年㱋は

20 ṓであった。一⥴に学⩦するのはᮏ大学の学生であり、3 日間でᘏ 22 ྡであった。 

参加の᮲௳はḟの � 点である。 

・▱ⓗ㞀ᐖ≉ู支援学校の高等㒊を༞ᴗして 5 年以内のே。 

・大学のࣕ࢟ンパスでຮᙉしてࡳたいとᛮっているே。 

・スマ࣍等をってメーࣝで連⤡ができるே。 

・බ共㏻機関を用して大学まで来ることができるே。 
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めのメニュー等の提および提供を行い、大学 +3 や 616 の発ಙ、地域のᗈ報⣬のᥖ㍕などᗈ報活

動を活発にすることで、地域ఫ民の用者をቑやし、地域ఫ民のᗣづくりにᐤする⤌ࡳづく

りを学生の⏬、㐠Ⴀのもと検ウする。また、ᩱ⌮ࣞシピ㞟でᥖ㍕したメニュー等を学生が地域ᅾ

ఫ者とともに学内の実⩦施設でできるᩱ⌮教ᐊの開ദなどを学生యで⏬・実施する。それをき

っかけに、学生と地域ᅾఫ者とのὶを深め、地域ᅾఫ者が実践しているᩱ⌮の࢘ࣁ࢘ࣀを学生に

ఏ࠼る場を設けることで、さらに地域とのಙ、共をはかっていく。 

᭱ᚋに、ᮏ活動は、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学地域連携共同研究所の研究㈝により実施した。「ࣉラス

ごはんࢪࣟࣉェクト」に関係する学生に活動の場を提供いただき、その成㛗を支援してくださった

⤥㣗♫ᵝをはࡌめ、すての方ࠎに感ㅰ⏦し上げる。 

 今ᚋとも、学内እの地域イ࣋ント活動に「ᰤ㣴・㣗生活」をテーマとして✚ᴟⓗに参⏬し、大学

の地域連携活動に㈉献していきたい。 

（参考文献） 

㸯）ᮌᮧ㟹子、ྡ⚽子、ᮧ⏣ᾈ子、బࠎᮌ菜✑、ⳢཎἋᜨ子、ᒸᮏ⠇子、୰ᒸ加ዉ⤮、▼和⨾、

㬞下子、星野♸子、2022、ᗣቑ㐍に向けたࣉラスごはんࢪࣟࣉェクトからの地域の報発ಙ・

ಙ・共 㸫学㣗メニューコンテスト実施による成果㸫、地域連携共同研究所年報 第㸶報、�9-

59 

㸰）ᮌᮧ㟹子、ྡ⚽子、ᮧ⏣ᾈ子、బࠎᮌ菜✑、ⳢཎἋᜨ子、ᒸᮏ⠇子、୰ᒸ加ዉ⤮、星野♸子、

2021、ᗣቑ㐍に向けたࣉラスごはんࢪࣟࣉェクトからの地域の報発ಙ・ಙ・共 㸫第 2 報

コࣟナ⚝での学生㣗ᇽのメニューコンテストの取⤌ࡳ㸫、地域連携共同研究所年報 第 7 報、87-

96 
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（2）ເ㞟方ἲ 

 $ 校 % 校の同❆を㏻ࡌてࢳラシを配布しᕼᮃ者をເった。応ເはಶேのスマ࣍から *RRJOHIRDP

により行うようにした。≉ู支援学校にᅾ⡠しているときはイ࣋ントの⏦し㎸ࡳは⣬で行ったり保

ㆤ者が௦⌮で行ったりすることが多かったが、⏦し㎸ࡳについても大切な♫参加のయ㦂と考࠼、

参加者ಶேで行࠼るようにした。 

 以下は内文である。 

᭗ሁᢿをҡಅしたႏさんǁ 

                             ˋԧ � ࠰ � உ 

җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌ ȩイȕǫレȃǸ（కϋ） 

᭗ሁᢿをҡಅして、そǕƧǕのئで仕事をがんƹƬているƜƱƱ࣬います。 

ಏしく仕事はできていますかᲹ ӐᢋはできましたかᲹ  

さて、җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌では、᭗ሁᢿをҡಅしたႏさんが、ܖٻでѠࢍできるೞ会を˺Ǔました。ܖٻで

Ѡࢍしてみたいʴは、ˌɦのᛟଢをよくᛠんで、ဎしᡂんでください。ဏڡはբいません。 

Ძ ଐ時Ʊϋܾ  ˋԧ � ࠰ 1� உ᳸12 உ μ � ׅ すべて૰です。 

 ଐᆉ 時᧓ ϋܾ 

ᲫׅႸ 1� உ 2� ଐ
12᳸����1 �ם��� 会ࡸ  μ˳ᛟଢ会  

ᚨ˳᬴、ǭȣȳȑǹȄアȸなƲ 

ᲬׅႸ 11 உ 11 ଐ
1᳸����1 �ם�� 。のѣを˳᬴してみよƏܖٻ ��

 ǹȝȸȄƱ᪦ಏ 

ᲭׅႸ 12 உ 1� ଐ（ם） 1����᳸12��� <QQO を̅Ƭて会ᜭをしてみよƏ。 

会ࡸ 

 èܖٻのܖဃ食ؘで食事をします。（ܱᝲ） 

2 ᝋݣ


Ძ� ཎКૅੲఄܖの᭗ሁᢿをҡಅしたʴ 


Წ� ܖٻのǭȣȳȑǹでѠࢍしてみたいƱ࣬Ƭているʴ 


Ჭ� ǹȞțを̅Ƭてメȸルでᡲዂができるʴ 


Ხ� ɟʴでܖٻまでᘍき、ᜒࡈにӋьできるʴ 

�  （。をᡛǓますעまでのܖٻᬜかǒࡈဎしᡂんだʴには新） ئ

 Ƅ ��2���1� ؖྚჄ新ࠊࡈᓌඑ 2�1�2� җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌ 

 � ӭ 1 ᨞țȸルにᨼӳ 

� ဎしᡂみ૾ඥƱዸめЏǓ


Ძ� ဎしᡂみ૾ඥ 

    34 ǳȸドよǓဎしᡂんでください。  


Წ� しめきǓƱܭՃ 

 1� உ 1� ଐまで。 èέბ 1� 名Ʊします。ଔめにဎしᡂんでください。 

   ӋьӧᏡƱなǓましたǒ、1� உᲫᲯଐˌᨀにᡲዂをします。 

� բいӳわせ  җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌ 
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 のな内容ࢪンカࣞッࣉー࢜（3）

はࢪンカࣞッࣉー࢜  3 日間にわたって実施した。な内容は①あいさつや発⾲等のコミュニࢣー

シࣙン活動、②㡢ᴦやࢤー࣒などのవᬤ活動のయ㦂、③ㅮ⩏、の 3 つでᵓ成されている。大学生と

グࣝーࣉを⤌ࡳ、共に┦ㄯしᕤኵしながら活動できるようにした。ẖ回、大学生と一⥴に学㣗で㣗

をしながらコミュニࢣーシࣙンを取る間も設定した。 

 内容を決定するにあたっては、ඛ行研究より明らかになった課題を基に、いくつかの新しい取り

 。をධれることにしたࡳ⤌

・]RRP など࢜ンラインの取り⤌ࡳの学⩦。 

 ・応ເや連⤡は ,&7 を活用して実施する。 

 ・ᑗ来のవᬤにつながるよう、㡢ᴦ等の活動を取りධれる。 

  。ࡪンスについて学࢚リࢪࣞ・ 

・␗性と㐺切な㊥㞳関係をもってかかわる。 

 ・大学での活動をᴦしࡴ。等である。 

▱ⓗ㞀ᐖ者の場合、✺↛の発⾲をồめられ

ると⥭ᙇしてイメーࢪをまとめられないこと

がある。発⾲の㝿には๓に発⾲シートを配

布し、大学生と一⥴に発⾲シートに考࠼をま

とめたう࠼でព見をするように配៖し

た。ึ めは⥭ᙇしていたものの、ᑡしࡎつ慣れ

てくると、▷いドリࣈもධれることができ

るようになり、他者の๓でⴠち╔いて発⾲す

ることができるようになった。 

��� 実施するう࠼での配៖点 

 ಶே報のᢅいには≉に気をけ、⾲にグධ

してもらうとともに、一ேࡎつ聞き取りをし

て、┿ᙳやᥖ㍕などについてのチྍを得る

ことにした。 

 参加者からಶே報についての調᭩を得

られた。1 ྡから新聞やテࣞビなどに┿を

すことについてはゎを得られなかったので、

一ᯛࡎつ確ㄆをするようにした。 

  

自己紹介メモ 
名前 

今の仕事 

好きな食べ物 

趣味（しゅみ） 

好きなアイドル 

その他なんでも 

写真について 

写真を写しても良いかを教えてください。 

名前や会社名は出しません。 

名前                 

1 記録のために写真を写す。       □よい  □わるい 

2 新聞やテレビが来た時に、写真を写す。 □よい  □わるい 
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（2）ເ㞟方ἲ 

 $ 校 % 校の同❆を㏻ࡌてࢳラシを配布しᕼᮃ者をເった。応ເはಶேのスマ࣍から *RRJOHIRDP

により行うようにした。≉ู支援学校にᅾ⡠しているときはイ࣋ントの⏦し㎸ࡳは⣬で行ったり保

ㆤ者が௦⌮で行ったりすることが多かったが、⏦し㎸ࡳについても大切な♫参加のయ㦂と考࠼、

参加者ಶேで行࠼るようにした。 

 以下は内文である。 

᭗ሁᢿをҡಅしたႏさんǁ 

                             ˋԧ � ࠰ � உ 

җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌ ȩイȕǫレȃǸ（కϋ） 

᭗ሁᢿをҡಅして、そǕƧǕのئで仕事をがんƹƬているƜƱƱ࣬います。 

ಏしく仕事はできていますかᲹ ӐᢋはできましたかᲹ  

さて、җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌では、᭗ሁᢿをҡಅしたႏさんが、ܖٻでѠࢍできるೞ会を˺Ǔました。ܖٻで

Ѡࢍしてみたいʴは、ˌɦのᛟଢをよくᛠんで、ဎしᡂんでください。ဏڡはբいません。 

Ძ ଐ時Ʊϋܾ  ˋԧ � ࠰ 1� உ᳸12 உ μ � ׅ すべて૰です。 

 ଐᆉ 時᧓ ϋܾ 

ᲫׅႸ 1� உ 2� ଐ
12᳸����1 �ם��� 会ࡸ  μ˳ᛟଢ会  

ᚨ˳᬴、ǭȣȳȑǹȄアȸなƲ 

ᲬׅႸ 11 உ 11 ଐ
1᳸����1 �ם�� 。のѣを˳᬴してみよƏܖٻ ��

 ǹȝȸȄƱ᪦ಏ 

ᲭׅႸ 12 உ 1� ଐ（ם） 1����᳸12��� <QQO を̅Ƭて会ᜭをしてみよƏ。 

会ࡸ 

 èܖٻのܖဃ食ؘで食事をします。（ܱᝲ） 

2 ᝋݣ


Ძ� ཎКૅੲఄܖの᭗ሁᢿをҡಅしたʴ 


Წ� ܖٻのǭȣȳȑǹでѠࢍしてみたいƱ࣬Ƭているʴ 


Ჭ� ǹȞțを̅Ƭてメȸルでᡲዂができるʴ 


Ხ� ɟʴでܖٻまでᘍき、ᜒࡈにӋьできるʴ 

�  （。をᡛǓますעまでのܖٻᬜかǒࡈဎしᡂんだʴには新） ئ

 Ƅ ��2���1� ؖྚჄ新ࠊࡈᓌඑ 2�1�2� җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌ 

 � ӭ 1 ᨞țȸルにᨼӳ 

� ဎしᡂみ૾ඥƱዸめЏǓ


Ძ� ဎしᡂみ૾ඥ 

    34 ǳȸドよǓဎしᡂんでください。  


Წ� しめきǓƱܭՃ 

 1� உ 1� ଐまで。 èέბ 1� 名Ʊします。ଔめにဎしᡂんでください。 

   ӋьӧᏡƱなǓましたǒ、1� உᲫᲯଐˌᨀにᡲዂをします。 

� բいӳわせ  җ૨ܖٻ܇ڡטܖ܌ 
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㸱 άືෆᐜとάືࡢᵝᏊ 

 ートࢣン�1�

≉ู支援学校の༞ᴗ生のవᬤを▱ることを目ⓗとして、令和 5 年 10 月にライフカࣞッࢪに参加

した≉ู支援学校༞生に対して今のの満足度やవᬤに関するンࢣートを実施した。また、令

和 5 年 11 月にライフカࣞッࢪに参加した感についてンࢣートを実施し、同ࡌくライフカࣞッ

ートはࢣンートを実施した。参加者のࢣンに参加した༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学の学生にもࢪ 10 㡯

目とし、࠙ とてもᛮう、ᑡしᛮう、どちらともい࠼ない、あまりᛮわない、ᛮわないࠚの 5 段階で評

価してもらった。⮬⏤グ㏙ḍは 2 つの㡯目とした。 

�2�参加者のンࢣートのまとめ ンࢣートの㡯目からいくつかのを以下に♧す。  

とてもあては

まる 

あてはまる どちらともい࠼

ない 

ᑡしあてはまらな

い 

あてはまらない 

今のに満足していますか。 2 ே 3 ே 1 ே 0 ே 0 ே 

とてもある ある ᑡしある どちらともい࠼

ない 

ない 

今ᅔっていることはあるか 0 ே 0 ே 2 ே 3 ே 1 ே 

とてもある、ある、ᑡしあると

た方はどのようなᅔり感࠼⟆

ですか。 

・⫋場にヰし┦ᡭがいない。 

・作ᴗのຠ⋡と⤥ᩱ。 

はい いい࠼ 

ᑗ来のክはありますか。 � ே 2 ே 

どのようなክですか。 ・達とࣝー࣒シェ、▼Ἔ⋤、カーデザイナー、㌴を㈙う、 

 ートの⤖果ࢣン�3�

① の満足度は「とてもあとはまる」と「あてはまる」をあわせると 80㸣であり、今の

におおࡡࡴ満足していることがఛ࠼た。しかし、⫋場でᅔっていることが「ある」「どち

らともい࠼ない」を合わせた割合が 50㸣であり、満足はしているもののఱらかのᝎࡳをᢪ

ていることがศかった。ලయⓗなグ㏙では、「⫋場のேとうまくヰせない」「作ᴗスピード࠼

が日によって㐪う」等、コミュニࢣーシࣙンやᛴな変の対応などでᅔっていることが

明らかになった。 

② ᑗ来のክに関する㡯目では、「ክがある」と⟅࠼たேは 60㸣、「ክがない」と⟅࠼たேが �0㸣

であり、日ࠎの生活に㏣われて、ᑗ来のことをイメーࢪできないேがいることがศかった。 

③ వᬤに関する㡯目では、ఇ日にしていることは「ࢤー࣒」が多く、他には「616」「ᫎ⏬」「カ

ラࢣ࢜」等が多かった。ఇ日にしてࡳたいことに関するンࢣートでも、同ᵝの回⟅が多

く、㊃に関するᗈがりがᑡなかった。 

④ のᚋのవᬤについてのンࢣートも同ᵝで、⫋場とᐙᗞ生活の が多く、♫ⓗな

ᗈがりのᑡなさを感ࡌた。 

の配៖も必要であることがでは、㞀ᐖの≉性ࡳートの⤖果からは、に関するᝎࢣン

わかり、⫋場の୰で┦ㄯᙺとなってくれる࢟ーパーࢯンを作る必要性があるがศかった。ま

た、వᬤに関する調査では、ࣞパートリーがஈしいことがศかり、࢜ーࣉンカࣞッࢪのような

生ᾭ学⩦を㏻して、㇏かなே生についても✚ᴟⓗに学んでいくことの必要性があるがศかっ

た。 
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���実㝿の活動のᵝ子  

①第 1 回  2023㸭10㸭28（ᅵ） 

้ 内容 ␃ព点 

9�00 学生㞟合 

場‽ഛ ・ṇ㛛で内、┳ᯈは↓し 

・7 号㤋 � 階の内 

・7�㸯教ᐊでの内 

9�30 㸵４㸯場の‽

ഛ 

  

10�00 開ᘧ 

  

・┿ᥖ㍕の᭷↓ 

・┿ᙳ  

10�10 ⮬ᕫ⤂ ・ᢸᙜの参加者と内容を一

⥴に考࠼てから⮬ᕫ⤂

をする。 

10�20 連⤡ ・ライフカࣞッࢪの目ⓗな

どの確ㄆ 

10�でコミュニ࣒ーࢤカード・ ࣒ーࢤ 30

 ーシࣙンࢣ

11�00 㡢ᴦయ㦂 

ーナࢣのࣟࣉ 

ዌ者と₇ዌ 

11�ࢣンート ಶே報の保ㆤとࢣン �0

ート 

12�00 㣗 

 ྛ⮬┦ㄯをす

る。 

・学生㣗ᇽを用 

・㈙ってきたேは㣧ࡳ物を

㈙いに行く 

・ྛ⮬いろいろなヰをす

る。 

12�20 ఇࡳ 

  

・参加者同ኈ⮬⏤に᠓親を

ᅗる。 

12�30 ゎᩓ 

∦け 

省 
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㸱 άືෆᐜとάືࡢᵝᏊ 

 ートࢣン�1�
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価してもらった。⮬⏤グ㏙ḍは 2 つの㡯目とした。 

�2�参加者のンࢣートのまとめ ンࢣートの㡯目からいくつかのを以下に♧す。  

とてもあては

まる 

あてはまる どちらともい࠼

ない 

ᑡしあてはまらな

い 

あてはまらない 

今のに満足していますか。 2 ே 3 ே 1 ே 0 ே 0 ே 

とてもある ある ᑡしある どちらともい࠼

ない 

ない 

今ᅔっていることはあるか 0 ே 0 ே 2 ே 3 ே 1 ே 

とてもある、ある、ᑡしあると

た方はどのようなᅔり感࠼⟆

ですか。 

・⫋場にヰし┦ᡭがいない。 

・作ᴗのຠ⋡と⤥ᩱ。 

はい いい࠼ 

ᑗ来のክはありますか。 � ே 2 ே 

どのようなክですか。 ・達とࣝー࣒シェ、▼Ἔ⋤、カーデザイナー、㌴を㈙う、 

 ートの⤖果ࢣン�3�
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ラࢣ࢜」等が多かった。ఇ日にしてࡳたいことに関するンࢣートでも、同ᵝの回⟅が多

く、㊃に関するᗈがりがᑡなかった。 

④ のᚋのవᬤについてのンࢣートも同ᵝで、⫋場とᐙᗞ生活の が多く、♫ⓗな

ᗈがりのᑡなさを感ࡌた。 

の配៖も必要であることがでは、㞀ᐖの≉性ࡳートの⤖果からは、に関するᝎࢣン

わかり、⫋場の୰で┦ㄯᙺとなってくれる࢟ーパーࢯンを作る必要性があるがศかった。ま

た、వᬤに関する調査では、ࣞパートリーがஈしいことがศかり、࢜ーࣉンカࣞッࢪのような

生ᾭ学⩦を㏻して、㇏かなே生についても✚ᴟⓗに学んでいくことの必要性があるがศかっ

た。 
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②第 2 回    2023�11�11�ᅵ� 

้ 内容 ␃ព点 

12�00 学生㞟合 

場‽ഛ ・ṇ㛛で内、┳ᯈは↓

し 

・7 号㤋 � 階の内 

・教ᐊでの内 

12�30 㸵４㸯場の‽ഛ ・コࣟナ対⟇でᐦになら

ないように 

・๓回と同ࡌᖍにつかせ

る  

13�00 はࡌめに 

  

・┿ᥖ㍕の᭷↓ 

・┿ᙳ  

13�10 ኴ㰘య㦂 ・ࢳー࣒で⛣動する。 

・㡢ᴦに合わせてኴ㰘の

య㦂 

・発⾲ 

1��00 サッカー ・‽ഛయ᧯ 

 ⩦⦏ックとパス࢟・

・ミニࢤー࣒ 

1���0 ㅮ⩏「大切な力」と

は 

ンスにつ࢚リࢪࣞ

いて 

・教育学のㅮ⩏ 

15�ンート ・ಶே報の保ㆤとࢣン 00

 ートࢣ

15�20 ḟ回予告 

15�30 ゎᩓ 

∦け 

省 
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③第 3 回 

้ 内容 ␃ព点 

9�00 学生㞟合 

場‽ഛ ・ṇ㛛で内、┳ᯈは↓し 

・7 号㤋 � 階の内 

・教ᐊでの内 

9�30 㸵４㸰場の‽

ഛ 

・コࣟナ対⟇でᐦにならないよ

うに 

・๓回と同ࡌᖍにつかせる  

10�00 ᮏ日の予定 

  

・ึ めての参加者もいるので

┿ᙳのことについても度

確ㄆをする。  

10�10 パࢯコンをっ

たຮᙉとࢤー࣒ 

 と教ᐊを発⾲する࣒ーࢳ・

・ྛ教ᐊで /,1( グࣝーࣉの設

定 

・/,1( をって㆟とࢤー࣒ 

・活動が㞴しいには大学生が

援助をして任されたを

させる。 

  

11�50 㣗 

 ྛ⮬┦ㄯをす

る。 

・ࣟーࢯンで┦ㄯをしながら。 

・㈙ってきたேは㣧ࡳ物を㈙い

に行く 

・ྛ⮬いろいろなヰをする。 

・㉎ධ金㢠については参加者が

୰心になって決めるが、学生も

┦ㄯにるようにする。 

12� ートࢣン 30

㛢ᘧ 

 ∦け 

省 
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②第 2 回    2023�11�11�ᅵ� 

้ 内容 ␃ព点 

12�00 学生㞟合 

場‽ഛ ・ṇ㛛で内、┳ᯈは↓

し 

・7 号㤋 � 階の内 

・教ᐊでの内 

12�30 㸵４㸯場の‽ഛ ・コࣟナ対⟇でᐦになら

ないように 

・๓回と同ࡌᖍにつかせ

る  

13�00 はࡌめに 

  

・┿ᥖ㍕の᭷↓ 

・┿ᙳ  

13�10 ኴ㰘య㦂 ・ࢳー࣒で⛣動する。 

・㡢ᴦに合わせてኴ㰘の

య㦂 

・発⾲ 

1��00 サッカー ・‽ഛయ᧯ 

 ⩦⦏ックとパス࢟・

・ミニࢤー࣒ 

1���0 ㅮ⩏「大切な力」と

は 

ンスにつ࢚リࢪࣞ

いて 

・教育学のㅮ⩏ 

15�ンート ・ಶே報の保ㆤとࢣン 00

 ートࢣ

15�20 ḟ回予告 

15�30 ゎᩓ 

∦け 

省 
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�5�⌮ⓗ配៖ 

ᮏ研究では、ンࢣートの回⟅は任ពであることについて、ᮏேに対して文᭩とཱྀ㢌でㄝ明した。

ಶேの報について配៖し、ンࢣートはこの研究以እで用することはせࡎ、用ᚋはฎศする

ことについてもㄝ明し、同ពを得て回した。 

 また、研究で用する┿についてもᮏேの同ពを得てᢎㅙ᭩を᭩いてもらうことにした。 

� まとめ

 ᮏ学の学生もライフカࣞッࢪにとてもᴦしんで参加していた。同世௦の㞀ᐖのある⏨性とヰす機

となり、このことも新鮮に感ࡌたようである。≉ู支援教育を学んでいても実㝿に㞀ᐖのあるே

とかかわることは⤒㦂がᑡないので、とても良い機だった。 

▱ⓗ㞀ᐖのேは一⯡ⓗな⮬❧した生活がⱞᡭでព見をすることは㞴しいᛮっていたようだ

が、実㝿にかかわってࡳてこれまでのᛮいとは大きく変わったようである。 

㞀ᐖのあるேの♫参加を✚ᴟⓗにቑやすことの㔜要性をㄆ㆑するとともに、学生たちの成㛗

が大きく感ࡌられた実践であった。 

ライフカࣞッࢪを⤊したᚋのᮏ学の学生からは以下のような感が出された。 

・創造性㇏かでඖ気あるேばかりでᴦしかった。 

・ᴦしかった。いろいろな⤒㦂をしているேのおヰを聞くことができて▱見がᗈがった。 

・メンࣂーで和気あいあいと過ごすことができた。ⱞᡭなことや得ពなことがศかってきた。 

・ึめて参加してࡳて、ス࣏ーࢶやグࣝーࣉワークを㏻してコミュニࢣーシࣙンが取れてᴦし

かった。⮬ศがᛮっている以上に⣲┤なே達で⣲ᩛな間を過ごすことができた。 

・ኴ㰘もサッカーも力でᴦしんでくれて、㐠Ⴀしているഃとしてもうれしかった。 

・ライフカࣞッࢪに参加してࡳて、ീしている以上にしっかりした方ࠎだと感ࡌた。㌟య能

力やしࡷることについてはಶேᕪが大きいようでした。コミュニࢣーシࣙンに大きな支㞀は

なく、生活するศにはၥ題なさそうでᴦしいひとを過ごすことができました。 

参加した≉ู支援学校の༞ᴗ生にとっても、ᮏ学の学生にとっても、共にព⩏のある活動だった

とゝ࠼る。 

 ライフカࣞッࢪについてᇸ⋢新聞より取ᮦがあり、活動のᵝ子がᥖ㍕された。実して活動して

いることがఏ࠼られ、㞀ᐖのあるேの生ᾭ学⩦として大学での活動が᭷ຠであることをᗈめること

ができた。 

2023 年 12 月 28 日 ᇸ⋢新聞 

ᮏ活動は༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学地域連携共同研究所の研究㈝により実施した。 
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�5�⌮ⓗ配៖ 

ᮏ研究では、ンࢣートの回⟅は任ពであることについて、ᮏேに対して文᭩とཱྀ㢌でㄝ明した。

ಶேの報について配៖し、ンࢣートはこの研究以እで用することはせࡎ、用ᚋはฎศする

ことについてもㄝ明し、同ពを得て回した。 

 また、研究で用する┿についてもᮏேの同ពを得てᢎㅙ᭩を᭩いてもらうことにした。 

� まとめ

 ᮏ学の学生もライフカࣞッࢪにとてもᴦしんで参加していた。同世௦の㞀ᐖのある⏨性とヰす機

となり、このことも新鮮に感ࡌたようである。≉ู支援教育を学んでいても実㝿に㞀ᐖのあるே

とかかわることは⤒㦂がᑡないので、とても良い機だった。 
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・ᴦしかった。いろいろな⤒㦂をしているேのおヰを聞くことができて▱見がᗈがった。 

・メンࣂーで和気あいあいと過ごすことができた。ⱞᡭなことや得ពなことがศかってきた。 
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かった。⮬ศがᛮっている以上に⣲┤なே達で⣲ᩛな間を過ごすことができた。 

・ኴ㰘もサッカーも力でᴦしんでくれて、㐠Ⴀしているഃとしてもうれしかった。 

・ライフカࣞッࢪに参加してࡳて、ീしている以上にしっかりした方ࠎだと感ࡌた。㌟య能

力やしࡷることについてはಶேᕪが大きいようでした。コミュニࢣーシࣙンに大きな支㞀は

なく、生活するศにはၥ題なさそうでᴦしいひとを過ごすことができました。 

参加した≉ู支援学校の༞ᴗ生にとっても、ᮏ学の学生にとっても、共にព⩏のある活動だった

とゝ࠼る。 

 ライフカࣞッࢪについてᇸ⋢新聞より取ᮦがあり、活動のᵝ子がᥖ㍕された。実して活動して

いることがఏ࠼られ、㞀ᐖのあるேの生ᾭ学⩦として大学での活動が᭷ຠであることをᗈめること

ができた。 
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ᮏ活動は༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学地域連携共同研究所の研究㈝により実施した。 
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ӼӺӼӽ ႩဗզӽԎ フード،リン״ーבዿփ֞،פלآト֦のຎ־էሇெി 

5eport on the ���� nProMect usinJ �' food printers| 

ྜྷ⃝ ๛ኈ㸯）              高㇂ 和成㸰）

7akeshi <OSHI=A:A           .a]unari 7A.A<A 

㸯）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学ே間生活学㒊 㣗物ᰤ㣴学⛉ 㸰）同・㣗品開発学⛉ 

'㸸3ࢻ࣮࣮࣡࢟ フードࣉリンター、6'*V、地域連携、フードࣟス、㣗育 

せ᪨㸸ᮏ学にᑟධされた 3' フードࣉリンターの、ᤵᴗ、⏘学連携、保育ᅬでの㣗育活動など地域

共同研究の応用を報告する。ᮏࢪࣟࣉェクトは、2022 年度からの継続ࢪࣟࣉェクトであり、ᮏ報

告は、これまでの成果を㋃ま࠼て報告する（2022 年度のᮏ学⣖要と㔜」する㒊ศは参考文献㸯）と

して引用を明グした）。フードࣉリンターは、Ⰽࠎな㣗ᮦや㣗物を㏻ᖖの 3' よࡌリンターと同ࣉ

うに造ᙧする機Ეである。3' フードࣉリンターは、ㆤ㣗、ேᕤ⫗、᪻㣗、㜵⅏㣗などᖜᗈいศ
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の検ウ、๓調⌮方ἲ、ᗫᲠ㒊の用などの研究が必要であり、ᮏ学学生が㸱' フードࣉリンタ

ーをいこなすことによって活動⠊ᅖがᗈがることが予される。 

㸯．ࡌࡣめ 

 3' フードࣉリンターを用いたࢪࣟࣉェクトは、2022 年度からの継続ࢪࣟࣉェクトである。ᮏ報

告は、これまでの成果を㋃ま࠼て報告する。 

㸰．�'  ㄝ᫂ࡢᴫせࡢ࣮ࢱࣥࣜࣉࢻ࣮ࣇ

 3' フードࣉリンターは、世⏺ⓗにᛴ㏿に㐍展している「㣗のデࢪタࣝ」の࢟ーデࣂイスとなる

置として注目されており、新たな㣗の価್を提供するとともに、㣗品ᗫᲠや㣗ᩱ㞴といった♫

ၥ題ゎ決にも期ᚅされている㸰）。しかしながら 3' フードࣉリンターは一㒊の㣗ᮦ（フードインク）

で実用されているものの、β 'の用は未だ研究㏵୰のศ野であり、3な㣗ᮦࠎ フードࣉリンタ

ーのᬑཬにはᵝࠎな㣗ᮦに用できるỗ用性フードインクの開発がྍḞである。 

㸱．ᮏᏛࡿࡅ࠾ �'   ά⏝ࡢ࣮ࢱࣥࣜࣉࢻ࣮ࣇ

  

1� インクの応用研究 

現ᅾ実用されているフードインクは、クッ࢟ー生地、パイ生地、イシング、ࣙࢳコࣞート、

㣩等がある。㣗ᮦは࣌ースト状のフードインクとして「ࣝࢬࣀから⥺状にྤ出できる物性」と「ྤ

出⥺が接╔・✚ᒙして造ᙧ物をᙧ成し、⮬㔜でᔂれないᙧ状を保ᣢできる物性」が必要である 3）。

出力方ἲは、ࣙࢳコࣞートのように加⇕によりὶ動性をᣢたせてྤ出し、෭༷により造ᙧ物をᙧ成・

保ᣢさせる㣗品とクッ࢟ー生地のように造ᙧ物と同ࡌ物性でྤ出する㣗品がある。実用されてい

るフードインクはỈศྵ㔞が低く、ある程度のかたさがあるという≉ᚩがあるが、㣗ᮦの多くはỈ

ศྵ㔞が高く、フードインクとして用するにはỈศのコントࣟーࣝが必要で、ቑ⢓・ࣝࢤᮦᩱ

の用がྍḞになる �）5）。 

ቑ⢓・ࣝࢤᮦᩱを用したフードインクは、ࣙࢳコࣞートのように加⇕によりὶ動性をᣢたせ

てྤ出し、෭༷により造ᙧ物をᙧ成・保ᣢさせる出力方ἲが考࠼られるが、フードインクのཎᩱと

なる㣗ᮦ、ቑ⢓・ࣝࢤᮦᩱは 度による物性変はᵝࠎであり、ྛ✀㣗ᮦのフードインクẖに㐺
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ṇな 度設定が必要になり、᮲௳設定が↹㞧になるとともにྤ出 度である㸱㸮～㸴㸮Υの 度帯

で㛗間㣗ᮦを保ᣢすることは⾨生⟶⌮上好ましくない 6）。 

2� インクの調整「ྤ出・造ᙧ・調⌮」の方ἲ 

ቑ⢓・ࣝࢤᮦᩱを用したフードインクを調整方ἲで㸱つに大ูした。タイࣉϨはࣙࢳコࣞー

トタイࣉで、加⇕⁐ゎᚋࣝࢰ状ែでྤ出し、෭༷によりࣝࢤ造ᙧしそのままႚ㣗する。タイࣉϩ

はマッシュ࣏テトタイࣉで、加⇕⁐ゎᚋ෭༷しࣝࢤ状ែでྤ出し、ࣝࢤ状ែで造ᙧしそのままႚ㣗

する。タイࣉϪはクッ࢟ータイࣉで、㠀加⇕のࣝࢰをྤ出造ᙧし、造ᙧ物を加⇕調⌮してႚ㣗する
1）。 

ϩとࣉミでの研究では、出力に 度⟶⌮の必要がなく、⾨生㠃での安性が確保できるタイࢮ 

タイࣉϪのỗ用性フードインクの開発に取り⤌んでいる。タイࣉϩは㌾らかいᩱ⌮であるࢯフト㣗

や࣋ビー㣗の用、タイࣉϪは一⯡㣗に㏆いテクスࣕࢳーで、ᵝࠎなᩱ⌮やパーࢯナࣝ㣗の

用研究を㐍めている。Ỉศྵ㔞 70�以上の 7\pHϩ、7\pHϪフードインクの 3' 造ᙧヨ㦂とテクスࢳ

ࣕーゎᯒをおこなった⤖果、フードインクとして用できる物性್は、かたさが 38001㸭㹫t以上で

かつ╔性が 500-㸭㹫u以上の㡿域であることがඛ行研究と同等であることが確ㄆされた 7）8）9）10）。 

テクスࣕࢳーゎᯒによる「かたさと╔性のᩓ布ᅗ」をᅗ 1 に♧す。 

ᅗ 1 かたさと╔性のᩓ布ᅗ

3� ⏘学連携 

 ミ研究で㐍めているỗ用性フードインクのᢏ⾡を応用した⏘学連携ࢮ

活動をㄝ明する。2023 年 9 月に開ദされた )22' 展 2023（菜・デリカ -$3$1）にて、,+, ࢚ࣟ

ス࣌ース♫は、༠働ࣟ࣎ットを活用した 3' フードࣉリンターのᢏ⾡⤂をึめて行った。ᑗ来ⓗ

にはᏱᐂステーシࣙンでの調⌮ჾලとしての用を目指すࢪࣟࣉェクトである。 

造ᙧᩱ⌮は༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学の学生たちが提したメニューが � ✀㢮᥇用され、フࣝーࢶ、野

菜、Ⱎ㢮、ங等ィ 16 ✀㢮の㣗ᮦフードインクの開発を行った。ྛ✀㣗ᮦẖにࣝࢤ、ቑ⢓の

ῧ加㔞を調整し◳さと╔性をそろ࠼ることでồめられる物性を発現できた（ᅗ 2）。 
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  ᅗ 2 )22' 展 2023（,+,  ース♫）展♧物࣌ス࢚ࣟ

2023 年 10 月に開ദされる㣗品開発展には୕⳻ၟライフサイ࢚ンス♫との共同研究で得られた

ース㣗品の࣋ラントࣉ 3' 造ᙧᩱ⌮の⤂を୕⳻ၟライフサイ࢚ンスࣈースでおこない、༑文Ꮠ

学ᅬዪ子大学ࣈースではࢮミ研究で得られたỗ用性フードインクの応用ᢏ⾡を⤂する（ᅗ 3）。 
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   ᅗ 3 㣗品開発展 2023 ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 展♧物 

�� 地域での活用 

ḟに上グで♧した㸱㹂フードࣉリンターのᢏ⾡、スࣝ࢟を活かした地域での活用をㄝ明する。 

①地域の保育ᅬにおける㣗品ᗫᲠの実ែ 

 地域の保育ᅬにおける㣗品ᗫᲠの実ែをㄝ明する（以下は参考文献からの引用となる）1�。㣗品

ᗫᲠには 3 ✀㢮がᏑᅾする。㸯つは、㣗ṧし（ṧ㣤）や作り過ࡂのవりである。㸯つは、ᮏ来㣗

。である（いている㒊ศなどࡴ必要以上にศ厚く⓶を）ᤞてられているものࡎられるにも関わら
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もう㸯つは、ࡷࡌがいもの⓶やࣂナナの⓶などᮏ来であれば㣗ない（㣗られない）㒊ศ、つま

りᖖ用ⓗにはྍ㣗㒊とはࡳなされない㒊ศである。地域の保育ᅬでは出来るだけᅬ児たちには好き

᎘いを↓くし、㣗物をṧさないという㣗育に日ࠎ取り⤌んでいる。また地域の保育ᅬでは出来る

㝈り㣗ᮦを↓㥏にしないよう、ྍ㣗㒊の᭱大活用に日ࠎ切☩⌶☻している。よって保育ᅬの⤥㣗の

㣗品ᗫᲠの大㒊ศは、ᖖ用ⓗにはྍ㣗㒊とはࡳなされない㒊ศであり、これが大㔞のᗫᲠ物となっ

ているのである。 

②ᗫᲠ㣗ᮦの 3' フードࣉリンター用フードインクのヨࡳ 

 3' フードࣉリンター用のフードインクのヨࡳを以下に報告する。単⣧にᗫᲠ㣗ᮦ（ࣂナナの

⓶やࡷࡌがいもの⓶など）をそのまま用しようとしてもうまく行かないため、参考文献などの

報から、Ỉศや小㯏⢊、࢟サンタン࣒࢞、グー࣒࢞などを配合することによるᗫᲠ㣗ᮦのフード

インクのヨࡳを行った 11�12�。 

ᅗ � ᗫᲠ㣗ᮦのࡳ 

ᗫᲠ㣗ᮦのࡳでやってࡳたところ（ᅗ �）、ᙧとなってᢳ出されたものの所ࠎワまってしまい、㏵切

れ㏵切れになってしまった。ワまってしまうのは㣗ᮦのỈศが足りなく、࣌ースト状になっていな

いからだと考࠼られた。 

ᅗ 5 ᗫᲠ㣗ᮦ㸩Ỉ 

ᗫᲠ㣗ᮦのࡳではᅛくてᑡしワまってしまったため、Ỉを加࠼て実㦂したところ、㏵切れる回ᩘは

ῶったが、対にᰂらかすࡂてしまい、యⓗにつࡪれたようなᙧになってしまった（ᅗ 5）。 
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   ᅗ 3 㣗品開発展 2023 ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 展♧物 

�� 地域での活用 
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 地域の保育ᅬにおける㣗品ᗫᲠの実ែをㄝ明する（以下は参考文献からの引用となる）1�。㣗品

ᗫᲠには 3 ✀㢮がᏑᅾする。㸯つは、㣗ṧし（ṧ㣤）や作り過ࡂのవりである。㸯つは、ᮏ来㣗
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ᅗ 6 ᗫᲠ㣗ᮦ㸩小㯏⢊ 

ᅛᙧにᙧ成するには⢓ᙎ性が必要と考࠼、グࣝテンが多くྵまれる小㯏⢊を用した。Ỉを加࠼る

よりはᅛまった（ᅗ 6）。 

ᅗ 7 ᗫᲠ㣗ᮦ㸩（࢟サンタン࣒࢞㸩グー࣒࢞㸸㣗ᮦに対し 15�） 

ᗫᲠ㣗ᮦに࢟サンタン࣒࢞とグー࣒࢞を 15�の割合で加࠼たところ、◳くなりすࡂてしまい、3'

フードࣉリンターがワまり、出でこない状ែとなった（ᅗ 7）。 

ᅗ 8 ᗫᲠ㣗ᮦ㸩（࢟サンタン࣒࢞㸩グー࣒࢞㸸㣗ᮦに対し 0�1�） 

ᗫᲠ㣗ᮦに࢟サンタン࣒࢞とグー࣒࢞を 0�1�の割合で加࠼たところ、3' フードࣉリンターから

出力してから間が⤒つとᔂれてしまい、❧యⓗにならない⤖果となった（ᅗ 8）。 
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③㣗物を大切にするという㣗育に関して 

 3' フードࣉリンターを用いたᗫᲠ物の用は、㣗ᮦ㔞の⤒㈝๐ῶ、㣗品ᗫᲠの๐ῶຠ果のࡳに

␃まらࡎ、それらのᕤ程をయ感することにより、㣗物を大切にするという㣗育にも⧅げて行ける

と考࠼られる。そういった新しい㣗育を行うことができることは、今ᚋ大きなドࣂンテーࢪの一

つとなり得る。作成をヨࡳている㣗育用の⣬Ⱚ居の㐍ᤖ状況を以下のᅗ 9 に♧す。 

ᅗ 9 㣗育用⣬Ⱚ居のᵓ 

��  ࡾࢃ࠾

 3' フードࣉリンターの活用はまだጞまったばかりである。3' フードࣉリンターで࠼る㣗ᮦは

現点ではまだまだ㝈られており、ఱでもかんでも࠼るというヂではないため、ᗫᲠ㣗ᮦを┤ぐ

にそのままフードインクとしてうことは出来ないのが実である。ᗫᲠ㣗ᮦをどのようにしてフ

ードインクとして用ྍ能にして行くかは、ヨ行㘒ㄗをまだまだ㐍めて行く必要がある。ᗫᲠ㣗ᮦ

を用して行くことにより、6'*V2 ␒目の目ᶆである、㣚࠼をなくし、㈋しいேも、幼い子ども

も、だれもが一年୰安でᰤ㣴のある㣗ᩱを、༑ศにᡭにධれられるようにすること 13�1��の大切さ

を、㣗育を㏻してఏ࠼て行くことは、地域における㣗品ࣟスのゎ決に⧅がって行くྍ能性がある。
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ᗫᲠ㣗ᮦに࢟サンタン࣒࢞とグー࣒࢞を 15�の割合で加࠼たところ、◳くなりすࡂてしまい、3'

フードࣉリンターがワまり、出でこない状ែとなった（ᅗ 7）。 

ᅗ 8 ᗫᲠ㣗ᮦ㸩（࢟サンタン࣒࢞㸩グー࣒࢞㸸㣗ᮦに対し 0�1�） 

ᗫᲠ㣗ᮦに࢟サンタン࣒࢞とグー࣒࢞を 0�1�の割合で加࠼たところ、3' フードࣉリンターから

出力してから間が⤒つとᔂれてしまい、❧యⓗにならない⤖果となった（ᅗ 8）。 
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    行動変容 ᾘ㈝者行動 子ども㣗ᇽ ࣈ㣗品ࣟス๐ῶ フードドライ ࢪ㸸ナッࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸フードドライࣈ活動を㏻して、「ナッࢪ」を活用した㣗品ࣟス๐ῶのためのンࢣート調査を

行った。地域に᰿ᕪしたイ࣋ントを㏻ࡌて、参加者からのンࢣートより㣗ࣟス๐ῶの改善⟇やၥ

題点などをᢳ出することができた。さらに、㣗に関わる⎔ቃၥ題のព㆑や㈉献度、関心度、フード

ドライࣈの参加ពḧなどを評価することで、㣗品ࣟス๐ῶのព㆑定╔のၨ発だけでなく、⮬らの

ពᛮで⎔ቃၥ題に取り⤌ࡴきっかけ作りやᐤ㔞のቑ加に⧅ぐ▱見を得ることができた。ࢪࣟࣉェ

クトに参加した学生は、学内እのフードࣂンク活動を 3 回実施し、地域と関わりながら、㣗と⎔ቃ

ၥ題がつながる学びを深めることができた。 

$EVWUDFW� 7KURXJK IRRG GULYH DFWLYLWLHV� D TXHVWLRQQDLUH VXUYH\ ZDV FRQGXFWHG RQ IRRG 

ORVV UHGXFWLRQ XVLQJ �QXGJHV�� 7KURXJK WKH FRPPXQLW\-EDVHG HYHQW� ZH H[WUDFWHG 

LPpURYHPHQW PHDVXUHV DQG pUREOHPV LQ IRRG ORVV UHGXFWLRQ IURP WKH pDUWLFLpDQWV
 

TXHVWLRQQDLUHV� DQG HYDOXDWHG WKHLU DZDUHQHVV RI IRRG-UHODWHG HQYLURQPHQWDO LVVXHV� 

WKHLU OHYHO RI FRQWULEXWLRQ DQG LQWHUHVW� DQG WKHLU ZLOOLQJQHVV WR pDUWLFLpDWH LQ WKH 

IRRG GULYH� WKHUHE\ JDLQLQJ LQVLJKW LQWR KRZ WR HVWDEOLVK DZDUHQHVV RI IRRG ORVV 

UHGXFWLRQ� FUHDWH RppRUWXQLWLHV WR DGGUHVV HQYLURQPHQWDO LVVXHV RQ WKHLU RZQ 

LQLWLDWLYH� DQG LQFUHDVH GRQDWLRQV� 7KH pURMHFW DOVR pURYLGHG LQVLJKW LQWR KRZ WR 

LQFUHDVH WKH DPRXQW RI IRRG GRQDWLRQV� 6WXGHQWV ZKR pDUWLFLpDWHG LQ WKH pURMHFW ZHUH 

DEOH WR GHHpHQ WKHLU NQRZOHGJH RI HQYLURQPHQWDO LVVXHV ZKLOH HQJDJLQJ ZLWK WKH ORFDO 

FRPPXQLW\ WKURXJK WKUHH IRRG EDQN DFWLYLWLHV ERWK RQ DQG RII FDPpXV� 

㸯 ࡌࡣめ 
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まった。ᐙᗞから出る生ごࡳの୰では、ᡭつかࡎ㣗品（┤接ᗫᲠ）の割合が 102 トンで㣗品ࣟス㔞
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るインࢭンティࣈが働きにくい㣗品ࣟス対⟇や㈋ᅔ支援に、ᕷ民参加をಁすメカニ࣒ࢬや⤌ࡳの

ゎ明が必要である。 
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 そこで、♫課題のゎ決ᡭ段として注目されている「ナッࢪ」の活用に╔目した。ナッࢪは行動

⛉学の▱見活用により、ேࠎが⮬ศ⮬㌟にとってより良い㑅ᢥを⮬発ⓗに取れるようにᡭ助けする

ᨻ⟇ᡭἲで、日ᮏでは⎔ቃ省の日ᮏ∧ナッࢪ・ࣘニット（%(67）を➹㢌に省࢚ネやごࡳの࣏イᤞて

㜵Ṇ、がん検デのཷデಁ㐍などでヨ行されጞめている。㣗品ࣟス対⟇ศ野におけるナッࢪの活用で

は、࣍テࣝのビュッフェで取り─を小さくすることで㣗ṧしが 20㸣๐ῶされたとの報告があ

る㸯）が、日ᮏでナッࢪの取⤌がጞまったのは 2018 年とまだ日がὸいため⮬యがᑡなく、ᴗ

⣔ではなくᐙᗞ⣔の㣗品ࣟスにおいては、ナッࢪによるධはまだ㐍んでいない㸰）。 

 ᮏࢪࣟࣉェクトでは、新ᗙᕷとᮏ学学生が༠力し、地域ఫ民やᮏ学ᅾ校生において、「ナッࢪ」を

活用したフードドライࣈの参加ព㆑改㠉と行動変容に関して検証することを目ⓗとし、地域にお

けるフードࣂンク活動に᭷用な▱見を得るためにンࢣート調査を行った。 

㸰．᪉ἲ 

2023 年 6 月より、新ᗙᕷフードドライࣈᖖ設❆ཱྀ（9 月～11 月）をྵめ、ᮏ学᱒⳹⚍（10 月）、

新ᗙᛌ㐺ࡳらい㒔ᕷᕷ民まつり第 �8 回✭⚍（11 月）、高大連携ࢪࣟࣉェクト࢚ココࣟランࢳイ࣋

ント（202� 年 3 月）などで⮬యと地域ఫ民、ᮏ学学生との関わりをᣢちながら、フードドライࣈ

活動を行った。その活動の୰で、参加者にンࢣート調査を実施し、どのような目ⓗや⌮⏤でᐤ

品を提供したかなどの実ែ調査を行った。そして、フードドライࣈに関するព㆑調査、およびナッ

に参ࣈート調査では、フードドライࢣン。スターのၨ発ຠ果について検証した࣏を取りධれたࢪ

加した目ⓗ、ᐙᗞにおける㣗品ࣟス๐ῶ、フードドライࣈの取り⤌ࡳ、㣗品ࣟス๐ῶのព㆑や行動

変容についての 17 㡯目を設定した。 

ートはࢣン *RRJOH IRUPV を用い、任ពで回⟅に༠力した 225 ேを対象にศᯒを行った。 

  

図̏ ৱロηݰࡡݳয়ͳフードドライブ活動にͯ͏ͱϛηター 

㸱．ࡢࢺ࣮ࢣࣥ㞟ィ⤖ᯝ 

対象者は 10～20 ṓ௦が多く、ḟいで 30～40 ṓ௦と 50 ṓ௦以上が同程度であった。さらに、ᮏ

学で実施したイ࣋ントが多かったため、参加⌮⏤が学内の HP や SNS、▱ேやேからㄏわれたと

いう回⟅が多く、いࡎれの年௦もዪ性が多く参加していた（ᅗ 2）。ᐙ᪘ᵓ成は、᰾ᐙ᪘が 70.2㸣、

一ேᬽらしおよび୕世௦ᐙ᪘が 11.6～12.0㸣であった（ᅗ 3）。
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日ᮏの㣗品ࣟス㔞について、ᴗ⣔(ᕤ場やᗑ⯒など)ࢦミとᐙᗞ⣔ࢦミでは、どちらが多いかと

いう調査では、ᴗ⣔ࢦミは 84 ミはࢦイント、ᐙᗞ⣔࣏ 104 くらいがࡌイント、どちらも同࣏ 25
イント、わからないが࣏ 12 イントとなり、ᐙ࣏

ᗞ⣔ࢦミと回⟅したேが᭱も多かった。今、

SDG㹱の目ᶆ達成のために、⎔ቃ省や㎰ᯘỈ⏘

省などのᐁබᗇやメディでは、⎔ቃၥ題に関

するわかりやすい報発ಙがされ、ᐙᗞにおけ

る㣗品ࣟス๐ῶ方ἲや㣗ᮦの↓㥏を見࠼るす

るࣉリ、ࢶーࣝの開発も㐍ࡳ、一⯡ᾘ㈝者が

それらの報を容᫆にධᡭできるようになっ

た。ᐙᗞ内の㣗品ࣟス発生ཎᅉについても、⮬

ศ⮬㌟と回⟅するேが 73.7㸣と᭱も多く、ḟい

で、㈍ᗑが 16.9㸣となった。㣗ࣟスၥ題にお

いてはᐙᗞ内、さらに⮬ศに要ᅉがあることを

ㄆ㆑しており、行動変容やព㆑改㠉により、改

善がᅗれるྍ能性があることが᥎ᐹされた（ᅗ

4）。
ḟに、ᐙᗞで㣗品ࣟス๐ῶをព㆑した行動を取ったことがあるかという調査では、「はい」が 91㸣、

「いい࠼」が 4㸣、「わからない」が 5㸣で、とんどேが㣗ࣟス๐ῶのためにఱかしらの行動を取

っていることが明らかとなった。「はい」と回⟅したேのලయⓗな行動は、「ᐙにある㣗ᮦはィ⏬ⓗ

にうようにしている」や「必要な㔞を考࠼て㣗ᮦを㉎ධする」、「ṧさࡎ㣗るよう心がけている」、

「ᩱ⌮がవったは、ḟの㣗で㣗たり、作り┤しをしている」と回⟅したேが 14～16㸣とな

り、必要な㣗ᮦを㉎ධし、㣗る㔞をᢕᥱしてᩱ⌮を作るなど、ィ⏬ⓗな㣗を作ることで㣗ࣟス

㔞をῶらすດ力をしていた。さらに、㔞㈍ᗑでの㣗ᮦ㉎ධもおめ品やᾘ㈝期㝈の▷いものを✚ᴟ

ⓗに㉎ධしたり、㉎ධした㣗ᮦを㛗く保Ꮡできるための保⟶方ἲを実践しているேも見ཷけられた

（ᅗ 5）。
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実㝿にフードドライࣈᐤ品をᣢ参したேのධᡭ⤒㊰は、⮬ศやᐙ᪘が㉎ධしたものが多く、

㈙いすࡂた、㈙いまちが࠼たもの以እにも、ᐤをしたいという回⟅も多くࡳられた。

ᐤ行動については、国㝿ẚ㍑のど点からも日ᮏのᐤ行動の低調さは指摘されており、ព㆑が

低いとゝわれている㸱）。その୰で、金㖹ⓗなインࢭンティࣈがなく、♫ⓗᅽ力を࠼ないうが

ᐤ行動をಁ㐍できるとされている。ᐤ品をᣢ参したேは、㣗ࣟスၥ題についてព㆑が高く、㞟

ᐈ性のあるイ࣋ントに参加することも目ⓗに、フードドライࣈにᐤ品をᣢ参したとヰしていた。

㣗品ࣟス๐ῶのためのၨ発方ἲとして、ᮏ研究ではナッࢪ⌮ㄽを活用した࣏スターを 4 ✀㢮作成

し、参加者にフードドライࣈに参加したいというពḧが出る࣏スターを㑅ᢥしてもらった。

ࣈ実施୰という文ゝのあとに「ごᐙᗞで要な㣗品をフードドライࣈスターは、フードドライ࣏

におᣢちください。」を見ᮏとし、それに対して、A は「日ᮏの㣗品ࣟス㔞は年間 522 トン、ᐙィ

⣔からは 247 トンにのࡰります。」と実㝿の㣗ࣟス㔞を提♧した。B は「日ᮏの㣗に関する ᐊຠ

果࢞ス出㔞は 12㸣にのࡰります。」と⎔ቃၥ題をッồする文ゝとした。C は「年間 1 世帯あたり

の㣗品ࣟスによるᦆኻは金㢠⟬で⣙ 60,000 にのࡰるといわれています。」とᐙィに┤接ⓗなᙳ

㡪が出ることを♧した。D は「世⏺では⣙ 8 ൨ே以上が㣚㣹に┤㠃しており、日ᮏの┦対㈋ᅔ⋡は

15.7㸣にのࡰります。」とし、世⏺の㣚㣹ேཱྀと日ᮏの₯ᅾⓗな㈋ᅔ⋡を♧した（ᅗ 6）。
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図̔ フードドライブࢂՅқཋΝଇͤψρジΝ活༽ͪ͢ϛηター 
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㸲．ࣈࣛࢻࢻ࣮ࣇάືࢆ㏻ࡓࡋᆅᇦとᏛ⏕とࡾࢃࡢ 

᱒⳹⚍（2023 年 10 月）では、学生がయとなり、1 号㤋ピࣟティ―にて、国内እの㣗品ࣟス

やフードドライࣈの⤌ࡳを♧した࣏スターをᥖ♧し、ᐤ品のཷけ取りࣈースやパンフࣞット

等を配布する場を設置した。‽ഛを㐍めていく過程で、㣗品ࣟス๐ῶに向けたゎ決⟇や国内እの

、ナッࢪຠ果の期ᚅを学ಟし、それらを᱒⳹⚍ᙜ日の参加者ㄝ明をしながら、ᐤ品の回

を行っていた。ึめての参加者には、࣏スターやパンフࣞットを活用しながらㄝ明し、ḟ回のフ

ードドライࣈの参加をಁしていた。さらに、ᮏ学学生だけではなく、高校生や教⫋ဨの方との

ὶをしながら、フードドライࣈ活動のព⩏や᭷用性について、ㄝ明をしていた（ᅗ 8）。
新ᗙᛌ㐺ࡳらい㒔ᕷᕷ民まつり第 48 回✭⚍（11 月）では、一⯡来場者として、ᖜᗈい年௦の

方がᕷᨻやᕷ報を見て、フードドライࣈにᐤ品をᒆけに来ていた。高㱋者の参加もあり、⮬Ꮿに

ᐤしたい㣗品があるが、㔜くてᣢちṌけないなどの⌮⏤もఛ࠼た。フードドライࣈは基ᮏⓗには

⮬㌟がᣢ参するか、ᅋయ㒑㏦するかである。ㄡでも気㍍に㣗品をᐤできる回方ἲをᵓ⠏する

必要があるとᛮった（ᅗ 9）。
高大連携ࢪࣟࣉェクトの「࢚ココࣟランࢳタイ࣒」（2024 年 3 月）では、フードドライࣈでᐤ

品をᣢ参した方࢚、ココࣟランࢳを提供するࢪࣟࣉェクトに༠力した。

教⫋ဨを対象に、改めて㣗品ࣟス๐ῶのႚ⥭課題を提♧し、SDG㹱達成に向けてのಶࠎேのດ力

をಁした（ᅗ 10）。
ᑗ来、㣗に関わる⫋ᴗேとなる学生は、この活動を㏻して、㣗に関わる⎔ቃၥ題を深く⌮ゎし、

地域に᰿ᕪしたイ࣋ントで多くのேとゐれ合いながら、フードドライࣈ活動を行っていた。
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ᐤ品ᩘは、合ィで 45,000 㣗以上となった（ᴗ༠力あり）。新ᗙᕷᙺ所が回し、新ᗙᕷ内の

フードࣂンクᅋయを㏻して、子ども㣗ᇽ配布された。

㣗品のᐤは年ࠎῶᑡഴ向が見られ、子ども㣗ᇽの㐠Ⴀや㈋ᅔᐙᗞの㣗支援も切㏕していると

いわれている。この活動を㏻して、学生はナッࢪによる㣗品ࣟス๐ῶの行動変容やព㆑改㠉の᭷

用性をㄆ㆑し、⏘ᐁ学が༠働でフードࣂンク活動を実施することで、ຠ⋡やᐤ品の㔞ቑ、⎔

ቃၥ題のព㆑定╔などの点もあることを⌮ゎできた。

図 � ຌָۇ՜ࡉにおけるフードドライブͳرΝ༮けͱ͏るࢂՅं 

  

図 � ࠴ΊΔ͏չనࢤࢤΉͯΕ �� յफ֯ࡉにおけるフードドライブ活動 
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図 10 高大連携プロジェクト「エココロランチタイム」におけるフードドライブ活動 

今ᚋ、ᰤ㣴ኈ・⟶⌮ᰤ㣴ኈのど点から⎔ቃ・ᰤ㣴・調⌮を㋃ま࠼た࢜リࢪナࣝࣞシピを作成、፹

య物として配布する予定である。新ᗙᕷからの報やフードドライࣈでᐤされた㣗品を基に、新

ᗙᕷᙺ所⎔ቃ課、子ども支援課とព見しながら、㣗品ศ㢮ูの活用しやすいࣞシピを考する

予定である。 

５．ཧ⪃ᩥ⊩ 

㸯）野ࠎᮧ ┿ᕼ「ᐙᗞの㣗品ࣟスとᾘ㈝者―ព㆑・行動の実ែと行動変容のためのධ―」 

ᗫᲠ物㈨※ᚠ⎔学ㄅ（31）�� pp253-261（2020） 

㸰）ᮧ上 ᬛ⨾� ⣽ 菜✑子� ኴ⏣ 㞞つ「ᗣⓗな㣗品の㑅ᢥをナッࢪする㸸㣗ᇽにおけるຠ   

果の検証と⌮ⓗ課題の一考」日ᮏ㣗育学ㄅ（16）3㸪pp121-128（2022）  

㸱）善教ᑗ大・ᆏᮏஓ「ఱがᐤ行動をಁ㐍するのか-5DQGRPL]HG )DFWRULDO 6XUYH\ ([pHULP

HQW による検ウ」බ共ᨻ⟇研究（17）�pp96-107（2017） 
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フؠיءያሻの֞׀のདࡰఓഉஸ፼ೄַのඳ支援 

ᅖታ֖֎ఢ׃すփؚؖーの࿓ࡎ 

'ietary support for coPPunity�dZellinJ elderly people to prevent frailty 
ʛ'elicious and easy�to�prepare Penu suJJestionsʛ 

ᒸᮏ ⠇子 1�       ྂ明地 ኤె 1�

Setsuko O.A0O7O      Sekika .O0(I-I 

1）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 㣗物ᰤ㣴学⛉ 

 フࣞイࣝ 㣗支援 メニュー ニ࣌㸸地域ᅾఫ高㱋者 サࣝコࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸新ᗙᕷの⮬ⓗయ᧯教ᐊで活動する、単㌟者世帯、高㱋者ኵ፬世帯の地域ᅾఫ高㱋者を対象

に、⨾しく作りやすいメニューを提し、低ᰤ㣴、㦵⢒しࡻう等のフࣞイࣝ予㜵のための㣗支

援を目ⓗに、「⅏ᐖにおけるフࣞイࣝ予㜵」、「大㇋製品を用した高⾑ᅽ予㜵」の 2 つをテーマと

した「高㱋者向けࣞシピ」を考し、ࣞシピ㞟を作成した。 

 ᮏࢪࣟࣉェクトは 2023 年度が 1 年目であり、対象者が㝈られていることから課題が多いが、ᮏ

学⛉では、༞ᴗᚋ、高㱋者を対象にᰤ㣴⟶⌮、ᰤ㣴㣗指ᑟを実践する学生も多く、高㱋者に対す

る⌮ゎを深めるきっかけとなることを期ᚅし、今ᚋも研㛑しつつ学生とともに地域での活動を継続

したいと考࠼る。 

 めࡌࡣ �

⥲ົ省が発⾲したேཱྀ᥎ィ（令和 � 年 10 月 1 日現ᅾ）によると、⥲ேཱྀに占める高㱋者ேཱྀの

割合（高㱋⋡）は 29�0�（๓年 28�9�）となり、今ᚋさらに高㱋⋡は上᪼を続け、令和 19 年に

33�3�となり、3 ேに 1 ேが 65 ṓ以上の高㱋者となることが予 されている。高㱋者のቑ加にకい、

㌟య機能の低下、ㄆ▱機能の低下により要ㆤ高㱋者がቑ加している。65 ṓ以上の高㱋者がいる世

帯のうち過༙ᩘが単㌟者世帯ཬび高㱋者ኵ፬世帯であることから、ಶࠎேが⮬❧した高㱋者でなけ

ればᅾᏯで生活をすることはᅔ㞴な状況である。75 ṓ以上のᚋ期高㱋者がቑ加するᡃが国では、

ᗣᑑとᖹᆒᑑのᕪは、⏨性 8�73 ṓ、ዪ性 12�06 ṓであり、「21 世⣖における国民ᗣづくり㐠

動（ᗣ日ᮏ 21）」においては、ㆤを必要せࡎに⮬❧した生活を㏦れるᗣᑑをᘏఙしᖹᆒᑑ

とのᕪを⦰めることが㔜要な課題となっている。 

 ᗣᑑのጉげになるものには、サࣝコ࣌ニ、ࣟコࣔティࣈシンドࣟー࣒、フࣞイࣝがᣲげ

られる。サࣝコ࣌ニとは、加㱋による㦵᱁➽㔞のῶᑡに、➽力の低下あるいは㌟య機能の低下が

ే発した状ែであり、加㱋、㐠動、、࢚ネࣝࢠーおよびたんࡥく㉁のᦤ取足によるᰤ㣴が㉳

ᅉし、サࣝコ࣌ニは㌟యⓗフࣞイࣝの要ᅉとなる。よって、高㱋者はサࣝコ࣌ニに㝗らࡠよう、

༑ศなᰤ㣴ᦤ取や㐠動によって➽⫗㔞をቑやし、➽力をᙉくすることでサࣝコ࣌ニの㐍行をᢚไ

することは㔜要である。 

� ᪂ᗙᕷ⮬ⓗయ᧯ᩍᐊ 

新ᗙᕷでは、地域ᅾఫ高㱋者が⮬ⓗに㞟所を用し、野ⅆṆᅄ目㞟所（いきいきシニ）、

ᮾ一目㞟所、ᮾ୕目㞟所（ⓒṓయ᧯）などでయ᧯教ᐊを㐌 1 回開ദしている。そこでは、

スタンス㐠動を取りධれた➽力の⥔ᣢ・ቑ㐍のためのయ᧯を行っている。2015ࢪࣞ 年から 2018 年

まで、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学㛗⃝ఙỤྡ教ᤵは、野ⅆṆᅄ目㞟所（いきいきシニ）の⮬ⓗ

య᧯教ᐊに㏻う高㱋者を対象に、㌟యィ （㌟㛗、య㔜、య⬡⫫⋡、ᅄ⫥㦵᱁➽㔞、㦵ᐦ度等）、㌟

య機能調査（5㹫Ṍ行㏿度、7LPHG Xp 㸤 *R、30 ⛊❧ち上がりテスト、フンクシࣙナࣝリーࢳ等）
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ᗫᲠ物㈨※ᚠ⎔学ㄅ（31）�� pp253-261（2020） 

㸰）ᮧ上 ᬛ⨾� ⣽ 菜✑子� ኴ⏣ 㞞つ「ᗣⓗな㣗品の㑅ᢥをナッࢪする㸸㣗ᇽにおけるຠ   

果の検証と⌮ⓗ課題の一考」日ᮏ㣗育学ㄅ（16）3㸪pp121-128（2022）  

㸱）善教ᑗ大・ᆏᮏஓ「ఱがᐤ行動をಁ㐍するのか-5DQGRPL]HG )DFWRULDO 6XUYH\ ([pHULP

HQW による検ウ」බ共ᨻ⟇研究（17）�pp96-107（2017） 
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ཬび 3 日間㣗調査研究を年 2 回実施し、⤖果を報告して地域ᅾఫ高㱋者のᗣの⥔ᣢቑ㐍のため

の一⩼をᢸっていた。そのᚋ 2020 年 2 月の新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁがᘏするまで㌟యィ 等

の調査をᒸᮏらが継続していた。 

 新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁが 5 㢮感ᰁに⛣行ᚋ、202� 年 9 月に調査研究開のための予ഛ調

査を行った。その㝿に、య᧯教ᐊに㏻う地域ᅾఫ高㱋者の方ࠎの世帯については、「ひとりᬽらし」

が᭱も多くయの 33�3�であり、ᬑ段の生活の୰できになること・൨ຕになったことでは、「య力の

ィࣝス感ᰁ࢘る」52���、「㈙い物（㔜いものをᣢつのがつらい）」33�3�、新ᆺコࣟナࡌを感࠼⾶

のὶ行๓とẚてこの 3 年間で変わったことについては、「య力がⴠちた」61�9�、「እ出の回ᩘがῶ

った」52���、「ᩓṌにいく回ᩘがῶった」�7�6�、「ேや他者と㞟まる機がῶった」�2�9�であっ

た。ひとりᬽらしが多く、య力の⾶࠼、㈙い物が൨ຕ、እ出の機がῶᑡしたヱᙜ者が多いことか

ら、低ᰤ㣴や➽力の低下のᜍれがあり、地域ᅾఫ高㱋者の新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁのᙳ㡪は大

きいものであったと考࠼られる。 

  ᅗ 1㸬世帯ᵓ成 

ᅗ 2㸬ᬑ段の生活の୰で൨ຕになったこと 
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ᅗ 3 新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁのὶ行๓とẚてこの 3 年間で変わったこと 

   

┿ 1 ⮬య᧯教ᐊのᵝ子          ┿ 2 ㌟య機能調査 

           

           ┿ 3 聞き取り調査のᵝ子 

0
9.5%

19.0%
23.8%

4.8%
9.5%

28.6%
42.9%
47.6%
52.4%

61.9%
19.0%

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他
間食減
間食増

食事量減
食事量増
うつ症状
ストレス
集会減
散歩減

外出頻度減
体力低下
体重減
体重増

該当 非該当

地域連携共同研究所年報 第 9号 2 

ཬび 3 日間㣗調査研究を年 2 回実施し、⤖果を報告して地域ᅾఫ高㱋者のᗣの⥔ᣢቑ㐍のため

の一⩼をᢸっていた。そのᚋ 2020 年 2 月の新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁがᘏするまで㌟యィ 等

の調査をᒸᮏらが継続していた。 

 新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁが 5 㢮感ᰁに⛣行ᚋ、202� 年 9 月に調査研究開のための予ഛ調

査を行った。その㝿に、య᧯教ᐊに㏻う地域ᅾఫ高㱋者の方ࠎの世帯については、「ひとりᬽらし」

が᭱も多くయの 33�3�であり、ᬑ段の生活の୰できになること・൨ຕになったことでは、「య力の

ィࣝス感ᰁ࢘る」52���、「㈙い物（㔜いものをᣢつのがつらい）」33�3�、新ᆺコࣟナࡌを感࠼⾶

のὶ行๓とẚてこの 3 年間で変わったことについては、「య力がⴠちた」61�9�、「እ出の回ᩘがῶ

った」52���、「ᩓṌにいく回ᩘがῶった」�7�6�、「ேや他者と㞟まる機がῶった」�2�9�であっ

た。ひとりᬽらしが多く、య力の⾶࠼、㈙い物が൨ຕ、እ出の機がῶᑡしたヱᙜ者が多いことか

ら、低ᰤ㣴や➽力の低下のᜍれがあり、地域ᅾఫ高㱋者の新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁのᙳ㡪は大

きいものであったと考࠼られる。 

  ᅗ 1㸬世帯ᵓ成 

ᅗ 2㸬ᬑ段の生活の୰で൨ຕになったこと 

0

52.4%

19.0%

23.8%

33.3%

19.0%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

体力ਲୂ

ౙ

ஊত߳

ഛ͏

ཀྵ

ૡঈ

該当 非該当

�ேᬽらし

�����

ኵ፬�ே
�����

ኵ፬と子ども

�����

⮬ศと子供

�����

�世帯同居

����

�ேᬽらし ኵ፬�ே ኵ፬と子ども ⮬ศと子供 �世帯同居

86 地域連携共同研究所年報　第 9号 地域連携共同研究所年報　第 9号 87



地域連携共同研究所年報 第 9号 � 

 ⓗ┠ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ �

 ᮏࢪࣟࣉェクトは、新ᗙᕷの⮬య᧯教ᐊで活動する地域ᅾఫ高㱋者、≉に単㌟者世帯、高㱋者

ኵ፬世帯を対象に、๓㏙した調査をもとに、現状に༶した⨾しく作りやすいメニューを提し、

低ᰤ㣴、㦵⢒しࡻう等のフࣞイࣝ予㜵のための㣗支援を目ⓗとしている。高㱋者の㣗生活の≉ᚩ

として、⊂居や高㱋者だけの世帯になると、同ࡌものばかり㣗る、㈙い物や調⌮が൨ຕ�おっく

う�になる、㣗そのものの関心がⷧれ、㣗生活が単調になってしまう、㣗の回ᩘがῶる、とい

ったことがᣲげられる。フࣞイࣝに㝗る๓に㣗生活の改善をᅗる必要があることから、メニューの

提は、地域ᅾఫ高㱋者がㆤを必要とせࡎに⮬❧した生活を㏦れるᗣᑑのᘏఙにᐤすると

考࠼られる。今ᚋは地域ᅾఫ高㱋者のࡳならࡎ、対象者をᗈげていくことを検ウしている。 

� ᪉ἲ 

 今年度は学生の 2 グࣝーࣉがそれࡒれ献❧のテーマを決めて、㣗、菜、菜、Ồ物などの 1

品ᩱ⌮を考し、ヨ作を⧞り㏉してࣞシピ㞟としてまとめた。 

⅏ᐖࣝࣞࣇࡿࡅ࠾ண㜵ࣆࢩࣞࡢ 

①⫼景・目ⓗ 

大地㟈やỈᐖなどの⅏ᐖには、⅏ᐖからは助かったものの㛗期にわたるཝしい⎔ቃ下での㑊㞴生

活でయ調良によりஸくなる方が多くいた。≉に高㱋者は㣗ᙧែが㐺していないことから㣗ᦤ取

ᅔ㞴になり低ᰤ㣴となり、㌟య活動のῶᑡによって➽力が低下すると㌟యⓗフࣞイࣝが㐍行しやす

くなることがၥ題であると考࠼られる。また、⅏ᐖにはライフラインがṆまった状ែで㝈られた

調⌮ჾලを用いて用ྍ能な㣗品をຠ⋡よく用することがồめられる。≉に生鮮㣗品については、

෭ⶶ保Ꮡができなくなることを考៖し、⅏ᐖ発生ᚋすぐに用することがᮃましい。そこで、⅏ᐖ

にわࡎかな調⌮ჾලを用いて㈗㔜な㣗ᮦを↓㥏にすることなく、高㱋者を対象としたフࣞイࣝ予

㜵に⧅がるࣞシピを考した。 

②⅏ᐖの調⌮・㣗 

1）᭱ึに෭ⶶᗜ・෭ᗜにあるものを㣗る。 

 㟁になると෭ⶶᗜが用できなくなるため、෭ⶶᗜ内の⫗や㨶など③ࡳやすいいものから㣗

ることがᮃましい。㣗ᮦᩱを調⌮するカࢭットコンࣟを用ពしておくことが必要である。また、᩿

Ỉとなることも予 されるためỈは多めにഛをしておく。㎰ᯘỈ⏘省「⅏ᐖにഛ࠼た㣗品スト

ック࢞イド」では、㣧ᩱỈと調⌮用Ỉを一ேᙜたり 1 日 3 リットࣝഛすることが᥎ዡされている。

ഛの目安は 1 日 3 リットࣝ�7 日�ᐙ᪘のேᩘศとされている。 

2）ḟにᬑ段㈙い置きをしている㣗ᮦを㣗る。 

 㯝（パスタ、そうめん、うどん、カッࣉ㯝など）、物（のり、ひࡌき、わかめ、ドライフࣝー

 。るなど）、日ᣢちのする日ᖖ㣗を㣗ࢣ切りᖸし大᰿、ᖸしシイタ、ࢶ

3）㠀ᖖ㣗を㣗る。 

 ᬑ段㣗ている㣗ᮦが㒊なくなったらカࣞー、パスタࢯース、∵、親子などのࣞトࣝト㣗

品や、フリーࢬドライ㣗品⅏ᐖ用㣗品を㣗る。 

③調⌮方ἲ 

 ライフラインがṆまったでも、ᑡない調⌮ჾලを用いて⡆単に かいᩱ⌮が作れるパッククッ

つつ⾨生ⓗに調⌮ができるようにᕤኵをした。用ჾ࠼ング方ᘧを用いた。生活用Ỉの用を᥍࢟

ලは高ᐦ度࣏リࣞࢳ࢚ン製࣏リ⿄、サランラッࣉ、㘠、Ỉ、コンࣟ、࢟ッࢳンばさࡳ、まなᯈのࡳ

を用した。 
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࠙パッククッ࢟ングの基ᮏᡭ㡰ࠚ 

1）空気をしっかりᢤく。 

 高ᐦ度࣏リࣞࢳ࢚ン製࣏リ⿄に㣗ᮦᩱ、調ᩱをධれ、⿄からしっかりと空気をᢤく。㣗ᮦをධ

れた⿄を㘠のỈにỿめ、Ỉᅽをって空気をᢤく。 

2）⿄に㣗ᮦをධれすࡂない。 

 ひと⿄にධれる㣗ᮦは 1～2 ேศを目安とする。⿄がࡩくらࡴため、㣗ᮦをධれ過ࡂないように

する。たくさん作るときは⿄のᩘをቑやす。 

3）⿄は上の方で⤖ࡪ。 

 加⇕の㝿に空気が⭾ᙇしてࡩくらࡴため、⿄の◚を㜵Ṇするよう上の方で⤖ࡪ。空気をᢤいた

 。とよいࡪ⤖って⿄の上㒊をࡌࡡリ⿄をくるくると࣏

�）㣗をධれた⿄の厚さをᆒ一にする。 

 ⇕が㏻りやすいよう、⿄の厚さがᆒ一になるようにᗈげる。 

5）㘠ᗏに⇕で⿄に✰が開かないように注ពする。 

 ⿄を㔜にする、もしくは㘠ᗏに─をᩜいて✰があくのを㜵Ṇし、Ỉをᙇった㘠に⿄をධれる。

6）Ἓ㦐したらᙅⅆ～୰ⅆで加⇕する。 

 㛗間の高 加⇕を行うと⿄が◚れるᜍれがあるため、Ἓ㦐ᚋはᙅⅆもしくは୰ⅆで加⇕する。

④⤖果 

࠙菜ࠚ 

 ⡿㣤、㪆⨁のトマトカࣞー、しパン（ࣞࣉーン、Ⲕ、⣚Ⲕ）、トマトパスタ、ࢶナ和㢼パスタ

の 5 ✀㢮。 

࠙菜ࠚ 

、ーࢪンࣂンࣂ、（ーン、カࣞーࣞࣉ）࣒ࣁ㭜⫗のトマト↻、㭜、ࢶ࣒ࣞ࢜うれんⲡのと࣒ࣁ 

デミグラス㢼ࣁンࣂーグ、ミート࣎ーࣝ、⫗㇋⭉、㇜ࣂラ大᰿、↻㨶、༡⻅ₕけ、㩬のちࡷんちࡷ

ん↝き、⫗ࡷࡌがの 12 ✀㢮。 

࠙菜ࠚ 

 大᰿とにんࡌんの↻物、高野㇋⭉の↻物、ⱳ子の↻ᾐし、なます、コーࣝスࣟーサラࢲ、ሷ᪻布

࢚の↻物、大㇋とᱜࡷちࡰか、ࢲとコーンのサラࡷちࡰか、ࢲテトサラ࣏、きいもࡩ⢊、ࢶ࣋ࣕ࢟

ビのマࣚネーࢬ和࠼、大㇋とひࡌきの↻物、୰⳹きࡹうり、きࡹうりとわかめの㓑の物、もやしナ

切りᖸし大᰿の↻つけの、࣒ࣝ 16 ✀㢮。 

࠙Ồ物ࠚ 

 ୰⳹スーࣉ、ミネストࣟーネ、࣏トフ、㪆⨁の෭Ồ、けんちんỒ、しめࡌと㇋⭉のჯỒ、㇜Ồ

の 7 ✀㢮。 

࠙デザートࠚ 

㇋⭉とⲔのういろう、༸ࣉリン、Ỉようかん、パインࢮリーの � ✀㢮。 
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┿ 3�� 学生によるࣞシピのヨ作 

㇋〇ရࢆ⏝ࡓࡋ㧗⾑ᅽண㜵ࣆࢩࣞࡢ 

①⫼景・目ⓗ 

 わが国におけるṚஸཎᅉは、⪁⾶を㝖いてᝏ性新生物、心ᝈ、⬻⾑⟶ᝈで⣙༙ᩘを占めてい

る。これらのᝈは生活⩦慣と深いかかわりがある。生活⩦慣のなかでも高⾑ᅽは㝔でのཷデ

者ᩘが᭱も多いが、⮬ぬ状がないためᨺ置しやすく心➽᱾ሰや⬻᱾ሰを引き㉳こすཎᅉとなる。

 高⾑ᅽはナトリ࣒࢘ไ㝈を必要とするが、高⾑ᅽと大㇋製品のᦤ取に関する研究に、大㇋にྵま

れるイࢯフラ࣎ンは⾑ᅽを低下させるຠ果があると報告されている。大㇋製品は日ᮏேには㌟㏆な

㣗ᮦであることから、高㱋者にとってᡭ㍍に⨾しく㣗られる㣗品であると考࠼た。よって、大

㇋製品を用いた高㱋者向けのࣞシピを考した。 

②大㇋について 

 大㇋たんࡥく㉁のᦤ取は、動物性たんࡥく㉁のᦤ取にẚ、⾑Ύ⥲コࣞステࣟーࣝ、/'/ コࣞス

テࣟーࣝཬびトリグリࢭリド್を᭷ពに低ῶする。さらに、大㇋イࢯフラ࣎ンが⾑⟶のᙎ性を高め、

動⬦◳を低ῶし、⾑ᅽの上᪼をᢚไする。そのຠ果はいくらか低いが㇋⭉としても同ᵝのຠ果が

期ᚅでき、⾑ᅽの上᪼をᢚ࠼るといわれている。⣡㇋は⣡㇋࢟ナーࢮが⾑ᾮจᅛをᢚไするため、

⾑ᰦ㜵Ṇにᙺ❧つとされている。 

③方ἲ 

 高㱋者向けの㣗であることから、ḟの点を注ពしてࣞシピの考をした。 

①➽⫗㔞の⥔ᣢቑ㐍のため、たんࡥく㉁㔞の多いᩱ⌮とした。 

②㓟のᙉいもの、ႃにᙇりきやすいものはㄗᄟのリスクがあるため㝖እした。 

③作りやすくᡭ間のかからないᩱ⌮にした。 

④⤖果 

 大㇋、㇋⭉、厚ᥭげ、⣡㇋、㇋ஙを用したࣞシピを考した。 

࠙大㇋ࠚ 

 大㇋のトマトカࣞー、にら大㇋㣯子、ࢶ࣋ࣕ࢟と࢟ࢳンと大㇋のトマト↻㎸ࡳスーࣉ、大㇋の༸

とࡌの � ✀㢮。 

 ࠚ⭉㇋࠙

 なめこと㛗いもの㇋⭉グラタン、ささࡳと㇋⭉の၈ᥭげ、㇋⭉のぐにࡷ↻、ᮌ⥥㇋⭉のデザート、

㇋⭉のマフィンの 5 ✀㢮。 
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࠙厚ᥭげࠚ 

 厚ᥭげのきのこあんかけ、厚ᥭげのごまࡳそ↝きの 2 ✀㢮。 

࠙⣡㇋ࠚ 

 ⣡㇋とࢳーࢬの↝き巻き、⣡㇋↝きの 2 ✀㢮。 

࠙㇋ஙࠚ 

 ㇋ஙかࡰちࡷスーࣉ、㇋ஙࣉリンの 2 ✀㢮。 

     

  

 ᅗ � 高㱋者向けࣞシピ㞟 
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┿ 3�� 学生によるࣞシピのヨ作 

㇋〇ရࢆ⏝ࡓࡋ㧗⾑ᅽண㜵ࣆࢩࣞࡢ 

①⫼景・目ⓗ 

 わが国におけるṚஸཎᅉは、⪁⾶を㝖いてᝏ性新生物、心ᝈ、⬻⾑⟶ᝈで⣙༙ᩘを占めてい

る。これらのᝈは生活⩦慣と深いかかわりがある。生活⩦慣のなかでも高⾑ᅽは㝔でのཷデ

者ᩘが᭱も多いが、⮬ぬ状がないためᨺ置しやすく心➽᱾ሰや⬻᱾ሰを引き㉳こすཎᅉとなる。

 高⾑ᅽはナトリ࣒࢘ไ㝈を必要とするが、高⾑ᅽと大㇋製品のᦤ取に関する研究に、大㇋にྵま

れるイࢯフラ࣎ンは⾑ᅽを低下させるຠ果があると報告されている。大㇋製品は日ᮏேには㌟㏆な

㣗ᮦであることから、高㱋者にとってᡭ㍍に⨾しく㣗られる㣗品であると考࠼た。よって、大

㇋製品を用いた高㱋者向けのࣞシピを考した。 

②大㇋について 

 大㇋たんࡥく㉁のᦤ取は、動物性たんࡥく㉁のᦤ取にẚ、⾑Ύ⥲コࣞステࣟーࣝ、/'/ コࣞス

テࣟーࣝཬびトリグリࢭリド್を᭷ពに低ῶする。さらに、大㇋イࢯフラ࣎ンが⾑⟶のᙎ性を高め、

動⬦◳を低ῶし、⾑ᅽの上᪼をᢚไする。そのຠ果はいくらか低いが㇋⭉としても同ᵝのຠ果が

期ᚅでき、⾑ᅽの上᪼をᢚ࠼るといわれている。⣡㇋は⣡㇋࢟ナーࢮが⾑ᾮจᅛをᢚไするため、

⾑ᰦ㜵Ṇにᙺ❧つとされている。 

③方ἲ 

 高㱋者向けの㣗であることから、ḟの点を注ពしてࣞシピの考をした。 

①➽⫗㔞の⥔ᣢቑ㐍のため、たんࡥく㉁㔞の多いᩱ⌮とした。 

②㓟のᙉいもの、ႃにᙇりきやすいものはㄗᄟのリスクがあるため㝖እした。 

③作りやすくᡭ間のかからないᩱ⌮にした。 

④⤖果 

 大㇋、㇋⭉、厚ᥭげ、⣡㇋、㇋ஙを用したࣞシピを考した。 

࠙大㇋ࠚ 

 大㇋のトマトカࣞー、にら大㇋㣯子、ࢶ࣋ࣕ࢟と࢟ࢳンと大㇋のトマト↻㎸ࡳスーࣉ、大㇋の༸

とࡌの � ✀㢮。 

 ࠚ⭉㇋࠙

 なめこと㛗いもの㇋⭉グラタン、ささࡳと㇋⭉の၈ᥭげ、㇋⭉のぐにࡷ↻、ᮌ⥥㇋⭉のデザート、

㇋⭉のマフィンの 5 ✀㢮。 
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� まとめ

新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁは 5 㢮となったが、それまでは⮬ⓗయ᧯教ᐊで活動する地域ᅾఫ高

㱋者とὶすることができ2023、ࡎ 年 9 月に 3 年ࡪりに予ഛ調査を行った。コࣟナ⚝での 3 年間は

高㱋者にとっては、感ᰁ㜵Ṇのための要ᛴのእ出⮬⢔などの⤖果、高㱋者のᗣ㠃のᙳ㡪が

考࠼られ、地域活動が୰Ṇに㏣い㎸まれてேとのὶもᑡなくなっていた。必↛ⓗに่⃭のない生

活活発に㝗りやすいなどの課題も多かった。ようやく地域活動のᵓ⠏が㐍められてきた。2 年

๓から、コࣟナ⚝で地域ᅾఫ高㱋者にどのようなフࣞイࣝ予㜵の支援ができるのかを検ウし、高㱋

者向けのࣞシピ㞟を作成して配布することとした。 

 「⅏ᐖにおけるフࣞイࣝ予㜵のࣞシピ」については、ᮾ日ᮏ大㟈⅏ࣞࣝ࣋の大㟈⅏が㉳こるこ

とを定して、⅏ᐖであってもᰤ㣴㠃を考៖した高㱋者向けフࣞイࣝ予㜵のࣞシピを作成した。

「大㇋製品を用した高⾑ᅽ予㜵のࣞシピ」は高㱋者に多い高⾑ᅽ予㜵のࣞシピを作成した。学生

が高㱋者のࣞシピを考するにあたって㞴しいᛮわれたことは、Ⴔ好、ニーࢬが実㝿に高㱋者に見

合っているのか、また高㱋者にとってᮏࣞシピはᮏᙜにᡭ㍍に作れるのかという点であった。ヨ作

をしながら、ヨ行㘒ㄗで行われているが、今ᚋはࣞシピ㞟を配布した地域ᅾఫ高㱋者からព見をఛ

いながら検ウしていきたいと考࠼ている。ࣞシピ㞟は、202� 年 9 月に実施予定の⮬ⓗయ᧯教ᐊに

㏻う地域ᅾఫ高㱋者の㌟యィ 、㌟య機能調査に配布を予定している。 

ᮏࢪࣟࣉェクトは 2023 年度が 1 年目であり、対象者が㝈られていることから課題も多い。ᮏ学⛉

は༞ᴗᚋ、高㱋者を対象にᰤ㣴⟶⌮、ᰤ㣴㣗指ᑟを実践する学生も多く、高㱋者に対する⌮ゎを

深めるきっかけとなることを期ᚅしている。今ᚋも研㛑しつつ学生とともに地域での活動を継続し

たいと考࠼る。 

Ӑ参考・引用文献ӑ 

1）厚生労働省㸸国民生活基礎調査�2022 

2）厚生労働省㸸令和ඖ年⡆᫆生⾲�2019 

3）㎰ᯘỈ⏘省㸸⅏ᐖにഛ࠼た㣗品ストック࢞イド�2019 

�）㎰ᯘỈ⏘省㸸要配៖者のための⅏ᐖにഛ࠼た㣗品ストック࢞イド�2019 

5）㎰ᯘỈ⏘省㸸▷にも㠀ᖖにも㸟パッククッ࢟ング

KWWpV���ZZZ�PDII�JR�Mp�M�]\XN\X�IRRGVWRFN�LPDGRNL�LPDGRNL01�KWPO �202��6 

6）Ⳣ野㐨ᘅ、高ᯇΎ㸸大㇋の生⌮活性成ศとそのຠ用�200� 
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དࡰとのᎌૢによるዻต୪ጺآתンզ֩ג־のֱ֯¸էの実践

Practice of the diversity e[chanJe salon �0inna no HiroEa ˓ .irari�  
in collaEoration Zith the local coPPunity

  ே見優子 1）  山ཱྀ⏤⨾ 2）  ᕝℨ基ᐶ 3）

<uko HI7O0I          <uPi <A0A*8&HI       0otohiro .A:AS(   

1�༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学・ே間生活学㒊ே間⚟♴学⛉ 2）同・ே間生活学㒊ே間⚟♴学⛉   

3）同・♫報デザイン学㒊♫報デザイン学⛉ 

 㸸居場所づくり、多ᵝ性、地域連携、య性、ᣢ続ྍ能ࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸多ᵝ性ὶサࣟン「ࡳんなのひろばۼきらり」は、ᣢ続ྍ能な地域のサࣟンとして、月 1

回の活動を実施している。ᮏ研究では、「学生㐠Ⴀጤဨの実践活動状況」「学内連携における活動

実践のຠ果」「地域のニーࢬをᫎした活動」の 3 点に╔目し、今ᚋのあり方を検ウしていくこと

を目ⓗとしている。

 ᮏ報告では、2023 年度の活動内容と地域との連携の実㝿からࡳた活動状況について整⌮した。

る居場所となるよう今ᚋ࠼だれでもが㞟、࠼に応ࢬが、地域のニー「きらりۼんなのひろばࡳ」

も継続していきたい。 

㸯 ࡌࡣめ 

は、2019（「きらりۼ」、以ᚋ）「きらりۼんなのひろばࡳ」 年～2021 年、地域の居場所づくりを

ど野に「地域の一ဨとして大学から地域に出て活動する」「多世௦、多ᵝなேࠎとὶする場を設け

る」ために、地域の⌮ゎを得ながら活動を検ウしてきた。$ ᕷ内 % 地༊にある「& ひろば」は、' ᕷ

( ᅋ地にも㞄接しており、高㱋がすすんだ地域である。地域の方からは、引きこもりや㜵≢上の

課題、㒔ᕷ㒊の㏻が౽なことなどをࣖࣄリングし、2022 年に「& ひろば」での活動を開ጞし

た。月㸯回の活動を継続し、202� 年 3 月には、第 23 回を㏄࠼ることができた。 

らっと❧ちᐤれるサࣟンであるࡪをᢕᥱし、だれでもがࢬのニーࠎでは、地域の方「きらりۼ」

ことを大切にした。ẖ月、作品作りやᗣయ᧯、Ꮨ⠇の行など、「& ひろば」に㞟まった方ࠎと実

施しているが、ᖹ行して、地域ఫ民యでできることも実施してきた。2023 年度には、地域のニー

とྡした。また、地域「きらりۼんなのひろばࡳ」から、サࣟンのྡ๓をເ㞟し、ᢞ⚊によりࢬ

の方から下とともに、「ゆるࣕ࢟ラあたごん
㸬㸬㸬㸬

を作ってḧしい」との声があった。そこで、% 地༊だ

けではないとの⌮⏤から「ゆるࣕ࢟ラあさごん」を考することにした。「あさごん」の作成におい

ては、地域の方の下をᮏ学♫報デザイン学⛉の学生がࣕ࢟ラクターし、8 つのをもとに、

ఫ民ᢞ⚊を実施した。そして「幸せ（ᅄⴥのクࣟーࣂー）」で「ឡ（ࣁートの目）」にあࡩれた、

「地域にឡされる（ே参フ࣒࢛ࣝ）」あさごんがㄌ生した。喜ばしい活動にして、ఫ民参加ᆺの

͆、にくく参加者がᅛ定し࠼れの参加者がቑࡪではあるが、新しい㢦「きらりۼ」 多ᵝ性͇には程

㐲い状況にあった。これらの⤒過を㋃ま2022、࠼ 年度の活動状況を報告᭩（బ⸨㸸2023）にまとめ

た⤖果、課題もあることがわかった。 

 そこでᮏ研究では、①「学生㐠Ⴀጤဨの実践活動状況」、②「学内連携における活動実践のຠ果」、

③「地域のニーࢬをᫎした活動」の 3 点に╔目し、「ۼきらり」の今ᚋのあり方を検ウしていくこ

ととした。 
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� まとめ

新ᆺコࣟナ࢘ィࣝス感ᰁは 5 㢮となったが、それまでは⮬ⓗయ᧯教ᐊで活動する地域ᅾఫ高

㱋者とὶすることができ2023、ࡎ 年 9 月に 3 年ࡪりに予ഛ調査を行った。コࣟナ⚝での 3 年間は

高㱋者にとっては、感ᰁ㜵Ṇのための要ᛴのእ出⮬⢔などの⤖果、高㱋者のᗣ㠃のᙳ㡪が

考࠼られ、地域活動が୰Ṇに㏣い㎸まれてேとのὶもᑡなくなっていた。必↛ⓗに่⃭のない生

活活発に㝗りやすいなどの課題も多かった。ようやく地域活動のᵓ⠏が㐍められてきた。2 年

๓から、コࣟナ⚝で地域ᅾఫ高㱋者にどのようなフࣞイࣝ予㜵の支援ができるのかを検ウし、高㱋

者向けのࣞシピ㞟を作成して配布することとした。 

 「⅏ᐖにおけるフࣞイࣝ予㜵のࣞシピ」については、ᮾ日ᮏ大㟈⅏ࣞࣝ࣋の大㟈⅏が㉳こるこ

とを定して、⅏ᐖであってもᰤ㣴㠃を考៖した高㱋者向けフࣞイࣝ予㜵のࣞシピを作成した。

「大㇋製品を用した高⾑ᅽ予㜵のࣞシピ」は高㱋者に多い高⾑ᅽ予㜵のࣞシピを作成した。学生

が高㱋者のࣞシピを考するにあたって㞴しいᛮわれたことは、Ⴔ好、ニーࢬが実㝿に高㱋者に見

合っているのか、また高㱋者にとってᮏࣞシピはᮏᙜにᡭ㍍に作れるのかという点であった。ヨ作

をしながら、ヨ行㘒ㄗで行われているが、今ᚋはࣞシピ㞟を配布した地域ᅾఫ高㱋者からព見をఛ

いながら検ウしていきたいと考࠼ている。ࣞシピ㞟は、202� 年 9 月に実施予定の⮬ⓗయ᧯教ᐊに

㏻う地域ᅾఫ高㱋者の㌟యィ 、㌟య機能調査に配布を予定している。 

ᮏࢪࣟࣉェクトは 2023 年度が 1 年目であり、対象者が㝈られていることから課題も多い。ᮏ学⛉

は༞ᴗᚋ、高㱋者を対象にᰤ㣴⟶⌮、ᰤ㣴㣗指ᑟを実践する学生も多く、高㱋者に対する⌮ゎを

深めるきっかけとなることを期ᚅしている。今ᚋも研㛑しつつ学生とともに地域での活動を継続し

たいと考࠼る。 

Ӑ参考・引用文献ӑ 

1）厚生労働省㸸国民生活基礎調査�2022 

2）厚生労働省㸸令和ඖ年⡆᫆生⾲�2019 

3）㎰ᯘỈ⏘省㸸⅏ᐖにഛ࠼た㣗品ストック࢞イド�2019 

�）㎰ᯘỈ⏘省㸸要配៖者のための⅏ᐖにഛ࠼た㣗品ストック࢞イド�2019 

5）㎰ᯘỈ⏘省㸸▷にも㠀ᖖにも㸟パッククッ࢟ング

KWWpV���ZZZ�PDII�JR�Mp�M�]\XN\X�IRRGVWRFN�LPDGRNL�LPDGRNL01�KWPO �202��6 

6）Ⳣ野㐨ᘅ、高ᯇΎ㸸大㇋の生⌮活性成ศとそのຠ用�200� 
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㸰 ���� ᖺᗘࡢࠖࡾࡽࡁۼࠕάືෆᐜ 

 2023 年 � 月は、第 12 回の活動から開ጞした。ẖ月の活動等について以下にまとめる。 

ᅇ άື᪥ ࣐࣮ࢸ άືෆᐜ

�� 2023�0��22 子どもの日 月ேᙧ㣭り 

コースター作り 

�� 2023�05�27 ᱵ㞵をඛ取りしよう てるてるᆓつくり 

�� 2023�06�2� ኤ ኤ㣭りの作成 

 の㣭りつけ➲

 っくり星の作成（ᢡり⣬）

 を作成した「”り”あさごんࡰの」りไ作 開ദ目༳のࡰのの「きらりۼ」

きらۼんなのひろばࡳ 2023�07�29 ��

り LQ あたご⚍り 

 コーナーの出ᗑ࣒ーࢤ

ᑕⓗ、ひもくࡌ 

�� 2023�08�19 Ỉቚ⏬ ᴦしくỈቚ⏬を᭩いてࡳよう 

ᗣయ᧯でリフࣞッシュ 

�� 2023�09�16 お月見 お月見ࢤー࣒ 

 ーづくりࢲࣝ࣍ー࢟ラᯈࣉ

�� 2023�10�21 

・10�22 

きらۼんなのひろばࡳ

り LQ ༑文Ꮠ（᱒⳹⚍） 

活動報告 

あさごん⨁ࣂッࢳづくり 

フェࣝトࣕ࢟ンディーづくり 

しおりづくり 

スタンࣉラリー 

リーフࣞット（⛅）作成 250 㒊 「ۼきらり」で配布 

�� の⛅ クリスマス‽ഛۑۑ 2023�11�18 

㣭り作成 

切り⤮ 

ㄞࡳ聞かせ 

�� 2023�12�16 クリスマス クリスマスࢶリーの㣭りつけ 

ビンࢦ大（地༊より景品） 

�� 202��01�20 からだを動かす 

࣏⚽スター展ཬび優࣏

スターᢞ⚊開ദ 

ࣞクリ࢚ーシࣙン㸸㍯ᢞげ 

ඛ取り⠇ศ㸸㨣㏥、ᙇり⤮ 

 ンタインࣞࣂ 202��02�17 ��

࣏⚽スター展ཬび優࣏

スターᢞ⚊開ദ 

お㞮ᵝ㣭り 

大きなࣁートを作ろう 

大好きなேのメッࢭーࢪ 

（ᡭ⣬、カードづくり） 

�� 202��03�16 おⰼ見 

࣏⚽スター展ཬび優࣏

スターᢞ⚊開ദ 

ネイࣝࢣ 

生活コーディネーターによるࣁンドマッサーࢪ 

満開のⰼをဏかせよう 

ㄞࡳ聞かせ 

2023 リーフࣞット（⛅）作成 650 㒊 「ࡳんなのひろばۼきらり」ཬび地域で配布 
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࠙➨ �� ᅇ Ꮚࡢࡶ᪥ࠚ 

5 月ேᙧやණを㣭った。ึめて 5 月ேᙧのពを▱った学生

もおり、地域の方から学ばせていただく機となった。

࠙➨ �� ᅇ ᱵ㞵ࢆඛྲྀࠚ࠺ࡼࡋࡾ  

ᱵ㞵をඛ取り、たくさんのてるてるᆓを࢞ーࢮで作成した。࢞ーࢮを用することで小さな子

どもたちもくໟࡳ㎸ࡴことができた。᭱ᚋに࢞ーランドᵝのࢪࣈ࢜ェを作成し、ひろばに㣭らし

ていただいた。 

࠙➨ �� ᅇ ኤ㣭ࠚࡾ  

地域実行ጤဨが地域の方と大きな➉を切り、2 ᮏトラックで㐠んでくださった。➲のⴥに㣭るこ

とのできる㣭りをたくさん作り、㢪いを᭩きながら、㣭りつけをおこなった。ၟᗑ⾤のーࢣー

ド下を明るく㣭りつけてくださり、㐨行くேが❧ちṆまって見ていくጼが見られた。 
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㸰 ���� ᖺᗘࡢࠖࡾࡽࡁۼࠕάືෆᐜ 
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࠙➨ �� ᅇ ࡾࡰࡢ࣭ࡾ⚍࠾ࠚ 

& ⚍りに参加し �21 ேが、「ۼきらり」で出ᗑしたࢤー࣒に参加した。ࢤー࣒の内容は、「ᑕⓗ」

と「ひもくࡌ」であった。慣れないテントᙇりや㟁気の╔など、地域の方の༠力があり、出ᗑす

ることができた。 

また、これまで「サࣟン活動を行っているかእからศからない」「見࠼ない」という課題があり、

のࡰりを作成した。2022 年度に地域のニーࢬからㄌ生したゆるࣕ࢟ラ「あさごん」をࣔࢳーフに

した。日㡭、「ۼきらり」に参加したことのない方の目にもとまるのࡰりとなった。以㝆、ẖ回の

 。では開ദの内として用している「きらりۼ」

࠙➨ �� ᅇ Ỉቚ⏬࣭➨ �� ᅇ ࠾᭶ぢࠚ

地域㐠Ⴀጤဨ（♫༠ % ୕目支㒊）が୰心となり 2 回開ദした。第 16 回では、地域の方が「ㅮ

ᖌ」となり、Ỉቚ⏬やᗣయ᧯をᴦしんだ。第 17 回では、ᡭ作りした「お月見ᅋ子」をࣂトンにグ

ࣝーࣉ対ᢠᡓを行い子どもからシニまでの⦪割りグࣝーࣉとなり┒り上がった。さらに、࢜ーࣈ

ンを用したࣉラᯈ࢟ーࢲࣝ࣍ーづくりを行い、小さな子どもには㞴しいとᛮわれる「↝く」㒊ศ

を大ேがフ࢛ࣟーしながら行うことができた。大ேが子どもたちを見Ᏺることで、࢟ーࢲࣝ࣍ーを

作ることができ、そのお♩に、子どもたちは 2 回リࣞーをするなど、おいの気ᣢちがつながり、

新たな活動を生まれるᴦしࡳがある。 
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࠙➨ �� ᅇ ࡾࡽࡁۼ LQ ༑ᩥᏐ㸦᱒⳹⚍ࠚ㸧     

 地域のࡳなᵝを༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学におㄏいし、「ۼきらり」に参加していただくことを⏬し

た。᱒⳹⚍では、①活動報告、②フェࣝト㣩作り、③しおり作り、④⨁ࣂッࢳ作り、⑤スタンࣉラ

リーを行った。ྛࣈースには、地域㐠Ⴀጤဨも学生㐠Ⴀጤဨ（活動）と一⥴に参加した。「はࡌめて

大学に来た」と➗㢦で参加する地域㐠Ⴀጤဨや「大学だと㞺ᅖ気が変わるࡡ」とᴦしࡴ参加者もい

た。「㢦なࡳࡌ」の参加者が足を㐠んでくださる一方で、「& ひろば」からの「足がない」という課

題もあった。地域の方らかは、年㱋や安性を考࠼「⮬動㌴のり合いをしないようにヰし合っ

た」ことをఛった。⛣動ᡭ段の確保が & 地༊の課題であることがわかり、「ۼきらり」の「& ひろば」

での開ദには、ពがあることも⌮ゎされた。 

  

࠙➨ �� ᅇ ࠚ⛅ࡢۑۑ 

 ᵝࠎな͆⛅͇をᴦしࡴ回となった。ㄞ᭩の⛅にちなんで͆ㄞࡳ聞かせ͇を行うなどᕤኵしていた

が、子どもたちには今一つఏわり切れないものがあった。そんな、大ே世௦（ẕ）が、ㄞ᭩の⛅

やᅄᏘについて子どもにㄒりかけていた。小さなきっかけから新たなὶがうまれている。 

また 12 月のクリスマスに向けた‽ഛも行った。地域の方ࠎが、継続ⓗに参加できるよう、1 回

でもᴦしめ、2 回、3 回と続けて参加するとさらにᴦしめるような⏬も考࠼られている。 
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࠙➨ �� ᅇ ࡾࡰࡢ࣭ࡾ⚍࠾ࠚ 
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のࡰりを作成した。2022 年度に地域のニーࢬからㄌ生したゆるࣕ࢟ラ「あさごん」をࣔࢳーフに

した。日㡭、「ۼきらり」に参加したことのない方の目にもとまるのࡰりとなった。以㝆、ẖ回の

 。では開ദの内として用している「きらりۼ」

࠙➨ �� ᅇ Ỉቚ⏬࣭➨ �� ᅇ ࠾᭶ぢࠚ

地域㐠Ⴀጤဨ（♫༠ % ୕目支㒊）が୰心となり 2 回開ദした。第 16 回では、地域の方が「ㅮ

ᖌ」となり、Ỉቚ⏬やᗣయ᧯をᴦしんだ。第 17 回では、ᡭ作りした「お月見ᅋ子」をࣂトンにグ

ࣝーࣉ対ᢠᡓを行い子どもからシニまでの⦪割りグࣝーࣉとなり┒り上がった。さらに、࢜ーࣈ

ンを用したࣉラᯈ࢟ーࢲࣝ࣍ーづくりを行い、小さな子どもには㞴しいとᛮわれる「↝く」㒊ศ

を大ேがフ࢛ࣟーしながら行うことができた。大ேが子どもたちを見Ᏺることで、࢟ーࢲࣝ࣍ーを

作ることができ、そのお♩に、子どもたちは 2 回リࣞーをするなど、おいの気ᣢちがつながり、
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࠙➨ �� ᅇ ࢫ࣐ࢫࣜࢡࠚ       

今年度は、地域の方に大きなクリスマスࢶリーを提供していただくことができた。子どもたちが

ᕢ❧ったあとのᛮいධれのあるお品であることを地域の方にఛった。子どもたちは大きなࢶリーに

ᴦしそうに㣭りけをしていた。 

地域の方の༠力で、͆ 景品”をかけたビンࢦ大もおこなった。世௦ၥわࡎ┒り上がった。日㡭᥍

「ࢦビン」、に参加してくださった୰学生のໃいにඖ気さをもらいࡳめな子どもたちも、㒊活のఇ࠼

と㣕び㊴ࡡていた。大きな景品は୰学生が⊂占していたが、͆ ᮏ気”でᡓうᵝが、小さな子どもたち

にఏわっていた。 

࠙➨ �� ᅇ ࠚࡍືࢆࡔࡽ 

おṇ月でఇめたయを動かそう㸟と⤮合わせ㍯ᢞげやቨ⏬の㨣㏥など、子どもが大喜びした⠇ศ

となった。「ᐙで物をᢞげたらᛣられちࡷうものࡡ」との声をཷけ、ᛮい切り㌟యを動かしていた。 

࠙➨ �� ᅇ ࠚࣥࢱࣥࣞࣂ 

 大きなࣁートを作ろう㸟と≉大ࣁートを作った。大好きなேのメッࢭーࢪカード作りでは、子

どもたちだけでカードを作るጼがࡳられた。スーパー親が㈙い物に行った間をࡡらって、ᐙ᪘

には「内⥴」と感ㅰの気ᣢちをゝⴥにしたり、まだ文Ꮠが᭩けない子どもたちは、ᛮいᛮいに⤮を

ᥥいたりした。それࡒれが、ᐙにᖐってからのおᴦしࡳをᣢちᖐり、ᖐᏯᚋのᵝ子をീするᴦし

 。もうまれたࡳ
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࠙➨ �� ᅇ ࠾ⰼぢࠚ 

 。聞かせ、満開のⰼをဏかせよう（ቨ⏬）を行ったࡳㄞ、ࢣネイࣝ、ࢣンドࣁ

ートᆺのⰼびらにᛮいᛮいの気ᣢちを᭩き、ⰼをဏかせࣁ 1 ᮏのᮌができた。地域実行ጤဨによ

るࣁンドࢣ、ネイࣝࢣでは、ᑡし深้なおヰをされる方もおり、リラックスຠ果があった。ま

た、ネイࣝは大ேのዪ性のものだけではなく、子どもや⏨性だれもがᴦしࡴことができた。 

㸱．���� ᖺᗘࡢάືᡂᯝ

ၟ）との連携にある。地域実行ጤဨࠎの≉ᚩは、実行ጤဨと㐠Ⴀጤဨ、地域の方「きらりۼ」

ᗑ⾤㛗、& ひろば⟶⌮者、% 地༊㛗）と教ဨ実行ጤဨ（ᮏ学教ဨ 3 ྡ）が連携し合い、活動

యの検ウと調整を行う。活動の୰心は、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）と学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）、地域㐠Ⴀ

ጤဨ（♫༠ % ୕目支㒊）の㸱つの㐠Ⴀጤဨがᢸい、活動ᙜ日には、地域ఫ民が㞟まる。 

�㸧ᆅᇦ୍ࡢဨとࡢ࡚ࡋᏛ⏕㐠Ⴀጤဨ㸦άື㸧 

ーである。2023ࣂの活動の୰心は、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）のメン「きらりۼ」 年度の 1 ␒の成

果は、月に 1 回の「ۼきらり」の活動を継続できたことである。この、月に 1 回の活動は、学生

㐠Ⴀጤဨ（活動）が、๓回のり㏉りからの⏬、‽ഛ、活動の実施、り㏉りと⤯࠼るなく

継続してきた㈷物である。ẖ㐌ᮌ᭙日のఇࡳには、㐠Ⴀጤဨ（活動）の学生が㞟まり、ጤဨ

を開ദしており、間をやりくりしながら、యⓗに取り⤌ࡴ㠃が多くࡳられた。またそのこと

と同に、地域の方ࠎにご⌮ゎをいただきながら、「ۼきらり」の活動がᑡしࡎつཷけධれられて

いる⤖果と考࠼る。今ᚋも地域の感ㅰの気ᣢちをᛀれࡎに、地域の一ဨとしてఱができるのか

を学生㐠Ⴀጤဨ（活動）と考࠼ていきたい。 
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࠙➨ �� ᅇ ࢫ࣐ࢫࣜࢡࠚ       
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にఏわっていた。 

࠙➨ �� ᅇ ࠚࡍືࢆࡔࡽ 

おṇ月でఇめたయを動かそう㸟と⤮合わせ㍯ᢞげやቨ⏬の㨣㏥など、子どもが大喜びした⠇ศ

となった。「ᐙで物をᢞげたらᛣられちࡷうものࡡ」との声をཷけ、ᛮい切り㌟యを動かしていた。 

࠙➨ �� ᅇ ࠚࣥࢱࣥࣞࣂ 

 大きなࣁートを作ろう㸟と≉大ࣁートを作った。大好きなேのメッࢭーࢪカード作りでは、子

どもたちだけでカードを作るጼがࡳられた。スーパー親が㈙い物に行った間をࡡらって、ᐙ᪘

には「内⥴」と感ㅰの気ᣢちをゝⴥにしたり、まだ文Ꮠが᭩けない子どもたちは、ᛮいᛮいに⤮を
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 。もうまれたࡳ
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学生㐠Ⴀጤဨ（活動）について、実践報告（山ཱྀ㸸2023）の୰で、な報共᭷の必要性や

学生⮬㌟の「地域の一ဨ」「多ᵝ性のあるே」の⮬ぬがồめられることがわかった。そして、活動

の学生たちは、ある一定のࢭࣟࣉスを㋃ࡳながら、ẖ月の活動に⮫んでおり、ᙺ割ព㆑やయ性

の必要性を感ࡌながら活動していたと⌮ゎするが、今ᚋは、᭦に明確なࢭࣟࣉスを㋃ま࠼なが

ら、目ᶆをもって実践していくことで、ព⩏のあるᣢ続ྍ能な活動とつながることを期ᚅして

いる。学生㐠Ⴀጤဨの活動状況については、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学⣖要に実践報告としてᥖ㍕され

た。また、202� 年度（第 38 回）日ᮏ地域⚟♴学年ḟ大で 202� 年 6 月に発⾲予定である。 

�㸧ᆅᇦ୍ࡢဨとࡢ࡚ࡋᏛ⏕㐠Ⴀጤဨ㸦ᗈሗ㸧 

2023 年度は、活動の⏬、‽ഛ、ᙜ日の㐠Ⴀ、り㏉りを行う「学生㐠Ⴀጤဨ（活動）」に加

スタ࣏。ーを新たに᥇用したࣂの活動をᗈめる「学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）」のメン「きらりۼ」、࠼

ーやࢳラシの作成は、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）と教ဨ実行ጤဨが、活動‽ഛに㏣われながら、ఱと

か行ってきたが、慣れている作ᴗではないため㈇ᢸが大きかった。そこで♫報デザイン学⛉

の学生にそのᙺ割を引きཷけていただくᙧで、ẖ月のࢳラシ㸤࣏スターが作成されている。活動

開ദ日に地域にᣢ参すると「⣲ᩛࡡ」「これいいわࡡ」などヰがᙎࡳ、地域の方ࠎの関心をᐤ

せ、それࡒれがᴦしࡳにしているᵝ子がうかが࠼る。࣏スターからは、作成者の「㢦」は見࠼な

いものの、「ۼきらり」の活動にはḞかせない㔜要なᏑᅾであり、単なるᗈ報だけではなく、コミ

ュニࢣーシࣙンࢶーࣝの一つとなっていると感ࡌる。実践報告（山ཱྀ㸸2023）では、学生㐠Ⴀጤ

ဨ（ᗈ報）も地域活動のᙺ割をᢸい、地域の㈉献の一助となっていることが♧၀された。 

また、学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）が、ẖ月の内を作成し、間接ⓗに地域活動に参加するᙧをとる

ことにより、良いᙳ㡪があった。᭱もᙳ㡪をཷけたのは、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）であろう。活動

日の⩣㐌には、ḟ回開ദの活動について検ウするが、その㝿にヲ⣽までィ⏬し、࣏スター作成に

必要な報を学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）にఏ࠼るという新たなᙺ割が生まれた。このことにより、学

生㐠Ⴀጤဨ（活動）には、యⓗな取り⤌ࡳと㈐任をもったヰし合いがồめられるようになっ

た。には、ス࣒ーࢬにいかないこともあったが、「期日」をព㆑した‽ഛ活動が、๓㏙したよう

なẖ㐌ᮌ᭙日にጤဨを開ദするといったయⓗな行動をうࡳ、活動内容を明♧したことによ

り、‽ഛすきことも明確になったとい࠼る。 

ᅗ㸯 ���� ᖺᗘ㸦� ᭶Ⅼ㸧 Ꮫ⏕㐠Ⴀጤဨ㸦άື㸧ࡢᐇ㊶ࢫࢭࣟࣉ㸦┠ᶆ㸧

実践報告（山ཱྀ㸸2023）より引用 
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�㸧Ꮫ⏕㐠Ⴀጤဨ㸦άື㸧とᏛ⏕㐠Ⴀጤဨ㸦ᗈሗ㸧ࡢὶ 

2023 年度は、学ಟ上、㢦を合わせることのない学生同ኈが、㢦の見࠼る関係を作ることをព㆑

した。間調整の㒔合上、1 回しか実現できなかったが、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）の学生が、学生㐠

Ⴀጤဨ（ᗈ報）の学生に日㡭の感ㅰの気ᣢちをఏ࠼ることができた。学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）の学

生は、⮬ศたちのᗈ報活動がどのようにཷけධれられているかを▱らࡎに活動していたため、地

域の方ࠎの声や学生㐠Ⴀጤဨ（活動）のᛮいを▱る機となった。 

学生㐠Ⴀጤဨは、いにᛁしい間を割いての活動であるため、ᕼᮃやព見をするには⮳

っていないが、「ۼきらり」開ദ日の活動⤊ᚋに学生㐠Ⴀጤဨ（活動）が作成する「活動報告

᭩」に࣏スターの⏬ീと࣏スターに関する感を一ゝ加➹することとした。たった一ゝではある

が、活動のᴦしい㞺ᅖ気と㔜なる かい一ゝは、活動とᗈ報との連携をྍどするよいᡭ段とな

っている。今ᚋは、活動の継続とともに定期ⓗなὶを実施することで、学生同ኈいのᛮい

やព見を確ㄆし合いながらすすめていきたい。 

�㸧ᆅᇦ୍ࡢဨとࡢ࡚ࡋᆅᇦ㐠Ⴀጤဨ㸦♫༠ % ୕┠ᨭ㒊㸧 

2023 年度は、地域からも㐠Ⴀጤဨを᥇用した。これまでは、地域ఫ民の一ேとして「ۼきら

り」に参加してくださっていた♫༠ % ୕目支㒊よりጤဨとして活動したいとのᕼᮃがあった。

㐠Ⴀጤဨとのヰし合いの⤖果、地域㐠Ⴀጤဨとして、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）と一⥴に㐠Ⴀをする

ことになった。 

地域のニーࢬは、ẖ回の活動の୰でのὶを㏻して報を得るようにし、活動内容にᫎする

ようດめているが、地域を⇍▱する地域㐠Ⴀጤဨからは、活動上のᕤኵや▱ᜨをお㈚しいただく

機が多い。また、ᮏ学の学生たちは「実⩦」が多く、参加が㞴しい期が生ࡌやすい。そこ

で、実⩦୰心となる、8 月・9 月・2 月・3 月の活動を地域㐠Ⴀጤဨにお任せすることにした。 

一見ྡにᛮったィ⏬ではあったが、「ۼきらり」の活動は、地域ఫ民、学生、だれもが㞟࠼る

居場所づくりであり、日ࠎのいわゆる活動に౫るものではない。そのようにはゝっても、参加者

たちが活動をᴦしࡳ➗㢦がࡳられること⮬యは、地域の大きな力である。今ᚋは、「ۼきらり」の

目ⓗをしっかりと共᭷し、目ⓗを果たせるようなサࣟンを一⥴に目指していきたい。 

�㸧ᆅᇦཧຍᆺάື 

これまで、「ۼきらり」のᅋయྡ⛠ເ㞟にはࡌまり、ゆるࣕ࢟ラあさごんㄌ生など、地域ఫ民の

ニーࢬに応࠼ながら、地域ఫ民とᮏ学学生とのコラࣞ࣎ーシࣙンにより、ᵝࠎなேとのつながり

から創造性ある活動を実現している。ᮏ来の目ⓗである、地域ఫ民、学生、だれもが㞟࠼る居場

所づくり、ࡪらっと❧ちᐤれる場所には⮳っているとはゝい㞴い。「ۼきらり」で行うไ作等の活

動はあくまでも「きっかけ」に過ࡂない。物を作ることや㌟యを動かし、ᗣを⥔ᣢすること、

ᵝࠎなࢤー࣒でᴦしࡴことにとどまらࡎ、活動を㏻し、ேとேとがつながり、「㢦なࡳࡌ」の関係

を⠏き、サࣟンに来て➗うだけではなく、っと一ᜥつけることも大切なᙺ割だと考࠼ている。

現状では、「きっかけ」を活用し、参加者をເっている。 

また、「ۼきらり」は、子どもたちにとって「ࣞࣕࢳンࢪ」することや「⮬Ꮿではできないこ

と」をྍ能としている。「㔪をって⦭うこと」や「࢜ーࣈンを用して↝くこと」、「ቨに向かっ

て新聞⣬をᢞげつけること」などがあげられる。⏬の段階では、学生から「༴ないですよࡡ」

と必ࡎ┦ㄯがある。「やってࡳないとわからないよࡡ」「できなかったにどうするかを考࠼てお

くといいよࡡ」と教ဨ実行ጤဨが助ゝすると、学生⮬㌟にも「ࣞࣕࢳンࢪ」になる。学生が⏬

した内容で、㞴しかったことはあったかもしれないが、できなかったことはなかった。年㱋ၥわ

では、大ேたちが かく見Ᏺってくださる。には、子どもたちが「きらりۼ」参加でできるࡎ

大ேたち提したり、”今”を大ேたちに▱らせたり、㔜要なパイࣉᙺとしてのつながりもある。

今ᚋも地域の୰で多世௦多ᵝな方ࠎがὶし、ྍ能性をᗈげていける場として継続していきたい

と考࠼る。 
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学生㐠Ⴀጤဨ（活動）について、実践報告（山ཱྀ㸸2023）の୰で、な報共᭷の必要性や

学生⮬㌟の「地域の一ဨ」「多ᵝ性のあるே」の⮬ぬがồめられることがわかった。そして、活動

の学生たちは、ある一定のࢭࣟࣉスを㋃ࡳながら、ẖ月の活動に⮫んでおり、ᙺ割ព㆑やయ性

の必要性を感ࡌながら活動していたと⌮ゎするが、今ᚋは、᭦に明確なࢭࣟࣉスを㋃ま࠼なが

ら、目ᶆをもって実践していくことで、ព⩏のあるᣢ続ྍ能な活動とつながることを期ᚅして

いる。学生㐠Ⴀጤဨの活動状況については、༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学⣖要に実践報告としてᥖ㍕され

た。また、202� 年度（第 38 回）日ᮏ地域⚟♴学年ḟ大で 202� 年 6 月に発⾲予定である。 

�㸧ᆅᇦ୍ࡢဨとࡢ࡚ࡋᏛ⏕㐠Ⴀጤဨ㸦ᗈሗ㸧 

2023 年度は、活動の⏬、‽ഛ、ᙜ日の㐠Ⴀ、り㏉りを行う「学生㐠Ⴀጤဨ（活動）」に加

スタ࣏。ーを新たに᥇用したࣂの活動をᗈめる「学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）」のメン「きらりۼ」、࠼

ーやࢳラシの作成は、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）と教ဨ実行ጤဨが、活動‽ഛに㏣われながら、ఱと

か行ってきたが、慣れている作ᴗではないため㈇ᢸが大きかった。そこで♫報デザイン学⛉

の学生にそのᙺ割を引きཷけていただくᙧで、ẖ月のࢳラシ㸤࣏スターが作成されている。活動

開ദ日に地域にᣢ参すると「⣲ᩛࡡ」「これいいわࡡ」などヰがᙎࡳ、地域の方ࠎの関心をᐤ

せ、それࡒれがᴦしࡳにしているᵝ子がうかが࠼る。࣏スターからは、作成者の「㢦」は見࠼な

いものの、「ۼきらり」の活動にはḞかせない㔜要なᏑᅾであり、単なるᗈ報だけではなく、コミ

ュニࢣーシࣙンࢶーࣝの一つとなっていると感ࡌる。実践報告（山ཱྀ㸸2023）では、学生㐠Ⴀጤ

ဨ（ᗈ報）も地域活動のᙺ割をᢸい、地域の㈉献の一助となっていることが♧၀された。 

また、学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）が、ẖ月の内を作成し、間接ⓗに地域活動に参加するᙧをとる

ことにより、良いᙳ㡪があった。᭱もᙳ㡪をཷけたのは、学生㐠Ⴀጤဨ（活動）であろう。活動

日の⩣㐌には、ḟ回開ദの活動について検ウするが、その㝿にヲ⣽までィ⏬し、࣏スター作成に

必要な報を学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）にఏ࠼るという新たなᙺ割が生まれた。このことにより、学

生㐠Ⴀጤဨ（活動）には、యⓗな取り⤌ࡳと㈐任をもったヰし合いがồめられるようになっ

た。には、ス࣒ーࢬにいかないこともあったが、「期日」をព㆑した‽ഛ活動が、๓㏙したよう

なẖ㐌ᮌ᭙日にጤဨを開ദするといったయⓗな行動をうࡳ、活動内容を明♧したことによ

り、‽ഛすきことも明確になったとい࠼る。 

ᅗ㸯 ���� ᖺᗘ㸦� ᭶Ⅼ㸧 Ꮫ⏕㐠Ⴀጤဨ㸦άື㸧ࡢᐇ㊶ࢫࢭࣟࣉ㸦┠ᶆ㸧

実践報告（山ཱྀ㸸2023）より引用 
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2023 年度の新たな取り⤌ࡳ「࣏スター作り」は地域のேがẖ

月心ᚅちにするイテ࣒となっている。「どれも⣲ᩛな࣏スター

てᅔってしまࡂどれがいいかと聞かれたらたくさんあり過」「ࡡ

う」という参加者の声から、࣏スター展を開ദした。3 か月間

「& ひろば」にᥖ♧させていただきながら、地域の方ࠎに気にධ

った作品を㑅びᢞ⚊していただいた。日㡭、サࣟン活動ᙜ日に

はお㉺しになれない方も、㏻りすがりに㚷㈹してくださり、い

つでもᢞ⚊できるようにした。㝈られた活動日以እでも、地域

の方ࠎとつながりながら、⏬㐠Ⴀすることで、ఫ民のライフ

スタイࣝに合わせながらྍ能なᙧでの参加を実現していきたい

と考࠼る。 

�㸧࣮ࣜࢺࢵࣞࣇ㸦⛅㸧㸦㸧ࡢసᡂ 

2023 年度は、2 回のリーフࣞット作成を行った。ẖ月の内

を出す一方で、「早く日程を▱っていればよかった」「報をまとめてḧしい」との声が聞かれ

た。ẖ月の参加は㞴しくとも、日程を見ながら㒔合の良い日に参加してくださっている方がと

んどである。⡆単な活動報告をවࡡたリーフࣞットは、「ۼきらり」の目ⓗである、ㄡもがらっ

と気ᴦに❧ちᐤれる居場所づくりをព㆑させられるものであった。リーフࣞットは、「ۼきらり」

の୰で配布したが、参加者のᅛ定がࡳられるため、学生の提のもと、地域実行ጤဨと┦ㄯ

し、% 地༊⣙ 600 ㌺、一㌺一㌺に学生たちが配布することになった。༶日配布には⮳らなかった

が、このような機がなければ地域の୰にධり㎸ࡴこともᑡない。地域の方とあいさつをわ

し、一ேでも多くのなࡳࡌの関係をつくることができる、✜やかな居場所づくりを目指していき

たい。 

㸲 ࡾࢃ࠾ 

ᡭ᥈りでึめた、「ۼきらり」であるが、学生、地域の連携のもと、今日まで活動を継続するこ

とができた。 

「学生㐠Ⴀጤဨの実践活動状況」では実践ࢭࣟࣉス（目ᶆ）を㋃ま࠼、学生のよりయⓗな活

動をめࡊしていく。「学内連携における活動実践のຠ果」では、間接ⓗな地域活動として学生のព

㆑はもちろんのこと、地域の方ࠎにも学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）のᏑᅾを༑ศにㄆ㆑されたことと考

を⫈取ࢬでは、調査୰ではあるが、▱り得た参加者のニー「をᫎした活動ࢬ地域のニー」。る࠼

し、ᫎさせている。 

今ᚋも地域のேࠎとの連携をᅗりながら、「ۼきらり」がだれもがࡪらっと❧ちᐤれる多ᵝ性

ὶサࣟンとしての活動を継続できるよう地域と༠力し合いながらすすめていきたい。 

࠙参考文献ࠚ 

㸯）బ⸨㝧�山ཱྀ⏤⨾�ே見優子他（2023）「2022 年度（令和４年度）地域連携共同研究所研究ࣟࣉ

ェクト多世௦ὶをྍ能とする地域の居場所づくり報告᭩」�༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 -令和４年度ࢪ

 ᴗ報告� 33-�8「活動ランティ࣎地域」ンターࢭランティ࣎

㸰）山ཱྀ⏤⨾㸪ே見優子㸪ᕝℨ基ᐶ（2023）「多ᵝ性ὶサࣟンࠗࡳんなのひろばۼきらり࠘活動

状況と課題」༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学⣖要第 5� 号 127-139  
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དࡰの॒ேಋၔ႘と႘ᇌँבॺֲՒ୪ጺ֦るのຕഞ 

�զֱּ֢֢֮֠֠֯էと୪ጺי؎ントの実౮ሇெ� 

&reation of a place Zhere foreiJn children livinJ in the coPPunity can learn -apanese lanJuaJe 
and culture and interact Zith each other 

  ✄⏣᭸ 1�  新ᔱ良ᜨ 1�  ᯇỌಟ一 1�

    7oPoaki INA'A    <oshie NII-I0A   Shuichi 0A7S8NA*A

1� ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学教育ே文学㒊文ⱁ文学⛉ 

 㸸多文共生、እ国ே、日ᮏㄒ教育ࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸㏆年、新ᗙᕷとその㏆㞄のᕷ⏫でᅾఫእ国ேがቑ加している。来日して間もない児童たちの

୰は、日ᮏㄒ力が༑ศでないことがཎᅉで、学校や地域♫の㐺応にᅔ㞴をᢪ࠼る児童も多い。

そこで、➹者らは、国㝿ὶに関心をᣢつᮏ学学生の力を生かし、新ᗙ㏆㞄のእ国ே児童とその保

ㆤ者をサ࣏ートするࢪࣟࣉェクトを⏬した。一つは、እ国ே児童を対象とした定期ⓗな日ᮏㄒ学

⩦の場である「はっちࡱっちひろば」（ẖ月第㸯・㸱・㸳ⅆ᭙日開ദ）である。もう一つは、日ᮏ文

య㦂とだち作りの場を提供するὶイ࣋ントである。㸰つのࢪࣟࣉェクトを㏻して、児童たち

に日ᮏㄒ学⩦や文య㦂の機を提供することができた。また、保ㆤ者たちの間でᜨⓗなネット

ワークが生まれていくᵝ子もうかが࠼た。ࢪࣟࣉェクトに参加したᮏ学学生たちは、␗文接ゐ、

日ᮏㄒ教育の機を得ることができ、さらに学生⮬らが教ᐊやイ࣋ントを⏬・㐠Ⴀすることを㏻

して、⮬ᚊ性、⏬力、༠働性などを㌟につけることができたと考࠼る。 

㸯 ࡌࡣめ

ᑡ子高㱋による労働力足を⫼景に国ⓗにᅾఫእ国ேᩘがቑ加しているが、ᇸ⋢┴༡す㒊地

域もそのእではない。新ᗙᕷの⤫ィによると、2013 年から 2023 年にかけての 20 年間でᕷ内のᅾ

ఫእ国ேᩘは 2�276 ேから 3�99� ேとቑ加し、እ国ேẚ⋡も 1���から 2��㸣と上᪼している
>1@。ᮏࢪࣟࣉェクトのメンࣂーらが、2022 年度に行った野ⅆṆ小学校および新ᗙ小学校の聞き取

り調査においても、コࣟナ⚝にもかかわらࡎ、ここᩘ年でእ国ே児童ᩘのᛴቑと国⡠の多ᵝが㐍

んでおり、学校ഃはその対応にⱞ៖していることが明らかになっている。 

大学㏆㎶には、日ᮏㄒ࣎ランティ教ᐊや 132 ἲேといった地域に᰿ᕪした教育の場所を提供す

るᅋయはᏑᅾするが、እ国をࣝーࢶとした子ども向けの日ᮏㄒ学⩦支援はᏑᅾしない。関連ᅋయ

の聞き取りを行ってわかったことは、ၥ題の⫼景には、እ国ே児童・生ᚐや、そのᐙᗞにサ࣏ート

の報が༑ศに共᭷されていないこと、子ども向けの地域日ᮏㄒ教ᐊがとんど開かれていないこ

と、地域日ᮏㄒ教ᐊを㐠Ⴀするேᮦの足、高㱋など、いくつかのၥ題が」合ⓗに関している

ことである。 

 ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学は、㏆年、これら多文共生にかかわる地域課題に関心を向け、さらにそれ

らのゎ決に向けて行動できる学生の育成につとめている。2020 年には日ᮏㄒ教ဨ㣴成課程を新設

し、文ᗇの「日ᮏㄒ教育ேᮦ㣴成・研ಟカリ࢟ュラ࣒等開発ᴗ」の助成をཷけながら、日ᮏㄒ

教育や多文共生の㡿域で活㌍できるேᮦの育成を㐍めている。さらに、2022 年には、国㝿ὶに

関心をᣢつ学生たちがさまࡊまな活動にయⓗに取り⤌めるよう、国㝿ὶࢭンターച下に「国㝿

ὶサークࣝ +RWFK 3RWFK」を⤖成した。現ᅾ、⣙ �0 ྡの学生が活動している。 

 ➹者らは、これら学内のேⓗリࢯースを生かしながら、地域がかか࠼る♫課題をゎ決するため

に、㸰つのࢪࣟࣉェクトを⏬・実施した。一つは、እ国ே児童の日ᮏㄒ⩦得を支援するための定
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2023 年度の新たな取り⤌ࡳ「࣏スター作り」は地域のேがẖ

月心ᚅちにするイテ࣒となっている。「どれも⣲ᩛな࣏スター

てᅔってしまࡂどれがいいかと聞かれたらたくさんあり過」「ࡡ

う」という参加者の声から、࣏スター展を開ദした。3 か月間

「& ひろば」にᥖ♧させていただきながら、地域の方ࠎに気にධ

った作品を㑅びᢞ⚊していただいた。日㡭、サࣟン活動ᙜ日に

はお㉺しになれない方も、㏻りすがりに㚷㈹してくださり、い

つでもᢞ⚊できるようにした。㝈られた活動日以እでも、地域

の方ࠎとつながりながら、⏬㐠Ⴀすることで、ఫ民のライフ

スタイࣝに合わせながらྍ能なᙧでの参加を実現していきたい

と考࠼る。 

�㸧࣮ࣜࢺࢵࣞࣇ㸦⛅㸧㸦㸧ࡢసᡂ 

2023 年度は、2 回のリーフࣞット作成を行った。ẖ月の内

を出す一方で、「早く日程を▱っていればよかった」「報をまとめてḧしい」との声が聞かれ

た。ẖ月の参加は㞴しくとも、日程を見ながら㒔合の良い日に参加してくださっている方がと

んどである。⡆単な活動報告をවࡡたリーフࣞットは、「ۼきらり」の目ⓗである、ㄡもがらっ

と気ᴦに❧ちᐤれる居場所づくりをព㆑させられるものであった。リーフࣞットは、「ۼきらり」

の୰で配布したが、参加者のᅛ定がࡳられるため、学生の提のもと、地域実行ጤဨと┦ㄯ

し、% 地༊⣙ 600 ㌺、一㌺一㌺に学生たちが配布することになった。༶日配布には⮳らなかった

が、このような機がなければ地域の୰にධり㎸ࡴこともᑡない。地域の方とあいさつをわ

し、一ேでも多くのなࡳࡌの関係をつくることができる、✜やかな居場所づくりを目指していき

たい。 

㸲 ࡾࢃ࠾ 

ᡭ᥈りでึめた、「ۼきらり」であるが、学生、地域の連携のもと、今日まで活動を継続するこ

とができた。 

「学生㐠Ⴀጤဨの実践活動状況」では実践ࢭࣟࣉス（目ᶆ）を㋃ま࠼、学生のよりయⓗな活

動をめࡊしていく。「学内連携における活動実践のຠ果」では、間接ⓗな地域活動として学生のព

㆑はもちろんのこと、地域の方ࠎにも学生㐠Ⴀጤဨ（ᗈ報）のᏑᅾを༑ศにㄆ㆑されたことと考

を⫈取ࢬでは、調査୰ではあるが、▱り得た参加者のニー「をᫎした活動ࢬ地域のニー」。る࠼

し、ᫎさせている。 

今ᚋも地域のேࠎとの連携をᅗりながら、「ۼきらり」がだれもがࡪらっと❧ちᐤれる多ᵝ性

ὶサࣟンとしての活動を継続できるよう地域と༠力し合いながらすすめていきたい。 

࠙参考文献ࠚ 

㸯）బ⸨㝧�山ཱྀ⏤⨾�ே見優子他（2023）「2022 年度（令和４年度）地域連携共同研究所研究ࣟࣉ

ェクト多世௦ὶをྍ能とする地域の居場所づくり報告᭩」�༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 -令和４年度ࢪ

 ᴗ報告� 33-�8「活動ランティ࣎地域」ンターࢭランティ࣎

㸰）山ཱྀ⏤⨾㸪ே見優子㸪ᕝℨ基ᐶ（2023）「多ᵝ性ὶサࣟンࠗࡳんなのひろばۼきらり࠘活動

状況と課題」༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学⣖要第 5� 号 127-139  
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期ⓗな日ᮏㄒ教ᐊ「はっちࡱっちひろば」である。もう一つは、日ᮏㄒ学⩦よりも文య㦂やだ

ち作りに㔜きを置いたὶイ࣋ントである。 

 以下の⠇では、これら㸰つのࢪࣟࣉェクトについて報告する。 

㸰 እᅜேඣ❺ࡓࡢめࡢ᪥ᮏㄒᩍᐊࡢࠖࡤࢁࡦࡕࡗࡱࡕࡗࡣࠕィ⏬とᐇ

㸰．㸯 ィ⏬

 新ᗙᕷ内の小学校におけるእ国ே児童に対する日ᮏㄒ教育は、日ᮏㄒ指ᑟဨの配置や取り出しᤵ

ᴗの実施などを㏻して実しつつあるが、それでもなお、一㒊の児童にとっては༑ศな学⩦間が

確保されているとはい࠼ない状況がある。そこで、➹者らは、学እでも日ᮏㄒが学るようእ国ே

児童のための日ᮏㄒ教ᐊを⏬・実施することにした。㐠Ⴀスタッフは、ᮏ学教ဨ（➹者ら）およ

び、ᮏ学の日ᮏㄒ教ဨ㣴成課程ᒚಟ者、および国㝿ὶサークࣝに所ᒓする᭷ᚿメンࣂーである。

 場は、132 ἲே新ᗙ子育てネットワークが所᭷するイ࣋ントス࣌ース「'URpLQ」を用するこ

ととした>2@。᭙日と間は、児童たちがᨺ課ᚋに来やすい間、大学生スタッフのᤵᴗがない間

を考៖し、ẖ月第㸯・㸱・㸳ⅆ᭙日の 16�30 から 18�00 とした。2023 年 � 月 � 日から開ጞすること

とした。 

  

㸰．㸰 ᗈሗ

 � 月の開ጞにඛ❧ち、大学から᭱も㏆い小学校である野ⅆṆ小学校をゼၥし、校㛗ඛ生にᮏ教ᐊ

の㊃᪨をㄝ明する場をいただいた。また、ᮏ教ᐊのࢳラシをᅾ⡠する児童に配布していただいた。

さらに、新ᗙᕷ教育┦ㄯࢭンターをゼၥし、⫋ဨの方から新ᗙᕷ内の小学校にࢳラシを配布してい

ただいた。 

㸰．㸱 ᐇ

 2023 年 � 月から 202� 年 3 月の間に、 23 回実施した。のேᩘにして、児童 28 ྡ、保ㆤ者 30

ྡが参加した。スタッフは、おもにᮏ学の日ᮏㄒ教ဨ㣴成課程と国㝿ὶサークࣝに所ᒓする学生

で、の 73 ྡが参加した。 

 児童は就学๓ࠥ小学校 1・㸰年生が多く、日ᮏㄒの学⩦がึࡰめてで、ひらがな、カタカナか

ら学⩦する児童が多かった。90 ศのうち᭱ึの 60 ศ程度を日ᮏㄒ学⩦の間にあてた。ᕷ㈍のひ

らがなカードを用いた文Ꮠやㄒᙡの学⩦、ࠗ おひさま࠘>3@を用いたㄒᙡ・文ἲの学⩦などを行った。

児童が学校のᐟ題をᣢ参している場合は、それらに一⥴に取り⤌んだ。 

 ᚋ༙の 30 ศ程度は、ࢤー࣒やおもちࡷをった遊びの間とした。遊びを㏻して、他ேとのコミ

ュニࢣーシࣙン力が㣴われることをࡡらった。 

 ୰国がࣝーࢶの $ くんと࣋トナ࣒がࣝーࢶの % ちࡷんは継続して㏻ってくれていた児童である

が、2 ேとも回を㔜ࡡるごとに╔実に日ᮏㄒが上達し、⮬↛なコミュニࢣーシࣙン力がついてくの

がわかった。また、᭱ึは内気でཱྀᩘがᑡなかったが、ᚎࠎに大学生スタッフにも物ᛧࡌせࡎにヰ

せるようになっていった。 

 教ᐊの成果としては、継続ⓗに㏻ってくれていた子どもたちの日ᮏㄒ上達に確実に㈉献できたこ

とがᣲげられる。また、学生スタッフの日ᮏㄒ指ᑟ力の向上、教ᐊを⮬ᚊⓗに㐠Ⴀしていく能力の

向上などにもつながったと考࠼られる。 

 一方で、参加児童ᩘがᛮったよりもቑ࠼なかったという課題もある。新ᗙᕷでは、ྛ小学校内で

「ココフࣞンド」というᨺ課ᚋの居場所を提供しており>3@、用するእ国ே児童ᐙᗞも多いと聞く。

今ᚋ、᭙日・間の検ウ、ᗈ報の方ἲの見┤しなどを行う必要がある。 
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ᅗ㸯㸸はっちࡱっちひろばのᵝ子。ひらがなの学⩦（ᕥ）、おやつタイ࣒（ྑ） 

㸱 እᅜேඣ❺とಖㆤ⪅ࡓࡢめࡢὶࡢࢺࣥ࣋ィ⏬とᐇ

 定期ⓗな日ᮏㄒ教ᐊ「はっちࡱっちひろば」の開ദと୪行して、እ国ே児童に日ᮏ文య㦂と

ὶの機を提供することを目ⓗとしたイ࣋ントを年度内に � 回、⏬・実施した。これらのイ࣋ン

トは、新ᗙ子育てネットワークとの共同で開ദし、「令和㸳年度ᙬの国さいたま国㝿༠力基金」の助

成をཷけながら㐍めた。 

 イ࣋ントを開ദする目ⓗは、第一にはእ国ே児童たちに日ᮏの文に親しんでもらったり、だ

ちを作ってもらったりすることであったが、同に、保ㆤ者の報提供と保ㆤ者間のネットワー

ク作りのサ࣏ートも目ⓗとした。そのため、「サマーࣕ࢟ンࣉ」をのࡒく㸱回のイ࣋ントでは、保ㆤ

者向けのࣟࣉグラ࣒を‽ഛした（ヲ⣽はᚋ㏙）。 

 実施したイ࣋ントのྡ⛠と参加者ᩘは⾲㸯の㏻りである。児童のࣝーࢶは、୰国、࣋トナ࣒、ネ

パーࣝ、ࣝーマニ、フ࢞ニスタン、࢞࢘ンࢲ、㤶 、イࢠリス、日ᮏなどᵝࠎであった。 

 ᗈ報は、ᅗ㸰のように多ゝㄒでグしたࢳラシを用ពし、新ᗙᕷ教ဨ┦ㄯࢭンターから新ᗙᕷのྛ

小学校に配布してもらった。また、ᚿᮌᕷで活動する「ᚿᮌ国㝿ὶ」、ᐩኈ見ᕷで活動する「子

ども日ᮏㄒ学⩦クラࣈ」にもࢳラシを配布し、ᗈく参加者をເった。 

 以下、3�1 ⠇ࠥ3�� ⠇では、 � 回のイ࣋ントについて報告する。 

⾲㸯㸸ὶࡢࢺࣥ࣋ཧຍ⪅ᩘ

児童 保ㆤ者 ㏻ヂ ㅮ₇者 
学生 

スタッフ 
その他 

サマーࣕ࢟ンࣉ 

（2023 年 8 月 12 日） 
19 ྡ 7 ྡ 0 ྡ 0 ྡ 16 ྡ 7 ྡ 

⛅まつり 

（2023 年 11 月 � 日） 
15 ྡ 11 ྡ 1 ྡ 1 ྡ 10 ྡ 6 ྡ 

 ࣉンࣕ࢟ィンター࢘

（202� 年 2 月 3 日） 
20 ྡ 1� ྡ 1 ྡ 0 ྡ 11 ྡ 5 ྡ 

のኤをᴦしもう 

（202� 年 3 月 1� 日） 
11 ྡ 9 ྡ 1 ྡ 1 ྡ � ྡ 6 ྡ 
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期ⓗな日ᮏㄒ教ᐊ「はっちࡱっちひろば」である。もう一つは、日ᮏㄒ学⩦よりも文య㦂やだ

ち作りに㔜きを置いたὶイ࣋ントである。 

 以下の⠇では、これら㸰つのࢪࣟࣉェクトについて報告する。 

㸰 እᅜேඣ❺ࡓࡢめࡢ᪥ᮏㄒᩍᐊࡢࠖࡤࢁࡦࡕࡗࡱࡕࡗࡣࠕィ⏬とᐇ

㸰．㸯 ィ⏬

 新ᗙᕷ内の小学校におけるእ国ே児童に対する日ᮏㄒ教育は、日ᮏㄒ指ᑟဨの配置や取り出しᤵ

ᴗの実施などを㏻して実しつつあるが、それでもなお、一㒊の児童にとっては༑ศな学⩦間が

確保されているとはい࠼ない状況がある。そこで、➹者らは、学እでも日ᮏㄒが学るようእ国ே

児童のための日ᮏㄒ教ᐊを⏬・実施することにした。㐠Ⴀスタッフは、ᮏ学教ဨ（➹者ら）およ

び、ᮏ学の日ᮏㄒ教ဨ㣴成課程ᒚಟ者、および国㝿ὶサークࣝに所ᒓする᭷ᚿメンࣂーである。

 場は、132 ἲே新ᗙ子育てネットワークが所᭷するイ࣋ントス࣌ース「'URpLQ」を用するこ

ととした>2@。᭙日と間は、児童たちがᨺ課ᚋに来やすい間、大学生スタッフのᤵᴗがない間

を考៖し、ẖ月第㸯・㸱・㸳ⅆ᭙日の 16�30 から 18�00 とした。2023 年 � 月 � 日から開ጞすること

とした。 

  

㸰．㸰 ᗈሗ

 � 月の開ጞにඛ❧ち、大学から᭱も㏆い小学校である野ⅆṆ小学校をゼၥし、校㛗ඛ生にᮏ教ᐊ

の㊃᪨をㄝ明する場をいただいた。また、ᮏ教ᐊのࢳラシをᅾ⡠する児童に配布していただいた。

さらに、新ᗙᕷ教育┦ㄯࢭンターをゼၥし、⫋ဨの方から新ᗙᕷ内の小学校にࢳラシを配布してい

ただいた。 

㸰．㸱 ᐇ

 2023 年 � 月から 202� 年 3 月の間に、 23 回実施した。のேᩘにして、児童 28 ྡ、保ㆤ者 30

ྡが参加した。スタッフは、おもにᮏ学の日ᮏㄒ教ဨ㣴成課程と国㝿ὶサークࣝに所ᒓする学生

で、の 73 ྡが参加した。 

 児童は就学๓ࠥ小学校 1・㸰年生が多く、日ᮏㄒの学⩦がึࡰめてで、ひらがな、カタカナか

ら学⩦する児童が多かった。90 ศのうち᭱ึの 60 ศ程度を日ᮏㄒ学⩦の間にあてた。ᕷ㈍のひ

らがなカードを用いた文Ꮠやㄒᙡの学⩦、ࠗ おひさま࠘>3@を用いたㄒᙡ・文ἲの学⩦などを行った。

児童が学校のᐟ題をᣢ参している場合は、それらに一⥴に取り⤌んだ。 

 ᚋ༙の 30 ศ程度は、ࢤー࣒やおもちࡷをった遊びの間とした。遊びを㏻して、他ேとのコミ

ュニࢣーシࣙン力が㣴われることをࡡらった。 

 ୰国がࣝーࢶの $ くんと࣋トナ࣒がࣝーࢶの % ちࡷんは継続して㏻ってくれていた児童である

が、2 ேとも回を㔜ࡡるごとに╔実に日ᮏㄒが上達し、⮬↛なコミュニࢣーシࣙン力がついてくの

がわかった。また、᭱ึは内気でཱྀᩘがᑡなかったが、ᚎࠎに大学生スタッフにも物ᛧࡌせࡎにヰ

せるようになっていった。 

 教ᐊの成果としては、継続ⓗに㏻ってくれていた子どもたちの日ᮏㄒ上達に確実に㈉献できたこ

とがᣲげられる。また、学生スタッフの日ᮏㄒ指ᑟ力の向上、教ᐊを⮬ᚊⓗに㐠Ⴀしていく能力の

向上などにもつながったと考࠼られる。 

 一方で、参加児童ᩘがᛮったよりもቑ࠼なかったという課題もある。新ᗙᕷでは、ྛ小学校内で

「ココフࣞンド」というᨺ課ᚋの居場所を提供しており>3@、用するእ国ே児童ᐙᗞも多いと聞く。

今ᚋ、᭙日・間の検ウ、ᗈ報の方ἲの見┤しなどを行う必要がある。 

  

104 地域連携共同研究所年報　第 9号 地域連携共同研究所年報　第 9号 105



地域連携共同研究所年報 第 9号 � 

   
ᅗ㸰㸸ࡣࢩࣛࢳ᪥ᮏㄒࠊⱥㄒࠊ୰ᅜㄒ࣒ࢼࢺ࣋ࠊㄒࡢ � ࡓࡋసᡂ࡚࠸⏝ࢆᅜㄒ

㸱．㸯 እᅜࡽ᮶ࡓᏊࡓࡢࡶめࣉ࣮࣐ࣥࣕ࢟ࢧ ࡢ ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧

 እ国ࣝーࢶのᐙᗞは、ኟ⚍りやኟらしいイ࣋ントに参加する機があまりなく、子どもたちが日

ᮏのኟをయ㦂する場が㝈られているという。また、保ㆤ者たちから、ኟఇࡳのᐟ題をࡳんなで一⥴

にやる場があるといいという声も聞いていた。 

 そこで、ኟ⚍り、かきịなど日ᮏのኟの㢼物リをᴦしࡳながら、同にኟఇࡳのᐟ題も㐍められ

る「サマーࣕ࢟ンࣉ」を⏬した。学生スタッフは、文ⱁ文学⛉のᤵᴗである「多文共生ワー

クシࣙッࣉ」のཷㅮ生と、国㝿ὶサークࣝ +RWFK 3RWFK のメンࣂーを୰心とする᭷ᚿメンࣂーで

ᵓ成した。ኟ⚍りをᶍした遊びの内容は、学生スタッフらが 6 月下旬からいくつかのグࣝーࣉにศ

かれて検ウし、「ᑕⓗ」「ࣚーࣚー㔮り」「うちわ作り」の 3 つを‽ഛした。ᑕⓗは、ᇸ⋢┴༡す㒊地

域⯆ࢭンターが所᭷するග⥺㖠ᘧのライフࣝ「ࡂࡡライフࣝ」をりて実施した。 

 イ࣋ントయの実施内容とタイ࣒テーࣝࣈは下グのとおり。 

 10�00-10�30  ⮬ᕫ⤂、イスࣞࣈイク 

 10�30-12�00  ኟఇࡳのᐟ題タイ࣒（保ㆤ者は᭩㐨య㦂） 

 12�00-13�00  㣗 

 13�00-1��30 ኟ⚍りをᶍした遊びのయ㦂（ᑕⓗ、ࣚーࣚー㔮り、うちわ作り） 

 1��30-15�00  かきịを㣗る 

   

ᅗ㸱㸸ࡢࣉ࣮࣐ࣥࣕ࢟ࢧᵝᏊࠋᐟ㢟ᨭ㸦ᕥ㸧࣮࣮ࣚࣚࠊ㔮ࡾ㸦୰㸧ࠊಖㆤ⪅ྥࡢࡅ᭩㐨య㦂㸦ྑ㸧

⽇ ᮇ︓8月12日（星期六）10:00-16:00
ᆅⅬ︓十文字学園⼥子大学

ά动ෆᐜ
- 学校作业
- 吃刨冰
- 吃午餐
- 体验日本节日游戏

⏦请
- 电子邮件: t-inada@jumonji-u.ac.jp
- 电话: 080-3685-3100 (inada)

⽇ ︓8⽉ 㻝 2⽇ 㻔⼟ ᭙⽇ 㻕 㻝 㻜 㻦 㻜 㻜 㼪 㻝 㻢 㻦 㻜 㻜
ሙᡤ︓⼗ ⽂ ᏐᏛᅬ⼥ ⼦ ⼤ Ꮫ（ Jumonji University）

እᅜ䛛䜙 ᮶䛯䛣 䛹䜒 䛾䛯䜑䛾

䝃䝬䞊䜻䝱 䞁䝥

⽇ ︓8月12日(土) 10:00〜16:00
ሙᡤ︓十文字学園⼥子大学
（じゅうもんじがくえんじょしだいがく）

䜔䜛䛣 䛸
・学校の しゅくだい
・かきごおりを 食べる
・お昼ごはんを 食べる
・ヨーヨーつり、しゃてき など

䜒 䛖 䛧 䛣 䜏
・メール︓t-inada@jumonji-u.ac.jp
・でんわ︓080-3685-3100 (inada)

㻰㼍 㼠㼑: Saturday, August 12, 
10:00-16:00

㻼㼘㼍 㼏㼑 : Jumonji University

㼀㼔 㼕㼚 㼓 㼟 㼠㼛 㼐 㼛
- Homework for school
- Eat shaved ice
- Eat lunch
- Experience Japanese festival games

㻭㼜 㼜 㼘 㼕㼏㼍 㼠㼕㼛 㼚
Email: t-inada@jumonji-u.ac.jp
Phone: 080-3685-3100 (inada)

Ngày㻦  㼀㼔ӭ 㻮ҧ㼥 㻘  㼚㼓 㽫㼥  㻝2 㼠 㼔㽬㼚㼓  8 
㻝㻜㻦  㻜㻜㻙㻝㻢㻦  㻜㻜

Đị a đi ểm㻦  㻶㼡㼙㼛㼚㼖 㼕  㼁㼚㼕 㼢㼑㼞 㼟 㼕 㼠 㼥

LÀM
㻙 㼎㽫 㼕  㼠 ұ㼜 㼢Ӆ 㼚㼔㽫
㻙 Ă㼚 ÿ㽬  㼏ҥ㼛 㼞 㽭㼡

㻙 Ă㼚 㼠 㼞 ѭ㼍
㻙 㼀㼞 ҧ㼕  㼚㼓 㼔㼕 Ӌ㼙 㼢ӣ 㼗 ӏ 㼏㼔 㼏ӫ㼍  㼏㽬㼏 㼘 Ӊ 㼔ӝ㼕  

㻺㼔ұ㼠  㻮ҧ㼚

ứng dụng
㻙 㻱㼙㼍 㼕 㼘 㻦  㼠 㻙 㼕 㼚㼍㼐㼍㻬㼖 㼡㼙㼛㼚㼖 㼕 㻙㼡 㻚 㼍㼏 㻚 㼖 㼜
㻙 Ĉ㼕 Ӌ㼚 㼠 㼔㼛ҥ㼕 㻦  㻜8㻜㻙㻟㻢8㻡㻙㻟㻝㻜㻜 㻔 㼕 㼚㼍㼐㼍 㻕

እᅜ䛛䜙 ᮶䛯⼦ 䛹 䜒 䛾䛯 䜑䛾

⛅䜎䛴䜚

Ngày: 7Kӭ %ҧ\� QJj\ �  WKiQJ ���  �����������
Địa  đ iểm: ĈҥL KӑF -XPRQM L
Những việc cần làm ( dự  k iến) :
� /jP ÿӗ FKѫL  EҵQJ KҥW Yj FjQK Fk\
� FKөS QKӳQJ EӭF  ҧQK WK~ Y ӏ  WURQJ UӯQJ
� ĂQ NKRDL  ODQJ QѭӟQJ

᪥ᮇ㻦  㻝 㻝 ᭶㻠 ᪥ᫍᮇභ 㻝 㻜 㻦 㻜 㻜 㻙㻝 㻠 㻦 㻜 㻜

ᆅⅬ㻦  ༑ᩥᏐᏛᅬዪᏊᏛ

ά动ෆᐜ䠄 暂ᐃ䠅 䠖

㻙 ⏝坚ᯝ树ᯞ⋵ල

㻙 为∗ẕඒ❺举办ⓗ森ᯘ摄ᙳ讲习⌜

㻙 ྚⅽ红⸉䚷 ➼

  㻝 㻝 ᭶㻠 ᪥㻔 ᅵ㻕 䚷 㻝 㻜 㻦 㻜 㻜 㻙㻝 㻠 㻦 㻜 㻜

ሙᡤ䠖 ༑ᩥᏐᏛᅬዪᏊᏛ䠄 ᪂ᗙᕷ䠅

䜔䛝 䛔 䜒 䜢

䛯 䜉䜘 䛖 䜒 䜚 䛷

䛒 䛭 䜌䛖

Date: 6DWXUGD\�  1RYHPEHU ��  �����������
Pla ce: -XPRQM L 8QLYHUV L W\
Things to do ( tentat ive) :
�  0DNH WR\V ZL WK QXWV  DQG EUDQFKHV
�  )RUHVW  SKRWRJUDSK\ ZRUNVKRS
� (DW  URDVWHG VZHHW SRWDWRHV  H WF �

㻭 㼡㼠㼡㼙㼚 㻲㼑㼟㼠㼕 㼢㼍 㼘  㼒 㼛㼞  

㻲㼛㼞 㼑㼕 㼓㼚  㻯㼔 㼕 㼘 㼐 㼞 㼑㼚

᪂ᗙᏊ⫱䛶 䝛 䝑 䝖 䝽䞊䜽 䚷 䘡䚷 ༑ᩥᏐᏛᅬዪᏊᏛ

Quick Application 
 /  Ứng dụng 

 /  TEL : 080-3685-3100
Email  :  t- inada@jumonji-u.ac. jp

※ /  The program is designed for chi ldren in grades 1-6 of
elementary school .  /   1-6  /  Đố i  tượng mục t iêu là  trẻ  em từ  lớp 1-6 trường t iểu
học.
※  /  An exchange program for parents is also
available.  /   /  Chúng tôi  cũng có chương tr ình trao đổ i dành cho phụ  huynh.

䛝 䛶 䛽
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外国
から来た⼦どものための

秋まつり

Ngày: Thứ Bảy, ngày 4 tháng 11, 10:00-14:00
Địa đ iểm: Đại học Jumonj i
Những việc cần làm (dự kiến):
- Làm đồ chơi bằng hạt và cành cây
- chụp những bức ảnh thú vị t rong rừng
- Ăn khoai lang nướng

日期: 11月4日星期六 10:00-14:00
地点: 十文字学園女子大学
活动内容（暂定）：
- 用坚果和树枝做玩具
- 为父母和儿童举办的森林摄影讲习班
- 吃烤红薯 等

11月4日(土) 10:00-14:00
場所：十文字学園女子大学（新座市）

やきいもを
たべよう もりで

あそぼう

Date: Saturday, November 4, 10:00-14:00
Place: Jumonj i Universi ty
Things to do (tentative):
- Make toys with nuts and branches
- Forest photography workshop
- Eat roasted sweet potatoes etc.

Autumn Fest ival for
Foreign Children

新座子育てネットワーク ✕ 十文字学園女子大学

Quick Application
/ Ứng dụng

/ TEL : 080-3685-3100
Email : t- inada@jumonji-u.ac.jp

※ / The program is designed for children in grades 1-6 of
elementary school. / 1-6 / Đố i tượng mục tiêu là trẻ em từ lớp 1-6 trường tiểu
học.
※ / An exchange program for parents is also
available. / / Chúng tôi cũng có chương trình trao đổ i dành cho phụ huynh.

きてね

⽇期︓8⽉12⽇（星期六）10:00-16:00
地点︓⼗⽂字学園⼥⼦⼤学

活动内容
- 学校作业
- 吃刨冰
- 吃午餐
- 体验⽇本节⽇游戏

申请
- 电⼦邮件: t-inada@jumonji-u.ac.jp
- 电话: 080-3685-3100 (inada)

⽇時︓8⽉12⽇(⼟曜⽇) 10:00~16:00
場所︓⼗⽂字学園⼥⼦⼤学（Jumonji University）

外国から来たこどものための

サマーキャンプ

⽇時︓8⽉12⽇(⼟) 10:00〜16:00
場所︓⼗⽂字学園⼥⼦⼤学
（じゅうもんじがくえんじょしだいがく）

やること
・学校の しゅくだい
・かきごおりを ⾷べる
・お昼ごはんを ⾷べる
・ヨーヨーつり、しゃてき など

もうしこみ
・メール︓t-inada@jumonji-u.ac.jp
・でんわ︓080-3685-3100 (inada)

Date: Saturday, August 12, 
10:00-16:00

Place: Jumonji University

Things to do
- Homework for school
- Eat shaved ice
- Eat lunch
- Experience Japanese festival games

Application
Email: t-inada@jumonji-u.ac.jp
Phone: 080-3685-3100 (inada)

Ngày: Thứ Bảy, ngày 12 tháng 8 
10: 00-16: 00

Địa điểm: Jumonji University

LÀM
- bài tập về nhà
- Ăn đá cạo râu
- Ăn trưa
- Trải nghiệm vở kịch của các lễ hội 
Nhật Bản

ứng dụng
- Email: t-inada@jumonji-u.ac.jp
- Điện thoại: 080-3685-3100 (inada)

: Saturday, August 12, 

外国
から来

た子供たちのための外外外外外国国国国国
かかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららら

来来来来来たたたたたたたたたたたたたたたたた子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供たたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめのののののののののののののののののWINTER
CAMP

22月月33日日((土土)) 1100::0000 1144::0000
場場所所：：十十文文字字学学園園女女子子大大学学（（新新座座市市））

新座子育てネットワーク ✕ 十文字学園女子大学

Quick Application
/ Ứng dụng

/ TEL : 080-3685-3100(inada)
Email : t- inada@jumonji-u.ac.jp

※ / The program is designed for children in grades 1-6 of
elementary school. / 1-6 / Đố i tượng mục tiêu là trẻ em từ lớp 1-6 trường tiểu
học.
※ / An exchange program for parents is also
available. / / Chúng tôi cũng có chương trình trao đổ i dành cho phụ huynh.

きてね
国際交流センター

Date: Saturday, February 3, 10:00-14:00
Place: Jumonj i Universi ty
Things to do (tentative):

Games related to Setsubun
Crafts related to Setsubun
Crafts related to Chinese New Year,

etc.

Ngày: Thứ bảy, ngày 3 tháng 2,
10:00-14:00

Địa đ iểm: Đại học Jumonj i
Những việc cần làm (dự kiến):

Chơi l iên quan đến Setsubun
Đồ thủ công l iên quan đến Setsubun
Đồ thủ công l iên quan đến Tết Nguyên

đán

日期: ２月３日星期六 10:00-14:00
地点: 十文字学園女子大学
活动内容（暂定）：
与节分有关的游戏
与节分有关的工艺品
与春节有关的手工艺品 等。
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 以下に参加者の感の一㒊をᥖ㍕する。᭩㐨、かきịなど日ᮏ文のయ㦂が新鮮だったようであ

る。 

 今日は᭱ึ来たときはᑡし⥭ᙇしていたけどおጜさん達が優しく接してくれてたから、たくさ

んຮᙉできて、᭱ᚋにᴦしくࡳんなでኟ⚍りができてよかったです。日ᮏに来たのは㸳～6 年

๓だったけど、ኟ⚍りはึめて。ẖ年どこでやってるかわからないし行ったことなかった。

㒊はࡌめてですごくᴦしかった。ᮏᙜにありがとうごࡊいました。（児童） 

 すっごくᴦしかったしてᛀれられない日になった。₎Ꮠもຮᙉしてࢲンスもして。⚾もまた

༑文Ꮠ行って₎Ꮠをຮᙉしたい。ඛ生も生ᚐもࡳんな親切で、またあなた達にいたい㸟₎

Ꮠに⯆をᣢった㸟ࡳんながࣁッピーありがとう㸟（保ㆤ者） 

 おから来たけど、ࡳんなを見ててᴦしそうだったし子ども達もᴦしかったって。あと、かき

ịがすごくおいしかった㸟ே生でかきịは 2 回目。なんであんなにịがࣞ࢟イなの㸽 ᮏᙜに

おいしかったよありがとう。（保ㆤ者） 

 以下は、学生スタッフのり㏉りの一㒊である。学生たちが⏬から実施、り㏉りまでの一連

のὶれを⤒㦂することで、ᅔ㞴にࡪつかりながらも、多くのことを学んだᵝ子がうかが࠼る。多ゝ

ㄒによる配៖の㔜要性を感ࡌた学生もいた。 

 ࣚーࣚー⌜として⏬㐠Ⴀをしました。発⾲に⮳るまでの‽ഛの୰でᵝࠎなトラࣝࣈや㞴点が

発生し、イ࣋ントをィ⏬・㐠Ⴀすること、᭱ᚋまでやり切ることの㞴しさを感ࡌましたが、同

に多くの達成感を得ることが出来ました。（୰␎）日ᮏㄒ、ⱥㄒ、୰国ㄒといった」ᩘのゝㄒ

⾲グでゝⴥの配៖をすること、㌟りᡭりや同ࡌ目⥺でᐤりῧうጼໃをព㆑して接するなど

がᙜ日出来たのではないかと感ࡌます。 

 イ࣋ントを⏬する場合、実㝿にやってࡳないとわからないことやᙜ日にしかศからないこと

などが多くあるので、ᵝࠎな場合を定して‽ഛをする必要があるとᛮいました。また、⏬

を作っていくメンࣂー内での報共᭷が大切だとᛮいました。ᙜ日は、ἑ山のࣉࣁニングや予

していなかったこと、‽ഛ足など多くありましたが、ඛ生方の༠力やメンࣂーの⮫機応変

な対応でイ࣋ントでは多文の親子にᴦしんでもら࠼たとᛮいます。 

㸱Ѹ㸰 ⛅まࡾࡘ ���� ᖺ �� ᭶ � ᪥㸦ᅵ㸧

 日ᮏの⛅のぬと、⛅ならではの遊びをయ㦂してもらうためのイ࣋ントを⏬した。学生スタッ

フは、文ⱁ文学⛉のᤵᴗである「多文スタディーࢬ」のཷㅮ生と、国㝿ὶサークࣝ +RWFK 3RWFK

のメンࣂーを୰心とする᭷ᚿメンࣂーでᵓ成した。 

 ༗๓୰は、ᮏ学ࣕ࢟ンパス内にある㇏かな㞧ᮌᯘを生かし、親子でᯘをᩓ⟇しながら┿をる

┿大を開ദした。親子らは、学生スタッフと一⥴に、きれいなⰍのⴥを見つけたり、カࣈト࣒

シの幼を見つけたりしながら、ᛮいᛮいにᴦしんでいた。また、ᮏ学からど㏆い୕ⰾ⏫やᕝ㉺

ではさつまいもがྡ物であることから、日ᮏらしい⛅のぬとしてやきいもを↝き、ランࢳタイ࣒

に提供した。༗ᚋは、大学生が考した「ⴠちⴥスタンࣉ」「どんぐりேᙧ作り」などをᴦしんだ。

タイ࣒テーࣝࣈは下グのとおり。 

  10�00-10�30  ⮬ᕫ⤂、イスࣞࣈイク 

  10�50-11�30  さつまいもとりࢤー࣒、やきいもの‽ഛ 

  11�30-12�30  㞧ᮌᯘで┿大 

  12�30-13�20  㣗 

  13�20-1��30 ⴠちⴥやどんぐりをったᕤ作と遊び（保ㆤ者はㅮ₇とὶ） 
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ᅗ㸰㸸ࡣࢩࣛࢳ᪥ᮏㄒࠊⱥㄒࠊ୰ᅜㄒ࣒ࢼࢺ࣋ࠊㄒࡢ � ࡓࡋసᡂ࡚࠸⏝ࢆᅜㄒ

㸱．㸯 እᅜࡽ᮶ࡓᏊࡓࡢࡶめࣉ࣮࣐ࣥࣕ࢟ࢧ ࡢ ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧

 እ国ࣝーࢶのᐙᗞは、ኟ⚍りやኟらしいイ࣋ントに参加する機があまりなく、子どもたちが日

ᮏのኟをయ㦂する場が㝈られているという。また、保ㆤ者たちから、ኟఇࡳのᐟ題をࡳんなで一⥴

にやる場があるといいという声も聞いていた。 

 そこで、ኟ⚍り、かきịなど日ᮏのኟの㢼物リをᴦしࡳながら、同にኟఇࡳのᐟ題も㐍められ

る「サマーࣕ࢟ンࣉ」を⏬した。学生スタッフは、文ⱁ文学⛉のᤵᴗである「多文共生ワー

クシࣙッࣉ」のཷㅮ生と、国㝿ὶサークࣝ +RWFK 3RWFK のメンࣂーを୰心とする᭷ᚿメンࣂーで

ᵓ成した。ኟ⚍りをᶍした遊びの内容は、学生スタッフらが 6 月下旬からいくつかのグࣝーࣉにศ

かれて検ウし、「ᑕⓗ」「ࣚーࣚー㔮り」「うちわ作り」の 3 つを‽ഛした。ᑕⓗは、ᇸ⋢┴༡す㒊地

域⯆ࢭンターが所᭷するග⥺㖠ᘧのライフࣝ「ࡂࡡライフࣝ」をりて実施した。 

 イ࣋ントయの実施内容とタイ࣒テーࣝࣈは下グのとおり。 

 10�00-10�30  ⮬ᕫ⤂、イスࣞࣈイク 

 10�30-12�00  ኟఇࡳのᐟ題タイ࣒（保ㆤ者は᭩㐨య㦂） 

 12�00-13�00  㣗 

 13�00-1��30 ኟ⚍りをᶍした遊びのయ㦂（ᑕⓗ、ࣚーࣚー㔮り、うちわ作り） 

 1��30-15�00  かきịを㣗る 

   

ᅗ㸱㸸ࡢࣉ࣮࣐ࣥࣕ࢟ࢧᵝᏊࠋᐟ㢟ᨭ㸦ᕥ㸧࣮࣮ࣚࣚࠊ㔮ࡾ㸦୰㸧ࠊಖㆤ⪅ྥࡢࡅ᭩㐨య㦂㸦ྑ㸧

⽇ ᮇ︓8月12日（星期六）10:00-16:00
ᆅⅬ︓十文字学園⼥子大学

ά动ෆᐜ
- 学校作业
- 吃刨冰
- 吃午餐
- 体验日本节日游戏

⏦请
- 电子邮件: t-inada@jumonji-u.ac.jp
- 电话: 080-3685-3100 (inada)

⽇ ︓8⽉ 㻝 2⽇ 㻔⼟ ᭙⽇ 㻕 㻝 㻜 㻦 㻜 㻜 㼪 㻝 㻢 㻦 㻜 㻜
ሙᡤ︓⼗ ⽂ ᏐᏛᅬ⼥ ⼦ ⼤ Ꮫ（ Jumonji University）

እᅜ䛛䜙 ᮶䛯䛣 䛹䜒 䛾䛯䜑䛾

䝃䝬䞊䜻䝱 䞁䝥

⽇ ︓8月12日(土) 10:00〜16:00
ሙᡤ︓十文字学園⼥子大学
（じゅうもんじがくえんじょしだいがく）

䜔䜛䛣 䛸
・学校の しゅくだい
・かきごおりを 食べる
・お昼ごはんを 食べる
・ヨーヨーつり、しゃてき など

䜒 䛖 䛧 䛣 䜏
・メール︓t-inada@jumonji-u.ac.jp
・でんわ︓080-3685-3100 (inada)

㻰㼍 㼠㼑: Saturday, August 12, 
10:00-16:00

㻼㼘㼍 㼏㼑 : Jumonji University

㼀㼔 㼕㼚 㼓 㼟 㼠㼛 㼐 㼛
- Homework for school
- Eat shaved ice
- Eat lunch
- Experience Japanese festival games

㻭㼜 㼜 㼘 㼕㼏㼍 㼠㼕㼛 㼚
Email: t-inada@jumonji-u.ac.jp
Phone: 080-3685-3100 (inada)

Ngày㻦  㼀㼔ӭ 㻮ҧ㼥 㻘  㼚㼓 㽫㼥  㻝2 㼠 㼔㽬㼚㼓  8 
㻝㻜㻦  㻜㻜㻙㻝㻢㻦  㻜㻜

Đị a đi ểm㻦  㻶㼡㼙㼛㼚㼖 㼕  㼁㼚㼕 㼢㼑㼞 㼟 㼕 㼠 㼥

LÀM
㻙 㼎㽫 㼕  㼠 ұ㼜 㼢Ӆ 㼚㼔㽫
㻙 Ă㼚 ÿ㽬  㼏ҥ㼛 㼞 㽭㼡

㻙 Ă㼚 㼠 㼞 ѭ㼍
㻙 㼀㼞 ҧ㼕  㼚㼓 㼔㼕 Ӌ㼙 㼢ӣ 㼗 ӏ 㼏㼔 㼏ӫ㼍  㼏㽬㼏 㼘 Ӊ 㼔ӝ㼕  

㻺㼔ұ㼠  㻮ҧ㼚

ứng dụng
㻙 㻱㼙㼍 㼕 㼘 㻦  㼠 㻙 㼕 㼚㼍㼐㼍㻬㼖 㼡㼙㼛㼚㼖 㼕 㻙㼡 㻚 㼍㼏 㻚 㼖 㼜
㻙 Ĉ㼕 Ӌ㼚 㼠 㼔㼛ҥ㼕 㻦  㻜8㻜㻙㻟㻢8㻡㻙㻟㻝㻜㻜 㻔 㼕 㼚㼍㼐㼍 㻕

እᅜ䛛䜙 ᮶䛯⼦ 䛹 䜒 䛾䛯 䜑䛾

⛅䜎䛴䜚

Ngày: 7Kӭ %ҧ\� QJj\ �  WKiQJ ���  �����������
Địa  đ iểm: ĈҥL KӑF -XPRQM L
Những việc cần làm ( dự  k iến) :
� /jP ÿӗ FKѫL  EҵQJ KҥW Yj FjQK Fk\
� FKөS QKӳQJ EӭF  ҧQK WK~ Y ӏ  WURQJ UӯQJ
� ĂQ NKRDL  ODQJ QѭӟQJ

᪥ᮇ㻦  㻝 㻝 ᭶㻠 ᪥ᫍᮇභ 㻝 㻜 㻦 㻜 㻜 㻙㻝 㻠 㻦 㻜 㻜

ᆅⅬ㻦  ༑ᩥᏐᏛᅬዪᏊᏛ

ά动ෆᐜ䠄 暂ᐃ䠅 䠖

㻙 ⏝坚ᯝ树ᯞ⋵ල

㻙 为∗ẕඒ❺举办ⓗ森ᯘ摄ᙳ讲习⌜

㻙 ྚⅽ红⸉䚷 ➼

  㻝 㻝 ᭶㻠 ᪥㻔 ᅵ㻕 䚷 㻝 㻜 㻦 㻜 㻜 㻙㻝 㻠 㻦 㻜 㻜

ሙᡤ䠖 ༑ᩥᏐᏛᅬዪᏊᏛ䠄 ᪂ᗙᕷ䠅

䜔䛝 䛔 䜒 䜢

䛯 䜉䜘 䛖 䜒 䜚 䛷

䛒 䛭 䜌䛖

Date: 6DWXUGD\�  1RYHPEHU ��  �����������
Pla ce: -XPRQM L 8QLYHUV L W\
Things to do ( tentat ive) :
�  0DNH WR\V ZL WK QXWV  DQG EUDQFKHV
�  )RUHVW  SKRWRJUDSK\ ZRUNVKRS
� (DW  URDVWHG VZHHW SRWDWRHV  H WF �

㻭 㼡㼠㼡㼙㼚 㻲㼑㼟㼠㼕 㼢㼍 㼘  㼒 㼛㼞  

㻲㼛㼞 㼑㼕 㼓㼚  㻯㼔 㼕 㼘 㼐 㼞 㼑㼚

᪂ᗙᏊ⫱䛶 䝛 䝑 䝖 䝽䞊䜽 䚷 䘡䚷 ༑ᩥᏐᏛᅬዪᏊᏛ

Quick Application 
 /  Ứng dụng 

 /  TEL : 080-3685-3100
Email  :  t- inada@jumonji-u.ac. jp

※ /  The program is designed for chi ldren in grades 1-6 of
elementary school .  /   1-6  /  Đố i  tượng mục t iêu là  trẻ  em từ  lớp 1-6 trường t iểu
học.
※  /  An exchange program for parents is also
available.  /   /  Chúng tôi  cũng có chương tr ình trao đổ i dành cho phụ  huynh.

䛝 䛶 䛽
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  1��30-15�00 ┿大の⾲ᙲᘧ、一日の感の発⾲、グᛕᙳ 

   

ᅗ㸲㸸⛅まࡢࡾࡘᵝᏊࠋ㞧ᮌᯘ࡛┿ࢆࡿάື㸦ᕥ㸧ࢆࡾࡄࢇࠊࡓࡗᕤస㸦୰㸧ࠊⴠࡕⴥࢱࢫ

ไస⏬⤮ࡓࡗࢆࣉࣥ

࣒ࣛࢢࣟࣉࡅྥ⪅ಖㆤە

 ඛ㏙したように、ᮏࢪࣟࣉェクトは児童だけでなく保ㆤ者のサ࣏ートも目ⓗの一つとしていた。

⛅まつりでは、ᚿᮌ国㝿ὶのⲶᓥள⣪⨾さんから、ᚿᮌᕷにおける日ᮏㄒ教ᐊ開設の⤒⦋や、

おẕさん同ኈのネットワークを作る取り⤌ࡳなどについてㅮ₇してもらった。ᚿᮌ国㝿ὶは、

㛗年、እ国ே保ㆤ者と日ᮏே保ㆤ者が連⤡を取り合࠼る 616 連⤡⥙をᵓ⠏したり、日ᮏㄒ教ᐊやྛ

✀イ࣋ントを㏻してእ国ே保ㆤ者同ኈがὶできる機を提供している。ㅮ₇を㏻して、ඛ㐍ⓗな

取り⤌ࡳを▱るよい機となった。 

ᅗ５㸸ᚿᮌᅜ㝿ὶࡢⲶᓥள⣪⨾ࡿࡼࢇࡉㅮ₇

 以下に参加者の感の一㒊をᥖ㍕する。それࡒれの活動は好評であったが、学生スタッフと子ど

もたちの関わりがややᑡなかったという指摘があった。 

 ᳃の୰で᳜物、等のయ㦂㠃ⓑかった。↝きⰞ、すごい⨾しい。（保ㆤ者） 

 子供の➗㢦をࡳて、とてもᴦしくて、感動でした。ありがとうごࡊいました。（保ㆤ者） 

 とても᭷ព⩏で、ࢤー࣒のᴦしさをయ㦂し、さつまいもを↝くことに参加し、コミュニࢣーシ

ࣙンをಁし、とてもࡎかしがりᒇですが、もっとコミュニࢣーシࣙンを取ると良いとᛮいま

す。 ඛ生の指ᑟのもと、いろいろな᳜物を見ศけるだけでなく、ⴥっࡥをったࢤー࣒、⮬↛

に親しࡴこと、⮬↛をయ㦂すること、とても㠃ⓑく感ࡌました。 ඛ生方、お⑂れᵝでした。（ཎ

文୰国ㄒ、保ㆤ者） 
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 もうᑡしおጜさんたちと子どもたちの㊥㞳が㏆くなるࢤー࣒やコミュニࢣーシࣙンがあると

いいとᛮいました。（保ㆤ者） 

 学生さんと子ども達がもっとὶできると良いなとᛮいました。（保ㆤ者） 

 下グは、学生スタッフの感の一㒊である。እ国ே児童と実㝿にゐれ合うのがึめてという学生

たちにとっては、実㝿に関わってࡳて気づいたことが多かったようである。 

 ゝⴥが㏻ࡌなくて安になっていたり、㝈られたேとしかコミュニࢣーシࣙンがとれなかった

りする子供がいたので、Ⰽࠎなேと関わる機を作ったり、関係をᵓ⠏するためのᡭ助けをす

る必要があると考࠼ました。また、እ国ே児童の支援とእ国ேとの共生のどちらにも、日ᮏ

にఫࡴேのእ国ேの⌮ゎと、እ国ேの日ᮏにఫࡴேの⌮ゎが必要だと考࠼ました。そのた

め、日ᮏேというくくり、እ国ேというくくりで考࠼るのではなく、೫見をᣢたࡎに関わるな

かで▱り、⌮ゎに⧅げていくことが大切だと考࠼ました。 

 ⛅まつりでᵝࠎなࣝーࢶをᣢつ子供達と実㝿に関わってࡳて、ே見▱りだけど➗㢦がྍឡい子

や、やんちࡷで明るい子、年下を気㐵う優しい子など一ேひとりᵝࠎな㨩力ⓗなಶ性があると

とても感ࡌました。「እ国ே」や「እ国ே児童」と一ᣓりに考ࡎ࠼に、ステࣞ࢜タイࣉをᤞてて

それࡒれಶ性を⌮ゎし合うことがእ国ேとの共生において㔜要だと学ました。 

 保ㆤ者の方の୰には᐀教に関係がある᭹をしていた方がいたとᛮうので、イ࣋ントではなく

深く関わる場合は᐀教についての▱㆑を深めることや、その方とఱが᐀教ⓗにできないのかを

ヰし合う必要があるだろうとᛮいました。⚾は↓᐀教だとᛮうので、᐀教に関することはヲし

くないとᛮいます。なので༑ศ注ពして考࠼て接しないといけないだろうとᛮいました。 

㸱Ѹ㸱 ࣉ࣮ࣥࣕ࢟ࢱࣥ࢘ ���� ᖺ � ᭶ � ᪥㸦ᅵ㸧  

 ⠇ศの日に開ദし、ᴦしࡳながら⠇ศの文にゐれられるイ࣋ントを⏬した。学生スタッフは、

国㝿ὶサークࣝ +RWFK 3RWFK の୰から᭷ᚿメンࣂーをເり、ᵓ成した。 

 ᙜ日は、まࡎ、学生スタッフたちがスライドをったり、「⋞関に㣭られる㨣が᎘いなものはఱ㸽」

などのクイࢬを出しながら、⠇ศとはఱかについてゎㄝした。そのᚋ、学生スタッフの指ᑟのもと、

子どもたちがⰍ⏬用⣬と࣌ンで࢜リࢪナࣝの「㇋ࢣース」を作成した。㣗ᚋには、教ဨがᢃした

㨣がⓏ場し、子どもたちはḼ声を上げながら㇋をᢞげ、㇋まきをయ㦂した。そのᚋ、スࣉーンで㇋

を㐠ࡪリࣞー、ࢪェスࣕࢳーࢤー࣒などを行い、ὶをはかった。タイ࣒テーࣝࣈは以下のとおり。 

  10�00-10��0  ⮬ᕫ⤂、イスࣞࣈイク 

  10��0-11�10  ⠇ศについて▱ろう（大学生による発⾲とクイࢬ） 

  11�10-12�10  ⠇ศの㇋ࢣースを作ろう（保ㆤ者は同้に㜵⅏に関するワークシࣙッࣉ） 

  12�10-13�20  㣗 

  13�20-13�50 㨣に㇋をᢞげよう、ࢤー࣒（スࣉーン㇋リࣞー、ࢪェスࣕࢳーࢤー࣒） 

  13�50-1��15 一日の感の発⾲、グᛕᙳ 
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  1��30-15�00 ┿大の⾲ᙲᘧ、一日の感の発⾲、グᛕᙳ 

   

ᅗ㸲㸸⛅まࡢࡾࡘᵝᏊࠋ㞧ᮌᯘ࡛┿ࢆࡿάື㸦ᕥ㸧ࢆࡾࡄࢇࠊࡓࡗᕤస㸦୰㸧ࠊⴠࡕⴥࢱࢫ

ไస⏬⤮ࡓࡗࢆࣉࣥ

࣒ࣛࢢࣟࣉࡅྥ⪅ಖㆤە

 ඛ㏙したように、ᮏࢪࣟࣉェクトは児童だけでなく保ㆤ者のサ࣏ートも目ⓗの一つとしていた。

⛅まつりでは、ᚿᮌ国㝿ὶのⲶᓥள⣪⨾さんから、ᚿᮌᕷにおける日ᮏㄒ教ᐊ開設の⤒⦋や、

おẕさん同ኈのネットワークを作る取り⤌ࡳなどについてㅮ₇してもらった。ᚿᮌ国㝿ὶは、

㛗年、እ国ே保ㆤ者と日ᮏே保ㆤ者が連⤡を取り合࠼る 616 連⤡⥙をᵓ⠏したり、日ᮏㄒ教ᐊやྛ

✀イ࣋ントを㏻してእ国ே保ㆤ者同ኈがὶできる機を提供している。ㅮ₇を㏻して、ඛ㐍ⓗな

取り⤌ࡳを▱るよい機となった。 

ᅗ５㸸ᚿᮌᅜ㝿ὶࡢⲶᓥள⣪⨾ࡿࡼࢇࡉㅮ₇

 以下に参加者の感の一㒊をᥖ㍕する。それࡒれの活動は好評であったが、学生スタッフと子ど

もたちの関わりがややᑡなかったという指摘があった。 

 ᳃の୰で᳜物、等のయ㦂㠃ⓑかった。↝きⰞ、すごい⨾しい。（保ㆤ者） 

 子供の➗㢦をࡳて、とてもᴦしくて、感動でした。ありがとうごࡊいました。（保ㆤ者） 

 とても᭷ព⩏で、ࢤー࣒のᴦしさをయ㦂し、さつまいもを↝くことに参加し、コミュニࢣーシ

ࣙンをಁし、とてもࡎかしがりᒇですが、もっとコミュニࢣーシࣙンを取ると良いとᛮいま

す。 ඛ生の指ᑟのもと、いろいろな᳜物を見ศけるだけでなく、ⴥっࡥをったࢤー࣒、⮬↛

に親しࡴこと、⮬↛をయ㦂すること、とても㠃ⓑく感ࡌました。 ඛ生方、お⑂れᵝでした。（ཎ

文୰国ㄒ、保ㆤ者） 
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ᅗ㸴㸸Ꮫ⏕ࡿࡼࣇࢵࢱࢫ⠇ศࡢゎㄝ㸦ᕥ㸧ࡢࢫ࣮ࢣ㇋ࠊไస㸦୰࣭ྑ㸧

࣒ࣛࢢࣟࣉࡅྥ⪅ಖㆤە

 202� 年 1 月 1 日に、能Ⓩ༙ᓥでᕧ大な地㟈があったことから、እ国ே保ㆤ者と一⥴に㜵⅏につい

て考࠼るを⏬した。ᇸ⋢┴が作成した「イࣔࢶ㜵⅏」のྛ国ㄒ∧を配布し、これにἢってᐙල

の㌿ಽ㜵Ṇ方ἲ、㣗ᩱのഛἲなどについてゎㄝした。同ࡌẕㄒヰ者同ኈで安なことなどについ

てヰし合う機を設け、そのᚋ、యでのディスカッシࣙンを行った。 

ᅗ㸵㸸ᯇỌಟ୍ᩍᤵࡀ㜵⅏ࡢᚰᚓࡸせⅬ࡚࠸ࡘゎㄝࡓࡋ

 以下に参加者の感の一㒊をᥖ㍕する。保ㆤ者のさらなる多ゝㄒ対応の必要性、安な᳔子の

用など、改善のためのࣄントが得られた。 

 こどもたちも大満足で、改めて⠇ศの⩦わしを▱ることができました。保ㆤ者向けの㜵⅏ㅮᗙ

もとても良かったです。心ᵓ࠼ができたとᛮいます。（保ㆤ者） 

 እ国ேの子どもとその親が地域のࡳんなとὶできるイ࣋ントは⣲ᬕらしいとᛮいました。学

生さんの⏬・㐍行も⣲ᬕらしかったです。（保ㆤ者） 

 ᙜ日はありがとうごࡊいました。ᕤ作の間がᴦしかったようで、ᐙでも同ࡌように作品を作

っていました。㣗ᇽの⛣動も᥈検のように感ࡌたようで、とてもワクワクした気ᣢちだった

ようです。「学校᥈検したよ㸟」と、すごく喜んでヰしていました。ᡃがᐙの子どもたちは͇お

ጜさん達と࠼る場所、お達と遊る場所͇と、感ࡌているようでした。 

 地㟈の▱㆑から得るものは多かった（ཎ文୰国ㄒ、保ㆤ者） 

 く日ᮏㄒがわからないメンࣂーもいるので、そちらのフ࢛ࣟーもできたらᎰしいです。（保ㆤ

者） 

 動く᳔子にᗙっている幼児の子どもが、᳔子からⴠちそうになっていた場㠃がありました。タ

イࣖがいていない᳔子を用ពした方が、ᡃ㜵Ṇになるとᛮいました。（保ㆤ者） 
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㸱Ѹ㸲 ࡢኤࢆᴦ࠺ࡶࡋ ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦ᮌ㸧

 のὶイ࣋ントは、ᖹ日にしか間がとれなかったため、17 から 19 までの▷い間での

開ദとした。学生スタッフは、࢘ィンターࣕ࢟ンࣉと同ᵝ、国㝿ὶサークࣝ +RWFK 3RWFK の୰か

ら᭷ᚿメンࣂーをເり、ᵓ成した。 

 ๓༙は、ิを作って新聞⣬の上をࣕࢪンࣉして㐍んでいく「新聞⣬リࣞー」や、ྛ⮬が新聞⣬の

上にり、ࡷࡌんけんで㈇けると足ඖの新聞⣬が༙ศになっていく「新聞⣬ᓥ」などのࢤー࣒をᴦ

しんだ。ᚋ༙は、学生スタッフの指ᑟのもと、ランタン作りをᴦしんだ。ࣉラスࢳック製のコッࣉ

にⰍとりどりのࣟࢭフンを㈞ったり、࣌ンでᶍᵝを᭩いたりして、その୰に /(' ランࣉをࢭット

した。᭱ᚋに教ᐊの㟁気をᾘすと、子どもたちがᡭにᣢつランタンが一ᩧにගり、㒊ᒇ୰がᗁⓗ

な㞺ᅖ気にໟまれた。タイ࣒テーࣝࣈは下グのとおり。 

 17�00-17�15 開ᘧ、⮬ᕫ⤂ 

 17�15-17� イクࣞࣈイス 30

 17�30-18� （新聞⣬リࣞー、新聞⣬ᓥ）࣒ーࢤ 10

 18�10-18�50 ランタン作り 

 18�50-19�00 㛢ᘧ、グᛕᙳ 

   

ᅗ㸶㸸ࠕ᪂⪺⣬ᓥࠖࢆᴦࡴࡋᏊࡕࡓࡶ㸦ᕥ㸧ࠊᏊࡀࡕࡓࡶసࣥࢱࣥࣛࡓࡗ㸦୰㸧ࠊᩍᐊࡢ㟁Ẽࢆᾘ

㸦ྑ㸧ࡓࡗග࠸ࢀࡁࡀࣥࢱとࣛࣥࡍ

࣒ࣛࢢࣟࣉࡅྥ⪅ಖㆤە

 保ㆤ者らの୰には、日ᮏの教育システ࣒について▱㆑が足している方も多い。そこで、ᐩኈ見

ᕷの「子ども日ᮏㄒ学⩦クラࣈ」で活動し、㛗年、እ国ே児童の㐍学を見Ᏺってきたᯇᑿᜤ子さん

から、୰学校に㐍んだあとの学⩦・生活の心得や、高校ཷ㦂のシステ࣒についてㅮ₇してもらった。 

ᅗ㸷㸸ᯇᑿᜤᏊࡿࡼࢇࡉ᪥ᮏࡢᩍ⫱ࡢ࡚࠸ࡘ࣒ࢸࢫࢩㅮ₇
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ᅗ㸴㸸Ꮫ⏕ࡿࡼࣇࢵࢱࢫ⠇ศࡢゎㄝ㸦ᕥ㸧ࡢࢫ࣮ࢣ㇋ࠊไస㸦୰࣭ྑ㸧

࣒ࣛࢢࣟࣉࡅྥ⪅ಖㆤە

 202� 年 1 月 1 日に、能Ⓩ༙ᓥでᕧ大な地㟈があったことから、እ国ே保ㆤ者と一⥴に㜵⅏につい

て考࠼るを⏬した。ᇸ⋢┴が作成した「イࣔࢶ㜵⅏」のྛ国ㄒ∧を配布し、これにἢってᐙල

の㌿ಽ㜵Ṇ方ἲ、㣗ᩱのഛἲなどについてゎㄝした。同ࡌẕㄒヰ者同ኈで安なことなどについ

てヰし合う機を設け、そのᚋ、యでのディスカッシࣙンを行った。 

ᅗ㸵㸸ᯇỌಟ୍ᩍᤵࡀ㜵⅏ࡢᚰᚓࡸせⅬ࡚࠸ࡘゎㄝࡓࡋ

 以下に参加者の感の一㒊をᥖ㍕する。保ㆤ者のさらなる多ゝㄒ対応の必要性、安な᳔子の

用など、改善のためのࣄントが得られた。 

 こどもたちも大満足で、改めて⠇ศの⩦わしを▱ることができました。保ㆤ者向けの㜵⅏ㅮᗙ

もとても良かったです。心ᵓ࠼ができたとᛮいます。（保ㆤ者） 

 እ国ேの子どもとその親が地域のࡳんなとὶできるイ࣋ントは⣲ᬕらしいとᛮいました。学

生さんの⏬・㐍行も⣲ᬕらしかったです。（保ㆤ者） 

 ᙜ日はありがとうごࡊいました。ᕤ作の間がᴦしかったようで、ᐙでも同ࡌように作品を作

っていました。㣗ᇽの⛣動も᥈検のように感ࡌたようで、とてもワクワクした気ᣢちだった

ようです。「学校᥈検したよ㸟」と、すごく喜んでヰしていました。ᡃがᐙの子どもたちは͇お

ጜさん達と࠼る場所、お達と遊る場所͇と、感ࡌているようでした。 

 地㟈の▱㆑から得るものは多かった（ཎ文୰国ㄒ、保ㆤ者） 

 く日ᮏㄒがわからないメンࣂーもいるので、そちらのフ࢛ࣟーもできたらᎰしいです。（保ㆤ

者） 

 動く᳔子にᗙっている幼児の子どもが、᳔子からⴠちそうになっていた場㠃がありました。タ

イࣖがいていない᳔子を用ពした方が、ᡃ㜵Ṇになるとᛮいました。（保ㆤ者） 
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㸲．まとめとᚋࡢㄢ㢟

 ➹者らは、እ国ࣝーࢶの子どもたちとその保ㆤ者たちがᢪ࠼る課題をゎ決するために㸰つのࣟࣉ

 。ェクトを実施したࢪ

 一つは、定期ⓗに開ദする日ᮏㄒ教ᐊ「はっちࡱっちひろば」である。2023 年 � 月から 202� 年

3 月の間に 23 回実施した。参加児童の日ᮏㄒ力を向上させることができ、また学生スタッフが日

ᮏㄒ教育をయ㦂する場としても機能したとゝ࠼る。一方で、参加児童ᩘがᛮったよりもቑ࠼なかっ

た点は今ᚋの課題である。開ദ᭙日・間を考៖する必要はあるが、202� 年度も引き続き実施する

予定である。 

 もう一つのࢪࣟࣉェクトは、እ国ே児童に日ᮏ文のయ㦂とὶの機を提供することを目ⓗと

したイ࣋ントである。2023 年 8 月、2023 年 11 月、202� 年 2 月、202� 年 3 月のィ � 回実施した。

ẖ回、Ꮨ⠇ごとの文や行をテーマにし、学生スタッフたちがࢤー࣒、ᕤ作、文ࢮࣞࣉンテー

シࣙンなどを⏬した。どの回も児童たちには好評であり、⧞り㏉し参加してくれる児童も多かっ

た。保ㆤ者向けのࣟࣉグラ࣒もおおࡡࡴ好評だった。ンࢣートには、≉に㜵⅏や㐍学についての

ㅮ⩏が᭷用だったというព見が多くあった。また、ึめてう保ㆤ者同ኈで連⤡ඛをしたり、

おしࡷりをᴦしんでいるᵝ子も見ཷけられ、イ࣋ントが保ㆤ者間のネットワーク作りの場として

機能してᵝ子がうかが࠼る。 

 ᮏ学学生の教育ຠ果としては、教ဨに㢗らࡎに学生୰心で㐍めることによる⮬ᚊ性のᾰ㣴、♫

課題をᛕ㢌に置きながら⏬を᭱ึから考࠼る⏬力、学⛉を㉸࠼た」ᩘの学生たちと対ヰを㔜

 。る࠼ながら実行していく༠働性などが㣴われたと考ࡡ

 202� 年度も引き続き、新ᗙ子育てネットワークと༠力しながら、年 � 回程度のイ࣋ントを実施す

る予定である。 

>1@ 新ᗙᕷ㸸⤫ィ報 KWWpV���ZZZ�FLW\�QLL]D�OJ�Mp�VLWH�WRXNHL�OLVW93�-3699�KWPO 

>2@ 132 ἲே新ᗙ子育てネットワーク㸸ドࣟッࣉイン 

  KWWpV���VLWHV�JRRJOH�FRP�FFQ�QLL]D-NVGW�FRP�FFQ-WRp�ドࣟッࣉイン 

>3@ 新ᗙᕷ㸸子どものᨺ課ᚋ居場所づくり（ココフࣞンド）ᴗ 

  KWWpV���ZZZ�FLW\�QLL]D�OJ�Mp�VRVKLNL����NRNRIXUH-��KWPO 

>�@ 山ᮏ⤮⨾か（2018）ࠗ おひさま >はࡌめのいっࡱ@ 子どものための日ᮏㄒ࠘ くろしお出∧ 
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ྋद౦୰ጵᇱࣆࡱ㕪ഋᇌಌॺࣆ་ॺ 

ዥ֦גॺֵՔ༷ਿ֖֥ዥֵզ։֔؞، ּגէ活動ሇெ 

}ഷႩဗのຎ־とड༎} 

nOsanpo Plus| activity report Zhere children can play� learn� e[plore and have fun 
� Initiatives and challenJes in the first year � 

Ώ㑔 Ꮥᯞ 1�    ྡ達 ⱥペ 1�

7akae :A7ANA%(      Hideaki NA'A&HI 

㸯）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学 教育ே文学㒊 幼児教育学⛉ 

 㸸地域連携、ᅬእ保育、ᩓṌ、子どもの遊び、子どものయ性ࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸「おさんࣉ ࡱラス」は、ᮅ㟘ᕷと༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学の共同ᴗである。ᮅ㟘ᕷのᵝࠎな地

域㈨※を活用した子どもたちのᩓṌに「大学のᑓ㛛性」をࣉラスし、子どもたちの遊びと学びの場

をつくることを目ⓗとしている。さらに、ᮅ㟘ᕷの地域㈨※そのものがᣢつ、子どもの遊びと学び

を育ࡴ₯ᅾⓗなྍ能性と㨩力を明らかにしてく。㸰㸮㸰㸱年度はᮅ㟘ᕷ❧ᮏ⏫保育ᅬと༠同し、ᮅ

㟘の᳃で「おさんࣉ ࡱラス」を実施した。ᮏ学教ဨと保育者がㄒり合いながらᙜ日の‽ഛをし、

「おさんࣉ ࡱラス」ᙜ日は学生も参加して子どもたちと一⥴に遊び、⮬発ⓗな遊びにおける子ど

もの⯆関心のⱆ生࠼を見つめ、「おさんࣉ ࡱラス」ᚋも保育ほᐹとり㏉りをᑀに続けた。こ

のような๓ᚋのࢭࣟࣉスも㋃ま࠼た「おさんࣉ ࡱラス」の実施によって、保育グ㘓の改善や要㘓

作成の㝿のど点の明確、日ࠎの保育の見┤しとつながっていった。さらに、「おさんࣉ ࡱラ

ス」をきっかけとしてᮅ㟘ᕷ❧ᮅ㟘第භ小学校との保幼小連携のᶍ⣴もጞまり、ᮏ取り⤌ࡳはᮅ㟘

ᕷの保育者の㈨㉁向上、および保育の㉁向上にᐤすると考࠼らた。 

㸯．ࡌࡣめ 

  

ᇸ⋢┴新ᗙᕷに所ᅾする༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学は、㸰㸮㸯㸱年㸴月、新ᗙᕷに㞄接するᮅ㟘ᕷと┦

༠力༠定を⥾⤖している。この༠定は、「おいが᭷するேᮦや㈨※やேᮦを活用し、連携༠力し

ていくことで、地域の発展や大学の教育・研究機能を高めること」（㸯）を㊃᪨としており、「おさん

は、ᮅ㟘ᕷの「ラスࣉ ࡱおさん」。ラス」もこの༠定に基づいて㸰㸮㸰㸱年度より開ጞしたࣉ ࡱ

බ❧保育ᅬとᮏ学の教ဨ、学生が༠働し、ᮏ学の多ᵝなᑓ㛛性をࣉラスしたᩓṌをィ⏬・実施する

ものである。 

㸰㸮㸰㸱年度は「おさんࣉ ࡱラス」のึ年度であり、どのように「おさんࣉ ࡱラス」が実施

できるのかについて検ウを㔜ࡡた㸯年であった。ᮅ㟘ᕷබ❧保育ᅬは㒊で㸷ᅬあるが、㸰㸮㸰㸱

年度はᮅ㟘ᕷ❧ᮏ⏫保育ᅬ（以ᚋᮏ⏫保育ᅬとグ㍕）と共に、㸯㸯月㸱㸮日に「ᮅ㟘の᳃」で「お

さんࣉ ࡱラス」を行った。「おさんࣉ ࡱラス」⮬యの実施は㸯回であったものの、「おさんࣉ ࡱ

ラス」の実施๓ᚋには子どもたちのጼについてᮏ⏫保育ᅬ保育者らとᮏ学教ဨがఱ度もㄒり合い、

子どもの⯆関心を୰心にᤣ࠼た遊びと学びについてヰし合いを⧞り㏉した。さらに、「おさんࡱ 

「ラスࣉ ࡱおさん」、ラス」以ᚋもᮏ学教ဨが保育のほᐹや保育者とのㄒり合いを⧞り㏉す୰でࣉ

が㸯回だけのイ࣋ントに␃まらࡎに、「おさんࣉ ࡱラス」での⤒㦂が子どもたちの遊びを実さ

せ、ࢪࣟࣉェクトⓗな保育が展開する等、ẖ日の保育とἼཬしていくᵝ子を見ることができた。

また、ᮅ㟘ᕷ❧ᮏ⏫保育ᅬに㏻う多くの子どもたちが㐍学するᮅ㟘ᕷ❧ᮅ㟘第භ小学校にこの取り

 ࡱのひとつとして「おさんࡳ⤌る機を得て、来年度以㝆は保幼小連携に向けた取り࠼をఏࡳ⤌

 。ラス」を活用していくことをᶍ⣴しጞめているࣉ
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㸲．まとめとᚋࡢㄢ㢟

 ➹者らは、እ国ࣝーࢶの子どもたちとその保ㆤ者たちがᢪ࠼る課題をゎ決するために㸰つのࣟࣉ

 。ェクトを実施したࢪ

 一つは、定期ⓗに開ദする日ᮏㄒ教ᐊ「はっちࡱっちひろば」である。2023 年 � 月から 202� 年

3 月の間に 23 回実施した。参加児童の日ᮏㄒ力を向上させることができ、また学生スタッフが日

ᮏㄒ教育をయ㦂する場としても機能したとゝ࠼る。一方で、参加児童ᩘがᛮったよりもቑ࠼なかっ

た点は今ᚋの課題である。開ദ᭙日・間を考៖する必要はあるが、202� 年度も引き続き実施する

予定である。 

 もう一つのࢪࣟࣉェクトは、እ国ே児童に日ᮏ文のయ㦂とὶの機を提供することを目ⓗと

したイ࣋ントである。2023 年 8 月、2023 年 11 月、202� 年 2 月、202� 年 3 月のィ � 回実施した。

ẖ回、Ꮨ⠇ごとの文や行をテーマにし、学生スタッフたちがࢤー࣒、ᕤ作、文ࢮࣞࣉンテー

シࣙンなどを⏬した。どの回も児童たちには好評であり、⧞り㏉し参加してくれる児童も多かっ

た。保ㆤ者向けのࣟࣉグラ࣒もおおࡡࡴ好評だった。ンࢣートには、≉に㜵⅏や㐍学についての

ㅮ⩏が᭷用だったというព見が多くあった。また、ึめてう保ㆤ者同ኈで連⤡ඛをしたり、

おしࡷりをᴦしんでいるᵝ子も見ཷけられ、イ࣋ントが保ㆤ者間のネットワーク作りの場として

機能してᵝ子がうかが࠼る。 

 ᮏ学学生の教育ຠ果としては、教ဨに㢗らࡎに学生୰心で㐍めることによる⮬ᚊ性のᾰ㣴、♫

課題をᛕ㢌に置きながら⏬を᭱ึから考࠼る⏬力、学⛉を㉸࠼た」ᩘの学生たちと対ヰを㔜

 。る࠼ながら実行していく༠働性などが㣴われたと考ࡡ

 202� 年度も引き続き、新ᗙ子育てネットワークと༠力しながら、年 � 回程度のイ࣋ントを実施す

る予定である。 

>1@ 新ᗙᕷ㸸⤫ィ報 KWWpV���ZZZ�FLW\�QLL]D�OJ�Mp�VLWH�WRXNHL�OLVW93�-3699�KWPO 

>2@ 132 ἲே新ᗙ子育てネットワーク㸸ドࣟッࣉイン 

  KWWpV���VLWHV�JRRJOH�FRP�FFQ�QLL]D-NVGW�FRP�FFQ-WRp�ドࣟッࣉイン 

>3@ 新ᗙᕷ㸸子どものᨺ課ᚋ居場所づくり（ココフࣞンド）ᴗ 

  KWWpV���ZZZ�FLW\�QLL]D�OJ�Mp�VRVKLNL����NRNRIXUH-��KWPO 

>�@ 山ᮏ⤮⨾か（2018）ࠗ おひさま >はࡌめのいっࡱ@ 子どものための日ᮏㄒ࠘ くろしお出∧ 
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ᮏ✏では、「おさんࣉ ࡱラス」の取り⤌ࡳをᮅ㟘ᕷ内のබ❧保育ᅬの保育者をはࡌめとする教

育・保育関係者に▱ってもらうために作成した地域向けの小子（㸰）の内容をもとに、ึ年度の取

り⤌ࡳと課題について報告する。 

㸰．ᮅ㟘ᕷࡶࡇᗣ㒊࣭ಖ⫱ㄢࡧࡼ࠾ᮅ㟘ᕷබ❧ಖ⫱ᅬとࡢ㐃ᦠࡌࡣࡢまࡾ 

  

ᮅ㟘ᕷこどもᗣ㒊・保育課およびᮅ㟘ᕷ❧බ❧保育ᅬとの連携のきっかけの一つは、➹者がᮅ

㟘ᕷで子育てをし、බ❧保育ᅬに子どもを㏻わせる保ㆤ者であったことだ。බ❧保育ᅬに子どもを

㏻わせる保ㆤ者として、ある保育ᅬの年㛗児が「だࡷࡌれ」に⯆をᣢち、だࡷࡌれのᮏをἑ山作

っていることを▱った、ᮏ学のᑓ㛛性によって子どもたちの⯆をより深めることが出来るので

はないかと考࠼、ᮅ㟘ᕷ保育課㛗に地域連携のᡴデをしたことがጞまりである。 

  

そこで、ᮅ㟘ᕷこどもᗣ㒊・保育課、ᮅ㟘ᕷ内のබ❧保育ᅬ一ᅬ、文ⱁ文学⛉・星野♸子

教ᤵの༠力を得て、㸰㸮㸰㸱年㸱月㸰㸮日に、ᮏ学の㞧ᮌᯘ「༑文Ꮠの᳃」で、᭱ึの「おさんࡱ 

れは㠃ⓑいのかについておヰいたࡷࡌだࡐ星野教ᤵよりな、ࡎラス」を実施した。そこではまࣉ

だき、そのᚋ、子どもたちは「༑文Ꮠの᳃」でᛮいᛮいに遊んだ。この取り⤌ࡳについては、ᮏ学

の࣍ー࣒࣌ーࢪに「ࣉラスワントピックス」としてබ開されているので、下グに引用（㸱）する。 

ᮅ㟘ᕷのබ❧保育ᅬの子どもたちがᮏ学の᳃をゼれ「おさんࡱ ラス」を実施しましたࣉ

㸱月㸰㸮日（月）に、ᮏ学とᮅ㟘ᕷの地域連携の一⎔とし

て「おさんࣉ ࡱラス」を実施、ᮅ㟘ᕷのබ❧保育ᅬ年㛗クラ

スの子どもたち 27 ྡと保育者 7 ྡが「༑文Ꮠの᳃」遊び

に来ました。 

 「おさんࣉࡱラス」の⏬は、幼児教育学⛉ ྡ達ⱥペ教ᤵ

とΏ㑔Ꮥᯞㅮᖌが୰心となり、ᮏ学が保᭷する᳃を活用し、

保育ᅬで行っている子どもたちのẖ日のᩓṌに「大学の⎔

ቃ」と「大学がᣢつᑓ㛛性」をࣉラスし、子どもたちの遊び

と学びの場をつくることが目ⓗです。 

 日㡭より保育ᅬの子どもとの関わりを大切にしているΏ㑔ㅮᖌ。保育ᅬのඛ生方とのやりとりの

なかで、子どもたちが「だࡷࡌれ」に⯆をᣢち、⮬ศたちで「だࡷࡌれ」のᮏを作っていたこと

から、「᳃の୰で遊ࡪだけでなく、そのような⎔ቃの୰で、ࠗ ことば࠘をテーマにした㟷空教ᐊをし

てはどうか」という⏬に発展しました。 

 ᙜ日は、文ⱁ文学⛉ 星野♸子教ᤵによる㟷空教ᐊ「だࡷࡌれのおはなし」からスタート。子

どもたちは、β れは㠃ࡷࡌだࡐれを発⾲し、「なࡷࡌとだࠎな⤮がᥥかれたカードを見ながら、ḟࠎ

ⓑいのだろう㸽」という星野ඛ生のおヰに⯆ὠࠎのᵝ子でした。 

 そのᚋ、グラ࢘ンドのዟにある᳃で「᳃のඛ生」となったྡ達ⱥペ教ᤵが᳃の୰を内し、子ど

もたちは⮬⏤に遊びました。それࡒれが⯆のあることを見つけ、遊びに⇕୰する子どもたちのጼ

が見られました。「ඛ生は日ᮏㄒのඛ生だから、「」と「く」のᯞをあげるࡡ㸟」と星野ඛ生にᯞ

をΏす子ども、「ⴠとし✰があるらしい㸟」と、⸭の୰を᥈検する子ども、ࡩかࡩかのⴠちⴥの上を

トラン࣏リンのように㊴ࡡる子ども、学生の造ったࢶリー࢘ࣁスを見つけて「テントがある㸟」と

㣭りけをする子ども、切りᰴを᥀って感ゐをᴦしࡴ子ども͐など、それࡒれにᴦしࡳを見つけて

いました。 

 ᮏ学は新ᗙ㥐からᚐṌ㸯㸮ศという❧地にありながら、子どもたちが遊ࡪことのできる大きな᳃

があります。その⎔ቃを活かし、さらに今回は「ことば」という子どもの⯆をより深めることの
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できるᮏ学教ဨのᑓ㛛性や、支援に参加した学生の活㌍もࣉラスすることで、子どもの遊びと学び

が㇏かになることを実感した一日となりました。 

参加した子どもの保ㆤ者の方からは、᳃の୰で大きく㌟యを動かしてἑ山の発見をしたこと、ࢪࢲ

ࣕࣞについてわかったこと、目を㍤かせながら、ᖐᏯᚋにἑ山おヰをしてくれました㸟おጜさん（学

生）と遊ࡪのもᴦしかったそうです㸟などうれしい㡪をいただきました。 

「᳃のඛ生」（ྡ達教ᤵ）と᳃の୰ࢶ     リー࢘ࣁスに⯆ὠࠎ      切りᰴの✰に関心をᣢつ子どもたち 

㛗いつたで学生と⥘引き        「」と「く」のᯞをもらった星野教ᤵ  「またࡡー」とᡭをって、ඖ気にᖐって 

いきました 

た年㛗児だからこそ࠼で取り上げた子どもたちの遊びのጼには、小学校ධ学を見ᤣࢪー࣒࣌ー࣍ 

の育ちと᥈究のጼをᤊ࠼ることが出来た。 

切りᰴの✰に⯆をᣢった児童は、✰をゐってࡳるとࡩかࡩかな感ゐに気づき、᭱ึは指で、ḟ

はᮌのᯞで᥀り、᥀ったᚋのᮌくࡎは୧ᡭいっࡥいにᣢちᖐった。ᮌがᰂらかいことのᛮ㆟さ、

ᮌくࡎの感ゐの心地よさをሓ能し、その㠃ⓑさを達や保育者にᎰしそうにఏ࠼ていた。なࡐ✰が

開いているのだろう、このᮌはどうしてᰂらかいのかな、ᰂらかいころはどこまで続いているのだ

ろう、と、「⮬↛のᛮ㆟さにゐれて感動するయ㦂」（４）をし、そのᛮ㆟について、㌟で᥈究し

ているጼであった。 

「ඛ生は日ᮏㄒのඛ生だから、「」と「く」のᯞをあげるࡡ㸟」と、星野教ᤵにᮌのᯞをΏし

た児童のጼは、保育所保育指㔪に♧されている「幼児期の⤊わりまでに育ってしいጼ」の 

「ク、ᩘ㔞やᅗᙧ、ᶆ㆑や文Ꮠなどの関心・感ぬ」に┦ᙜする。ゝⴥや文Ꮠの関心のⱆ生࠼は

子どもの遊びや生活の୰にあり、このように⮬ศで見つけた喜びをకった関心は、小学校以㝆の学

⩦に✚ᴟⓗに取り⤌ࡴጼໃとつながり、文Ꮠの学⩦が「実感をకった⌮ゎ」（㸳）ともなるだろう。 

 このような遊びのጼを見つめ、子どもの⯆・関心を見取り、指ᑟ・援助をする保育者には、さ

まࡊまな遊びと᥈究のጼを定したᑀな‽ഛが必要となる。共同ᇳ➹者のྡ達は、᥀ることを
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ᮏ✏では、「おさんࣉ ࡱラス」の取り⤌ࡳをᮅ㟘ᕷ内のබ❧保育ᅬの保育者をはࡌめとする教

育・保育関係者に▱ってもらうために作成した地域向けの小子（㸰）の内容をもとに、ึ年度の取

り⤌ࡳと課題について報告する。 
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教ᤵの༠力を得て、㸰㸮㸰㸱年㸱月㸰㸮日に、ᮏ学の㞧ᮌᯘ「༑文Ꮠの᳃」で、᭱ึの「おさんࡱ 

れは㠃ⓑいのかについておヰいたࡷࡌだࡐ星野教ᤵよりな、ࡎラス」を実施した。そこではまࣉ

だき、そのᚋ、子どもたちは「༑文Ꮠの᳃」でᛮいᛮいに遊んだ。この取り⤌ࡳについては、ᮏ学

の࣍ー࣒࣌ーࢪに「ࣉラスワントピックス」としてබ開されているので、下グに引用（㸱）する。 

ᮅ㟘ᕷのබ❧保育ᅬの子どもたちがᮏ学の᳃をゼれ「おさんࡱ ラス」を実施しましたࣉ

㸱月㸰㸮日（月）に、ᮏ学とᮅ㟘ᕷの地域連携の一⎔とし

て「おさんࣉ ࡱラス」を実施、ᮅ㟘ᕷのබ❧保育ᅬ年㛗クラ

スの子どもたち 27 ྡと保育者 7 ྡが「༑文Ꮠの᳃」遊び

に来ました。 

 「おさんࣉࡱラス」の⏬は、幼児教育学⛉ ྡ達ⱥペ教ᤵ

とΏ㑔Ꮥᯞㅮᖌが୰心となり、ᮏ学が保᭷する᳃を活用し、

保育ᅬで行っている子どもたちのẖ日のᩓṌに「大学の⎔

ቃ」と「大学がᣢつᑓ㛛性」をࣉラスし、子どもたちの遊び

と学びの場をつくることが目ⓗです。 

 日㡭より保育ᅬの子どもとの関わりを大切にしているΏ㑔ㅮᖌ。保育ᅬのඛ生方とのやりとりの

なかで、子どもたちが「だࡷࡌれ」に⯆をᣢち、⮬ศたちで「だࡷࡌれ」のᮏを作っていたこと

から、「᳃の୰で遊ࡪだけでなく、そのような⎔ቃの୰で、ࠗ ことば࠘をテーマにした㟷空教ᐊをし

てはどうか」という⏬に発展しました。 

 ᙜ日は、文ⱁ文学⛉ 星野♸子教ᤵによる㟷空教ᐊ「だࡷࡌれのおはなし」からスタート。子

どもたちは、β れは㠃ࡷࡌだࡐれを発⾲し、「なࡷࡌとだࠎな⤮がᥥかれたカードを見ながら、ḟࠎ

ⓑいのだろう㸽」という星野ඛ生のおヰに⯆ὠࠎのᵝ子でした。 

 そのᚋ、グラ࢘ンドのዟにある᳃で「᳃のඛ生」となったྡ達ⱥペ教ᤵが᳃の୰を内し、子ど

もたちは⮬⏤に遊びました。それࡒれが⯆のあることを見つけ、遊びに⇕୰する子どもたちのጼ

が見られました。「ඛ生は日ᮏㄒのඛ生だから、「」と「く」のᯞをあげるࡡ㸟」と星野ඛ生にᯞ

をΏす子ども、「ⴠとし✰があるらしい㸟」と、⸭の୰を᥈検する子ども、ࡩかࡩかのⴠちⴥの上を

トラン࣏リンのように㊴ࡡる子ども、学生の造ったࢶリー࢘ࣁスを見つけて「テントがある㸟」と

㣭りけをする子ども、切りᰴを᥀って感ゐをᴦしࡴ子ども͐など、それࡒれにᴦしࡳを見つけて

いました。 

 ᮏ学は新ᗙ㥐からᚐṌ㸯㸮ศという❧地にありながら、子どもたちが遊ࡪことのできる大きな᳃

があります。その⎔ቃを活かし、さらに今回は「ことば」という子どもの⯆をより深めることの
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定してさまࡊまな✀㢮のシࣕࣝ࣋を‽ഛしていたが、切りᰴの✰を᥀った児童にシࣕࣝ࣋をΏすこ

とはしなかった。この段階では、まࡎは⮬ศのᡭで、ḟはᯞで、と㌟యでの᥈究が大切だとุ᩿し

たからだ。また、切りᰴの✰を᥀る児童のそばにいて、その子の遊びを援助していたᮏ学教ᤵ・ᱩ

⏣は、ᮌくࡎを「ᣢってᖐる」とゝった児童にビニーࣝ⿄をᡭΏしている。これも᳃の୰でఱか㞟

めるかもしれない、という子どものጼを定した‽ഛの一つである。‽ഛをしても、‽ഛした㐨ල

などを用するかしないかは保育者のุ᩿になる。このุ᩿は、それࡒれの子どもの⯆に応ࡌて

遊びが実するために必要であり、高度な保育スࣝ࢟の一つだ。遊びを୰心とした保育では、子ど

もと共に遊びながら、保育者がどのような指ᑟ・援助をするか、ᖖに考࠼続けているのである。 

 ‽ഛ段階では、保育ᅬの保育者らとㄒり合いながらఱを‽ഛするか┦ㄯをし、ᚋには子どもの

遊びのጼとそれを支࠼たᮏ学教ဨの援助のᵝ┦を保育ᅬの保育者らにఏ࠼た。「おさんࣉ ࡱラス」

で見ることができた子どもの遊びには、さまࡊまな᥈究や学びのጼがあり、そのጼとᮏ学教ဨの援

助などを保育者とともにㄒり合うことは、保育者の㈨㉁向上にも⧅がると考࠼られた。 

 このような「おさんࣉ ࡱラス」のヨ㦂ⓗな実施を㋃ま࠼、㸰㸮㸰４年度はᮅ㟘ᕷと共同し、継

続ⓗに取り⤌ࡴことをᡴデすることとした。 

㸱．ࡢࠖࢫࣛࣉ ࡱࢇࡉ࠾ࠕ⫼ᬒと┠ⓗ 

  

「おさんࣉ ࡱラス」を共に実施するᇸ⋢┴ᮅ㟘ᕷは、「⚾がᬽらし続けたいまちᮅ㟘」というᑗ

来ീをᥖげており、その基ᮏᴫᛕのひとつに、「子育てがしやすいまち」がある。第㸳ḟᮅ㟘ᕷ⥲合

ィ⏬ᚋ期基ᮏィ⏬では、「子育てがしやすいまち」について、๓期基ᮏィ⏬期間୰、ᕷ民の満足度が

ᶓばいか低下で᥎⛣していると᭩かれており、「子どもたちがのびのびと成㛗し、学び、遊る良好

な⎔ቃを整࠼ていく」（㸴）ことがồめられること、≉に、「すての子どもがやかに成㛗できる地

域の⎔ቃづくりの᥎㐍」および「ᛴ⃭な♫変に対応するための教⫋ဨの㈨㉁向上や教育内容の

実」」が㔜点課題（㸵）だと㏙られている。㸰㸮㸰㸱年度の「おさんࣉ ࡱラス」の成果から、「お

さんࣉ ࡱラス」を㏻ࡌた保育者らとのㄒり合いが保育者の㈨㉁向上に⧅がると考࠼られた。「おさ

んࣉ ࡱラス」は、子どもたちの⯆関心に応ࡌてᮅ㟘ᕷ内のさまࡊまな場所で行うことを定し

ており、ᮅ㟘ᕷの⮬↛と文といった地域性を生かしながら、子どもたちの心㇏かな成㛗を支࠼る

㉁の高い保育の一助になることができると考࠼る。そして、ᮅ㟘ᕷබ❧保育ᅬと大学が༠働して子

どもの遊びと学びを育ࡴことは、「ᬽらし続けたいまち」としての㨩力を発ಙすることにもなると考

 。る࠼

 また、このような取り⤌ࡳにᮏ学の学生が参⏬することで、㏆㞄地域の保育者を目指す学生に実

践ⓗな学びの場も提供することができる。ᮅ㟘ᕷの子どもたち、保育者、ᮏ学の学生、それࡒれの

学びの機ともなるだろう。 

このような⫼景を㋃ま࠼て、「おさんࣉ ࡱラス」の目ⓗを下グのように設定した。 

ᮅ㟘ᕷのᵝࠎな地域㈨※を活用した子どもたちのおさんࡱに「大学のᑓ㛛性」をࣉラスし、子ど

もたちの遊びと学びの場をつくることを目ⓗとする。また、ᮅ㟘ᕷの地域㈨※そのものがᣢつ、子

どもの遊びと学びを育ࡴ₯ᅾⓗなྍ能性と㨩力を明らかする。 

༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学の教ဨ、学生に␃まらࡎ、多ᵝなᑓ㛛ᐙや地域の方ࠎと連携し、下グ①～③

がࣉラスされたおᩓṌが「おさんࣉ ࡱラス」である。 
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ᅗ㸯㸸「おさんࣉ ࡱラス」が目指すこと（地域向けに作成した小子（㸶）より引用） 

㸲．㸰㸮㸰㸱ᖺᗘ ࡳ⤌ࡾྲྀࡢࠖࢫࣛࣉ ࡱࢇࡉ࠾ࠕとᡂᯝ 

㸰㸮㸰㸱年度 地域連携᥎㐍ࢪࣟࣉェクトの᥇ᢥ

をཷけて、⾲㸯のように「おさんࣉ ࡱラス」の‽ഛ

と実施、り㏉りを行った。まࡎはᮅ㟘ᕷ保育課

度༠力のお㢪いを行い、ḟにᮅ㟘ᕷにあるබ❧保育ᅬ

ᅬ㛗において「おさんࣉ ࡱラス」のㄝ明を行った。

そして、ᮅ㟘ᕷ❧ᮏ⏫保育ᅬが「おさんࣉ ࡱラス」

の実施をཷけධれてくれて、ᮏ年度のᮏ᱁ⓗな実施が

決定した。 

 㸷月㸰㸶日以㝆、実地㋃査をྵめて㸰度の๓‽ഛ

を行った。この、年㛗児が「ࣕ࢟ンࣉごっこ」をᴦ

しࡴᵝ子が見られることから、ࣕ࢟ンࣉの⯆が深

まる場所が良いという保育者の㢪いもあり、ᮅ㟘の᳃

を実施場所とした。ᮅ㟘の᳃は、「ᕷの୰心㒊にṧされた

基地㊧地（国᭷地の␃保地）の一㒊（⣙㸱KD）について、

国とᕷが⟶⌮ጤクዎ⣙を⥾⤖し、㸰㸮㸯㸰年㸯㸯月から開ᨺしたᗈ場」（㸷）である。ᅗ㸰のᮅ㟘の᳃

マッࣉの୰ኸ㒊には、ᮌ❧や➲ཎなどがᗈがっており、⮬↛が㇏かな場所であると同に、㏆㞄の

保育ᅬがおさんࡱに来たり、小学生がᤵᴗの一⎔としてほᐹに来るなど、ᮅ㟘ᕷで育つ子どもたち

には㥆ᰁࡳのある場所である。 

 ࡱの展開もど野にධれた「おさんの遊びの⯆が深まり、そのᚋの保育「ごっこࣉンࣕ࢟」 

というࣉンࣕ࢟のᙜ日まで「ラスࣉ ࡱおさん」、ラス」の実施という保育者らのᕼᮃがあったがࣉ

⯆が継続するか、また、「おさんࣉ ࡱラス」のᙜ日に「ࣕ࢟ンࣉごっこ」が展開するかどうかは

わからない。そのため、「おさんࣉ ࡱラス」ᙜ日の子どもたちの遊びを、保育者とᮏ学教ဨで共に

見つめることとした。 

  

日 内容 場所 

㸴月㸰㸯日�Ỉ� 「おさんࣉ ࡱラス」実施について ᮅ㟘ᕷ保育課 

㸶月㸰㸱日（ⅆ） ᮅ㟘ᕷබ❧保育ᅬᅬ㛗ඛ生方のㄝ明 ᮅ㟘ᕷ保育課 

㸷月㸰㸶日（ᮌ） 「おさんࣉ ࡱラス」ึ回ᡴち合わせ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯㸯月㸯㸱日�月� 「おさんࣉ ࡱラス」第㸰回ᡴち合わせ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯㸯月㸱㸮日（ᮌ） 「おさんࣉ ࡱラス」実施ᙜ日 ᮅ㟘の᳃ 

①おさんࡱにࣉラス

それࡒれの子どもたちの▱りたい㸟遊びたい㸟に応࠼ます。 

子どもたちのጼや⯆関心について、保育ᅬのඛ生方とᮏ学教ဨがㄒり合います。 

そして、ᮏ学のᑓ㛛性とᮅ㟘の地域㈨※を生かしたおさんࡱの内容を考࠼ます。 

②ẖ日の保育にࣉラス

ᮏ学教ဨが見つめた子どものጼをඛ生方フィードࣂックし、子どもたちの遊び・学びを深め

る提等も行います。そして、ḟのおさんࡱの内容にも生かしていきます。 

③地域と学生にࣉラス

ᑗ来、㏆㞄地域で保育者を目指す学生に実践ⓗな学びの場を提供します。 

ᅗ㸰㸸ᮅ㟘の᳃マッࣉ 

（ᮅ㟘の᳃の࣍ー࣒࣌ーࢪ（㸯㸮）より引
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定してさまࡊまな✀㢮のシࣕࣝ࣋を‽ഛしていたが、切りᰴの✰を᥀った児童にシࣕࣝ࣋をΏすこ

とはしなかった。この段階では、まࡎは⮬ศのᡭで、ḟはᯞで、と㌟యでの᥈究が大切だとุ᩿し

たからだ。また、切りᰴの✰を᥀る児童のそばにいて、その子の遊びを援助していたᮏ学教ᤵ・ᱩ

⏣は、ᮌくࡎを「ᣢってᖐる」とゝった児童にビニーࣝ⿄をᡭΏしている。これも᳃の୰でఱか㞟

めるかもしれない、という子どものጼを定した‽ഛの一つである。‽ഛをしても、‽ഛした㐨ල

などを用するかしないかは保育者のุ᩿になる。このุ᩿は、それࡒれの子どもの⯆に応ࡌて

遊びが実するために必要であり、高度な保育スࣝ࢟の一つだ。遊びを୰心とした保育では、子ど

もと共に遊びながら、保育者がどのような指ᑟ・援助をするか、ᖖに考࠼続けているのである。 

 ‽ഛ段階では、保育ᅬの保育者らとㄒり合いながらఱを‽ഛするか┦ㄯをし、ᚋには子どもの

遊びのጼとそれを支࠼たᮏ学教ဨの援助のᵝ┦を保育ᅬの保育者らにఏ࠼た。「おさんࣉ ࡱラス」

で見ることができた子どもの遊びには、さまࡊまな᥈究や学びのጼがあり、そのጼとᮏ学教ဨの援

助などを保育者とともにㄒり合うことは、保育者の㈨㉁向上にも⧅がると考࠼られた。 

 このような「おさんࣉ ࡱラス」のヨ㦂ⓗな実施を㋃ま࠼、㸰㸮㸰４年度はᮅ㟘ᕷと共同し、継

続ⓗに取り⤌ࡴことをᡴデすることとした。 

㸱．ࡢࠖࢫࣛࣉ ࡱࢇࡉ࠾ࠕ⫼ᬒと┠ⓗ 

  

「おさんࣉ ࡱラス」を共に実施するᇸ⋢┴ᮅ㟘ᕷは、「⚾がᬽらし続けたいまちᮅ㟘」というᑗ

来ീをᥖげており、その基ᮏᴫᛕのひとつに、「子育てがしやすいまち」がある。第㸳ḟᮅ㟘ᕷ⥲合

ィ⏬ᚋ期基ᮏィ⏬では、「子育てがしやすいまち」について、๓期基ᮏィ⏬期間୰、ᕷ民の満足度が

ᶓばいか低下で᥎⛣していると᭩かれており、「子どもたちがのびのびと成㛗し、学び、遊る良好

な⎔ቃを整࠼ていく」（㸴）ことがồめられること、≉に、「すての子どもがやかに成㛗できる地

域の⎔ቃづくりの᥎㐍」および「ᛴ⃭な♫変に対応するための教⫋ဨの㈨㉁向上や教育内容の

実」」が㔜点課題（㸵）だと㏙られている。㸰㸮㸰㸱年度の「おさんࣉ ࡱラス」の成果から、「お

さんࣉ ࡱラス」を㏻ࡌた保育者らとのㄒり合いが保育者の㈨㉁向上に⧅がると考࠼られた。「おさ

んࣉ ࡱラス」は、子どもたちの⯆関心に応ࡌてᮅ㟘ᕷ内のさまࡊまな場所で行うことを定し

ており、ᮅ㟘ᕷの⮬↛と文といった地域性を生かしながら、子どもたちの心㇏かな成㛗を支࠼る

㉁の高い保育の一助になることができると考࠼る。そして、ᮅ㟘ᕷබ❧保育ᅬと大学が༠働して子

どもの遊びと学びを育ࡴことは、「ᬽらし続けたいまち」としての㨩力を発ಙすることにもなると考

 。る࠼

 また、このような取り⤌ࡳにᮏ学の学生が参⏬することで、㏆㞄地域の保育者を目指す学生に実

践ⓗな学びの場も提供することができる。ᮅ㟘ᕷの子どもたち、保育者、ᮏ学の学生、それࡒれの

学びの機ともなるだろう。 

このような⫼景を㋃ま࠼て、「おさんࣉ ࡱラス」の目ⓗを下グのように設定した。 

ᮅ㟘ᕷのᵝࠎな地域㈨※を活用した子どもたちのおさんࡱに「大学のᑓ㛛性」をࣉラスし、子ど

もたちの遊びと学びの場をつくることを目ⓗとする。また、ᮅ㟘ᕷの地域㈨※そのものがᣢつ、子

どもの遊びと学びを育ࡴ₯ᅾⓗなྍ能性と㨩力を明らかする。 

༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学の教ဨ、学生に␃まらࡎ、多ᵝなᑓ㛛ᐙや地域の方ࠎと連携し、下グ①～③

がࣉラスされたおᩓṌが「おさんࣉ ࡱラス」である。 
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⾲㸯㸸2023 年度「おさんࣉ ࡱラス」の取り⤌ࡳ（地域向けに作成した小子（㸯㸯）よりΏ㑔改） 

㸰㸮㸰㸱年㸯㸯月㸱㸮日㸷過ࡂ、ᮏ⏫保育ᅬ年㛗児㸯㸴ྡと保育者㸱ྡ、ᮏ学からはΏ㑔、ྡ

達、幼児教育学⛉４年生４ྡが参加した。ඛに฿╔していた４ྡの学生が୰ኸにあるᮌ❧で遊んで

いると、子どもたちがḟࠎに㉮りᐤり、学生と共に遊びጞめた。 

 ᮅ㟘の᳃は他の保育ᅬの子どもたちも遊びに来る場所である。そこで、ᮏ⏫保育ᅬの子どもたち

が᭱ึにᮅ㟘の᳃฿╔し、⮬ศたちの遊びを見つけることが出来るように฿╔間は早めに設定

した。また、᳃のኴ、ᯞ等はᣢちᖐりができることを๓に確ㄆしていたため、㞟めたものを保

育ᅬにᣢちᖐりたいと子どもたちがᛮったに実現できるよう、ᮏ⏫保育ᅬからはリࣖカ―、大学

からはᵝࠎな大きさのビニーࣝ⿄を‽ഛした。 

 この日は、ᮌ❧に作ってあったᯞを⤌ࡳ合わせたࢶリー࢘ࣁスのそばに、たまたまドラ࣒⨁があ

った。ᮅ㟘の᳃に来るやྰや、子どもたちはഅ↛あったドラ࣒⨁を㋾り、㋾ることで㡪きΏる㡢に

ㄏわれて子どもたちが㞟まってきた。ドラ࣒⨁では、୰にධって㌿がる、▼をධれて㐠ࡪ、ᯞで྇

いて㡢を出すなどさまࡊまな遊びが展開した。またドラ࣒⨁だけではなく、ኴ、切りᰴ、ᯞ、Წ、

ⴠちⴥ、そしてᣢ参したリࣖカーといった、さまࡊまな「もの」に関わり、その「もの」⮬యの㠃

ⓑさを᥈究するような遊びが多ᵝに展開した。その遊びのᵝ子をまとめたのがᅗ㸱である。「もの」

と関わり遊ࡪ୰で、」ᩘேの達で༠同して᥈究するᵝ子も見られた。 

  

㸯㸯༙ศ㡭、㣗のため㟷ⴥྎබᅬと⛣動し、㣗ᚋは㟷ⴥྎබᅬの遊ලで遊んだ。そし

て㸯㸱๓、᳃からᣢちᖐりたい「もの」をἑ山✚んだリࣖカーを引いてᮅ㟘の᳃を出発し、保

育ᅬとᡠった。 

㸯㸰月㸯日（金） 

４日�月� 

「おさんࣉ ࡱラス」ᚋ 保育ほᐹ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯㸰月㸯㸶日（月） 「おさんࣉ ࡱラス」り㏉り① ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯㸰月㸰㸯日（ᮌ） 年㛗⤌ おᴦしࡳ ほᐹ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯月㸰㸷日（月） 「おさんࣉ ࡱラス」り㏉り② ᮏ⏫保育ᅬ 

㸰月㸰㸷日（ᮌ） 「おさんࣉ ࡱラス」り㏉り③ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸱月㸴日（Ỉ） ᮅ㟘ᕷ❧බ❧保育ᅬᅬ㛗ඛ生方の報告 ᮅ㟘ᕷ保育課 

ᅗ㸱㸸「おさんࣉ ࡱラス」ᙜ日の子どもの遊び 

（地域向けの小子�1㸰�より引用） 
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ḟに、地域向けに作成した小子（㸯㸱）より、「おさんࣉ ࡱラス」ᙜ日の࢚ピࢯードを㸰つ引

用する。 

このつの࢚ピࢯードは、㔜くて㐠ࡪことの出来ないኴや切りᰴをどうにかして㐠ࡰうと、子

どもたちがイデを出して㐠び方をᕤኵし、༠同する点が共㏻している。༠同する、子どもた

 るには࠼ード①ኴを㐠びたい㸫ኴの向きを変ࢯピ࢚

  

ᮅ㟘の᳃の୰ኸのᮌ❧には、ᯞをテントのように⤌ࡳ合わせたࢶリー࢘ࣁスがありました。

そのࢶリー࢘ࣁスからᑡし㞳れたᮌの᰿ඖに、大きなኴがありました。ఱேかの⏨児が、ᮌ

の᰿ඖからᆏを下ったところにあるࢶリー࢘ࣁスにኴを㌿がそうとしますが、なかなか動き

ません。㋾ったり、ᢲしたりしてもなかなか動かないので、ఱேかがその場を㞳れました。㸯

ேの⏨児だけがその場にṧって動かそうとしますが、やはりく動きません。そこもう㸯ே

の⏨児が、「ನがᡭఏうࡡ」と一⥴に動かしጞめました。ኴがࢶリー࢘ࣁスの方を向いてい

ないので、ኴの向きを変࠼ようとしますが、ኴは動かすとࢶリー࢘ࣁスとは対方向のᩳ

㠃㌿がりⴠちてしまいます。そこでேはヨ行㘒ㄗし、㌿がりⴠちないようにኴをᢲさ࠼

ながら、ࢶリー࢘ࣁスとは対の下りᩳ㠃にኴをᑡし㌿がしてኴの向きを変࠼ました。そ

して、ኴを㌿がしながら、方向㌿のために下ったᩳ㠃を上ったᚋ、ࢶリー࢘ࣁスに向かう

下りᩳ㠃にἢってኴを㌿がすことに成ຌしました。すると、また」ᩘேの子どもたちが一⥴

にኴを㌿がしጞめ、「大物ࢤット㸟」と、ኴを㐠ࡪことができた喜びを共᭷していました。

 の活用ἲ⨁࣒ード②切りᰴを㐠びたい㸫ドラࢯピ࢚

㋾りጞめました。බࡎを見つけると、子どもたちはま⨁࣒スの᰿ඖにあったドラ࢘ࣁリーࢶ

ᅬにドラ࣒⨁の良い㡢が㡪き、さらに子どもたちが㞟まってきます。ドラ࣒⨁をᯞで྇いたり、

୰にධったり、㌿がしたりと、さまࡊまな遊びが展開していました。 

 」ᩘேの⏨児がドラ࣒⨁を㌿がしていると、࢚ピࢯード①のᮌからᑡし㞳れたᮌの᰿ඖに、

ኴのような切りᰴがありました。ある一ேの⏨子が「あれ（切りᰴ）をこれ（ドラ࣒⨁）に

ධれて㐠ࡒࡪ㸟」と、４ேの⏨児が༠力して切りᰴをドラ࣒⨁にධれようとしました。切りᰴ

は㔜くてなかなか動かないので、ドラ࣒⨁のධりཱྀを切りᰴࢠリࢠリまで㏆づけて、㸱ேの⏨

児が力を合わせて切りᰴをドラ࣒⨁にᢲしධれました。切りᰴをドラ࣒⨁にධれたᚋ、ドラ࣒

⨁を㌿がしてࢶリー࢘ࣁスの᰿ඖまで㐠びました。ࢶリー࢘ࣁスの㏆くまでドラ࣒⨁を㌿がし

⤊わると、ドラ࣒⨁の୰から切りᰴがごろっと出てきました。ドラ࣒⨁を活用し、切りᰴを㐠

 。ことに成ຌしましたࡪ
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ㄏわれて子どもたちが㞟まってきた。ドラ࣒⨁では、୰にධって㌿がる、▼をධれて㐠ࡪ、ᯞで྇

いて㡢を出すなどさまࡊまな遊びが展開した。またドラ࣒⨁だけではなく、ኴ、切りᰴ、ᯞ、Წ、

ⴠちⴥ、そしてᣢ参したリࣖカーといった、さまࡊまな「もの」に関わり、その「もの」⮬యの㠃

ⓑさを᥈究するような遊びが多ᵝに展開した。その遊びのᵝ子をまとめたのがᅗ㸱である。「もの」
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て㸯㸱๓、᳃からᣢちᖐりたい「もの」をἑ山✚んだリࣖカーを引いてᮅ㟘の᳃を出発し、保

育ᅬとᡠった。 

㸯㸰月㸯日（金） 

４日�月� 

「おさんࣉ ࡱラス」ᚋ 保育ほᐹ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯㸰月㸯㸶日（月） 「おさんࣉ ࡱラス」り㏉り① ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯㸰月㸰㸯日（ᮌ） 年㛗⤌ おᴦしࡳ ほᐹ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸯月㸰㸷日（月） 「おさんࣉ ࡱラス」り㏉り② ᮏ⏫保育ᅬ 

㸰月㸰㸷日（ᮌ） 「おさんࣉ ࡱラス」り㏉り③ ᮏ⏫保育ᅬ 

㸱月㸴日（Ỉ） ᮅ㟘ᕷ❧බ❧保育ᅬᅬ㛗ඛ生方の報告 ᮅ㟘ᕷ保育課 

ᅗ㸱㸸「おさんࣉ ࡱラス」ᙜ日の子どもの遊び 

（地域向けの小子�1㸰�より引用） 
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ちはヰだけでイデやᕤኵを共᭷するのではない。࢚ピࢯード①では、ኴの向きを変࠼るた

めに、一度対ᩳ㠃にኴを㌿がして方向㌿し、ኴをᢲし上げてからࢶリー࢘ࣁスの方㌿が

しているのだが、この、ゝⴥよりも達の動きからその考࠼に気づき、⌮ゎし、༠同するための

る⯙いをしていた。また࢚ピࢯード②では、ドラ࣒⨁に切りᰴをධれて㐠ࡪという達の発ゝか

ら４ேで༠同するのだが、ここでも達の動きからそのពᅗをỮࡳ取って動いているᵝ子が見られ

た。 

このつの࢚ピࢯードに見られる子どものጼは、保育所保育指㔪に♧された「幼児期の⤊わりま

でに育ってしいጼ」（㸯４）の「࢘ ༠同性」「カ ᛮ考力のⱆ生࠼」「࢟ ⮬↛との関わり・生ᑛ

㔜」「ࢣ ゝⴥによるఏ࠼合い」が育っているጼとᤊ࠼ることができる。そして、このようなጼは、

⮬ศのやりたいことをᛮうᏑศ発できる⮬発ⓗな遊びの୰で、⥲合ⓗに育っていくのである。 

 「おさんࣉ ࡱラス」を⤊࠼て、子どもたちはኴやᯞなどを大㔞にリࣖカーに✚んでᣢちᖐっ

た。そのᣢちᖐったものでどのような遊びが展開するのか、「おさんࣉ ࡱラス」⩣日と⩣㐌、㸱㐌

間ᚋに保育ほᐹを行った。ᣢちᖐったᯞを୪て㣕び㉺࠼たり、ኴでࣂランスをᴦしんだりしな

がら、サーフィン遊びが展開したりしていた。さらに、༞ᅬまでの間にᣢちᖐったᮌᮦを生かした

ᾏ㈫⯪の遊びがᗈがり、༞ᴗไ作つながるなど、ࢪࣟࣉェクトⓗな保育展開もあった。ᮏ⏫保育

ᅬの保育者とᮏ学教ဨ（ྡ達・Ώ㑔）が」ᩘ回、「おさんࣉ ࡱラス」ᚋの子どもたちの遊びと学び

をㄒり合うことを続けた。 

 このㄒり合いの⤒過の୰で、ᫎീグ㘓を用いて共に遊びのጼを見つめ、子どもの⯆・関心を見

取り、指ᑟ・援助のᕤኵについて検ウすることができた。そして、子どもからጞまる遊びを大切に

すること、「子どもにとってどうか」というど点で考࠼ることが共᭷された。ᮏ⏫保育ᅬのᅬ㛗 ఀ

地▱ඛ生は、「おさんࣉ ࡱラス」は、まࡎ᳃での出いからጞまることを見つめるものであったと

り㏉り、この実施を㋃ま࠼て保育グ㘓を変࠼ていきたいと、保育の改善に向けて取り⤌ࡳをጞめ

ている。また、年㛗児のᢸ任 ⸨ඛ生は、「おさんࣉ ࡱラス」の実施以ᚋの子どもの成㛗をᑀ

に見つめており、子どもたちそれࡒれの⯆関心を࢘ェࣈグ㘓にして保ㆤ者にఏ࠼ることで、保ㆤ

者が✚ᴟⓗに保育に関わってくれるようになったこと、小学校にΏす要㘓で᭩きたいことが明確に

なったことを㸱月㸴日に実施したᮅ㟘ᕷᅬ㛗で報告した。 

 ㄒり合いの㝿に用したᫎീは、保育実⩦を⤊࠼た４年生４ྡが「おさんࣉ ࡱラス」ᙜ日に子

どもたちと遊びながら、⮬ศたちが㠃ⓑいと感ࡌた遊びを㘓⏬し続けたものである。ᫎീグ㘓は、

ᙜ日に⮬ศたちが見ていなかった遊びも共᭷し、ヲ⣽に子どもの発ゝ等を聞き取ることができるの

で㔜要である。（注㸯）子どもたちに関わりながら、子どもたちの⯆関心のⱆ生࠼をᤊ࠼ると、ᑡし

㞳れて㘓⏬をするという学生のጼに、保育者として遊びの୰の⯆関心を見取る力の育ちを感ࡌる

ことができた。 

 ᒎᮃࡢㄢ㢟とᚋࡢࠖࢫࣛࣉ ࡱࢇࡉ࠾ࠕ．５

 「おさんࣉ ࡱラス」は、ᙜ日の実施だけではなく、その๓ᚋの取り⤌ࡳをྵめ、保育者とᮏ学

の教ဨと学生が子どもたちの遊びと育ちを見つめるࢭࣟࣉスそのものであった。‽ഛとり㏉りを

ᑀに行ったため、「おさんࣉ ࡱラス」の実施が㸯回にとどまったこと、学生の参⏬機と参加ே

ᩘがᑡなかったことは課題である。ᑀに保育ᅬのඛ生方と関わって実施を検ウしていくため、」

ᩘᅬでの実施は㞴しいが、来年度以㝆は、ᮏ⏫保育ᅬでの「おさんࣉ ࡱラス」の実施を」ᩘ回検

ウし、子どもたちの育ちをㄒり合う場㠃などに学生が参加することを検ウするなど、学生の学びを

深める機を設けていきたい。 

 また、来年度以㝆もᮏ⏫保育ᅬと共に「おさんࣉ ࡱラス」実施予定であるが、ᮅ㟘ᕷබ❧保育

ᅬ㸷ᅬの保育者が「おさんࣉ ࡱラス」に参するなどの機を設け、ᕷ内の保育者が共に子ども

の育ちを見つめ、考࠼る機ともしていく。そして、ᮅ㟘ᕷの保育グ㘓の改善等にᙺ❧てたいと考

 。ている࠼
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 さらに現ᅾ、ᮅ㟘ᕷ❧ᮅ㟘第භ小学校との連携を㐍めるために、低学年のᢸ任教ㅍと「おさんࡱ 

とᮅ㟘第භ小学「しいጼ幼児期の⤊わりまでに育って」、ラス」での子どもたちのᵝ子を共᭷しࣉ

校での学びの連続について共に考࠼る機を設けるなどしている。来年度は、保育ᅬの保育者と小

学校のඛ生方が「おさんࣉ ࡱラス」の場に㞟い、共に子どもの遊びを見つめ、遊びのなかの子ど

もの育ちをㄒり合うなど、保幼小連携の機を設定していきたいと考࠼ている。 

 以上のような課題と展ᮃを㋃ま࠼て、㸰㸮㸰４年度もᮅ㟘ᕷのඛ生方とᮏ学教ဨ、学生、地域と

共に、「おさんࣉ ࡱラス」をきっかけとして、ᮅ㟘ᕷの保育・教育の㉁向上にᑡしでもᐤしてい

きたい。 

㸴．⤊ࡾࢃ 

 「おさんࣉ ࡱラス」を⤊࠼て保育ᅬᖐる、ኴやᯞ、ⴠちⴥがいっࡥいにධったリࣖかー

をᢲすᵝ子を見て、「そんなにᣢちᖐってどうするの㸽」と地域の方ࠎが声をかけてくださった。そ

のᚋ、ᗈ報あさかとᮅ㟘ᕷの࣍ー࣒࣌ーࢪ（㸯㸳）でも取り上げていただいたことで、地域の方が保育

に関心をᐤせてくれたと考࠼ている。ᩓṌは、地域に出向いていくᅬእ保育であり、「おさんࣉ ࡱ

ラス」をきっかけとした地域とのὶも活性されると良いと期ᚅしている。 

 また、「おさんࣉ ࡱラス」の実施に㝿しては、幼児教育学⛉ ᱩ⏣ゆかり教ᤵ・ᐑ⣖子教ᤵ・

ᶓ⣫子教ᤵが関わり、子どもの遊びを見つめてくださった。≉にᱩ⏣教ᤵは、3 月と 11 月の実

施の୧方に参加し、ヲ⣽な࢚ピࢯードグ㘓等もᐤせてくださった。幼児教育学⛉の教ဨだからこそ

できる子どものጼのグ㘓等を生かしながら、子どもたちの⯆関心に応ࡌて学内のᵝࠎなᑓ㛛のඛ

生方にもご༠力いただき、子どもたちの᥈究をサ࣏ートしていただきたいと考࠼ている。 
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ちはヰだけでイデやᕤኵを共᭷するのではない。࢚ピࢯード①では、ኴの向きを変࠼るた

めに、一度対ᩳ㠃にኴを㌿がして方向㌿し、ኴをᢲし上げてからࢶリー࢘ࣁスの方㌿が

しているのだが、この、ゝⴥよりも達の動きからその考࠼に気づき、⌮ゎし、༠同するための

る⯙いをしていた。また࢚ピࢯード②では、ドラ࣒⨁に切りᰴをධれて㐠ࡪという達の発ゝか

ら４ேで༠同するのだが、ここでも達の動きからそのពᅗをỮࡳ取って動いているᵝ子が見られ

た。 

このつの࢚ピࢯードに見られる子どものጼは、保育所保育指㔪に♧された「幼児期の⤊わりま

でに育ってしいጼ」（㸯４）の「࢘ ༠同性」「カ ᛮ考力のⱆ生࠼」「࢟ ⮬↛との関わり・生ᑛ

㔜」「ࢣ ゝⴥによるఏ࠼合い」が育っているጼとᤊ࠼ることができる。そして、このようなጼは、

⮬ศのやりたいことをᛮうᏑศ発できる⮬発ⓗな遊びの୰で、⥲合ⓗに育っていくのである。 

 「おさんࣉ ࡱラス」を⤊࠼て、子どもたちはኴやᯞなどを大㔞にリࣖカーに✚んでᣢちᖐっ

た。そのᣢちᖐったものでどのような遊びが展開するのか、「おさんࣉ ࡱラス」⩣日と⩣㐌、㸱㐌

間ᚋに保育ほᐹを行った。ᣢちᖐったᯞを୪て㣕び㉺࠼たり、ኴでࣂランスをᴦしんだりしな

がら、サーフィン遊びが展開したりしていた。さらに、༞ᅬまでの間にᣢちᖐったᮌᮦを生かした

ᾏ㈫⯪の遊びがᗈがり、༞ᴗไ作つながるなど、ࢪࣟࣉェクトⓗな保育展開もあった。ᮏ⏫保育

ᅬの保育者とᮏ学教ဨ（ྡ達・Ώ㑔）が」ᩘ回、「おさんࣉ ࡱラス」ᚋの子どもたちの遊びと学び

をㄒり合うことを続けた。 

 このㄒり合いの⤒過の୰で、ᫎീグ㘓を用いて共に遊びのጼを見つめ、子どもの⯆・関心を見

取り、指ᑟ・援助のᕤኵについて検ウすることができた。そして、子どもからጞまる遊びを大切に

すること、「子どもにとってどうか」というど点で考࠼ることが共᭷された。ᮏ⏫保育ᅬのᅬ㛗 ఀ

地▱ඛ生は、「おさんࣉ ࡱラス」は、まࡎ᳃での出いからጞまることを見つめるものであったと

り㏉り、この実施を㋃ま࠼て保育グ㘓を変࠼ていきたいと、保育の改善に向けて取り⤌ࡳをጞめ

ている。また、年㛗児のᢸ任 ⸨ඛ生は、「おさんࣉ ࡱラス」の実施以ᚋの子どもの成㛗をᑀ

に見つめており、子どもたちそれࡒれの⯆関心を࢘ェࣈグ㘓にして保ㆤ者にఏ࠼ることで、保ㆤ

者が✚ᴟⓗに保育に関わってくれるようになったこと、小学校にΏす要㘓で᭩きたいことが明確に

なったことを㸱月㸴日に実施したᮅ㟘ᕷᅬ㛗で報告した。 

 ㄒり合いの㝿に用したᫎീは、保育実⩦を⤊࠼た４年生４ྡが「おさんࣉ ࡱラス」ᙜ日に子

どもたちと遊びながら、⮬ศたちが㠃ⓑいと感ࡌた遊びを㘓⏬し続けたものである。ᫎീグ㘓は、

ᙜ日に⮬ศたちが見ていなかった遊びも共᭷し、ヲ⣽に子どもの発ゝ等を聞き取ることができるの

で㔜要である。（注㸯）子どもたちに関わりながら、子どもたちの⯆関心のⱆ生࠼をᤊ࠼ると、ᑡし

㞳れて㘓⏬をするという学生のጼに、保育者として遊びの୰の⯆関心を見取る力の育ちを感ࡌる

ことができた。 

 ᒎᮃࡢㄢ㢟とᚋࡢࠖࢫࣛࣉ ࡱࢇࡉ࠾ࠕ．５

 「おさんࣉ ࡱラス」は、ᙜ日の実施だけではなく、その๓ᚋの取り⤌ࡳをྵめ、保育者とᮏ学

の教ဨと学生が子どもたちの遊びと育ちを見つめるࢭࣟࣉスそのものであった。‽ഛとり㏉りを

ᑀに行ったため、「おさんࣉ ࡱラス」の実施が㸯回にとどまったこと、学生の参⏬機と参加ே

ᩘがᑡなかったことは課題である。ᑀに保育ᅬのඛ生方と関わって実施を検ウしていくため、」

ᩘᅬでの実施は㞴しいが、来年度以㝆は、ᮏ⏫保育ᅬでの「おさんࣉ ࡱラス」の実施を」ᩘ回検

ウし、子どもたちの育ちをㄒり合う場㠃などに学生が参加することを検ウするなど、学生の学びを

深める機を設けていきたい。 

 また、来年度以㝆もᮏ⏫保育ᅬと共に「おさんࣉ ࡱラス」実施予定であるが、ᮅ㟘ᕷබ❧保育

ᅬ㸷ᅬの保育者が「おさんࣉ ࡱラス」に参するなどの機を設け、ᕷ内の保育者が共に子ども

の育ちを見つめ、考࠼る機ともしていく。そして、ᮅ㟘ᕷの保育グ㘓の改善等にᙺ❧てたいと考

 。ている࠼
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こどもの貧困に対するフードパントリーによる支援活動の実践と効果 

Practice and effectiveness of food pantry support activities for children in poverty 

星野 敦子 1）  

Atsuko HOSHINO     

1）༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学教育ே文学㒊・児童教育学⛉  

 㸸子どもの㈋ᅔ、フードパントリー、子育て支援、ひとり親、コスメパントリーࢻ࣮࣮࣡࢟

せ᪨㸸2022 年 12 月から大学において、継続して行っている「ひとり親・多子世帯フード・コスメ

パントリ―」の実践報告と成果の検証を行った。単に支援品を配布するだけでなく、居場所として

の機能を高めることに力を注いできた⤖果、今回調査により一定の成果が得られていることが明ら

かとなった。な成果は以下の 5 点にまとめることができる。 

①参加者はリピーターが多く、8 割以上を占めている。そのため、支援者との関係も深まり、課  題

や現状についての聞き取りもしやすい状況となっている。②子どもは未就学児や小学校低学年が多

く、遊びコーナーなども幼児向けのものや小学校低学年でも出来る製作などが好ましい。現状に合

わせてコーナーづくりをしており、参加者の満足度も高い。③支援品の内容は高く評価されている。

新鮮な野菜や旬の果物、コスメなどは得に評価が高い。④大学での実施ということで「安心感」が

高く、また学生に子どもを任せられる点も評価が高い。⑤学生やスタッフの対応の良さについて「優

しい」「明るく接してくれる」「親切」等の声をたくさんいただいている。 

㸯．ࡌࡣめ 

 2023 年４月に「こども基ᮏἲ」が施行された。「子どものᶒ᮲⣙」ᢈから⣙ 30 年ᚋに、国内

ἲにあたるἲᚊがไ定されてことになる。「こども基ᮏἲ」の 6 つの基ᮏཎ⌮は以下の㏻りである。 

 。基ᮏⓗなேᶒがᏲられ、ᕪูされない߇

②大に育てられ、生活がᏲられ、ឡされ、保ㆤされるᶒがᏲられ、ᖹ等に教育をཷけられる。 

③年㱋や発達の程度により、ព見をゝ࠼たり、♫のさまࡊまな活動に参加できる。 

④ព見がᑛ㔜され、こどもの今とこれからにとって᭱もよいことが優ඛして考࠼られること。 

⑤子育てはサ࣏ートが༑ศに行われ、ᐙᗞで育つことが㞴しいこどもも、ᐙᗞと同ᵝの⎔ቃが確

保される。 

նᐙᗞや子育てにክをᣢち、喜びを感ࡌられる♫をつくる。 

 これらの基ᮏཎ⌮のうち①から④は「子どものᶒ᮲⣙」の以下の � ཎ๎と一⮴している。 

 ①ᕪูの⚗Ṇ（第 2 ᮲） 

 ②生きるᶒ・育つᶒ（第 6 ᮲） 

 ③ព見を⾲すᶒ（第 12 ᮲） 

 ④子どもにもっともよいことを（子どもの᭱善の┈）（第 3 ᮲） 

 ≉に「④ព見を⾲すᶒ」については、これまでᡃが国において㔜どされているとはゝ࠼ない状

況であったのに対し、第 11 ᮲において、以下のように定めている。 
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第༑一᮲ （こども施⟇に対するこども等のព見のᫎ） 

国ཬび地方බ共ᅋయは、こども施⟇を⟇定し、実施し、ཬび評価するにᙜたっては、ᙜヱこども

施⟇の対象となるこどもཪはこどもを㣴育する者その他の関係者のព見をᫎさせるために必

要なᥐ置をㅮࡎるものとする。 

 子どものいる世帯の┦対ⓗ㈋ᅔ⋡は、ここᩘ年改善ഴ向にあるものの、11�5㸣と、国㝿ⓗにࡳる

とཝしい状況である。さらに、以๓から国連より指摘をうけている「ひとり親世帯の㈋ᅔ⋡」は

���5㸣であり、యの༙ᩘ㏆い世帯が┦対ⓗ㈋ᅔ状ែにある（厚生労働省、2023） 

 ᮏㄽ文においては、子どもの㈋ᅔに対する┤接ⓗな支援方ἲとしての「フードパントリー」の実

践と、≉に「ひとり親」「多子世帯」に対象を㝈定した場合のຠ果について検証することを目ⓗとし

ている。 

㸰．Ꮚ⫱࡚ᨭࡢ࣮ࣜࢺࣥࣃࢻ࣮ࣇ⤒⦋ 

 子育て支援フードパントリーについては、2021 年 6 月の新ᗙᕷ内のᰤ � 目ၟᗑにおける学生

のフィーࣝドワークから活動‽ഛを行い、2021 年 7 月 18 日に、同ၟᗑのフリース࣌ースにおい

て 1 回目のパントリーを開ദしている。これをྵめて、2021 年度には � 回開ദし、ィ 260 世帯に対

して支援品の配布することができた（星野他、2022）。活動には、児童教育学⛉の学生以እに、ே間

⚟♴学⛉の学生᭷ᚿᅋయである「しあわせ居場所ネットワーク」の学生がサービスラーニングの一

⎔として参加し、子どものための遊び場づくりや⎔ቃづくりを行った（大山他、2022）。 

 2021 年に開ጞした、ၟᗑにおける「子育て支援フード・コスメパントリー」は、ᗈく子育て୰

の方を支援することが目ⓗであり、⏦㎸要で、↓グྡで参加できる「コミュニティᆺ」の支援活

動である。2022 年度からは「こどもの未来応援基金」から助成金をいただけることになり、安定し

た活動につながったとともに、活動⠊ᅖをᣑ大し、多ᵝなయとの連携により実施することができ

た。「コミュニティᆺ」」のフード・コスメパントリーの継続により、㈋ᅔ世帯に㝈定せࡎ、子育て

୰のすての方たちを対象とした「居場所としてのパントリー」が実現し、支援するഃ、されるഃ

という❧場の㐪いを㉸࠼た多ᵝなయによる地域コミュニティの創造がᅗられた。 

 その一方で、補助金の目ⓗや子どもの㈋ᅔという地域課題ゎ決の㔜要性を考៖すると、「ᮏᙜに支

援を必要としているேのࡳを対象として行うきではないか」というၥも明らかとなってきた。

ၟᗑにおける「子育て支援フード・コスメパントリー」において、明らかにవ⿱のありそうな保

ㆤ者が連れ❧って参加しているᵝ子もあり、スタッフ間で検ウした⤖果、2023 年 7 月より「↓グྡ

ᘧ」をあらため、ఫ所、Ặྡ、連⤡ඛ等をグ㍕していただくᙧに変᭦した。その⤖果、参加者が⣙

10 ྡῶᑡし、ఱらかのᙧで支援を必要としている方がṧられたという༳象をᣢっている。 

 2023 年度の「子育て支援フード・コスメパントリー」の参加者ᩘは以下の㏻りである。 

①ᇸ⋢┴新ᗙᕷ ᰤᅄ目⾤௰マࣝシェ（たまりば） ィ 6 回 ᘏ653 ᩘ ே 実ᩘ 191 ே 

②ᇸ⋢┴ᚿᮌᕷ ᚿᮌ小学校ࣞイン࣎ー࢞ーデン   ィ 1 回 ᘏᩘ・実ᩘ 175 ே 

③ᇸ⋢┴新ᗙᕷ ༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学         

 （ひとり親・多子世帯㝈定）           ィ 5 回 ᘏ382 ᩘ ே 実ᩘ 86 ே 

㸱．ࡦࠕとࡾぶ࣭ከᏊୡᖏࡢ࣮ࠖࣜࢺࣥࣃ࣓ࢫࢥࢻ࣮ࣇᐇ㊶ 

 「ᮏᙜに必要としているேに対する支援」というពでは、2021 年 12 月に実施した「ひとり親・

多子世帯対象 クリスマスࢣー࢟配布」が 1 つのዎ機となった。බᘧ㹊㹇㹌㹃カ࢘ントにⓏ㘓し

ているひとり親または多子世帯（高校生までの子どもが 3 ே以上）を対象として㝈定し、ィ 20 世

帯に対して、支援ᅋయからいただいた支援金でクリスマスࢣー࢟のࢮࣞࣉントをおᒆけした。この

、「クリスマスが㏆づいてきてᝎࡳの✀が 1 つῶりました」「こんな❧ὴなࢣー࢟を㈙ったのはᩘ
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年ࡪりです」といった感や、うれしそうな子どもたちの⏬ീをいただき、子どもの㈋ᅔၥ題に対

するᡭごた࠼を感ࡌた。 

 「クリスマスࢣー࢟支援」により、ᡃが国においてひとり親・多子世帯が≉にཝしい状況におか

れていることを実感し、いࡎれ┤接ⓗかつ継続ⓗな支援をしたいとᛮっていたため、2022 年 12 月

より༑文Ꮠ学ᅬዪ子大学を場としてࡰ 2 カ月に 1 回の㢖度で「ひとり親・多子世帯フード・コ

スメパントリー」を開ദすることになった。支援を対象としている方におᒆけするために、๓⏦

し㎸ࡳ方ᘧをとり、Ặྡ、㟁ヰ␒号、メーࣝドࣞス、ひとり親・多子世帯の༊ศなどヲ⣽にグ㍕

していただいている。大学を場とした⌮⏤は以下の 5 点である。 

 ①㐌ᮎの空き教ᐊをつかうことで、ᗈࠎとした場を用ពすることができる。 

 ②たくさんのパントリー品のᣢちᖐりや幼い子どもを連れてくることで㌴を用される方が多

いが、大学なら㥔㌴場を用できる。 

 ③ᗈい教ᐊを用してカフェス࣌ースや子どもの遊び場をつくることもでき、居場所としての機

能を高められる。 

 ④学内での開ദということで、学生࣎ランティも参加しやすい。 

 ⑤大学のᩜ地内はఫᏯ⾤やၟᴗ地からは⊂❧しており、࿘りの目を気にすることなく過ごすこと

ができる。 

 ⾲㸯は 2023 年度までに開ദした「ひとり親・多子世帯フード・コスメパントリ―」を♧してい

る。2022 年 12 月 11 日から 202� 年 3 月 2 日まで、ィ 7 回開ദし、配布世帯ᩘの合ィ（ᘏᩘ）

は 172 世帯ศである。参加者の多くが「クリスマスࢣー࢟支援」の対象者であったことは、

定እであったが、その⤖果、継続ⓗな支援が実現した。 

  

  

ฟ㸸ⴭ⪅సᡂ 

⾲ � ���� ᖺᗘま࡛㛤ദࡦࠕࡓࡋとࡾぶ࣭ከᏊୡᖏ࣮ࠖࣜࢺࣥࣃ࣓ࢫࢥ࣭ࢻ࣮ࣇ  

年 月日 配布世帯数

2022 12月11日 23

2月19日 25

5月21日 18

7月16日 22

10月14日 24

12月10日 30

2024 3月2日 30

172

2023

計
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㸲．ࡦࠕとࡾぶ࣭ከᏊୡᖏࡢ࣮ࠖࣜࢺࣥࣃ࣓ࢫࢥࢻ࣮ࣇᡂᯝとㄢ㢟 

 202� 年 3 月のパントリーを開ദするにあたり、ᙜ者を対象としたンࢣートを実施した。パン

トリーの⏦し㎸ࡳフ࢛ー࣒にンࢣートを設定するᙧで実施したところ、により㟁ヰで⏦し㎸

を行ったࡳ 2 ྡを㝖く 28 ྡより回⟅を得た。 

ձཧຍᅇᩘ 

 ᅗ㸯は参加回ᩘを♧している。3 回以上が᭱も多く、75㸣、ḟいで 2 回目 10�7㸣となっている。

クリスマスࢣー࢟支援をྵめ、継続ⓗして参加しているᙜ者が多いことがわかる。 

ղᏊࡢࡶேᩘとᏛᖺ 

 ᅗ 2 とᅗ 3 は子どものேᩘと学年を♧している。ேᩘは 3 ேが᭱も多く、�2�9㸣、ḟいで 1 ே

32�1㸣、2 ே 1��3㸣となっている。多子世帯が対象となっていることから、యの⣙ 1 割は �、以

上という回⟅であった。また学年（」ᩘ回⟅）は、未就学が᭱も多く 53�6㸣、ḟいで小学校 1 年か

ら 3 年 50㸣、� 年から 6 年 39�3㸣となった。場でも幼い子どもたちのጼが目❧ち、そのような子

どもたち向けの遊びコーナーにே気がある。 
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ճࡦとࡾぶ࣭ከᏊୡᖏࡢ༊ศ 
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・ありがたく用させて㡬いています。スタッフさんや学生さん方が親切ですし、⡿や果物、 

  野菜はもちろんありがたいですが、子ども向けのおやつを子どもたちがᴦしࡳにしていてᎰ 

  しいです。ありがとうごࡊいます㸟 

・学生のⓙさんの対応が良いので、子供も㍯ᢞげなどᴦしࡳにしていて助かります。 

・こどものお遊びコーナーはᴦしんでいておⳫ子の㍯ᢞげや遊びコーナーなど、子供がẖ回ᴦし

 。にしていますࡳ

・おⲔが出来るのがありがたい。 

・㉁の良い、お⡿や野菜、果物を㡬けてありがたいです。子供は、おⳫ子のつかࡳ取りやカフェ

コーナー、ᕤ作コーナーをᴦしࡳにしています。大学生のおጜさんが優しく接してくれること

もᎰしいようです。子供がቑ࠼ると⮬ศのコスメを㈙うవ⿱�金㖹ⓗ、間ⓗ�が↓くなったの

で、コスメも㡬けてありがたいです。 

・旬の果物、コスメ、お⡿を㡬けるのはᎰしいですݜ 

 ・学生さんと遊びながらไ作するイ࣋ントをᴦしࡳにしています 

・ፉがおጜさん達と遊ࡪのをᴦしんでいる。学校の୰なので安心して目を㞳して学生さん達にお

任せできて、親の⚾はご用ពしてくださったコーࣄーを㣧ࡳながら࣍ッとした間をᩘ༑ศ過

ごせるのがᎰしい。あと、フࣝーࢶ等の生鮮㣗品がとても助かる。 

・子どもが遊る㍯ᢞげなどがᴦしく、スタッフの方も優しくて子どもも喜んでいます㸟 

・ⓙさんが明るく接し、子供たちと遊んでくれるのでそんなᵝ子を見て⒵やされます�� 

・て 

・ᩘ回、用させて㡬いています。ẖ回㡬く内容もᮏᙜに助かるものばかりで、大変に᭷㞴いで

すが、それ以上に、ඛ生方をはࡌめ、ⱝい学生さん方ⓙさんがᮏᙜに親切で、優しく接して下

さるが一␒⣲ᬕらしいと感ࡌています。 

・物価高などでᮏᙜに᭷りがたく助かっております。コスメなど⮬ศの物は㉎ධしないので͐Ꮀ

しいです。 

ᅗ � ༑ᩥᏐࡦࠕࡢとࡾぶ࣭ከᏊୡᖏ࡛࣮ࠖࣜࢺࣥࣃⰋ࠸とᛮࡇ࠺と 
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յᨵၿࡇ࠸ࡋ࡚ࡋと 

 ᅗ 6 は༑文Ꮠの「ひとり親・多子世帯パントリー」において「改善してしいこと」を♧してい

る。「≉にない」が 67�9㸣と᭱も多いが、開ദ期についてのព見（ᅵ日の༗ᚋに開ദしているこ

と）が⣙ 1 割、その他についてもわࡎかではあるがព見があった。ලయⓗには以下のようなព見を

いただいている。 

・慣れでわからないことが多いのでもうᑡし声かけていただけるとありがたいなと感ࡌます。

声かけてくださる方もいますし、対応がᝏいとゝうわけではないですがもうᑡしット࣍ー࣒

な感ࡌだとᎰしいなとᛮいます。ㄡともヰさࡎにᖐってくるとなんだかᑡしᐢしい感ࡌがしま

す。 

・おⲔしてるに子供とスタッフさんが遊んでくれるとありがたい。または、࢟ッࢬがᗙれるシ

ートがᩜいてあると小さい子連れはありがたいです 

・もうᑡし早めに日程を教࠼て㡬けると助かります。 

・もしྍ能でしたら༗๓୰の方が助かります 

・⮬ศのᐙから㐲いので、また㏆くで開ദしていただけたり、༗๓୰だと༗ᚋの予定を❧てやす

いかなとᛮいました。 

ᅗ � ༑ᩥᏐࡦࠕࡢとࡾぶ࣭ከᏊୡᖏ࡛࣮ࠖࣜࢺࣥࣃᨵၿࡇ࠸ࡋ࡚ࡋと 
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５．まとめ 

 2022 年 12 月から継続して行っている「ひとり親・多子世帯フード・コスメパントリ―」の実践

報告と成果の検証を行った。成果は以下の 5 点にまとめることができる。 

 ①参加者はリピーターが多く、8 割以上を占めている。そのため、支援者との関係も深まり、課  

題や現状についての聞き取りもしやすい状況となっている。 

 ②子どもは未就学児や小学校低学年が多く、遊びコーナーなども幼児向けのものや小学校低学年

でも出来る製作などが好ましい。現状に合わせてコーナーづくりをしており、参加者の満足度

も高い。 

 ③支援品の内容は高く評価されている。新鮮な野菜や旬の果物、コスメなどは得に評価が高い。

 ④大学での実施ということで「安心感」が高く、また学生に子どもを任せられる点も評価が高い。 

 ⑤学生やスタッフの対応の良さについて「優しい」「明るく接してくれる」「親切」等の声をたく

さんいただいている。 

 一方、改善点についての指摘も見られた。このうち、「幼児用のシート」の必要性についての指摘

に対し、すぐにマットを設置したところ、幼いこどもも安心していられる場があるということで、

大変喜ばれた。その他の改善点として、以下の 2 点があげられる。 

 ①日程を早めに決定することで、参加者の予定調整がしやすくなる。 

 ②リピーターが多いなか、慣れていない方に対する気配り、声がけが必要 

「ひとり親・多子世帯フード・コスメパントリー」は、単に支援品を配布するだけでなく、来場す

る子どもたちの発達段階に合わせた遊びの提供、ゆったり過ごせる空間としてのカフェコーナーの

設置など、居場所としての機能を高めることに力を注いできた。今回調査により一定の成果が得ら

れていることが明らかとなったが、継続するためには支援品や補助金の継続確保が必要となる。 
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